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猿楽町校舎
START

曙橋駅

明大前駅

八幡前駅

仙川駅

現調布校舎
GOAL

隆明会（H6年卒）

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、大規模な“宴”会や催し物の縮小や開催見合わせが続き、我々総明会
でも、懇親会が2020年、2021年と2年連続で中止になるなど、以前の状態には未だに戻りきれていません。連
綿と受け継がれてきた総明会の先輩・後輩の絆も薄まっていると
感じる今日この頃、「紫紺の“縁（えん）”を繋ぐ」ことが必要と考え・・・
「♪繋ぐといったら襷、襷と言ったら駅伝、駅伝と言ったらメ・イ・ジ」という
ことで、猿楽町校舎から現調布校舎までの約24.3kmを1本の襷で“歩い
て繋ぐ”駅伝を企画し、2022年6月12日（日）に開催しました。
雨天が予想される中、無事ゴールできたのでしょうか？！手に汗握る全7区
間をお楽しみください！！

　6月12日（日）9時猿楽町校舎から曙橋駅に
向けてスタート。記念すべき第１区は、リー
ダーの三保谷さん、三谷さん、熊木さんの、
ちょっぴり“援”分多めの令和3年度幹事学年
「隆明会」が担当。新型コロナウイルスにより
思うように総明会の行事を進められなかった
悔しい思いを、今年度は歩くことで晴らしてい
ただきました。スタート直前までの雨も上がり、
天気も晴れ。録音した音声を振り返ったら「ホ
ントいい天気だわ」という台詞3回三谷さん。
“宴”もたけなわ、これにて1区は The En（え
ん）d。“援”との“縁”が続きますように。
　第1区　猿楽町校舎→曙橋駅3.7km
　スタート  9：00  →  ゴール  9：55
　行程3.7kmを55分で制覇（区間新記録） 開催概要】2022年（令和4年）6月12日(日) 9時～16時

第1区　猿楽町校舎～曙橋駅間 3.7km  平成6年卒 隆明会
第2区　曙橋駅～初台駅間 4.1km  平成2年卒 明愛会
第3区　初台駅～明大前駅間 3.9km  昭和61年卒 新世輝
第4区　明大前駅～八幡山駅間 3.3km  昭和57年卒 明魂会
第5区　八幡山駅～仙川駅間 3.4km  昭和56年卒 明翔会
第6区　仙川駅～国領駅間 3.0km  平成7年卒 紫縁会
第7区　国領駅～現調布校舎間 2.9km  平成8年卒 紫誠会　

開催概要】2022年（令和4年）6月12日(日) 9時～16時
第1区　猿楽町校舎～曙橋駅間 3.7km  平成6年卒 隆明会
第2区　曙橋駅～初台駅間 4.1km  平成2年卒 明愛会
第3区　初台駅～明大前駅間 3.9km  昭和61年卒 新世輝
第4区　明大前駅～八幡山駅間 3.3km  昭和57年卒 明魂会
第5区　八幡山駅～仙川駅間 3.4km  昭和56年卒 明翔会
第6区　仙川駅～国領駅間 3.0km  平成7年卒 紫縁会
第7区　国領駅～現調布校舎間 2.9km  平成8年卒 紫誠会　

2022年４月12日に総明会の
会員に向けて参加募集したチラシ

    黙って
オレについ

てこい。

制服と革
靴で

24kmを完
歩

   するぞ！

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 楽しかった。総明会最高！
応援団指数 ★★★★★★★★★★10個 応援指導班OB2名
Ｔシャツ指数 ★★★★★★★★★★10個 お揃いの“M”のTシャツ
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 午前10時から日高屋にて
  ビールジョッキで乾杯！

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 楽しかった。総明会最高！
応援団指数 ★★★★★★★★★★10個 応援指導班OB2名
Ｔシャツ指数 ★★★★★★★★★★10個 お揃いの“M”のTシャツ
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 午前10時から日高屋にて
  ビールジョッキで乾杯！

総明会は日本一
の

同窓会！ 最高だ
よ！

（後列）紫縁会メンバー
（前列左から）三谷 知弘さん、三保谷 建介さん、熊木達朗さん
（後列）紫縁会メンバー
（前列左から）三谷 知弘さん、三保谷 建介さん、熊木達朗さん

取材班がついて、俺達芸能人みたいじゃん。
この辺り祭りばやし（お好み焼き屋）
あったよね？イカのげそが入った。

取材班がついて、俺達芸能人みたいじゃん。
この辺り祭りばやし（お好み焼き屋）
あったよね？イカのげそが入った。

応援指導班の練習途中で女子校の前を通ると
やたらと声が大きくなってたよね。
応援指導班の練習途中で女子校の前を通ると
やたらと声が大きくなってたよね。

九段の坂道は地獄の練習を
思い出す・・・
九段の坂道は地獄の練習を
思い出す・・・

靖国神社の横は、街宣車が
走っていてうるさかった。。。
「xxxはで～ていけー、で～ていけー・・・」

靖国神社の横は、街宣車が
走っていてうるさかった。。。
「xxxはで～ていけー、で～ていけー・・・」

ホントいい天気。最高の駅伝
日和だわ！
ホントいい天気。最高の駅伝
日和だわ！

隆明会と紫縁会合同で
ゴルフをやりたいね！
隆明会と紫縁会合同で
ゴルフをやりたいね！

気炎を上げる
紫縁会藤田実行委員長

気炎を上げる
紫縁会藤田実行委員長

第1区テーマ “援”分多め

俺たちYouTuberと
思われてるよ絶対！
俺たちYouTuberと
思われてるよ絶対！

防衛省前
通過中

曙橋駅曙橋駅

第1区と華の2区のランデブー♡第1区と華の2区のランデブー♡

襷リレーをする、三保谷さんと
2区明愛会（H2年卒）の遠藤さん
襷リレーをする、三保谷さんと
2区明愛会（H2年卒）の遠藤さん

♪サライ～の空へ～♪サライ～の空へ～

特集①
スタート

過去の猿楽町・今の調布を競走でなく紫紺の縁をつなぐのだ
～【縁】ととのう・つなぐ～～【縁】ととのう・つなぐ～

歩いて繋ぐ駅伝歩いて繋ぐ駅伝
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   するぞ！

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 楽しかった。総明会最高！
応援団指数 ★★★★★★★★★★10個 応援指導班OB2名
Ｔシャツ指数 ★★★★★★★★★★10個 お揃いの“M”のTシャツ
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 午前10時から日高屋にて
  ビールジョッキで乾杯！

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 楽しかった。総明会最高！
応援団指数 ★★★★★★★★★★10個 応援指導班OB2名
Ｔシャツ指数 ★★★★★★★★★★10個 お揃いの“M”のTシャツ
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 午前10時から日高屋にて
  ビールジョッキで乾杯！

総明会は日本一
の

同窓会！ 最高だ
よ！

（後列）紫縁会メンバー
（前列左から）三谷 知弘さん、三保谷 建介さん、熊木達朗さん
（後列）紫縁会メンバー
（前列左から）三谷 知弘さん、三保谷 建介さん、熊木達朗さん

取材班がついて、俺達芸能人みたいじゃん。
この辺り祭りばやし（お好み焼き屋）
あったよね？イカのげそが入った。

取材班がついて、俺達芸能人みたいじゃん。
この辺り祭りばやし（お好み焼き屋）
あったよね？イカのげそが入った。

応援指導班の練習途中で女子校の前を通ると
やたらと声が大きくなってたよね。
応援指導班の練習途中で女子校の前を通ると
やたらと声が大きくなってたよね。

九段の坂道は地獄の練習を
思い出す・・・
九段の坂道は地獄の練習を
思い出す・・・

靖国神社の横は、街宣車が
走っていてうるさかった。。。
「xxxはで～ていけー、で～ていけー・・・」

靖国神社の横は、街宣車が
走っていてうるさかった。。。
「xxxはで～ていけー、で～ていけー・・・」

ホントいい天気。最高の駅伝
日和だわ！
ホントいい天気。最高の駅伝
日和だわ！

隆明会と紫縁会合同で
ゴルフをやりたいね！
隆明会と紫縁会合同で
ゴルフをやりたいね！

気炎を上げる
紫縁会藤田実行委員長

気炎を上げる
紫縁会藤田実行委員長

第1区テーマ “援”分多め

俺たちYouTuberと
思われてるよ絶対！
俺たちYouTuberと
思われてるよ絶対！

防衛省前
通過中

曙橋駅曙橋駅

第1区と華の2区のランデブー♡第1区と華の2区のランデブー♡

襷リレーをする、三保谷さんと
2区明愛会（H2年卒）の遠藤さん
襷リレーをする、三保谷さんと
2区明愛会（H2年卒）の遠藤さん

♪サライ～の空へ～♪サライ～の空へ～

特集①
スタート

過去の猿楽町・今の調布を競走でなく紫紺の縁をつなぐのだ
～【縁】ととのう・つなぐ～～【縁】ととのう・つなぐ～

歩いて繋ぐ駅伝歩いて繋ぐ駅伝
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初台です。ちなみに、
新世輝のホーム（飲み会）は、日本橋だとか
初台です。ちなみに、
新世輝のホーム（飲み会）は、日本橋だとか

　11時10分 初台駅から明大前駅に向け
てスタート。
　テニスをしてから来た土田さんをはじ
め、毎日1、2万歩は歩いている栗本さん、
高校水泳部時代よりも今のほうが泳いで
いる長谷川さん、俳優の高橋さん、週1回
8kmは歩いている吉原さんと、健脚揃い？
なのか、あっという間に到着。“炎”天下の
なか、思わず和泉校舎に立ち寄りました。
　第３区　初台駅→明大前駅3.9km
　スタート   11：10  →  ゴール  12：10
　行程3.9kmのはずが、和泉校舎に
　引き寄せられて4.1kmを1時間で走破
　（寄り道しても区間新記録）　

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 元から一体感は抜群。
  更に文学部進学時の駆け引きや
  同期の危険な話など、裏話で一体感UP
鵜飼さん指数 ★★★★★★★★★★10個 鵜飼と6人で歩ききりました（完走後動画より）
空腹指数 ★★★★★★★★★★10個 これから餃子です
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 がっつり歩いて、話して、ととのいました

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
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  同期の危険な話など、裏話で一体感UP
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空腹指数 ★★★★★★★★★★10個 これから餃子です
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 がっつり歩いて、話して、ととのいました

　ほぼ時間通りの第1区から貴重な襷を引き
継ぎ、第3区「新世輝」に繋ぐべく歩みだした
「明愛会」。2区は曙橋駅から初台駅まで、ター
ミナル駅の新宿駅を通過するゴールデンルー
トの華の二区。こちらは、紅一点、今泉さんの
美人奥様とそのベイビーきらちゃんが参加し
てくれました。ベビーカーでご満悦のきらちゃ
ん、その笑顔を見てアドレナリンが爆発し足取
り速く逃げる奥様。行く手を阻む梅雨の晴れ
間に顔出す太陽。ついて行くことに必死の紫
縁会と明愛会。気がついたらあっという間に新
国立劇場を通り過ぎ、2区ゴールの初台駅に
到着！最後は遠藤改め“縁”藤さんが見事差し
切り1着でゴールイン！
　第2区　曙橋駅→初台駅4.1km
　スタート  10：00  →  ゴール  10：56
逃げ馬をひたすら追いかけ、知らぬ間に区間
新記録。実はこの駅伝区間最長の4.1kmを
わずか56分で制覇しました。

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 華の2区完走ありがとう
寝起き指数 ★★★★★★★★★★10個 きらちゃん寝起き so Good
アルコール期待の
デトックス指数 ★★★★★★★★★9個 新宿に戻って飲むよ
ととのい指数 ★★★★★★★★★★★★12個 土田さん、早くととのって！

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
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一日の乗降人数No.1のJR新宿駅を
横目に歩き続ける
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６月の太陽にやられ、
落馬気味の藤田実行委員長
６月の太陽にやられ、

落馬気味の藤田実行委員長

曙橋駅は地下駅だ曙橋駅は地下駅だ

坂路にて。
富久町のタワマンと戦艦大和
坂路にて。
富久町のタワマンと戦艦大和

若き日の藤田委員長若き日の藤田委員長

きらちゃん、おじさんも痩せたいよきらちゃん、おじさんも痩せたいよ

逃げてるけど熟睡中逃げてるけど熟睡中

甲州街道沿い、文化学園通過甲州街道沿い、文化学園通過

初台の新国立劇場前、
あと３ハロンだ
初台の新国立劇場前、
あと３ハロンだ

僕が高校生の頃は
無かったなぁ・・。

機械仕掛けのGo Pro! 

僕が高校生の頃は
無かったなぁ・・。

機械仕掛けのGo Pro! 

山あり谷あり華の2区を制覇し、
３区土田さんと襷を繋ぐ
遠藤さん

山あり谷あり華の2区を制覇し、
３区土田さんと襷を繋ぐ
遠藤さん

初台駅ゴール手前できらちゃんを差した大人軍団初台駅ゴール手前できらちゃんを差した大人軍団

左折し明治通り。
履歴書用写真撮影と言えば、伊勢丹。
奇跡の一枚が撮れて、就職に有利だった
時代もありました。

左折し明治通り。
履歴書用写真撮影と言えば、伊勢丹。
奇跡の一枚が撮れて、就職に有利だった
時代もありました。

第2区　スタート前のひと時
（左から）髙山剛さん、長谷川剛央さん、遠藤克彦さん、
　　　　今泉仁さん with　奥様＆きらちゃん

第2区　スタート前のひと時
（左から）髙山剛さん、長谷川剛央さん、遠藤克彦さん、
　　　　今泉仁さん with　奥様＆きらちゃん
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早く走りたい早く走りたい
4区メンバーとの合同撮影、
予定より早く着きました。
4区メンバーとの合同撮影、
予定より早く着きました。

地元の方もいるので、道に迷う心配なし。
（甲州街道をまっすぐ行くだけですが）
地元の方もいるので、道に迷う心配なし。
（甲州街道をまっすぐ行くだけですが）

環状7号線横断中
「時間あるなら、和泉校舎、寄っていこうか」
環状7号線横断中
「時間あるなら、和泉校舎、寄っていこうか」

少し寄り道して、和泉校舎前
「大学の中とか、もっと寄り道したいよね？」
「少し時間はありますけど…」
「次、先輩の代だから、止めとくか」

少し寄り道して、和泉校舎前
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宮●（居酒屋）は、まだ泊まれるのかな宮●（居酒屋）は、まだ泊まれるのかな

明大前駅です。変わりすぎていて、
昭和生まれは、テロップがないと分かりません
明大前駅です。変わりすぎていて、
昭和生まれは、テロップがないと分かりません

襷は、土田さんから
4区明魂会（S57年卒）の

関川さんへ

襷は、土田さんから
4区明魂会（S57年卒）の

関川さんへ

第3区 新世輝（S61年卒） 明愛会（H2年卒）第2区テーマ いつまでも縁を テーマ 紅一点とベビー

関係者、度肝を抜かした。
今泉奥様ときらちゃんの脚の速さ。
突然の逃げ宣言

関係者、度肝を抜かした。
今泉奥様ときらちゃんの脚の速さ。
突然の逃げ宣言

白いTシャツを着ているのが新世輝
(左から3人目より）高橋信康さん、栗本宜長さん、
吉原基弘さん、長谷川隆洋さん、
（右端）土田正昭さん（それ以外は紫縁会）

白いTシャツを着ているのが新世輝
(左から3人目より）高橋信康さん、栗本宜長さん、
吉原基弘さん、長谷川隆洋さん、
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同期と楽しく過ごせました。ただ、一緒に歩くはずだっ
た鵜飼（6月5日永眠）が、いないのが残念です。学
生時代は、バレー部で生徒会長も務め、数年前には、
千代田区議に選出されました。頼まれたら断らない
性格で、太く短く生きた、そんな奴でした（土田）。

同期と楽しく過ごせました。ただ、一緒に歩くはずだっ
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性格で、太く短く生きた、そんな奴でした（土田）。

6月12日にこの駅伝企画に出場して
いただく予定だった鵜飼友義氏が 6月
5日突然お亡くなりになりました。出場
いただけなくて、とても残念です。
鵜飼氏のご冥福をお祈りいたします。

6月12日にこの駅伝企画に出場して
いただく予定だった鵜飼友義氏が 6月
5日突然お亡くなりになりました。出場
いただけなくて、とても残念です。
鵜飼氏のご冥福をお祈りいたします。

チームお揃いの     Tシャツ
チームお揃いの     Tシャツ

スタート

スタート
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第2区　スタート前のひと時
（左から）髙山剛さん、長谷川剛央さん、遠藤克彦さん、
　　　　今泉仁さん with　奥様＆きらちゃん
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早く走りたい早く走りたい
4区メンバーとの合同撮影、
予定より早く着きました。
4区メンバーとの合同撮影、
予定より早く着きました。

地元の方もいるので、道に迷う心配なし。
（甲州街道をまっすぐ行くだけですが）
地元の方もいるので、道に迷う心配なし。
（甲州街道をまっすぐ行くだけですが）

環状7号線横断中
「時間あるなら、和泉校舎、寄っていこうか」
環状7号線横断中
「時間あるなら、和泉校舎、寄っていこうか」

少し寄り道して、和泉校舎前
「大学の中とか、もっと寄り道したいよね？」
「少し時間はありますけど…」
「次、先輩の代だから、止めとくか」

少し寄り道して、和泉校舎前
「大学の中とか、もっと寄り道したいよね？」
「少し時間はありますけど…」
「次、先輩の代だから、止めとくか」

宮●（居酒屋）は、まだ泊まれるのかな宮●（居酒屋）は、まだ泊まれるのかな

明大前駅です。変わりすぎていて、
昭和生まれは、テロップがないと分かりません
明大前駅です。変わりすぎていて、
昭和生まれは、テロップがないと分かりません

襷は、土田さんから
4区明魂会（S57年卒）の

関川さんへ

襷は、土田さんから
4区明魂会（S57年卒）の

関川さんへ

第3区 新世輝（S61年卒） 明愛会（H2年卒）第2区テーマ いつまでも縁を テーマ 紅一点とベビー

関係者、度肝を抜かした。
今泉奥様ときらちゃんの脚の速さ。
突然の逃げ宣言

関係者、度肝を抜かした。
今泉奥様ときらちゃんの脚の速さ。
突然の逃げ宣言

白いTシャツを着ているのが新世輝
(左から3人目より）高橋信康さん、栗本宜長さん、
吉原基弘さん、長谷川隆洋さん、
（右端）土田正昭さん（それ以外は紫縁会）

白いTシャツを着ているのが新世輝
(左から3人目より）高橋信康さん、栗本宜長さん、
吉原基弘さん、長谷川隆洋さん、
（右端）土田正昭さん（それ以外は紫縁会）

同期と楽しく過ごせました。ただ、一緒に歩くはずだっ
た鵜飼（6月5日永眠）が、いないのが残念です。学
生時代は、バレー部で生徒会長も務め、数年前には、
千代田区議に選出されました。頼まれたら断らない
性格で、太く短く生きた、そんな奴でした（土田）。

同期と楽しく過ごせました。ただ、一緒に歩くはずだっ
た鵜飼（6月5日永眠）が、いないのが残念です。学
生時代は、バレー部で生徒会長も務め、数年前には、
千代田区議に選出されました。頼まれたら断らない
性格で、太く短く生きた、そんな奴でした（土田）。

6月12日にこの駅伝企画に出場して
いただく予定だった鵜飼友義氏が 6月
5日突然お亡くなりになりました。出場
いただけなくて、とても残念です。
鵜飼氏のご冥福をお祈りいたします。

6月12日にこの駅伝企画に出場して
いただく予定だった鵜飼友義氏が 6月
5日突然お亡くなりになりました。出場
いただけなくて、とても残念です。
鵜飼氏のご冥福をお祈りいたします。

チームお揃いの     Tシャツ
チームお揃いの     Tシャツ

スタート

スタート
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　最高齢チームにも関わらず、大雨と狭い歩
道が連続する甲州街道を闊歩する昭和56年
卒の大先輩方。襷を受けて直ぐ、真っ黒い雲
が我々明翔会を包み始めた～。嫌な予感は
初めからしていた～。おそろいの白い帽子で
雨から逃れるため急いで歩いた～。ただでさ
え狭い甲州街道を雨粒の邪魔をはね除け、足
がもたつきながらも第6区紫縁会の待つ仙川
駅をひたすら目指した～。
　でも、「某先輩の４区のペースが遅かったか
ら雨に当たらざるをえなかった。って文句もで
ちゃう。男の子だもん。」などという戯言を言
いながら進んだ～。45分後に無事完走。　
「駅伝は良いアイデアだ。思い出に残ったよ。
ありがとう。」といただいたお言葉に、嬉しくて
“延 （々えんえん）“泣き続ける紫縁会の面々
だった。
　第5区　八幡山駅→仙川駅3.4km
　スタート  13：10  →  ゴール  14：05
　ゲリラ豪雨もなんのその。
　やってやったよ区間新記録

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 還暦前に楽しい企画をありがとう
日頃の行い指数 ★★★★★★★★★★10個 中継地点直前で雨が止む。雨降って地固まる
第二の人生
開始間際の ★★★★★★6個 やはり60点。これからが人生本番と成熟
還暦指数
ととのい指数 ★★★★★★★★★★★★12個 最高齢故、人生経験も豊富。ととのうのも早い

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 還暦前に楽しい企画をありがとう
日頃の行い指数 ★★★★★★★★★★10個 中継地点直前で雨が止む。雨降って地固まる
第二の人生
開始間際の ★★★★★★6個 やはり60点。これからが人生本番と成熟
還暦指数
ととのい指数 ★★★★★★★★★★★★12個 最高齢故、人生経験も豊富。ととのうのも早い

　11時55分に「まもなく明大前駅」の報を3
区サポートメンバーより受けてから10分。よう
やく3区新世輝のメンバーが到着。予定時間
より早かったため和泉校舎で記念撮影してい
たとのこと。悔しいので4区明魂会も和泉校
舎で記念撮影！変わりすぎた和泉校舎にびっ
くり。そんな4区はひたすら直線。
　来年も駅伝企画を行うなら年配者におす
すめのコースです。高松君の話題で盛り上
がった4区でした。先輩方は新宿方面で“宴”
会だそうで。
　第4区　明大前駅→八幡山駅3.3km
　スタート  12：12  →  ゴール  13：05
　行程3.3kmを53分で制覇（区間新記録）
でも、アップダウンのないひたすら直線だった
ことは内緒。

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★3個 お揃いの帽子がなかった・・・。
  やっちまった指数は☆10個！
高松遥之介君指数 ★★★★★★★★★★10個 もしご存じの方は情報くださーい。
明治魂指数 ★★★★★★★★★★10個 菊池明魂会会長から
  ミネラルウォーター差し入れ
ととのい指数 ★★★★★★★7個 久々に歩いて、しゃべった！

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★3個 お揃いの帽子がなかった・・・。
  やっちまった指数は☆10個！
高松遥之介君指数 ★★★★★★★★★★10個 もしご存じの方は情報くださーい。
明治魂指数 ★★★★★★★★★★10個 菊池明魂会会長から
  ミネラルウォーター差し入れ
ととのい指数 ★★★★★★★7個 久々に歩いて、しゃべった！

「和泉校舎がこんなに変わってるなんて。
でも3号館だけ古いままじゃない？アレは変わってないね。」
「俺は和泉校舎に車で通学していたから
この辺の土地勘はバッチリ！（関川さん）」

「和泉校舎がこんなに変わってるなんて。
でも3号館だけ古いままじゃない？アレは変わってないね。」
「俺は和泉校舎に車で通学していたから
この辺の土地勘はバッチリ！（関川さん）」

ゴールで同期の到着を待つ
菊池明魂会会長
この後、同期の方々と
新宿方面に向かわれた模様です

ゴールで同期の到着を待つ
菊池明魂会会長
この後、同期の方々と
新宿方面に向かわれた模様です

（左から）蓬田裕一さん、寺村一義さん、
　　　　衛藤雅一さん、鴨下裕彦さん
（左から）蓬田裕一さん、寺村一義さん、
　　　　衛藤雅一さん、鴨下裕彦さん

襷リレーをする、関川さんと
5区 明翔会（S56年卒）の衛藤さん
襷リレーをする、関川さんと
5区 明翔会（S56年卒）の衛藤さん

（後列および前列右端）紫縁会メンバー
（前列左2人目から）玉置正人さん、関川一浩さん、
小林謙之さん

（後列および前列右端）紫縁会メンバー
（前列左2人目から）玉置正人さん、関川一浩さん、
小林謙之さん

明大前の駅前は、こんな立派じゃなかったな
車なんか通れる道はなかった
明大前の駅前は、こんな立派じゃなかったな
車なんか通れる道はなかった

ラーメン屋が多数（中華そばはな田、麺屋新創、
らぁめん小池、長浜ラーメン世田谷店など）
食べたいところだけど・・・、ゴール八幡山駅まで
あと少し！

ラーメン屋が多数（中華そばはな田、麺屋新創、
らぁめん小池、長浜ラーメン世田谷店など）
食べたいところだけど・・・、ゴール八幡山駅まで
あと少し！

4区明魂会と5区明翔会の皆様で記念撮影！4区明魂会と5区明翔会の皆様で記念撮影！

明大前駅明大前駅

総明会
の

団結は

最高だ
よ！

総明会
の

団結は

最高だ
よ！

幹事学年の時に
作ったキャップ
幹事学年の時に
作ったキャップ

八幡山駅　スタート地点八幡山駅　スタート地点

奇跡的に、ゴールのある
西の空は明るくなってきた
奇跡的に、ゴールのある
西の空は明るくなってきた

雨降りもへっちゃら
「まだ若し　雨粒弾く　素肌かな」
明翔会　心の俳句

雨降りもへっちゃら
「まだ若し　雨粒弾く　素肌かな」
明翔会　心の俳句

黄金ルート20号歩車道ともに
狭く歩きにくい。。。
黄金ルート20号歩車道ともに
狭く歩きにくい。。。

リサイクルショップ
人生リサイクルできたらなぁ
リサイクルショップ
人生リサイクルできたらなぁ

白キャップに白いマスクが映える！
Go Proの完全防水性能すごし。
仙川に落とすがびくともせず。(内緒)

白キャップに白いマスクが映える！
Go Proの完全防水性能すごし。
仙川に落とすがびくともせず。(内緒)

歩くよ、歩く。栄光のゴールと酒を目指し歩くよ、歩く。栄光のゴールと酒を目指し

交通量抜群の20号線。
カーディーラー多し。
交通量抜群の20号線。
カーディーラー多し。

雨に追われ早いタイムで完走した満足度高い明翔会。
この後は、 「麦・米・ブドウ・トウモロコシ」のさまざまな
原料からできているアルコールを同期と堪能し、
コロナ禍で少し間が開いた絆をもっともっと深めたい。

雨に追われ早いタイムで完走した満足度高い明翔会。
この後は、 「麦・米・ブドウ・トウモロコシ」のさまざまな
原料からできているアルコールを同期と堪能し、
コロナ禍で少し間が開いた絆をもっともっと深めたい。 歩いて繋いだ絆。でも密すぎるぞ歩いて繋いだ絆。でも密すぎるぞ

待機時からすでに怪しい
空模様。は・や・く
「４区がヨタヨタ歩いて
いるから雨雲近づくんだよ。」
雨模様ととのいました！

待機時からすでに怪しい
空模様。は・や・く
「４区がヨタヨタ歩いて
いるから雨雲近づくんだよ。」
雨模様ととのいました！

第5区 明翔会（S56年卒） 明魂会（S57年卒）第4区テーマ 空模様と最高齢 テーマ 高松君何処へ

14時5分、調布の自由が丘と称される
仙川駅にて第6区藤田実行委員長と

襷を繋ぐ衛藤さん

14時5分、調布の自由が丘と称される
仙川駅にて第6区藤田実行委員長と

襷を繋ぐ衛藤さん

「応援指導班にいた高松遥之介君はどこに就職したのだ
ろう？　俺、彼がどうなったか、凄く気になって。」
「総明会の何が良いか？総会が終わった後の団結感が良
い。帰り同じ方向のヤツと一緒に泣いたよ。壇上から皆で
歌う校歌が凄く感動するから。それまでは先輩から何を
言われても我慢しろ（笑）」
「明治高校の校歌と明治大学の校歌は当然同じだけど、
違う。明治高校の校歌に感動したから、今ここを仲間と歩
いているんだ。」

「応援指導班にいた高松遥之介君はどこに就職したのだ
ろう？　俺、彼がどうなったか、凄く気になって。」
「総明会の何が良いか？総会が終わった後の団結感が良
い。帰り同じ方向のヤツと一緒に泣いたよ。壇上から皆で
歌う校歌が凄く感動するから。それまでは先輩から何を
言われても我慢しろ（笑）」
「明治高校の校歌と明治大学の校歌は当然同じだけど、
違う。明治高校の校歌に感動したから、今ここを仲間と歩
いているんだ。」
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　最高齢チームにも関わらず、大雨と狭い歩
道が連続する甲州街道を闊歩する昭和56年
卒の大先輩方。襷を受けて直ぐ、真っ黒い雲
が我々明翔会を包み始めた～。嫌な予感は
初めからしていた～。おそろいの白い帽子で
雨から逃れるため急いで歩いた～。ただでさ
え狭い甲州街道を雨粒の邪魔をはね除け、足
がもたつきながらも第6区紫縁会の待つ仙川
駅をひたすら目指した～。
　でも、「某先輩の４区のペースが遅かったか
ら雨に当たらざるをえなかった。って文句もで
ちゃう。男の子だもん。」などという戯言を言
いながら進んだ～。45分後に無事完走。　
「駅伝は良いアイデアだ。思い出に残ったよ。
ありがとう。」といただいたお言葉に、嬉しくて
“延 （々えんえん）“泣き続ける紫縁会の面々
だった。
　第5区　八幡山駅→仙川駅3.4km
　スタート  13：10  →  ゴール  14：05
　ゲリラ豪雨もなんのその。
　やってやったよ区間新記録

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 還暦前に楽しい企画をありがとう
日頃の行い指数 ★★★★★★★★★★10個 中継地点直前で雨が止む。雨降って地固まる
第二の人生
開始間際の ★★★★★★6個 やはり60点。これからが人生本番と成熟
還暦指数
ととのい指数 ★★★★★★★★★★★★12個 最高齢故、人生経験も豊富。ととのうのも早い
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　11時55分に「まもなく明大前駅」の報を3
区サポートメンバーより受けてから10分。よう
やく3区新世輝のメンバーが到着。予定時間
より早かったため和泉校舎で記念撮影してい
たとのこと。悔しいので4区明魂会も和泉校
舎で記念撮影！変わりすぎた和泉校舎にびっ
くり。そんな4区はひたすら直線。
　来年も駅伝企画を行うなら年配者におす
すめのコースです。高松君の話題で盛り上
がった4区でした。先輩方は新宿方面で“宴”
会だそうで。
　第4区　明大前駅→八幡山駅3.3km
　スタート  12：12  →  ゴール  13：05
　行程3.3kmを53分で制覇（区間新記録）
でも、アップダウンのないひたすら直線だった
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　　　　衛藤雅一さん、鴨下裕彦さん
（左から）蓬田裕一さん、寺村一義さん、
　　　　衛藤雅一さん、鴨下裕彦さん

襷リレーをする、関川さんと
5区 明翔会（S56年卒）の衛藤さん
襷リレーをする、関川さんと
5区 明翔会（S56年卒）の衛藤さん

（後列および前列右端）紫縁会メンバー
（前列左2人目から）玉置正人さん、関川一浩さん、
小林謙之さん

（後列および前列右端）紫縁会メンバー
（前列左2人目から）玉置正人さん、関川一浩さん、
小林謙之さん

明大前の駅前は、こんな立派じゃなかったな
車なんか通れる道はなかった
明大前の駅前は、こんな立派じゃなかったな
車なんか通れる道はなかった

ラーメン屋が多数（中華そばはな田、麺屋新創、
らぁめん小池、長浜ラーメン世田谷店など）
食べたいところだけど・・・、ゴール八幡山駅まで
あと少し！

ラーメン屋が多数（中華そばはな田、麺屋新創、
らぁめん小池、長浜ラーメン世田谷店など）
食べたいところだけど・・・、ゴール八幡山駅まで
あと少し！

4区明魂会と5区明翔会の皆様で記念撮影！4区明魂会と5区明翔会の皆様で記念撮影！

明大前駅明大前駅

総明会
の

団結は

最高だ
よ！

総明会
の

団結は

最高だ
よ！

幹事学年の時に
作ったキャップ
幹事学年の時に
作ったキャップ

八幡山駅　スタート地点八幡山駅　スタート地点

奇跡的に、ゴールのある
西の空は明るくなってきた
奇跡的に、ゴールのある
西の空は明るくなってきた

雨降りもへっちゃら
「まだ若し　雨粒弾く　素肌かな」
明翔会　心の俳句

雨降りもへっちゃら
「まだ若し　雨粒弾く　素肌かな」
明翔会　心の俳句

黄金ルート20号歩車道ともに
狭く歩きにくい。。。
黄金ルート20号歩車道ともに
狭く歩きにくい。。。

リサイクルショップ
人生リサイクルできたらなぁ
リサイクルショップ
人生リサイクルできたらなぁ

白キャップに白いマスクが映える！
Go Proの完全防水性能すごし。
仙川に落とすがびくともせず。(内緒)

白キャップに白いマスクが映える！
Go Proの完全防水性能すごし。
仙川に落とすがびくともせず。(内緒)

歩くよ、歩く。栄光のゴールと酒を目指し歩くよ、歩く。栄光のゴールと酒を目指し

交通量抜群の20号線。
カーディーラー多し。
交通量抜群の20号線。
カーディーラー多し。

雨に追われ早いタイムで完走した満足度高い明翔会。
この後は、 「麦・米・ブドウ・トウモロコシ」のさまざまな
原料からできているアルコールを同期と堪能し、
コロナ禍で少し間が開いた絆をもっともっと深めたい。

雨に追われ早いタイムで完走した満足度高い明翔会。
この後は、 「麦・米・ブドウ・トウモロコシ」のさまざまな
原料からできているアルコールを同期と堪能し、
コロナ禍で少し間が開いた絆をもっともっと深めたい。 歩いて繋いだ絆。でも密すぎるぞ歩いて繋いだ絆。でも密すぎるぞ

待機時からすでに怪しい
空模様。は・や・く
「４区がヨタヨタ歩いて
いるから雨雲近づくんだよ。」
雨模様ととのいました！

待機時からすでに怪しい
空模様。は・や・く
「４区がヨタヨタ歩いて
いるから雨雲近づくんだよ。」
雨模様ととのいました！

第5区 明翔会（S56年卒） 明魂会（S57年卒）第4区テーマ 空模様と最高齢 テーマ 高松君何処へ

14時5分、調布の自由が丘と称される
仙川駅にて第6区藤田実行委員長と

襷を繋ぐ衛藤さん

14時5分、調布の自由が丘と称される
仙川駅にて第6区藤田実行委員長と

襷を繋ぐ衛藤さん

「応援指導班にいた高松遥之介君はどこに就職したのだ
ろう？　俺、彼がどうなったか、凄く気になって。」
「総明会の何が良いか？総会が終わった後の団結感が良
い。帰り同じ方向のヤツと一緒に泣いたよ。壇上から皆で
歌う校歌が凄く感動するから。それまでは先輩から何を
言われても我慢しろ（笑）」
「明治高校の校歌と明治大学の校歌は当然同じだけど、
違う。明治高校の校歌に感動したから、今ここを仲間と歩
いているんだ。」

「応援指導班にいた高松遥之介君はどこに就職したのだ
ろう？　俺、彼がどうなったか、凄く気になって。」
「総明会の何が良いか？総会が終わった後の団結感が良
い。帰り同じ方向のヤツと一緒に泣いたよ。壇上から皆で
歌う校歌が凄く感動するから。それまでは先輩から何を
言われても我慢しろ（笑）」
「明治高校の校歌と明治大学の校歌は当然同じだけど、
違う。明治高校の校歌に感動したから、今ここを仲間と歩
いているんだ。」

スタート

スタート
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実際に移動したルート。
甲州街道をまっすぐ行って、
国領駅ゴールのはずですが、
あっち行ったり、こっち行ったり。

実際に移動したルート。
甲州街道をまっすぐ行って、
国領駅ゴールのはずですが、
あっち行ったり、こっち行ったり。

　7区は7名＋紫縁会サポートメンバー2名の
9名で歩く予定が、3kmを歩いたばかりの6
区メンバーもなだれ込んで歩く総勢16名。
疲れ切った紫縁会を“援”助いただく1学年
下の面々。懐かしい話を“延”々 と語りなが
ら、あっという間に学びの“園（えん）”に到
着。24kmを完歩した藤田実行委員長からは
大量の“塩（えん）”が吹き出していました。
　第7区　国領駅→現調布校舎2.9km
　スタート  15：20  →  ゴール  16：08
　行程2.9kmを48分で制覇（区間新記録）
　実は校舎の裏門から入場して表門まで
ショートカット。感動のゴールシーンが撮り直
しだったことは永“遠”の内緒です。

一体感指数 ★★★★★★★★8個 飲み会をやれば☆10個になるはず！
ビール飲 ★★★★★★★★★★10個 インタビューはいいから、早く飲ませろ(怒)
みたい指数
晴れ男指数 ★★★★★★★★★★10個 5区ゲリラ豪雨の元となった積乱雲を吹き飛ばした
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 卒業以来四半世紀ぶりに再会できた。充実！

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★8個 飲み会をやれば☆10個になるはず！
ビール飲 ★★★★★★★★★★10個 インタビューはいいから、早く飲ませろ(怒)
みたい指数
晴れ男指数 ★★★★★★★★★★10個 5区ゲリラ豪雨の元となった積乱雲を吹き飛ばした
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 卒業以来四半世紀ぶりに再会できた。充実！

　いよいよ幹事学年区間、選手と取材班合計
8名の紫“縁”（えん）会による「京王線“沿”
線歩き旅」。5区の嵐は一瞬で過ぎ去って快
晴に。「天は我々を見放・・さなかった！（若い人
わかるかな？）」。照り付ける強烈な太陽が、
朝からの取材と各区先輩方との終了後の一
杯で疲労が溜まったメンバーの体力をむしば
んだ。途中脱落者が出るも、最後の気力を振
り絞り、なんとか国領駅へ到着。
　予定時間より少し早く到着したので、7区
の取材班も加わり、紫縁会同期が開業したお
豆腐屋さんにアポなし訪問。疲れで腐りそう
だった気持ちも、お“から”っと回復。　　　
　第6区　仙川駅→国領駅3.0km
　スタート  14：10  →  ゴール  15：05
　行程3.0kmのはずが3.8㎞に55分
　かかりました（寄り道し過ぎなので参考記録）　

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 “写真のポーズ”も“寄り道”も一緒に、です。
平均徒歩指数 ★★★★★★★★★★12個 6区時点で1人当り12km以上歩いています
まだ飲んで ★★★3個 この時点で8人中5人が飲んでいます。
いない人指数
ととのい指数 ★★★★★★★★★9個 来年の復路は来られなかった同期を誘って、まんてん
  （カレー屋じゃないよ。今昔物語参照）を目指します。

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 “写真のポーズ”も“寄り道”も一緒に、です。
平均徒歩指数 ★★★★★★★★★★12個 6区時点で1人当り12km以上歩いています
まだ飲んで ★★★3個 この時点で8人中5人が飲んでいます。
いない人指数
ととのい指数 ★★★★★★★★★9個 来年の復路は来られなかった同期を誘って、まんてん
  （カレー屋じゃないよ。今昔物語参照）を目指します。

左から）櫻井勝也さん、藤田央さん、日野友貴さん、岡崎俊彦さん　左から）櫻井勝也さん、藤田央さん、日野友貴さん、岡崎俊彦さん　

つつじが丘駅です。昔の面影はまったくありません
（一番左は取材班の久保さん）
つつじが丘駅です。昔の面影はまったくありません
（一番左は取材班の久保さん）

キュー●ーさんの前で、ハイポーズ
（ちなみに、紫縁会との縁はありません）
キュー●ーさんの前で、ハイポーズ
（ちなみに、紫縁会との縁はありません）

5区が豪雨だったので、
せっかく傘を買ったのに、
あっという間に晴天に・・・

5区が豪雨だったので、
せっかく傘を買ったのに、
あっという間に晴天に・・・

歩道が細いので二列縦隊。まるで登校班のよう。
「つつじが丘グランド跡地に行きたい」
「取材でもう行ってるよ（今昔物語参照）」
「じゃあ、駅行きますか・・・。」

歩道が細いので二列縦隊。まるで登校班のよう。
「つつじが丘グランド跡地に行きたい」
「取材でもう行ってるよ（今昔物語参照）」
「じゃあ、駅行きますか・・・。」

「すまん、電車で行く」取材班、
春日さん無念の離脱。せっかく買った
のに一度も開かなかった傘が心に
重くのしかかったようです

「すまん、電車で行く」取材班、
春日さん無念の離脱。せっかく買った
のに一度も開かなかった傘が心に
重くのしかかったようです

襷は、藤田さんから、
最終区の木村さん
（H８卒）へ

襷は、藤田さんから、
最終区の木村さん
（H８卒）へ

アポなしで紫縁会同期の伊藤正樹さんが営むとうふや
「おもむろ（OMOMURO）」に立ち寄りました。
お店の前で集合写真（店主の伊藤さんは下段の右から
２番目、上段右端は小倉さん、下段左から澤登さん、
石田さん、いずれも取材班）

アポなしで紫縁会同期の伊藤正樹さんが営むとうふや
「おもむろ（OMOMURO）」に立ち寄りました。
お店の前で集合写真（店主の伊藤さんは下段の右から
２番目、上段右端は小倉さん、下段左から澤登さん、
石田さん、いずれも取材班）

「会報に載せる名所が少なくない？」（櫻井さん）
「そういえば、同期の伊藤さんが国領で起業
してるよ」（取材班、石田さん）

「会報に載せる名所が少なくない？」（櫻井さん）
「そういえば、同期の伊藤さんが国領で起業
してるよ」（取材班、石田さん）

長いかなと

思ったけど
、

あっという
間に

楽しく歩け
ました

長いかなと

思ったけど
、

あっという
間に

楽しく歩け
ました

（左から）菅野陽一郎さん、岸丈志さん、関川明生さん、
木村允さん、小林達也さん、金井威士さん、西村英之先生
（左から）菅野陽一郎さん、岸丈志さん、関川明生さん、
木村允さん、小林達也さん、金井威士さん、西村英之先生

国領駅国領駅

小径を闊歩する16匹のおっさん小径を闊歩する16匹のおっさん

ビルに囲まれた神田駿河台と違って、
現調布校舎周辺は自然がいっぱい。
野川沿いのなんと静かなこと。
都会の喧噪を忘れてマイナスイオンに
癒やされましたよ。

ビルに囲まれた神田駿河台と違って、
現調布校舎周辺は自然がいっぱい。
野川沿いのなんと静かなこと。
都会の喧噪を忘れてマイナスイオンに
癒やされましたよ。

日も西に傾き、ランナー達の影も
すっかり長くなりました
栄光のゴールまで後少し「自然を
制する者が調布を制すーー！」
初代自然の神は誰だ？

日も西に傾き、ランナー達の影も
すっかり長くなりました
栄光のゴールまで後少し「自然を
制する者が調布を制すーー！」
初代自然の神は誰だ？

6区参加者7名＋藤田実行委員長の
一団が見えてきました
栄光のゴールはいよいよです。
1区から歩き続けた藤田実行委員長の
足は大丈夫なのか？

6区参加者7名＋藤田実行委員長の
一団が見えてきました
栄光のゴールはいよいよです。
1区から歩き続けた藤田実行委員長の
足は大丈夫なのか？

西日が厳しい午後4時過ぎ、ついにゴールしました
途中繰り上げスタートすることなく、
1本の襷がゴール調布校舎までつながりました

西日が厳しい午後4時過ぎ、ついにゴールしました
途中繰り上げスタートすることなく、
1本の襷がゴール調布校舎までつながりました

7区の皆さんで記念撮影。
中央はもちろん西村先生
7区の皆さんで記念撮影。
中央はもちろん西村先生

6区メンバーも加わって総勢16名でこの駅伝の
ゴールである現調布校舎に向けて出発進行！
上空は雲ひとつない快晴！

6区メンバーも加わって総勢16名でこの駅伝の
ゴールである現調布校舎に向けて出発進行！
上空は雲ひとつない快晴！

現調布校舎
GOAL

第7区 紫誠会（H8年卒） 紫縁会（H7年卒）第6区テーマ 来年は
　　やったろけー！

テーマ 同期の縁を
 深めるぞ！

スタート

スタート

H8年卒の皆さん、
幹事学年は大変ですが
皆で力を合わせて
頑張ってください！
（藤田より）

H8年卒の皆さん、
幹事学年は大変ですが
皆で力を合わせて
頑張ってください！
（藤田より）
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実際に移動したルート。
甲州街道をまっすぐ行って、
国領駅ゴールのはずですが、
あっち行ったり、こっち行ったり。

実際に移動したルート。
甲州街道をまっすぐ行って、
国領駅ゴールのはずですが、
あっち行ったり、こっち行ったり。

　7区は7名＋紫縁会サポートメンバー2名の
9名で歩く予定が、3kmを歩いたばかりの6
区メンバーもなだれ込んで歩く総勢16名。
疲れ切った紫縁会を“援”助いただく1学年
下の面々。懐かしい話を“延”々 と語りなが
ら、あっという間に学びの“園（えん）”に到
着。24kmを完歩した藤田実行委員長からは
大量の“塩（えん）”が吹き出していました。
　第7区　国領駅→現調布校舎2.9km
　スタート  15：20  →  ゴール  16：08
　行程2.9kmを48分で制覇（区間新記録）
　実は校舎の裏門から入場して表門まで
ショートカット。感動のゴールシーンが撮り直
しだったことは永“遠”の内緒です。

一体感指数 ★★★★★★★★8個 飲み会をやれば☆10個になるはず！
ビール飲 ★★★★★★★★★★10個 インタビューはいいから、早く飲ませろ(怒)
みたい指数
晴れ男指数 ★★★★★★★★★★10個 5区ゲリラ豪雨の元となった積乱雲を吹き飛ばした
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 卒業以来四半世紀ぶりに再会できた。充実！

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★8個 飲み会をやれば☆10個になるはず！
ビール飲 ★★★★★★★★★★10個 インタビューはいいから、早く飲ませろ(怒)
みたい指数
晴れ男指数 ★★★★★★★★★★10個 5区ゲリラ豪雨の元となった積乱雲を吹き飛ばした
ととのい指数 ★★★★★★★★★★10個 卒業以来四半世紀ぶりに再会できた。充実！

　いよいよ幹事学年区間、選手と取材班合計
8名の紫“縁”（えん）会による「京王線“沿”
線歩き旅」。5区の嵐は一瞬で過ぎ去って快
晴に。「天は我々を見放・・さなかった！（若い人
わかるかな？）」。照り付ける強烈な太陽が、
朝からの取材と各区先輩方との終了後の一
杯で疲労が溜まったメンバーの体力をむしば
んだ。途中脱落者が出るも、最後の気力を振
り絞り、なんとか国領駅へ到着。
　予定時間より少し早く到着したので、7区
の取材班も加わり、紫縁会同期が開業したお
豆腐屋さんにアポなし訪問。疲れで腐りそう
だった気持ちも、お“から”っと回復。　　　
　第6区　仙川駅→国領駅3.0km
　スタート  14：10  →  ゴール  15：05
　行程3.0kmのはずが3.8㎞に55分
　かかりました（寄り道し過ぎなので参考記録）　

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 “写真のポーズ”も“寄り道”も一緒に、です。
平均徒歩指数 ★★★★★★★★★★12個 6区時点で1人当り12km以上歩いています
まだ飲んで ★★★3個 この時点で8人中5人が飲んでいます。
いない人指数
ととのい指数 ★★★★★★★★★9個 来年の復路は来られなかった同期を誘って、まんてん
  （カレー屋じゃないよ。今昔物語参照）を目指します。

ＯＯ指数 ★の数（最高10のハズ） 渾身の一言
一体感指数 ★★★★★★★★★★10個 “写真のポーズ”も“寄り道”も一緒に、です。
平均徒歩指数 ★★★★★★★★★★12個 6区時点で1人当り12km以上歩いています
まだ飲んで ★★★3個 この時点で8人中5人が飲んでいます。
いない人指数
ととのい指数 ★★★★★★★★★9個 来年の復路は来られなかった同期を誘って、まんてん
  （カレー屋じゃないよ。今昔物語参照）を目指します。

左から）櫻井勝也さん、藤田央さん、日野友貴さん、岡崎俊彦さん　左から）櫻井勝也さん、藤田央さん、日野友貴さん、岡崎俊彦さん　

つつじが丘駅です。昔の面影はまったくありません
（一番左は取材班の久保さん）
つつじが丘駅です。昔の面影はまったくありません
（一番左は取材班の久保さん）

キュー●ーさんの前で、ハイポーズ
（ちなみに、紫縁会との縁はありません）
キュー●ーさんの前で、ハイポーズ
（ちなみに、紫縁会との縁はありません）

5区が豪雨だったので、
せっかく傘を買ったのに、
あっという間に晴天に・・・

5区が豪雨だったので、
せっかく傘を買ったのに、
あっという間に晴天に・・・

歩道が細いので二列縦隊。まるで登校班のよう。
「つつじが丘グランド跡地に行きたい」
「取材でもう行ってるよ（今昔物語参照）」
「じゃあ、駅行きますか・・・。」
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「つつじが丘グランド跡地に行きたい」
「取材でもう行ってるよ（今昔物語参照）」
「じゃあ、駅行きますか・・・。」

「すまん、電車で行く」取材班、
春日さん無念の離脱。せっかく買った
のに一度も開かなかった傘が心に
重くのしかかったようです

「すまん、電車で行く」取材班、
春日さん無念の離脱。せっかく買った
のに一度も開かなかった傘が心に
重くのしかかったようです

襷は、藤田さんから、
最終区の木村さん
（H８卒）へ

襷は、藤田さんから、
最終区の木村さん
（H８卒）へ

アポなしで紫縁会同期の伊藤正樹さんが営むとうふや
「おもむろ（OMOMURO）」に立ち寄りました。
お店の前で集合写真（店主の伊藤さんは下段の右から
２番目、上段右端は小倉さん、下段左から澤登さん、
石田さん、いずれも取材班）

アポなしで紫縁会同期の伊藤正樹さんが営むとうふや
「おもむろ（OMOMURO）」に立ち寄りました。
お店の前で集合写真（店主の伊藤さんは下段の右から
２番目、上段右端は小倉さん、下段左から澤登さん、
石田さん、いずれも取材班）

「会報に載せる名所が少なくない？」（櫻井さん）
「そういえば、同期の伊藤さんが国領で起業
してるよ」（取材班、石田さん）

「会報に載せる名所が少なくない？」（櫻井さん）
「そういえば、同期の伊藤さんが国領で起業
してるよ」（取材班、石田さん）

長いかなと

思ったけど
、

あっという
間に

楽しく歩け
ました

長いかなと

思ったけど
、

あっという
間に

楽しく歩け
ました

（左から）菅野陽一郎さん、岸丈志さん、関川明生さん、
木村允さん、小林達也さん、金井威士さん、西村英之先生
（左から）菅野陽一郎さん、岸丈志さん、関川明生さん、
木村允さん、小林達也さん、金井威士さん、西村英之先生

国領駅国領駅

小径を闊歩する16匹のおっさん小径を闊歩する16匹のおっさん

ビルに囲まれた神田駿河台と違って、
現調布校舎周辺は自然がいっぱい。
野川沿いのなんと静かなこと。
都会の喧噪を忘れてマイナスイオンに
癒やされましたよ。

ビルに囲まれた神田駿河台と違って、
現調布校舎周辺は自然がいっぱい。
野川沿いのなんと静かなこと。
都会の喧噪を忘れてマイナスイオンに
癒やされましたよ。

日も西に傾き、ランナー達の影も
すっかり長くなりました
栄光のゴールまで後少し「自然を
制する者が調布を制すーー！」
初代自然の神は誰だ？

日も西に傾き、ランナー達の影も
すっかり長くなりました
栄光のゴールまで後少し「自然を
制する者が調布を制すーー！」
初代自然の神は誰だ？

6区参加者7名＋藤田実行委員長の
一団が見えてきました
栄光のゴールはいよいよです。
1区から歩き続けた藤田実行委員長の
足は大丈夫なのか？

6区参加者7名＋藤田実行委員長の
一団が見えてきました
栄光のゴールはいよいよです。
1区から歩き続けた藤田実行委員長の
足は大丈夫なのか？

西日が厳しい午後4時過ぎ、ついにゴールしました
途中繰り上げスタートすることなく、
1本の襷がゴール調布校舎までつながりました

西日が厳しい午後4時過ぎ、ついにゴールしました
途中繰り上げスタートすることなく、
1本の襷がゴール調布校舎までつながりました

7区の皆さんで記念撮影。
中央はもちろん西村先生
7区の皆さんで記念撮影。
中央はもちろん西村先生

6区メンバーも加わって総勢16名でこの駅伝の
ゴールである現調布校舎に向けて出発進行！
上空は雲ひとつない快晴！

6区メンバーも加わって総勢16名でこの駅伝の
ゴールである現調布校舎に向けて出発進行！
上空は雲ひとつない快晴！

現調布校舎
GOAL

第7区 紫誠会（H8年卒） 紫縁会（H7年卒）第6区テーマ 来年は
　　やったろけー！

テーマ 同期の縁を
 深めるぞ！

スタート

スタート

H8年卒の皆さん、
幹事学年は大変ですが
皆で力を合わせて
頑張ってください！
（藤田より）

H8年卒の皆さん、
幹事学年は大変ですが
皆で力を合わせて
頑張ってください！
（藤田より）
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7区紫誠会（H8年卒）メンバーと紫縁会メンバーで記念撮影！
来年も駅伝が企画されますように。来年は箱根駅伝をもじって
「猿楽町校舎現調布校舎間往復総明会駅伝競走」と改名して、
競争になることを願っています！

7区紫誠会（H8年卒）メンバーと紫縁会メンバーで記念撮影！
来年も駅伝が企画されますように。来年は箱根駅伝をもじって
「猿楽町校舎現調布校舎間往復総明会駅伝競走」と改名して、
競争になることを願っています！

駅伝企画に参加した紫縁会メンバーと高尾山登山から
お戻りになられたばかりの山口先生と記念撮影！
駅伝企画に参加した紫縁会メンバーと高尾山登山から
お戻りになられたばかりの山口先生と記念撮影！

縁縁
　
特
集
の
目
玉
を
紫
縁
会
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
っ
た
際
に
、「
世
代
を
超
え
て
総
明
会

の〝
縁（
え
ん
）〞を
繋
ぐ
と
い
う
企
画
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
繋
ぐ
と
い
え
ば「
襷
を
繋
ぐ
駅
伝
は
ど
う
だ
ろ
う
」と
い
う
こ
と
に
な
り
、目
玉
企

画
は「
歩
い
て
繋
ぐ
駅
伝
」に
決
ま
り
ま
し
た
。企
画
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、参
加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
、梅
雨
時
で
雨
に
打
た
れ

な
い
だ
ろ
う
か
、当
日
ま
で
不
安
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、そ
ん
な
思
い
は
全
く
の
杞
憂
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　
前
日
ま
で
の
雨
も
ど
こ
へ
や
ら
、当
日
は
晴
れ
て
最
高
の
駅
伝
日
和
。予
定
通
り
９

時
に
猿
楽
町
校
舎
を
ス
タ
ー
ト
し
、〝
炎
〞天
下
を
、甲
州
街
道
に〝
沿（
え
ん
）〞っ
て

ひ
た
歩
き
、〝
遠
〞路
は
る
ば
る
16
時
す
ぎ
に
現
調
布
校
舎
に
無
事
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。参
加
者
は
合
計
41
明（
め
い
）。新
調
し
た「
明
治
大
学
付
属
明
治
高

等
学
校
中
学
校
同
窓
会
」の
襷
は
見
事
に
繋
が
り
ま
し
た
。世
代
を
超
え
て
、総
明
会

が
１
つ
に
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。来
年
も
再
来
年
も
こ
の
企
画
が
続
く
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

駅
伝
企
画
メ
ン
バ
ー
小
倉・古
川

　
紫
縁
会
藤
田
実
行
委
員
長
は
１
人
で
全
24
㎞
を
完
歩
。

　
当
日
の
歩
数
は
４
９
、９
３
２
歩
！
　
打
ち
上
げ
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
過
ぎ
た
の
で
、

な
ん
と
体
重
は
変
わ
ら
ず
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駅伝のスタート地点の猿楽町校舎っていったい？ 
～平成世代は知らないあれこれ～
令和4年4月某日　紫縁会の会報委員担当らが
特別な許可を得て取材を試みた。

駅伝のスタート地点の猿楽町校舎っていったい？ 
～平成世代は知らないあれこれ～
令和4年4月某日　紫縁会の会報委員担当らが
特別な許可を得て取材を試みた。

猿楽町校舎潜入！

鵜澤総明先生の銅像があった場所鵜澤総明先生の銅像があった場所２号館の元・教員室前に立つ２号館の元・教員室前に立つ体育館の入口は固く閉ざされていた体育館の入口は固く閉ざされていた

渡り廊下渡り廊下

１号館３階廊下１号館３階廊下

駅伝のスタート地点である猿楽町校舎が閉校してはや 14年が経過し、現在の校舎内の様子を
皆様にお伝えすべく実施した潜入取材。その他の写真はwebにてお楽しみください。

START!!START!!

1. ３号館裏のジャングルの肥料は
 生徒が投げた弁当の残飯
2. LL教室の機器の魔術師、
 吉田重幸先生
3. 1号館の池は皇居へ繋がっている
4. 国語科研究室は喫煙室だった
5. 連日やって来る救急車
 (校庭がコンクリート＋狭あいだったため)

6. １号館棟屋の天文台にはさんまが
 住んでいたらしい。
7. Webにてお楽しみに。

非公認かつご無礼をお許しください非公認かつご無礼をお許しください

旧校舎の七不思議旧校舎の七不思議

元・LL教室前元・LL教室前

元・音楽室元・音楽室

３号館３階元・教室、学生自習室等に
改装されているが、比較的当時の
面影が多く残されている。

３号館３階元・教室、学生自習室等に
改装されているが、比較的当時の
面影が多く残されている。

３号館裏のジャングルは
綺麗に剪定されていた。
３号館裏のジャングルは
綺麗に剪定されていた。

３号館や生協購買部の
跡地写真から用務員さんの
島さんや中川洋服店の
店主を思い出す方も多い
はず。

３号館や生協購買部の
跡地写真から用務員さんの
島さんや中川洋服店の
店主を思い出す方も多い
はず。

４号館、格技室や生徒ホール、各種部室が入っていた。
当時休憩場所として使われていた屋上では
学生による養蜂活動がおこなわれている。

４号館、格技室や生徒ホール、各種部室が入っていた。
当時休憩場所として使われていた屋上では
学生による養蜂活動がおこなわれている。 元・格技室の内部とエントランス元・格技室の内部とエントランス

令和の男坂♪
今の時代も太陽光に
テカテカに光った
学生服の生徒が
登っていく。

令和の男坂♪
今の時代も太陽光に
テカテカに光った
学生服の生徒が
登っていく。

１号館から２号館へ。
かつて牛乳の自販機があった場所
１号館から２号館へ。
かつて牛乳の自販機があった場所

１号館元教室。今は資格試験等に
挑戦する学生の自習室として活用
されている。

１号館元教室。今は資格試験等に
挑戦する学生の自習室として活用
されている。

１号館元・図書館横の中庭
(よく制服で落とされた池)
１号館元・図書館横の中庭
(よく制服で落とされた池)

特集①駅伝企画を振り返って

栄

栄

枯

枯
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駅伝のスタート地点の猿楽町校舎っていったい？ 
～平成世代は知らないあれこれ～
令和4年4月某日　紫縁会の会報委員担当らが
特別な許可を得て取材を試みた。

駅伝のスタート地点の猿楽町校舎っていったい？ 
～平成世代は知らないあれこれ～
令和4年4月某日　紫縁会の会報委員担当らが
特別な許可を得て取材を試みた。

猿楽町校舎潜入！

鵜澤総明先生の銅像があった場所鵜澤総明先生の銅像があった場所２号館の元・教員室前に立つ２号館の元・教員室前に立つ体育館の入口は固く閉ざされていた体育館の入口は固く閉ざされていた

渡り廊下渡り廊下

１号館３階廊下１号館３階廊下

駅伝のスタート地点である猿楽町校舎が閉校してはや 14年が経過し、現在の校舎内の様子を
皆様にお伝えすべく実施した潜入取材。その他の写真はwebにてお楽しみください。

START!!START!!

1. ３号館裏のジャングルの肥料は
 生徒が投げた弁当の残飯
2. LL教室の機器の魔術師、
 吉田重幸先生
3. 1号館の池は皇居へ繋がっている
4. 国語科研究室は喫煙室だった
5. 連日やって来る救急車
 (校庭がコンクリート＋狭あいだったため)

6. １号館棟屋の天文台にはさんまが
 住んでいたらしい。
7. Webにてお楽しみに。

非公認かつご無礼をお許しください非公認かつご無礼をお許しください

旧校舎の七不思議旧校舎の七不思議

元・LL教室前元・LL教室前

元・音楽室元・音楽室

３号館３階元・教室、学生自習室等に
改装されているが、比較的当時の
面影が多く残されている。

３号館３階元・教室、学生自習室等に
改装されているが、比較的当時の
面影が多く残されている。

３号館裏のジャングルは
綺麗に剪定されていた。
３号館裏のジャングルは
綺麗に剪定されていた。

３号館や生協購買部の
跡地写真から用務員さんの
島さんや中川洋服店の
店主を思い出す方も多い
はず。

３号館や生協購買部の
跡地写真から用務員さんの
島さんや中川洋服店の
店主を思い出す方も多い
はず。

４号館、格技室や生徒ホール、各種部室が入っていた。
当時休憩場所として使われていた屋上では
学生による養蜂活動がおこなわれている。

４号館、格技室や生徒ホール、各種部室が入っていた。
当時休憩場所として使われていた屋上では
学生による養蜂活動がおこなわれている。 元・格技室の内部とエントランス元・格技室の内部とエントランス

令和の男坂♪
今の時代も太陽光に
テカテカに光った
学生服の生徒が
登っていく。

令和の男坂♪
今の時代も太陽光に
テカテカに光った
学生服の生徒が
登っていく。

１号館から２号館へ。
かつて牛乳の自販機があった場所
１号館から２号館へ。
かつて牛乳の自販機があった場所

１号館元教室。今は資格試験等に
挑戦する学生の自習室として活用
されている。

１号館元教室。今は資格試験等に
挑戦する学生の自習室として活用
されている。

１号館元・図書館横の中庭
(よく制服で落とされた池)
１号館元・図書館横の中庭
(よく制服で落とされた池)

特集①駅伝企画を振り返って

栄

栄

枯

枯
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閑静な住宅街に囲まれる
現・明治大学付属明治高等学校・中学校調布

写真左、1961年～64年頃、
広大なグラウンドであった。
写真左、1961年～64年頃、
広大なグラウンドであった。

1916－64年1916－64年 2007年2007年

調布駅北口付近で明校生が買い食いや散歩するところはないのか、
散策してみたが、大通りから一本入った天神通りに、
賑わいのある商店街があった。

調布駅北口付近で明校生が買い食いや散歩するところはないのか、
散策してみたが、大通りから一本入った天神通りに、
賑わいのある商店街があった。

大型マンションになっていた大型マンションになっていた 当時の体育祭は制服で
参加していた(？)
当時の体育祭は制服で
参加していた(？)

大通りのパルコ前には、かつて明校生に
人気だったたい焼き「一口茶屋」があった
そうだが、2021年5月31日に惜しまれ
ながら閉店し、今は石焼ビビンバ店に
なっていた。

大通りのパルコ前には、かつて明校生に
人気だったたい焼き「一口茶屋」があった
そうだが、2021年5月31日に惜しまれ
ながら閉店し、今は石焼ビビンバ店に
なっていた。

一口茶屋一口茶屋

調布駅前すぐの商店街にある庶民的なパン屋。
我々、おやじ軍団の訪問日は全品110円のセール中。
明校生のランチやおやつにはたまらない品揃え。

調布駅前すぐの商店街にある庶民的なパン屋。
我々、おやじ軍団の訪問日は全品110円のセール中。
明校生のランチやおやつにはたまらない品揃え。

オーロールオーロール

調布駅近くの教会。品のある明校生は
時たま訪れ、懺悔をしていただろう。
会報誌の無事の出版を祈って手を合わせた。

調布駅近くの教会。品のある明校生は
時たま訪れ、懺悔をしていただろう。
会報誌の無事の出版を祈って手を合わせた。

調布カトリック教会調布カトリック教会

食欲旺盛かつお上品な明校生が行くところ。
でも、お財布には優しくないところが玉に瑕。
ウエイトレス(死語)の制服がマニアには人気。
最寄り駅は、調布駅お隣の布田駅

食欲旺盛かつお上品な明校生が行くところ。
でも、お財布には優しくないところが玉に瑕。
ウエイトレス(死語)の制服がマニアには人気。
最寄り駅は、調布駅お隣の布田駅

神戸屋レストラン神戸屋レストラン

東京のアカデミックな街を代表するお茶の水に
かつてあった明治大学付属明治高等学校・中学校 駿河台・お茶の水・神保町

写真左、1961年～64年頃、
１号館塔屋の天文台があるのが見える
写真左、1961年～64年頃、
１号館塔屋の天文台があるのが見える

1916－64年1916－64年 2007年2007年

もともと、中古楽器店が連ねていた土地柄だったが、
当時(約30年前)より店舗が増えているような印象が
ある。同時にウクレレ店も多い。

もともと、中古楽器店が連ねていた土地柄だったが、
当時(約30年前)より店舗が増えているような印象が
ある。同時にウクレレ店も多い。

楽器街楽器街

かつての駅舎はもうない。
駅施設群の建替え中。
かつての駅舎はもうない。
駅施設群の建替え中。

JR御茶ノ水駅JR御茶ノ水駅

正式名：東京復活大聖堂
といい、1891年、鹿鳴館を
設計した建築家ジョサイア・
コンドルの設計。現在の建物は、
関東大震災後に修復された。
ビザンチン様式の聖堂は、
高さ35mのドームと尖塔の
鐘楼を備えている。

正式名：東京復活大聖堂
といい、1891年、鹿鳴館を
設計した建築家ジョサイア・
コンドルの設計。現在の建物は、
関東大震災後に修復された。
ビザンチン様式の聖堂は、
高さ35mのドームと尖塔の
鐘楼を備えている。

ニコライ堂ニコライ堂

猿楽町校舎からほど近いとちの
木通り沿いの、アーチが印象的な
クラシックな建築物であった。
文化学院は、大正10年(創立者:
西村伊作)～平成30年まで続いた
専門学校。多くの著名な芸術家、
作家、役者等々を輩出したが、
次第に経営が思わしくなくなり、
平成28年には専門学校の募集を
停止し、平成30年に閉校となった。
新しい建物が建設されたが、
アーチ校舎は保存され今も街に
溶け込んでいる。

猿楽町校舎からほど近いとちの
木通り沿いの、アーチが印象的な
クラシックな建築物であった。
文化学院は、大正10年(創立者:
西村伊作)～平成30年まで続いた
専門学校。多くの著名な芸術家、
作家、役者等々を輩出したが、
次第に経営が思わしくなくなり、
平成28年には専門学校の募集を
停止し、平成30年に閉校となった。
新しい建物が建設されたが、
アーチ校舎は保存され今も街に
溶け込んでいる。

文化学院文化学院

放課後、寄り道できたのも駿河台にあった利点。某国語のO先生は、「一見、ぼろく見える店構えでも、貴重な古書を持っている
店が多い。」と現代文の授業で語っていた。卒業後、改めて生徒時代の街を訪れると不思議とあの頃の先生方の雑談や見識が
蘇ってくるところも明治の良さだと思う。

放課後、寄り道できたのも駿河台にあった利点。某国語のO先生は、「一見、ぼろく見える店構えでも、貴重な古書を持っている
店が多い。」と現代文の授業で語っていた。卒業後、改めて生徒時代の街を訪れると不思議とあの頃の先生方の雑談や見識が
蘇ってくるところも明治の良さだと思う。

下校時、誰もが一度は見たことがある三省堂書店の屋上の大型看板。こちらも建物の老朽化や再開発の波やらで取り壊される。
頑丈な建物の減価償却は50年程度あるのかもしれないが、建物も歳を取ると同時に、我々も干からびていく様を切なく感じた。
「いったん、しおりを挟みます。」（三省堂書店）
勉強熱心(？)な明校生は舶来万年筆にも憧れた？（金ペン堂）

下校時、誰もが一度は見たことがある三省堂書店の屋上の大型看板。こちらも建物の老朽化や再開発の波やらで取り壊される。
頑丈な建物の減価償却は50年程度あるのかもしれないが、建物も歳を取ると同時に、我々も干からびていく様を切なく感じた。
「いったん、しおりを挟みます。」（三省堂書店）
勉強熱心(？)な明校生は舶来万年筆にも憧れた？（金ペン堂）

文学と古本屋街文学と古本屋街
「いもや」や「ライスカレーまんてん」「キッチンカロリー」
不景気・疫病・戦争等、社会不安はあっても人々の胃袋を
満たすのは、ここだ。

「いもや」や「ライスカレーまんてん」「キッチンカロリー」
不景気・疫病・戦争等、社会不安はあっても人々の胃袋を
満たすのは、ここだ。
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と
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今
昔
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語

かつてこの地で体育祭を行っていた。高Ⅰは体育祭前日に草むしりに駆り出されていた。
中1～高Ⅲがクラス別ではなく春夏秋冬生まれなどのチームに分かれて、ホットパンツ型体操着で
騎馬戦や棒倒しを行った。このグラウンドは、売却され今は大型マンションに変貌。

かつてこの地で体育祭を行っていた。高Ⅰは体育祭前日に草むしりに駆り出されていた。
中1～高Ⅲがクラス別ではなく春夏秋冬生まれなどのチームに分かれて、ホットパンツ型体操着で
騎馬戦や棒倒しを行った。このグラウンドは、売却され今は大型マンションに変貌。

番外編番外編 つつじヶ丘のグラウンドつつじヶ丘のグラウンド

特集①
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閑静な住宅街に囲まれる
現・明治大学付属明治高等学校・中学校調布

写真左、1961年～64年頃、
広大なグラウンドであった。
写真左、1961年～64年頃、
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調布駅北口付近で明校生が買い食いや散歩するところはないのか、
散策してみたが、大通りから一本入った天神通りに、
賑わいのある商店街があった。
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大通りのパルコ前には、かつて明校生に
人気だったたい焼き「一口茶屋」があった
そうだが、2021年5月31日に惜しまれ
ながら閉店し、今は石焼ビビンバ店に
なっていた。
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明校生のランチやおやつにはたまらない品揃え。

調布駅前すぐの商店街にある庶民的なパン屋。
我々、おやじ軍団の訪問日は全品110円のセール中。
明校生のランチやおやつにはたまらない品揃え。

オーロールオーロール
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会報誌の無事の出版を祈って手を合わせた。
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食欲旺盛かつお上品な明校生が行くところ。
でも、お財布には優しくないところが玉に瑕。
ウエイトレス(死語)の制服がマニアには人気。
最寄り駅は、調布駅お隣の布田駅
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もともと、中古楽器店が連ねていた土地柄だったが、
当時(約30年前)より店舗が増えているような印象が
ある。同時にウクレレ店も多い。
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正式名：東京復活大聖堂
といい、1891年、鹿鳴館を
設計した建築家ジョサイア・
コンドルの設計。現在の建物は、
関東大震災後に修復された。
ビザンチン様式の聖堂は、
高さ35mのドームと尖塔の
鐘楼を備えている。
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木通り沿いの、アーチが印象的な
クラシックな建築物であった。
文化学院は、大正10年(創立者:
西村伊作)～平成30年まで続いた
専門学校。多くの著名な芸術家、
作家、役者等々を輩出したが、
次第に経営が思わしくなくなり、
平成28年には専門学校の募集を
停止し、平成30年に閉校となった。
新しい建物が建設されたが、
アーチ校舎は保存され今も街に
溶け込んでいる。
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放課後、寄り道できたのも駿河台にあった利点。某国語のO先生は、「一見、ぼろく見える店構えでも、貴重な古書を持っている
店が多い。」と現代文の授業で語っていた。卒業後、改めて生徒時代の街を訪れると不思議とあの頃の先生方の雑談や見識が
蘇ってくるところも明治の良さだと思う。

放課後、寄り道できたのも駿河台にあった利点。某国語のO先生は、「一見、ぼろく見える店構えでも、貴重な古書を持っている
店が多い。」と現代文の授業で語っていた。卒業後、改めて生徒時代の街を訪れると不思議とあの頃の先生方の雑談や見識が
蘇ってくるところも明治の良さだと思う。

下校時、誰もが一度は見たことがある三省堂書店の屋上の大型看板。こちらも建物の老朽化や再開発の波やらで取り壊される。
頑丈な建物の減価償却は50年程度あるのかもしれないが、建物も歳を取ると同時に、我々も干からびていく様を切なく感じた。
「いったん、しおりを挟みます。」（三省堂書店）
勉強熱心(？)な明校生は舶来万年筆にも憧れた？（金ペン堂）
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満たすのは、ここだ。
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かつてこの地で体育祭を行っていた。高Ⅰは体育祭前日に草むしりに駆り出されていた。
中1～高Ⅲがクラス別ではなく春夏秋冬生まれなどのチームに分かれて、ホットパンツ型体操着で
騎馬戦や棒倒しを行った。このグラウンドは、売却され今は大型マンションに変貌。
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自然体で

井家上 哲史

明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

総明会会長

　2020年に吉田耕太郎前会長より第9代総明会会長を
引き継ぎ、2年を経て、再選いたしました。この2年間は新
型コロナウイルス感染症の影響もあり、総明会の活動は決
して十分な状況ではありませんでしたが、母校明治中学高
等学校は、この2年間、対面での授業を着実にきちんと続
けてこられ、卒業された皆さんが総明会の新会員となられ
ています。教職員の皆様、生徒を支えている御父母の皆様
そして班部の指導者をはじめとする関係者の献身的な努
力の賜物であり、敬意を表します。その結果、新たに総明
会会員となられた皆様、ようこそ総明会へ、皆様のご入会
を歓迎いたします。
　さて、総明会の近年の活動を振り返りますと、一昨年の
幹事学年平成5年卒明鐘会の皆さんに続き、昨年も幹事
学年平成6年卒隆明会の皆さんを中心に総明会会報「紫
紺の詩」が従来通りに発行され、M編集委員会の若手の
皆さんによりオトナの過程「M」が継続して発行されていま
す。これらに加えてオンラインではありますが就活会や高3
クラス幹事交流会が行われました。法曹部会などの活動も
継続されてきました。昨年は、なかなか収束しない感染者
数のなかで、感染防止に十分留意しながら、まず理事会を
オンラインと対面のハイブリッドで開催、また、評議員会と
総会を対面で再開できました。
　今年については、幹事学年平成7年卒紫縁会の皆さんが
年間活動テーマ【「縁」～ととのう～】のもと、特集イベント
企画、会報の発行、総会懇親イベント、就活会の実施など
を準備されています。そのほか、チャリティゴルフ大会が3
年ぶりに無事に行われ、明朗会も準備されており、少しず
つではありますが、例年の活動を取り戻しつつあります。
　このような社会情勢の中で、同窓会はどのように活動す
るのでしょうか。私は自然体でその時できる活動をするの
が基本と考えており、それをサポートできる同窓会組織が
続くように務めます。また若手クラス幹事交流会、「M」の
発行や就活会などを通じて若手世代や中堅社会人会員の
活動を更に盛り上げていきたいと考えています。ご支援の
ほどよろしくお願い申し上げます。

仲間へのエールを！

大六野 耕作
明治大学　学長

明治大学長の大六野耕作でございます。本来であれば、
本年11月に開催予定でありました総明会・懇親会の場で
皆さまにお目にかかり直接ご挨拶すべきところですが、コ
ロナ禍のためこれが叶いませんので、会報誌「紫紺の詩」
の紙面をお借りし、一言ご挨拶申し上げます。
明治大学は今年、創立140周年を迎えました。駿河台

キャンパス内に所在する「明治大学博物館」では、本年11
月の上旬まで、「校友山脈～明治大学の教育と人材～」と
題する特別展を開催しています。58万人を超える校友の
中から、顕著な業績を残された人々と、その方々を育んだ
本学の教育を主題としたこの展示を先日見学いたしまし
たが、各界に渡る多士済々の校友諸氏の活躍は、まさに
「山脈」の名にふさわしく、本学の輝かしい歴史として脈々
と引き継がれていることを改めて実感いたしました。もちろ
んその中には、生粋の「明治魂」を明治高等学校・中学校
で育まれた総明会会員の皆様も多くいらっしゃいます。多
感な思春期を「良い仲間たち」とともに謳歌し、卒業後も総
明会を通じてタテ・ヨコの深い絆を大切にしながら、大変
な時節にあっても互いを鼓舞し「エール」を送り合える仲
間がいること、これこそ総明会会員の皆様に与えられたか
けがえのない特権と言えるのではないでしょうか。
文部科学省においても長らく「高大接続改革」の重要性

が提唱されております。政治、経済、文化、あらゆる事柄が
世界的広がりを持ち、その影響が瞬時に他へ波及する現
代において、高等教育（明治大学）とその基礎となる中等
教育（明高中）が果たすべき役割は、今後ますます重きを
なすことでしょう。大学・高校・中学校の紐帯をさらに強固
にし、より一層充実した教育を展開して参りたいと存じま
す。総明会の皆様におかれましても、今後とも変わらぬご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたり、井家上哲史会長をはじめ、本年の幹事学
年である平成6年度「隆明会」の皆様に対し心から御礼申
し上げるとともに、総明会及び関係者の皆様の益々のご健
勝とご活躍を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

総明会の「縁」

安藏 伸治

明治大学付属明治高等学校・明治中学校

校 長

　2014年に校長として着任して以来、９年目を迎えておりま
す。来年の2月に70歳になるために、今年度が校長として最後
の１年となります。着任以来、多くの生徒たちや保護者の皆さ
ん、卒業生の方 と々巡り合い、また多くの先生と時を共有して
きました。
　中高一貫校、そして大学付属校として本校はわが国の中等
教育機関として特異な存在であります。大学への推薦基準を
満たせば、在校生数よりも大きな大学への推薦枠があるため
に、希望者は全員明治大学に進学できますし、受け入れ枠の
小さな学部や学科を除けば、ほぼ全員が第一志望の学部に
進学できるという環境が、他大学の付属校にはない明大明治
独特の雰囲気を醸し出しているのだと思います。
　明治中学に入学すれば、高校卒業までに11の学年と交わ
ることができ、末永く先輩・後輩の関係が構築され維持され
ていきます。さらに大学へと続き、総明会の強力な地金として
の「縁」になっていくのだと思います。
　コロナ禍のために過去２年間、中止や延期してきた様々な
学校行事や旅行行事が、規模は縮小せざるを得ませんが、次
第に再開されるようになってきました。１学期の中間考査後
に行った各学年の旅行行事、6月14日の高校球技大会、6月
21日のイングリッシュ・プレゼンテーション・コンテストなどの
再開は、生徒や教員との結びつきや「縁」を強め、明治高校や
明治中学という空間で育んだ大切な想い出になっていくのだ
と思います。
　本校で学んだ生徒たちは、大学進学後に実力を開花させ、
明治大学の複数学部で卒業生総代や学部長表彰、難関試験
の多数合格、交換留学生など、目覚ましい活躍をしています。
大学に行ってからも、明治高校卒業生としてのネットワークを
堅持し、お互いに助け合いながら、切磋琢磨している姿は、校
長としてとても嬉しく頼もしく感じています。
　総明会の皆さんからは、多額の寄付や支援、就職支援とし
ての「就活会」、法曹部会の皆さんによる裁判傍聴や予備試
験対策へのサポート、さらに班部活動へのご指導や応援を
日々いただいております。皆さんの温かい母校愛により、生徒
たちが守られているという「縁」が、伝統校や名門校としての
空気を醸成しているのだと思います。

共に「前へ！」

柳谷　孝
学校法人 明治大学  理事長

　このたびはコロナ禍の困難な状況下にもかかわりませ
ず、「エール －リカバリーだ Meiji !－」を活動テーマに掲
げた平成6年卒「隆明会」の皆様のご尽力により、2021年
総明会会報『紫紺の詩』が発行されますことを、心よりお
慶び申し上げます。また、井家上会長をはじめ、総明会の
皆様方には、日頃より本学に多大なるご理解とご支援を
賜っており、厚く御礼を申し上げます。
　さて、近年の明治高校卒業生の活躍は目を見張るもの
があります。顕著な功績を挙げられた明治高校卒業生を
表彰する「卒業生顕彰式」にも毎年出席させていただいて
おりますが、総代や早期卒業者を含む各学部の学業成績
優秀者や、公認会計士試験、国家公務員総合職試験など
各種難関試験の大学在学中の合格者など、まさに明治大
学をリードする存在であります。こうした明治高等学校の
プレゼンスの向上は、安藏校長先生をはじめ、永年に亘っ
て教育の質的向上に努めてこられた教職員の皆様のご尽
力の賜物であり、また総明会の皆様のご指導とご支援のお
かげでございます。
　ところで、本年1月17日に、本学はおかげさまで「創立
140周年」を迎えました。創立140周年記念事業の一つと
して、「初年次教育」、「教養教育」、「国際教育」を展開する
“場”の創出を目的とした、和泉新教育棟「和泉ラーニング
スクエア」が来年3月に竣工予定です。各種記念事業を支
える「創立140周年記念事業募金」に対しまして、昨年11
月に総明会から100万円のご寄付を賜りました。学校法人
明治大学を代表し、心より御礼を申し上げます。
　また、本学は本年11月1日開催予定の創立140周年記
念式典の場において、第二次長期ビジョン「ME I J I 
VISION 150 ‒前へ‒」を発表いたします。次の創立150
周年、更にその先も、本学が「世界に開かれた大学」そして
「世界に発信する大学」として未来に輝き続けていくため
に、総明会の皆様と共に「前へ！」邁進してまいりたいと存
じます。
　結びになりますが、1日も早く新型コロナウイルスが終息
し、皆様と紫紺の旗の下に再び集う日が来ることを願うと
ともに、総明会のますますのご発展と会員各位のご健勝を
ご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。 柳

谷
　
孝

学
校
法
人
明
治
大
学

理
事
長

大
六
野
耕
作

明
治
大
学
付
属

明
治
高
等
学
校・明
治
中
学
校

校
長

安
藏
伸
治

（
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）

E-mail: masao@g03.itscom.net

総明会 名誉会長
明治大学顧問・名誉教授

142022  総明会会報 「紫紺の詩」



Soumeikai Kaiho

01	 テーマ　 「縁」～ととのう～

02	 特集 ❶ 歩いて繋ぐ駅伝
10	 駅伝企画を振り返って
11	 猿楽町校舎潜入
12	 今昔物語　駿河台・お茶の水・神保町
13	 今昔物語　調布

14	 総明会会長／明治高校・中学 校長　挨拶
16	 第58回総明会総会のご案内
18	 総明会 就活会開催のご案内

19	 特集❷ OB・OG紹介
20	 音楽家・指揮者	 甘粕　宏和さん インタビュー
22	 落語家	 立川志獅丸さん インタビュー  
24	 野球審判員	 宮田　勝行さん インタビュー 

26	 特集❸ 鈴木正人先生還暦直前記念演奏会
28	 吹奏楽班OB・OGバンド  

30	 明治が繋いだ神輿と先輩・後輩　神輿完成報告 
32	 追悼　吉田耕太郎前会長 

36	 2022年度 学校報告
38	 高大連携講座  「裁判員制度」〜読売新聞に掲載、NHKにて放送〜

40	 新任先生紹介 ◉松井 萌々子 先生　◉鶴丸 早紀 先生　◉遠藤 泰介 先生

41	 班・部活動の記録／資格試験・表彰
44	 退任先生インタビュー
	 ◉横山 晴之 先生（数学科）　◉吉川 末恒 先生（国語科）

50	 OB・OG 活動報告

74	 令和4年度 総明会活動報告
78	 寄付金の御礼とご報告
79	 総明会（明治大学付属明治高等学校同窓会） 会則
90	 前年度幹事学年挨拶、次年度幹事学年挨拶、本年度幹事学年挨拶
91	 編集後記

C O N T E N T S

2
0
2
2
年
総
明
会
会
報

15 総明会会報 「紫紺の詩」 2022  



第58回『総明会』総会・懇親会のご案内
14年ぶりの母校での開催

『縁』～ととのう～ 
2022年（令和4年）11月13日（日）

会場  明治大学付属明治高等学校・中学校 鵜澤總明ホール
日時  総会 14：30～ 　懇親会 15：30～（予定）
※開催内容が変更の場合、確定スケジュールについては10月末までに総明会ホームページに掲載いたしますので
　ご確認下さい。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本年は飲食のご用意はございません。

幹事学年からの挨拶
10月に入り、いよいよ秋めいてまいりました。明治大学付属明治高等学校・中学校卒業生の皆様におかれましては、

益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
本年開催の第58回総会・懇親会は、私たち平成7年卒「紫縁会」が幹事を務めさせていただきます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 
さて、本年は3年ぶりに懇親会のご案内をさせていただくことができるようになりました。

日頃から私たち幹事学年をご支援してくださる皆様方のおかげでございます。ありがとうございます。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本年は飲食のご用意はございませんが、

14年ぶりの母校での開催、そして校歌で締める懇親会、
正に同窓会にふさわしい企画と思い出に残る記念品を用意して皆様方をお迎えいたします。

皆様の「縁」がととのう、そんな楽しい時間をお過ごしいただきたいと思います。
先輩、後輩、同期の仲間をお誘い合わせの上、皆様のお越しを心からお待ち申しあげます。 

出席者全員に総明会オリジナル記念品をプレゼント！ 

総会・懇親会 会費のご案内
本年は、会費の事前納付は受け付けておりません。
当日会場にてお支払いください。

一般会員（平成22年以前のご卒業）	 5,000円

ヤング会員（平成23年から30年までご卒業の社会人）	 3,000円

学生会員（大学生・大学院生） 	 2,000円

●誠にお手数ながら、出欠につきましては同封のはがきに
て、ご連絡をお願いいたします。

　なお、出席のお知らせをいただいていない方、直前に出席
可能になった方など、ご連絡をいただかなくても出席可
能ですので、お気軽にお運びください。 

《注意事項》
新型コロナウイルス感染症の状況により、日時、会場、プロ
グラムの変更の可能性もございます。変更がある際には、
10月末日までに総明会ホームページにてお知らせいたしま
すので、ご確認くださいますようお願い申し上げます。 

お問い合わせ先：紫縁会 実行委員長  藤田  央
携帯電話 090-1543-5796  　メール  fujita.hss@gmail.com
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路線バスご利用の場合
小田急・京王バス「大沢コミュニティセンター」または

「調布中学校」下車徒歩約3分
●京王線調布駅中央口北側よりバス約10分
　・京王バス 武91「試験場経由 武蔵小金井駅北口」行
　・小田急バス 境91「武蔵境駅南口」行
　・小田急バス 鷹51「三鷹駅」行
　・小田急バス 調40「調布飛行場」行
●中央線武蔵境駅南口よりバス約20分
　・小田急バス 境91「狛江駅北口」行
●中央線三鷹駅南口よりバス約30分
　・小田急バス 鷹51「調布駅北口」行
●小田急線狛江駅北口よりバス約30分
　・小田急バス 境91「武蔵境駅南口」行

本校

調布

飛田給

西調布

稲田堤

矢野口

武蔵境 三鷹

● 調布中学校

● 国立天文台図書館

東八通り

人見街道

● 神代植物公園

● 電気通信大学

中央自
動車道

● 武蔵野公園

● 東京調布飛行場

● 味の素スタジアム

JR中央線至八王子 至新宿

至新
宿

京王線

JR南武線

人見街道
東八道路

多摩川

三
鷹
通
り

武
蔵
境
通
り

121

123

14

20

110

●コンビニエンス
　ストア

●調布中学校

大沢コミュニティセンター●

本校
北門

正門

調布中学校

大沢コミュニティセンター

ファミリーレストラン ●ファミリーレストラン ●

大沢コミュニティセンター● ●コンビニエンス
　ストア

北門

●調布中学校

大沢コミュニティセンター

総明会ホームページ
http://www.meiji-soumeikai.com

今年は
復活します 応援団・吹奏楽班

アクセスのご案内
京王線調布駅 中央口バスターミナルより、
送迎用バスが運行されます。
●乗車場所、時刻等の詳細は総明会ホームページにて

お知らせいたします。
●京王線調布駅、JR 中央線三鷹駅・武蔵境駅・武蔵

小金井駅、小田急線狛江駅からの路線バス乗り場、
所要時間等の詳細も総明会ホームページにてお知
らせいたします。

※お車でのご来校はご遠慮ください。
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疫病や戦乱で混迷が深まる現代において、幹事学年と「縁」のある、
近しい世代ながら各界で活躍する「ととのえ上手」なOB達の人生を
振り返り、日々現実と格闘しているOBやOG、現役学生にヒントと
エールを送ります。

立
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志
獅
丸

立
川 

志
獅
丸
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語
家
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判
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就職への近道は総明会就活会!
～総明会ネットワークを徹底的に活用しよう～

令和4年11月5日（土）16時～18時
TKP神田ビジネスセンター4階

大好評であったこの企画、今年もパワーアップしてやります！

◎明治高校OBOGであれば、大学1年生から参加頂けます。
◎実施内容等の詳細はFacebook就活会グループやホームページの「Oh-o! Meiji」を参照してください。
◎参加希望者は上記サイトに記載の方法で予約をしてください。
◎ご不明点は、 Facebook就活会グループまたは
　平成7年卒 紫縁会（soumeikai_shukatukai2022@googlegroups.com）まで　お問い合わせください
※新型コロナ感染状況によってはリアル開催からオンライン開催に切り替える場合があります。変更の際は上記サイトでお知らせします。

総明会が全力で応援します！是非ご参加ください！

◎人事エキスパートによる就活の要所解説
◎大学4年生の就活体験談＆有名企業社員との座談会
◎金融・製造・公務員・IT等、多種多様な業界が集合

詳しくはFacebook就活会グループへアクセス
https://www.facebook.com/groups/561629502120255

先着
50名
限定

久々の
リアル
開催

参加無料 多種多様な
業界が集合
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縁縁縁特集❷     Soumeikai Kaiho
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コ
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コ
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ー
シ
ョン
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、と
て
も
面
白
い
経
験

で
し
た
。

結
果
、１
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の

こ
と
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、そ
れ
よ
り
も
指

揮
を
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
奏
者
か
ら
の
投
票
で
、

言
葉
が
あ
ま
り
う
ま
く
話
せ
な
い
自
分
が
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
特
別
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、な
に
よ

り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

演
奏
後
に
、奏
者
の
方
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た

と
き
、よ
く
や
っ
た
と
か
、面
白
か
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。言
葉
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、そ
ん
な
感
じ
で
受
け
止
め
ま
し
た
。

ち
な
み
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
行
き
の
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍

だ
っ
た
の
で
内
緒
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、い
い
結
果

が
得
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、ど
こ
か
ら
か
情
報

が
漏
れ
て
い
た
の
で
、大
切
な
人
全
員
に
伝
わ
ら
な

い
と
い
う
の
も
ま
ず
い
と
思
い
、後
で
公
に
話
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、自
分
で
チ
ャ
ン
ス
を
掴
も

う
と
頑
張
っ
て
い
る
人
に
は
チ
ャ
ン
ス
が
回
っ
て

く
る
ん
だ
な
、と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。

自
分
と
し
て
は
や
り
た
い
よ
う
に
や
っ
て
い
る
だ
け

で
す
が
、音
大
時
代
か
ら「
上
手
く
な
り
た
い
」と

い
う
一心
で
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
し
、先
輩
や
仲

間
と
の
繋
が
り
を
作
ろ
う
と
心
掛
け
て
き
た
の
が

今
に
活
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

断
ら
な
い
男

現
在
活
動
の
拠
点
と
さ
れ
て
い
る
や
ま
も
も
シ
ン

フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
と
は
ど
の
よ
う
な
団
体
で
、ど

の
よ
う
な
経
緯
で
参
加
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

仕
事
で
北
海
道
の
社
会
人
バ
ン
ド
と
長
く
付

き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、２
０
１
１
年（
平
成
23

年
）に
区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。そ
の
こ
ろ
に
、僕
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
、例
え
ば
指
導
し
て
い
る
高
校
の

関
係
者
や
、同
級
生
、友
人
な
ど
が
集
ま
っ
て
や
ろ

う
と
い
う
話
が
あ
り
、２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）

に
や
ま
も
も
シ
ン
フ
ォニッ
ク
バ
ン
ド
と
し
て
実
現
し

ま
し
た
。

当
初
は
、僕
に
縁
の
あ
る
人
が
集
ま
って
で
き
た

も
の
で
す
が
、今
は
ど
ん
な
方
で
も
入
り
た
い
人
が

入
れ
る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。

こ
の
バ
ン
ド
は
、と
ま
り
木
み
た
い
な
も
の
で
、音

ファシリテーターを務める春日氏

1 つ 1 つの言葉に重みがある甘粕先輩

甘粕宏和
（音楽家・指揮者）
昨年の第2回ワルシャワ国際吹奏楽指揮者コンクールで第
１位とオーケストラ特別賞をW受賞した甘粕宏和氏（平成
６年卒・吹奏楽班）。音楽の面白さ、演奏をととのえるにあ
たっての心構えなどについて、吹奏楽班OBの同期メンバー
も交えて伺いました。

「出会い」のために行動を！
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甘粕氏の「人生ととのいグラフ」

特集❷     Soumeikai Kaiho

楽
が
人
生
の
そ
ば
に
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え

で
、オ
ー
プ
ン
に
や
って
い
ま
す
。

私
の
方
も
、土
日
は
練
習
を
長
時
間
で
き
る
曜

日
で
も
あ
る
の
で
、以
前
は
き
ゅ
う
き
ゅ
う
に
指
導

の
仕
事
を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
は
な
る
べ
く
こ

の
バ
ン
ド
の
活
動
に
充
て
て
お
り
、そ
の
活
動
に
喜

び
を
感
じ
充
実
感
を
得
て
い
ま
す
。も
う
社
会
に

出
て
20
年
を
過
ぎ
て
い
る
の
で
、や
り
た
い
こ
と
も

あ
る
程
度
や
り
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
バ
ラ
ン
ス
を

と
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、自
分
自
身
は
好
き
な
よ

う
に
や
っ
て
る
だ
け
で
、そ
ん
な
自
分
の
前
に
誰
か

が
ニ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
さ
げ
て
く
れ
る
の
で
そ
れ
を

取
っ
て
いっ
て
、そ
の
繰
り
返
し
で
今
ま
で
や
っ
て
き

た
気
が
し
ま
す
。

小澤先生の紹介で
神奈川大学吹奏楽
部のコーチに 

年齢

死ぬ気で
練習 
明中高生 

部活の外部コーチ
で来た小澤俊朗先
生と出会う 

長めの大学生 

明大入学も…。東
京音楽大学入学  

音楽で飯食っています 

ヤマハミュージッ

クジャパン吹奏楽
講師を始める 

音楽監督を務める「やまも
もｼﾝﾌｫﾆｯｸバンド」創団 

吹奏楽指導の活動
をほぼ全国規模に
拡大 

解説しよう！ 甘粕さんはいつも前向きなので、常に１００なのだ 

ワルシャワ国際吹奏楽
指揮コンクール第１位 

東京オリンピック閉会
式吹奏楽指揮

 

そ
の
例
え
を
拝
借
し
ま
す
が
、ニ
ン
ジ
ン
を
用
意

す
る
側
の
人
も
何
の
目
算
も
な
く
甘
粕
さ
ん
の

前
に
ニ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
さ
げ
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。こ
れ
も
こ
こ
ま
で
の
縁
が
も
た
ら
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

人
か
ら
頼
ま
れ
た
こ
と
は
極
力
な
る
べ
く
断
ら

な
い
ん
で
す
。こ
の
20
年
、依
頼
が
あ
れ
ば
ど
ん
な

場
所
で
も
、僻
地
で
も
船
で
も
赴
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

技
術
的
に
未
熟
な
バ
ン
ド
は
宝
の
山
な
ん
で
す
。音

大
生
が
軽
く
こ
な
し
て
し
ま
う
よ
う
な
指
示
も
、

そ
う
い
う
子
た
ち
に
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
。で

も
、こ
こ
に
こ
う
し
て
集
ま
って
、楽
器
を
持
って
座
っ

て
い
る
って
こ
と
は
絶
対
音
楽
が
好
き
な
ん
で
す
よ

ね
。そ
ん
な
子
た
ち
に
２
～
３
時
間
と
い
う
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
ど
う
伝
え
れ
ば
目
が
輝
い
て
、音
が

変
わ
って
、明
日
に
希
望
を
持
って
も
ら
え
る
か
。こ

の
子
た
ち
が
夢
を
持
っ
て
、み
ん
な
で
音
を
出
し
て

演
奏
す
る
こ
と
が
楽
し
いって
思
って
も
ら
え
る
か
。

こ
の
も
の
す
ご
い
命
題
を
毎
回「
出
た
と
こ
勝
負
」で

知
恵
を
絞
って
考
え
る
の
が
本
当
に
面
白
い
。

こ
れ
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
活
動
し
て
い
る
上
手

な
バ
ン
ド
を
指
導
す
る
時
に
は
得
ら
れ
な
い
感
覚

で
す
ね
。

甘
粕
さ
ん
に
と
っ
て
の
縁
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

出
会
い
が
全
て
で
、そ
の
出
会
い
が
ど
こ
か
で
実

を
結
ぶ
と
思
って
い
ま
す
。僕
は
出
会
い
を
最
も
大

切
に
し
て
い
て
、そ
の
た
め
に
行
動
し
た
い
と
思
って

い
ま
す
。

地
球
は
行
動
の
星
で
す
。自
分
が
動
け
ば
何
ら

か
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。例
を
挙
げ
る
と
４
年

前
に
、社
会
に
出
て
20
年
目
を
記
念
し
て
ヨ
ー
ロッ

パ
に
長
く
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、い
よ

甘粕氏が指揮者を務めるやまももシンフォニックバンドは今年結成10周年を迎え、4月
に記念の定期演奏会が開催されました。活動の様子は公式ホームページとyoutube
チャンネルで見られます。

やまももシンフォニックバンド公式 HP
https://yamamomo-sb.com

やまももシンフォニックバンド youtube チャンネル　
https://www.youtube.com/channel/UCYzfkBou6C_0p_52BI_CxUw

い
よ
帰
国
か
と
い
う
と
き
に
、パ
リ
の
カ
フェで
現
地

に
長
く
住
む
高
齢
の
女
性
に
出
会
い
ま
し
た
。名

前
や
細
か
い
身
の
上
な
ど
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
女
性
に
今
回
の
旅
の
目
的
を
話
す
と「
20
年

で
満
足
す
る
の
も
い
い
け
れ
ど
、こ
こ
で
満
足
せ
ず

に
自
分
の
よ
う
に
50
年
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
」と

励
ま
し
て
も
ら
い
、上
手
く
気
持
ち
を
切
り
替
え

る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
ね
。そ
の
方
と
は
そ
れ
っ

き
り
で
す
が
、そ
う
い
う
経
験
が
多
く
あ
り
ま

す
。ど
ん
な
小
さ
な
出
会
い
も
大
切
に
し
た
い
で

す
。

甘
粕
氏
は
部
屋
に
入
っ
た
瞬
間
に
場
の
空
気
が

パ
ッ
と
明
る
く
な
る
、太
陽
の
よ
う
な
方
で
し
た
。

よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

公式 HP youtube
チャンネル
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曰
く
付
き
の
真
打
昇
進

ラ
ジ
オ
で
初
対
面
の
人
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

事
前
に
ど
う
い
っ
た
準
備
を
さ
れ
て
ま
す
か
？

初
対
面
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
れ
ば
、相
手
の
こ

と
を
ち
ょっ
と
は
調
べ
ま
す
。た
だ
、相
手
を
知
る
の

は
い
い
け
ど
、調
べ
す
ぎ
る
と
こ
ち
ら
も
事
前
に
考

え
て
し
ま
い
、訊
き
た
い
こ
と
も
か
っ
ち
り
固
ま
って

し
ま
って
、相
手
の
方
が
話
し
に
く
く
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

あ
と
、街
中
で
道
行
く
人
に
話
を
訊
く
突
撃
リ

ポ
ー
タ
ー
み
た
い
な
場
合
は
、準
備
の
し
よ
う
が
な

い
の
で
相
手
の
呼
吸
や
仕
草
に
気
を
払
い
つ
つ「
落

語
家
で
す
！
」と
い
う
の
を
前
面
に
出
し
て
話
を

聞
き
だ
す
感
じ
で
す
か
ね
。

２
０
１
５
年
の
会
報
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、真
打
昇

進
に
つ
い
て「
こ
こ
数
年
で
な
り
ま
す
」と
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。実
際
４
年
後
に
真
打
に
昇
進
さ

れ
ま
し
た
が
、そ
の
直
前
に
大
変
な
出
来
事
が
起

こ
り
ま
す
。

２
年
前
で
す
ね
…
こ
れ
、言
い
方
間
違
え
る
と

大
変
な
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が（
笑
）。いっ
た
ん
真

打
昇
進
が
内
定
し
て
、い
ろ
い
ろ
と
あ
い
さ
つ
回
り

と
か
、パ
ー
テ
ィ
ー
と
か
の
準
備
を
進
め
て
い
た
ん

で
す
が
、そ
ん
な
最
中
に
前
座
に
戻
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。こ
れ
は
…
仕
方
な
い
で
す
。す
べ
て
自
分

が
悪
か
っ
た
。と
い
う
の
も
、師
匠（
立
川
志
ら
く
）

が
長
年
劇
団
を
や
っ
て
い
て
、常
「々
そ
こ
に
顔
を

出
し
て
勉
強
す
る
よ
う
に
」と
言
わ
れ
て
い
た
の
を

何
年
も
無
視
し
た
結
果
な
の
で「
本
当
に
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
」と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

前
座
降
格
は「
気
を
抜
く
な
よ
」と
い
う
、師
匠

の
最
後
の
教
え
で
し
ょ
う
ね
。真
打
に
な
っ
て
も
師

匠
は
師
匠
で
す
し
、ず
っ
と
見
て
も
ら
って
い
た
だ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

結
果
と
し
て
前
座
か
ら
一
足
飛
び
で
真
打
昇
進

と
い
う
、こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
が
、師
匠
か
ら
は
後
で
フ
ォ
ロ
ー
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が「
い
い
ネ
タ
に
な
っ
た
ね
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

た
だ
、こ
の一
件
で「
志
ら
く
の
パ
ワ
ハ
ラ
だ
」と

か
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
飛
び
火
し
た
の
が
ね
…
。

外
野
は
好
き
放
題
言
う
け
ど
、当
事
者
の
私
か
ら

す
れ
ば
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。た

だ
、Y
a
h
o
o
!
ニュ
ー
ス
に
載
っ
た
の
が
こ
れ
が

初
め
て
で
し
た（
笑
）。

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い
て

「
Y
a
h
o
o
!
ニュ
ー
ス
す
ご
い
な
」と
思
い
ま

し
た
ね
。

素
晴
ら
し
き
か
な「
明
治
愛
」

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
連
絡
を
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

明
大
明
治
と
現
在
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
す
か
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

三
宅
先
輩
の
同
級
生
の
笹
本
先
輩
が
あ
る
日

寄
席
に
落
語
を
見
に
来
て
い
た
だ
い
て
、ご
自
身
の

職
業
関
連
の
集
ま
り
の
場
で
落
語
を
や
っ
て
く
れ

と
依
頼
さ
れ
て
、一
緒
に
新
作
落
語
を
作
っ
て
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、ほ
か
の
方
に
も
呼
ん
で
い
た
だ

い
て
、森
下
の「
桜
な
べ 

み
の
家
」さ
ん
で
落
語
を

や
っ
た
り
し
ま
し
た
。

昨
年
は
鈴
木
正
人
教
頭
か
ら
の
声
掛
け
で
母

校
の
芸
術
祭
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。調

布
校
舎
は
、入
口
右
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
だ
け
で
、私
が

通
っ
て
い
た
猿
楽
町
校
舎
の
校
庭
が
抜
か
れ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
広
く
て
、舞
台
に

な
っ
た
ホ
ー
ル
も
１
０
０
０
人
く
ら
い
入
る
の
で
、落

語
会
に
貸
し
て
ほ
し
い
く
ら
い
で
驚
き
ま
し
た
。

制
服
も
詰
襟
じ
ゃ
な
い
し
、坂
も
な
い
し（
笑
）、

窓
口
の
先
生
も
女
性
で
、話
し
方
も
フ
ラ
ン
ク
で
、

時
代
が
変
わ
っ
た
な
あ
、う
ら
や
ま
し
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
ね
。

芸
術
祭
で
接
し
た
生
徒
の
印
象
は
い
か
が
で
し
た
か
。

母
校
と
い
う
こ
と
で「
受
け
な
か
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
」と
若
干
緊
張
し
ま
し
た
が
、ち
ゃ
ん
と
聴
い

て
い
た
だ
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、学
校
か
ら「
生
徒
参
加
型
の
会
に
し
て

ほ
し
い
」の
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い
て
、鈴
木
先
生

か
ら
は「
紙
切
り
な
ん
か
ど
う
か
」と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、当
日
は
小
噺
教
室
を
し
ま
し
た
。打
合

立川志獅丸
（落語家・立川流真打）

2015年以来7年ぶり2回目の登場となる落語・立川流真
打の立川志獅丸氏（本名・吉盛正之、平成7年卒・柔道部）。
同期だからこそ聞ける話もあろうということで、氏が応援す
るBリーグ・アルバルク東京の試合後という高揚感の残る
中、話を伺いました。

コンプレックスを原動力に
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特集❷     Soumeikai Kaiho

読者へのメッセージ動画、そして同期のよしみ
ということで志獅丸氏に制作を依頼した三題
噺の動画はこちらから。出したお題は「縁」「と
とのう」そして「明大明治」。
上手くととのったかどうか･･･？

せ
な
し
、事
前
予
告
な
し
で
や
り
た
い
人
を
挙
手

で
募
っ
た
ん
で
す
が
、結
構
手
を
挙
げ
る
生
徒
が

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。「
せ
っ
か
く
な
の
で
先

生
に
も
や
ら
せ
よ
う
」と
生
徒
に
指
名
さ
せ
た
ら
、

真
っ
先
に
名
前
が
挙
が
っ
た
の
が
国
語
の
山
口
先
生

で
、「
あ
あ
、や
っ
ぱ
り
こ
の
感
じ
な
ん
だ
な
」と
思

い
ま
し
た（
笑
）。そ
の
あ
と
若
い
先
生
が
指
名
さ

れ
て
、最
後
に「
こ
う
い
う
時
、一
番
指
し
に
く
い
先

生
は
誰
で
す
か
」っ
て
生
徒
に
振
っ
た
ら
名
前
が
挙

が
っ
た
の
が
体
育
の
前
島
先
生
。確
か
に
壇
上
に
上

が
って
く
る
雰
囲
気
は
怖
か
っ
た
で
す
ね（
笑
）。

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110
120 見るだけの

明中高生

三宅裕司先輩の
ラジオで明大落
研を知り、落語
にはまりだす

まだ見
るだけ
の
明大生

立川志らく
師匠の落語
会に通いだ
す

つかの間の
会社員

けっこう長かった
前座の「らく太」

入門
前座名「ら
く太」に

プライベートの縁って難しい

二つ目昇進決定も
震災と談志師匠の
逝去で延期

二つ目（一部
除く？）時代

師匠に怒られ
前座降格と前代未聞の前
座から真打昇進

真打登場

二つ目になり
志獅丸に改名

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45年齢

真
打
昇
進
落
語
会
の
時
に
、明
治
高
校
柔
道
部
O
B

寄
贈
の
後
ろ
幕
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。柔
道
部

と
の
つ
な
が
り
は
今
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
時
代
は
後
輩
に
柔
道
を
教
え
に
行
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、自
分
が
落
語
家
に
な
り
、顧
問

も
笹
倉
先
生
で
な
く
な
っ
た
た
め
、し
ば
ら
く
つ
な

が
り
は
途
切
れ
て
い
ま
し
た
が
、笹
倉
先
生
が
退

任
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
柔
道
部
の
O
B
会
が
開

催
さ
れ
て
つ
な
が
り
が
復
活
し
ま
し
た
。そ
し
て

２
０
１
５
年
の
会
報
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
担
当
さ
れ
た

荒
木
先
輩
が
柔
道
部
O
B
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

年
１
回
開
か
れ
る
笹
倉
先
生
の
会
に
呼
ば
れ
て
、

落
語
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。後
ろ
幕
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た（
笑
）。

改
め
て
思
う
の
は「
明
治
っ
て
す
ご
い
な
！
」っ
て

こ
と
で
す
。世
代
は
違
っ
て
い
て
も
全
国
に
O
B
が

い
て
、み
ん
な
明
治
愛
に
あ
ふ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
。「
俺
は（
立
川
）志
の
輔
の
先
輩
な
ん
だ
よ
！
」

と
何
人
の
先
輩
に
言
わ
れ
た
こ
と
か（
笑
）。

万
人
が
、好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。志
獅
丸
さ
ん
は
、好
き
な
こ
と
を
仕

事
に
し
て
、真
打
に
上
り
詰
め
た
今
、明
大
明
治
時

代
を
振
り
返
っ
て「
あ
の
経
験
が
生
き
て
い
る
な
」と

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

学
校
生
活
が
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
あ
り
ま
す

が
、自
分
を
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

み
た
い
な
も
の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。同
級
生
の
中

に
は
う
ま
く
自
分
を
表
現
で
き
る
人
も
い
ま
し
た

が
、私
は
い
わ
ば「
普
通
な
感
じ
」だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。そ
の
最
た
る
例
が「
女
性
と
う
ま
く
話
せ
な

い
」こ
と
で
、大
学
に
行
っ
て
も
人
前
で
何
か
す
る

と
い
う
こ
と
の
恥
ず
か
し
さ
が
消
え
な
く
て
、そ
ん

な
自
分
を
変
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

大
学
卒
業
の
時
に
着
物
の
会
社
を
選
ん
だ
の
も

そ
ん
な
理
由
で
、接
客
す
る
と
き
に
お
客
様
と
長

い
間
話
を
し
て
関
係
を
築
い
て
気
に
入
っ
た
商
品

を
買
っ
て
も
ら
っ
て
、「
い
い
買
い
物
を
し
た
な
」っ
て

気
分
を
も
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
、と
い
う
こ
と
に
面

白
み
を
感
じ
た
ん
で
す
。で
も
実
際
に
や
っ
て
み
る

と
私
の
や
り
た
い
こ
と
と
は
少
し
違
っ
て
い
た
の
で

く
す
ぶって
い
ま
し
た
。結
局
、殻
を
破
って
く
れ
た

の
は
落
語
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
先
で
直
に
触
れ

た
談
志
師
匠
や
志
ら
く
師
匠
の
姿
で
し
た
。刺
激

が
半
端
な
か
っ
た
で
す
ね
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、男
子
校
時
代
の
明
大
明

治
で
感
じ
た
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
的
な
思
い
が
武
器
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
が
20
周
年
と
い
う
こ
と
で
、７
月
６
日
に
国
立

演
芸
場
で
記
念
落
語
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。そ
の
先

ど
う
い
っ
た
姿
を
目
指
し
て
い
く
の
か
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

そ
こ
が
課
題
で
、一番
上
の
真
打
に
な
って『
立
川

志
獅
丸
』と
い
う
の
が
ど
う
認
知
さ
れ
る
の
か
、認
知

さ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
ど
う
作
って
い
く
の
か
。中
々

難
し
い
で
す
が
、地
道
に
やって
い
こ
う
か
な
と
。

東
京
の
ほ
か
に
も
自
分
で
主
催
す
る
会
を
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
い
わ
き
や
宇
都
宮
な

ど
で
や
って
、そ
こ
か
ら
ま
た
活
動
を
広
げ
て
いって

…
。ま
だ「
こ
れ
が
志
獅
丸
だ
よ
ね
」と
い
う
落
語

が
で
き
て
い
な
い
の
で
、ま
ず
は
そ
れ
を
作
って
い
く

の
が一生
の
課
題
か
な
って
思
い
ま
す
。

ま
ぁ
、そ
れ
が
を
突
き
詰
め
て
い
く
の
が
楽
し
い

ん
で
す
よ
ね
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

立川志獅丸氏の「人生ととのいグラフ」
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最
終
打
席
で
の

「
未
練
」か
ら
審
判
の
道
へ

中
学
受
験
で
明
大
明
治
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

中
学
に
入
っ
た
ら
野
球
を
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。特
に（
東
京
）六
大
学
野
球
の
舞
台
で

プ
レ
ー
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
し

た
。そ
の
中
で
、同
じ
受
験
日（
当
時
は
２
月
１
日
）

の
早
実
も
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、早
実
が
２
科

目
受
験
で
、国
語
が
不
得
意
だ
っ
た
と
い
う
事
情

も
あ
り
、４
科
目
受
験
だ
っ
た
明
大
明
治
を
選
び

ま
し
た
。

中
学・高
校
を
出
て
社
会
人
に
な
っ
た
今
は
、卒

業
後
も
つ
な
が
り
が
強
い
明
治
を
選
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
って
い
ま
す
。

高
校
Ⅲ
年
の
夏
の
大
会
で
二
松
学
舎
大
付
属
に

敗
れ
て
引
退
し
た
後
、そ
の
年
の
秋
の
都
大
会
か

ら
審
判
員
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な

経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

大
会
終
了
後
、８
月
に
入
っ
て
O
B
会
の
皆
様

が
慰
労
会
を
つつ
じ
が
丘（
※
）で
開
い
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
、た
ま
た
ま
郷
司（
裕
）先
輩
が
い
ら
っ

し
ゃって
、引
退
し
た
我
々
高
Ⅲ
に
対
し
て
、審
判
を

や
ら
な
い
か
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。そ

こ
で
自
然
と
手
を
挙
げ
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

な
ぜ
手
を
挙
げ
た
の
か
。後
に
な
っ
て
近
藤（
裕

樹
）先
輩
に
指
摘
さ
れ
て
気
付
い
た
の
で
す
が
、野

球
に
未
練
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。中
で
も
最

後
の
打
席
で
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
に
な
って
か
ら
の
ラ
ス
ト

ボ
ー
ル
を
外
れ
た
と
思
い
見
逃
し
た
と
こ
ろ
、審
判

が
ス
ト
ラ
イ
ク
と
判
定
し
て
三
振
に
終
わ
っ
た
こ
と

を
引
き
ず
って
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

郷
司
先
輩
は
当
時
も
現
役
の
審
判
員
と
し
て

多
忙
な
日
々
を
送
ら
れ
て
い
て
、慰
労
会
に
顔
を
出

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。先

輩
に
は
そ
の
後
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
の

で
、あ
の
日
の
出
会
い
に
は
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
※
）当
時
硬
式
野
球
部
が
練
習
拠
点
と
し
て
い
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
あ
り
、例
年
体
育
祭
の
開
催
場
所
に
も
な
っ
て
い

た
。現
在
は
大
き
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
。

　
な
お
、宮
田
氏
の
人
生
を
大
き
く
変
え
た
存
在
で
あ
る

郷
司
裕
氏
に
つ
い
て
は
、野
球
殿
堂
入
り
し
た
２
０
１
７

年
の
総
明
会
会
報
に
特
集
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。総
明
会

H
P
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

負
け
た
選
手
が

「
試
合
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」と

思
え
る
よ
う
な
試
合
を

審
判
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
る
中
で
、意
識
や

考
え
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

26
歳
の
時
、明
治
神
宮
大
会
の
審
判
を
務
め
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、審
判
と
し
て
の
意
識
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。

私
が
審
判
を
志
し
た
原
点
の
ひ
と
つ
に
、高
校

最
後
の
打
席
の
時
の
思
い
が
あ
り
、選
手
に
後
悔
さ

せ
な
い
よ
う
な
審
判
を
務
め
る
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、い
つ
し
か
そ
の
気
持
ち
が
薄
ら

ぎ
、自
分
の
た
め
に
審
判
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
に
な
って
し
ま
って
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
審
判
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
明
治
神
宮
大
会
は
選
手
の
目
つ
き
が
い
つ

も
以
上
に
真
剣
で
、T
V
中
継
や
大
勢
の
観
客
、プ

ロ
や
大
学
の
ス
カ
ウ
ト
も
い
て
、選
手
が
人
生
を
か

け
て
臨
ん
で
い
る
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
で
し
た
。

そ
れ
以
降
、審
判
を
務
め
る
際
は
、正
確
な
判

定
だ
け
で
な
く
、選
手
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
よ

う
に
、負
け
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
試
合
が
で
き
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心
が
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
野
球
の
審
判
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

中
、29
歳
の
時
に
六
大
学
野
球
の
審
判
員
に
な
ら

れ
て
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
ん

で
し
ょ
う
か
？

高
校
野
球
、そ
し
て
東
京
六
大
学
野
球
で
審
判

を
務
め
ら
れ
て
い
た
明
大
Ｏ
Ｂ
の
布
施（
勝
久
）先

輩
か
ら
突
然
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

春
の
早
慶
戦
の
際
に
神
宮
球
場
に
呼
ば
れ
て
面
接

を
受
け
、審
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

目
標
と
し
て
い
た
ポ
ジ
シ
ョン
で
あ
り
、連
絡
を

受
け
た
と
き
は
、チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。お

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、今
で
も
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

東
京
六
大
学
野
球
の
審
判
と
し
て
頑
張
っ
て
い

た
中
、突
如
と
と
の
い
指
数
が
大
暴
落
し
ま
す
。

こ
れ
は
何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

初
め
て
の
首
都
圏
外
へ
の
転
勤
で
、家
族
と
一
緒

に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
福
岡
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

知
ら
な
い
土
地
で
の
新
た
な
生
活
、ま
た
仕
事

の
内
容
も
大
き
く
変
わ
っ
た
た
め
、当
初
は
何
を

す
る
に
も
勝
手
が
わ
か
ら
ず
、戸
惑
い
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

福
岡
時
代
、審
判
と
し
て
の
活
動
は
ど
う
さ
れ
て

い
ま
し
た
か
。休
ま
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

宮田勝行
（元東京六大学野球審判員）
東京六大学野球や東京都高野連で四半世紀にわたり審判
員を務めた宮田勝行氏（平成７年卒・硬式野球部）。「自分
は上手ではなかった」と振り返る彼の道のりについて辿りま
す。昨年第一線を退きましたが、そこにも彼なりの美学があ
りました。

選手に悔いのないジャッジをャッジを
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一つ一つの問いに真摯に向き合う宮田氏の姿
の向こうに神宮球場のグラウンドが見えた気

がしました。長い間お疲れさまでした。
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選手で
不完全燃焼

引退直後の
審判との
出会い

入社直後に理想と現実の
ギャップを感じる

審判の実績を積んで、
六大学野球の審判に

転勤で大混乱
も、前を向い
て復活

六大学野球の審判
に復帰
しかし…

年齢

出会いは 
明中高 

審判三昧の 
明大時代 

躍進 社会人 
東京勤務編 

波乱の 
福岡勤務編 

東京勤務 
リターンズ

そして大阪転勤 

実
は
、憧
れ
、の
め
り
込
ん
で
い
た
六
大
学
野
球

の
審
判
だ
っ
た
の
で
、転
勤
が
決
ま
っ
た
際
も「
福

岡
か
ら
通
って
で
も
続
け
た
い
」と
申
し
出
ま
し
た

が
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
不
確
定
な
要
素
が
多
く
現
実

的
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、諦
め
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
ん
な
喪
失
感
の
中
、明
大
の
先
輩
で
東
京

六
大
学
野
球
の
審
判
員
を
務
め
ら
れ
て
い
た
吉
川

（
芳
登
）さ
ん
か
ら
福
岡
六
大
学
野
球（
※
）の
審

判
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
い
つ
か
必
ず

東
京
の
六
大
学
野
球
の
審
判
に
戻
り
た
い
」と
い

う
思
い
も
あ
り
、引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

た
だ
、やって
み
る
と
、福
岡
六
大
学
の
選
手
も
と

て
も
一生
懸
命
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
、私
も

選
手
に
応
え
よ
う
と
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

す
る
と
、２
学
年
上
で
明
大
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
を

し
て
い
た
先
輩
が
地
元
で
ス
ポ
ー
ツ
記
者
を
務
め
て

い
ら
し
て
、東
京
六
大
学
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
で

取
材
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、私
に
注
目
が

集
ま
り
、新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
。

改
め
て「
東
京
六
大
学
」と
い
う
看
板
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

福
岡
に
は
5
年
間
い
ま
し
た
が
、審
判
と
し
て

の
活
動
が
安
定
し
、や
が
て
仕
事
も
年
を
追
う
ご

と
に
落
ち
着
い
て
い
き
ま
し
た
。

（
※
）福
岡
六
大
学
野
球
連
盟
。九
州
共
立
大
学
・九
州
産

業
大
学
が
強
豪
と
し
て
有
名
。

原
点
に
立
ち
返
り
、

後
進
へ
道
を
譲
る
こ
と
に

東
京
に
戻
っ
た
後
、再
び
東
京
六
大
学
野
球
と
都

の
高
野
連
の
審
判
に
復
帰
さ
れ
ま
し
た
が
、今
度

は
大
阪
へ
の
転
勤
が
決
ま
り
ま
す
。

こ
の
転
勤
を
機
に
審
判
の一線
か
ら
退
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
は
通
う
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、自
分
の
原
点
で
あ
る
高
Ⅲ
の
フ
ル
カ
ウ
ン
ト

の
時
の
気
持
ち
を
思
う
と
、十
分
な
準
備
が
で
き

な
い
自
分
が
人
生
を
か
け
た
人
た
ち
の
審
判
を
す

る
と
い
う
の
は
で
き
な
い
と
思
い
、決
断
し
ま
し
た
。

福
岡
時
代
の
よ
う
に
、大
阪
で
審
判
を
続
け
る
と

い
う
考
え
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

実
は
、大
阪
で
も
や
ら
な
い
か
と
の
お
誘
い
は
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、大
阪
に
は
単
身
赴
任
で
行
って

い
て
、仮
に
審
判
を
引
き
受
け
る
と
東
京
に
い
る

家
族
の
も
と
に
帰
れ
な
く
な
る
の
で
、完
全
に一
線

か
ら
退
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、野
球
と
は
ど
う
い
っ
た
か
か
わ
り
を

持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

東
京
に
戻
っ
た
ら
、何
ら
か
の
形
で
母
校
の
サ

ポ
ー
ト
を
で
き
た
ら
と
思
って
い
ま
す
。

審
判
を
退
か
れ
た
今
、あ
な
た
に
と
っ
て
明
治
と

は
ど
ん
な
存
在
で
す
か
。

私
は
中
学
か
ら
大
学
ま
で
の
10
年
間
明
治
に

育
て
て
い
た
だ
き
、人
生
の
み
ち
し
る
べ
を
与
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、六
大
学
の
審
判
を
務
め

て
い
た
時
も
、明
治
へ
の
恩
返
し
と
い
う
気
持
ち
を

持
って
い
ま
し
た
。

私
の
人
生
は
明
治
そ
の
も
の
で
す
。明
治
に
行
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、先
日
テ
レ
ビ（
※
）で
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
特

集
を
し
て
い
る
と
き
、部
長
の
方
が
言
っ
た
言
葉
が

心
に
響
き
ま
し
た
。

「
明
治
の
音
色
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
て
、伝
統
の
す
ご
さ
を

感
じ
、そ
れ
が
自
然
と
出
て
く
る
こ
と
に
感
心
し

ま
し
た
。

（
※
）今
年
２
月
14
日
に
Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
で
放
送
さ
れ
た「
Ｔ

Ｈ
Ｅ
名
門
校
」。コ
ロ
ナ
禍
の
中
全
国
大
会
出
場
を
目
指
す

マ
ン
ド
リ
ン
部
の
姿
が
特
集
さ
れ
た
。

宮田氏の「人生ととのいグラフ」
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鈴
木
正
人
先
生
還
暦
直
前
記
念
演
奏
会

　10月10日、鈴木正人 先生の還暦 を祝うコンサートが開かれる 。
　中1・中3と担任を持っていただいた我々が幹事 というのも何かの縁、ということで取材に伺った。

2
0
2
2
年
6
月
11
日
。

「
こ
の
曲
は
、音
の
調
和
が
大
切
で
す
。
気
持
ち

よ
く
吹
き
た
く
な
る
セ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、吹
き
過
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

指
揮
者
の
声
が
横
長
の
練
習
室
に
響
く
。
し

か
し
、そ
こ
に
い
る
の
は
鈴
木
先
生
で
は
な
く
、今

回
の
演
奏
会
の
発
起
人
で
あ
る
前
川
倫
輝
氏（
平

成
26
年
卒
）。
今
日
は
先
日
の
練
習
で
受
け
た
鈴

木
先
生
か
ら
の
指
導
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
つ
つ

練
習
を
進
め
る
ら
し
い
。
こ
の
日
の
よ
う
に
先
生

が
来
ら
れ
な
い
日
は
参
加
メ
ン
バ
ー
の
中
の
誰
か

が
指
揮
台
に
立
つ
方
式
の
よ
う
だ
。
最
初
は
三
々

五
々
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
各
々
が
自
分
の
パ
ー

ト
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
最
初
は
思

い
思
い
に
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
が
、
予
定
の
人

数
が
集
ま
り
、前
川
氏
の
指
揮
で
練
習
が
始
ま
る
。

茶
道
の
割
り
稽
古
の
よ
う
に
数
小
節
ご
と
演
奏

し
て
は
前
川
氏
か
ら
サ
ジ
ェ
ス
ト
が
入
る
。
こ
の

繰
り
返
し
に
よ
っ
て
音
色
が
徐
々
に
一
つ
の
旋
律

と
し
て
の
輪
郭
を
持
ち
、
と
と
の
い
始
め
て
い
く
。

そ
の
様
子
を
眺
め
て
い
て
、
こ
の
日
参
加
し
て
い

た
35
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
は
、
指
揮
台
に
立
つ
前

川
氏
の
向
こ
う
に
鈴
木
先
生
の
姿
を
浮
か
べ
て
演

奏
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

我
々
が
出
会
っ
た
頃
、
鈴
木
先
生
は
20
代
後

半
。
当
時
は
年
の
近
い
兄
貴
分
と
し
て
、
時
に
生

徒
た
ち
と
感
情
的
に
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
先
生
の
指
導
も
年
月
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
円

熟
味
を
増
し
、
指
揮
者
、
そ
し
て
ト
レ
ー
ナ
ー
と
、

生
徒
と
の
関
係
性
が
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
今
年
、
先
生
が
還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
「
こ
ん
な
機
会
は
な
い
」
と
前
川
氏
が
O
B
・

O
G
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
名
を
超
え

る
メ
ン
バ
ー
か
ら
反
応
が
あ
っ
た
と
い
う
。
中
に

は
仕
事
や
家
庭
の
事
情
で
実
際
に
参
加
す
る
こ

と
の
叶
わ
な
い
メ
ン
バ
ー
も
い
る
が
、そ
の
時
そ
の

時
に
都
合
の
つ
く
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
つ
つ
、
定

期
的
に
練
習
を
重
ね
て
い
る
。
限
ら
れ
た
時
間
を

有
効
に
使
う
ノ
ウ
ハ
ウ
は
各
人
の
社
会
経
験
は
も

ち
ろ
ん
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
関
係
で
18
時
に
は
完

全
下
校
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
調
布
校
舎
で
の
練

習
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
賜
物
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

演
奏
会
が
行
わ
れ
る
の
は
10
月
10
日
。
彼
ら
、

彼
女
ら
が
先
生
の
指
揮
の
も
と
で
ど
の
よ
う
な
演

奏
を
聴
衆
に
届
け
て
く
れ
る
か
を
楽
し
み
に
し
つ

つ
、練
習
室
を
後
に
し
た
。

先
生
が
〇
〇
〇
を
や
め
た
日

か
つ
て
は
音
楽
準
備
室
が
た
ば
こ
の
煙
で
い
ぶ

さ
れ
る
ほ
ど
の
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
と
し
て
知
ら

れ
た
鈴
木
先
生
。
し
か
し
、
あ
る
こ
と
が
き
っ
か

け
で
現
在
は
電
子
タ
バ
コ
に
し
て
い
る
そ
う
な
。

そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が
、
今
回
座
談
会

に
登
場
し
て
も
ら
っ
た
菅
野
さ
ん
。と
い
う
の
も
、

彼
女
が
担
当
す
る
オ
ー
ボ
エ
は
指
揮
を
す
る
鈴
木

先
生
に
近
い
位
置
に
座
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て

も
た
ば
こ
の
匂
い
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
同
じ

パ
ー
ト
の
子
や
同
級
生（
鈴
木
先
生
が
担
任
だ
っ

た
と
の
こ
と
）
と
共
同
戦
線
を
張
っ
て
事
あ
る
ご

と
に
先
生
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
結
果
、
つ
い
に
牙
城

を
突
き
崩
す
事
と
相
成
っ
た
と
い
う
。

当
日
こ
の
事
実
を
知
っ
た
、
往
時
の
姿
を
知
る

O
B
達
は
口
々
に
驚
き
の
声
を
上
げ
、「
昔
は
準

備
室
と
か
研
究
室
に
行
く
と
た
ば
こ
の
匂
い
が
し

た
」「
そ
う
そ
う
、
国
語
科
研
究
室
と
か
す
ご
か
っ

た
よ
ね
ー
」な
ど
と
昔
話
に
煙
を
、い
や
花
を
咲
か

せ
る
の
だ
っ
た
。
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特集❸     Soumeikai Kaiho

吹
奏
楽
班
O
B
・
O
G
座
談
会

◎
メ
ン
バ
ー

遠
藤 

智
史（
平
成
7
年
卒
）

福
田 

哲
史（
平
成
7
年
卒
）

石
井 

慎
也（
平
成
12
年
卒
）

井
狩 

慶
大（
平
成
23
年
卒
）

前
川 

倫
輝（
平
成
26
年
卒
）

竹
川 

佑
杜（
平
成
28
年
卒
）

菅
野 

歩
香（
令
和
3
年
卒
）

新
歓
は
ア
メ
と
ム
チ
？

遠
藤
：
福
田
は
無
理
や
り
吹
奏
楽
班
に
入
れ
さ

せ
ら
れ
た
？

福
田
：
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
っ
て
。
確
か
入
学
し

て
す
ぐ
に
鈴
木
正
人
先
生
が
東
京
正
人
吹
奏
楽

団
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る
の
で
み
ん
な
来
て
ね
、と

い
う
の
で
見
に
行
っ
た
ら
、「
あ
の
先
生
か
っ
こ

い
い
じ
ゃ
ん
」っ
て
、
母
親
が
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
た

の
が
き
っ
か
け
。
自
分
も
音
楽
に
興
味
が
あ
っ
た

の
で
入
ろ
う
と
思
っ
た
。
明
中
・
明
高
O
B
の
兄

は
「
吹
奏
楽
班
は
軍
隊
み
た
い
な
と
こ
ろ
な
の
で

絶
対
や
め
ろ
」と
言
っ
て
い
た
が
、見
学
や
仮
入
班

で
は
ま
っ
た
く
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
け
ど
、

い
ざ
入
班
し
て
み
た
ら
雰
囲
気
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
っ
て
、
屋
上
で
正
座
さ
せ
ら
れ
て
ミ
ー
テ
イ
ン

グ
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て
「
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
だ
な
」

と
感
じ
た
。

前
川
：
私
も
、
新
入
生
歓
迎
演
奏
会
で「
か
っ
こ

い
い
な
」
と
感
じ
て
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
す
る

と
先
輩
が
ま
あ
優
し
く
て
、
小
学
生
の
時
楽
器
を

触
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
音
が
出
る
か
ら
お
だ

て
ら
れ
て
、本
当
は
運
動
部
、サ
ッ
カ
ー
部
に
入
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
入
班
し
ま
し
た
。
そ
う

し
た
ら
、
次
の
日
に
は
理
由
も
な
く
先
輩
に
怒
ら

れ
て
、「
な
ん
だ
こ
の
部
活
？
」と
思
い
ま
し
た
。

遠
藤
：
そ
う
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
ん
だ
ね
。

前
川
：
ち
な
み
に
、
そ
の
時
怒
っ
て
き
た
先
輩
こ

こ
に
い
る
ん
で
す
よ（
と
、井
狩
を
指
さ
す
）。

井
狩
：（
軽
く
頭
を
下
げ
つ
つ
）と
り
あ
え
ず
、
新

入
り
は
一
回
締
め
て
お
こ
う
的
な
感
じ
で（
笑
）

遠
藤
：
八
つ
当
た
り
的
な
？

井
狩
：
威
嚇
で
す
ね（
笑
）。

菅
野
：
私
も
皆
さ
ん
と
同
じ
感
じ
で
、
前
の
子
と

後
ろ
の
子
が
「
ブ
ラ
バ
ン
に
入
る
」
と
言
っ
た
の

で
、流
れ
で
見
学
に
つ
い
て
行
っ
た
ら
、先
輩
が
優

し
か
っ
た
の
で
入
り
ま
し
た
。
入
っ
て
す
ぐ
は
厳

し
い
と
か
感
じ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
自
分
た

ち
が
幹
部
に
な
っ
た
頃
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
関
係
で
練
習
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
い
ざ
再
開

し
始
め
た
時
、
今
度
は
み
ん
な
辞
め
た
が
っ
て
人

数
が
減
っ
て
い
っ
た
の
で
先
生
が
囲
い
込
む
よ
う

に
な
っ
て
、「
中
１
・
中
２
の
子
が
辞
め
な
い
よ

う
に
先
輩
は
怒
ん
な
い
方
が
い
い
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
。
以
来
、あ
ま
り
怒
る
と
い
う
こ

と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

遠
藤
：
や
っ
と
気
づ
い
た
ん
だ
。
何
年
か
か
っ
た

ん
だ
ろ
う
。

前
川
：
30
年
か
か
り
ま
し
た
ね（
一
同
笑
）

「
明
治
ら
し
さ
」を
感
じ
る
瞬
間

竹
川
：
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
一
番
こ
の

瞬
間
が
好
き
だ
な
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
野
球
応

援
な
ん
で
す
。
高
Ⅲ
の
時
に
清
宮（
幸
太
郎
）
の

世
代
が
活
躍
し
て
い
て
、明
治
対
早
稲
田
実
業
が

あ
っ
て
、
自
分
が
指
揮
を
振
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

ん
で
す
け
ど
、
地
方
大
会
と
は
思
え
な
い
ぐ
ら
い

た
く
さ
ん
お
客
さ
ん
が
い
て
、
目
当
て
は
清
宮
選

手
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
あ
の
試
合
を
応
援

で
き
た
と
い
う
の
は
一
生
心
に
残
る
出
来
事
で
し

た
。

福
田
：
応
援
団
は
す
ご
い
よ
ね
。
総
明
会
の
懇
親

会
と
か
は
や
っ
ぱ
り
応
援
歌
を
歌
い
に
来
て
い
る

と
い
う
か
、
お
酒
飲
ん
で
ご
飯
食
べ
て
、
応
援
歌

歌
っ
て
、校
歌
で
締
め
て
と
い
う
の
が
、総
明
会
の

最
大
の
目
的
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

井
狩
：
応
援
歌
は
、
歌
え
な
く
て
も
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
っ
て
、な
ん
と
な
く
頭
に
残
っ
て
い
る
も
の

だ
な
、と
思
い
ま
す
。

福
田
：
総
明
会
に
来
る
人
は
校
歌
は
知
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

井
狩
：
我
々
の
世
代
は
、
あ
ん
ま
り
歌
詞
と
か
は

覚
え
て
い
な
く
て
も
、
あ
の
雰
囲
気
が
好
き
だ
か

ら
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

石
井
：
会
社
に
明
大
卒
と
か
、明
校
卒
の
会
が
あ

る
ん
で
す
け
ど
、
応
援
団
O
Ｂ
の
方
の
リ
ー
ド
に

よ
る
応
援
が
あ
っ
た
り
、
校
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま

す
。
自
分
も
応
援
団
と
６
年
間
ぴ
っ
た
り
一
緒
に

い
た
の
で
自
然
と
お
声
が
か
か
っ
て
し
ま
う
み
た

い
な
感
じ
で
す
ね
。

　
ギ
リ
ギ
リ
セ
ー
フ
な
話
か
ら
完
全
に
ア
ウ
ト
な

話
に
至
る
ま
で
、
爆
笑
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
て
い

た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

井狩 慶大（平成 23 年卒　サックス）今回のコンサートに向け、久しぶりに楽器を出
して きて先生の指導を受けていますが、自分が学生だった頃と変わらないエネルギッ
シュさで、「本当に還暦？」と思うくらいです。これからもエネルギッシュな演奏を
若い世代としていってもらいたいです。

前川 倫輝（平成 26 年卒　トランペット）先生が還暦と聞いて「OB ・ OG が集まる
こんなチャンスは二度と来ないのでは」という思いで声を掛けたら予想以上に反響が
あり、 100 人近くの参加者を集めることができました。先生の人望のすごさに驚いて
います。やるからには楽しい演奏会になればいいな、と思ってます。

石井 慎也（平成 1 年卒　チューバ）こんなにも多くの人が先生を囲もうと集まって
きて、まさにお祭りみたいな気分で参加させてもらってます。先生に指導を受けた人

達が一堂に集まって演奏するというのはなかなか貴重な機会だと思うので、自分も一
人のメンバーとして楽しみたいと思います。

竹川 佑杜（平成 28 年卒　トロンボーン）先生とは、卒業した今も飲みに行ったり、
楽器の面倒を見ていただいたりと付き合いが続いており、「本当にいい先生を持った」
と思っています。今回のコンサートはみんなで一個の曲を楽しむ久しぶりの機会なの
で、この機会を大切にして、先生の還暦をお祝いしたいと思っています。

菅野 歩香（令和 3 年卒　オーボエ）先生と久しぶりに演奏できる機会をとても楽し
みにしています。（注）この春まで現役で鈴木先生の指導を受けていた彼女。思い出
…というにはまだ早かったかもしれません。

井狩 慶大福田 哲史
竹川 佑杜

菅野 歩香菅野 歩香

石井 慎也

遠藤 智史
前川 倫輝
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今回のテーマ、「縁」ということで、様々な班部活動がある中で、OB・
OG活動が活発な一つとして、吹奏楽班を取り上げたいと感じていまし
た。そんな中、OBの一人からこんな活動もあると教えていただいたのが、
Blueish purple Brass Bandでした。総明会懇親会でも毎年OB・
OGたちが演奏にしていることは知っていましたが、このようなバンドまで
あるのかと驚きとともに、早速、学校に鈴木教頭先生を訪ねて取材の橋渡
しをお願いしました。平成30年卒石神鈴音さんを紹介いただき、寄稿や
写真、パンフレットなどの提供を受け記事にまとめました。また、最後に
Studio Junkers様にコンサートのダイジェスト版も提供いただきまし
た。ぜひ、明治の音色をお楽しみください。

寄稿を依頼した平成30年卒石神鈴音さん

Blueish purple Brass Band 

結
成
の
経
緯

B
lueish purple B

rass B
and

の

「B
lueish purple

」と
は
「
紫
紺
」と
い
う
意
味

で
、青
春
を
紫
紺
色
で
過
ご
し
た
メ
ン
バ
ー
、つ
ま

り
、
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
吹
奏
楽
班

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
金
管
バ
ン
ド
と
い
う
意
味

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
結
成
さ
れ
た
当
初
は
コ
ロ

ナ
禍
で
、演
奏
会
は
も
ち
ろ
ん
、み
ん
な
で
集
ま
っ

て
楽
器
を
演
奏
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、
も
う
一
度
中
高
の
時

の
よ
う
に
、楽
し
く
演
奏
し
よ
う
で
は
な
い
か
、と

い
う
思
い
か
ら
こ
の
バ
ン
ド
が
誕
生
し
ま
し
た
。

Blueish purple Brass Band

の
運
営
方
法

み
ん
な
で
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
運
営
し
て
い

ま
す
。
練
習
を
み
た
り
譜
面
を
用
意
す
る
音
楽
面

に
特
化
し
た
係
、練
習
場
を
取
る
係
、会
計
係
、広

報
係
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
係
を
統
括
す
る

代
表
が
い
ま
す
。
手
が
足
り
な
い
時
は
、
本
来
そ

の
係
に
属
さ
な
い
メ
ン
バ
ー
も
積
極
的
に
手
伝
っ

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、み
ん
な
で
協
力
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
結
成
し
て
日
が
浅
い
こ

と
も
あ
り
改
善
点
も
多
い
で
す
が
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
団
体
に
な
る
よ
う
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
動
す
る
う
え
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

ま
ず
、
音
楽
を
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
演
者
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
明
高

出
身
以
外
で
も
明
高
O
B
・
O
G
と
「
縁
」
が
あ

れ
ば
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
達
が
ア
ウ
ェ
イ
な
気
持
ち

を
感
じ
な
い
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
音
楽
を

通
じ
て
幅
広
い
年
代
の
方
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
嬉
し
い
で
す
。

な
ぜ
吹
奏
楽
班
O
B
・
O
G
の
活
動
が

活
発
な
の
か

ま
ず
は
、
音
楽
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
音

楽
は
、
楽
器
ひ
と
つ
で
ど
ん
な
年
代
の
方
と
も
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
違
お
う
と
、
一
緒
に
音
を
奏
で
て
い
る
瞬
間
は

ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、卒

業
し
て
何
年
経
っ
た
と
し
て
も
、
ど
ん
な
に
歳
が

離
れ
て
い
た
と
し
て
も
、つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
吹
奏
楽
班
の
活
動
が
、
沢
山
の
方
々
に

支
え
て
い
た
だ
い
て
成
り
立
つ
も
の
だ
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
や
定
期
演
奏
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
O
B
・
O
G
が
お
手
伝
い
し
ま

す
。
そ
こ
で
先
輩
や
後
輩
、
同
期
と
会
い
、
吹
奏

楽
班
の
奏
で
る
音
楽
を
聴
く
と
、
ま
た
自
分
達
も

音
楽
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
た
活
動
し
た
い
と
思
い
集
ま
っ
た

O
B
・
O
G
の
と
こ
ろ
に
、
顧
問
で
あ
る
正
人
先

生
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
大
き
な
理
由

だ
と
思
い
ま
す
。
現
役
中
高
生
と
の
活
動
後
に

O
B
・
O
G
バ
ン
ド
の
練
習
を
み
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
お
忙
し
い
中
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

本
年
学
年
テ
ー
マ『「
縁
」〜
と
と
の
う
〜
』に
つ
い
て

と
て
も
素
敵
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
私

が
こ
の
よ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
も

ご
縁
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
し
、Blueish purple 

B
rass B

and 

を
通
し
て
出
逢
え
た
メ
ン
バ
ー
も

ご
縁
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
人
が
い
る
中
で
、
出
逢
う
こ
と
が
で
き
た
素
敵

な
ご
縁
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。「
縁
」と
い
う
言
葉

吹
奏
楽
班
O
B
・
O
G
バ
ン
ド
結
成
！

演奏会ショートムービー（youtube）
https://www.youtube.com/watch?v=6PfIu25MfGM
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特集❸     Soumeikai Kaiho

公式ツイッターURL
https://mobile.twitter.com/blueishpurple__

の
意
味
を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

で
、
こ
の
テ
ー
マ
の
時
に
原
稿
を
書
か
せ
て
い
た

だ
け
て
嬉
し
い
で
す
。
ご
縁
を
大
切
に
し
て
こ
の

先
も
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
役
時
代
の
思
い
出

こ
こ
で
は
語
り
き
れ
な
い
く
ら
い
沢
山
の
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
の
で
す
が
、
今
で
は
素
敵
な
思
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。
卒
業
か
ら
4
年
経
っ
た
今
で
も
鈴
木

正
人
先
生
や
同
期
の
仲
間
た
ち
と
集
ま
っ
た
と

き
は
こ
の
思
い
出
を
笑
い
な
が
ら
話
し
ま
す
。
こ

の
時
間
が
私
は
と
て
も
好
き
で
す
。
た
く
さ
ん
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
鈴
木
正
人
先
生
が

私
た
ち
の
細
か
い
思
い
出
ま
で
覚
え
て
い
て
く
だ

さ
っ
て
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
現
役
時
代

に
経
験
し
た
こ
と
は
き
っ
と
何
十
年
経
っ
て
も
み

ん
な
で
話
し
た
く
な
る
大
切
な
思
い
出
で
す
。

石
神
さ
ん
に
と
っ
て
の
明
治
高
校
と
は
、

吹
奏
楽
班
と
は
、

B
lueish purple B

rass B
and 

と
は

3
つ
共
通
で
い
え
る
の
は
、
私
に
と
っ
て
居
心

地
が
良
く
、自
分
の
居
場
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
校
は
、
遊
び
に
行
く
と
予
定
さ
え
合
え
ば
先

生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。
教

室
や
廊
下
を
み
る
と
色
々
な
思
い
出
が
蘇
り
ま
す
。

こ
の
高
校
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吹
奏
楽
班
は
い
つ
で
も
帰
っ
て
き
て
い
い
場

所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
も
、
そ
こ
で

終
わ
り
に
な
ら
ず
に
先
輩
同
期
後
輩
た
ち
と
ご

飯
へ
行
っ
た
り
し
て
お
話
し
で
き
る
の
は
と
て

も
幸
せ
で
す
。
ま
た
、
卒
業
後
に
高
校
へ
遊
び
に

行
っ
た
際
に
、
鈴
木
正
人
先
生
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、
現
役
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
吹
奏
楽
班
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
だ
と
い
う
こ

と
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、Blueish purple B

rass B
and 

に

つ
い
て
で
す
。

他
の
所
属
団
体
の
活
動
が
で
き
ず
に
い
た
時

に
、集
ま
る
た
め
に
細
心
の
注
意
を
し
た
上
で
、集

ま
る
こ
と
が
で
き
た
あ
の
初
回
練
習
の
わ
く
わ
く

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
逆
境
の
中
で
も
活

動
で
き
た
の
は
、こ
の
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

今
過
ご
し
て
い
る
中
学
・
高
校
で
の
時
間
を
思

い
っ
き
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ
の

と
き
当
た
り
前
に
あ
っ
た
環
境
が
か
け
が
え
の
な

い
時
間
だ
っ
た
と
後
か
ら
気
付
く
こ
と
も
あ
る
は

ず
で
す
。
周
り
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
過
ご
し
た
ら
、
一
生

の
仲
間
に
出
逢
え
る
と
思
い
ま
す
。

第２回演奏会
ブルーレイ発売中！
お買い求めは、QRコードでアクセスし、
アクセスパスワード「musicvideo」を
入力してください。

第二回プログラム

第3回演奏会
日時:2023年2月25日 夜公演

場所:三鷹市芸術文化センター風のホール
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昨
年
2
0
2
1
年
の
会
報
で
紹
介
し
た
、
総
明
会
の
先
輩
で
あ
る
昭
和
31
年
卒 

明
楽
会 

佐
藤
健
一
氏
の
町
内

会
の
神
輿
を
、
後
輩
の
平
成
2
年
卒 

明
愛
会 

石
渡
浩
司
氏
の
経
営
す
る「
南
部
屋
五
郎
右
衛
門
」で
製
作
す
る
こ
と

に
な
っ
た
記
事
を
掲
載
し
た
が
、そ
の
神
輿
が
2
0
2
2
年
7
月
に
完
成
し
た
の
で
紹
介
す
る
。

　
こ
の
神
輿
の
製
作
過
程
の
貴
重
な
写
真
を
石
渡
氏
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
簡
単
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

尚
、紙
面
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
製
作
工
程
の
写
真
は
、総
明
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
掲
載
し
た
の
で
ご
覧
頂
き
た
い
。

明
治
が
繋
い
だ
神
輿
と
先
輩
・
後
輩

神
輿
完
成
報
告

縡
木
地
製
作

神
輿
の
骨
格
と
も
言
え
る
木
地
。
神
輿
の
パ
ー
ツ
毎
に
、欅け

や
き
ざ
い材や

桧
ひ
の
き
ざ
い材

な
ど
を
使
い
分
け
て
製
作
し
て
い
ま
す
。

木
地
は
約
3
ヶ
月
を
掛
け
て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

縱
金
具
製
作

錺か
ざ

り
金
具
を
製
作
す
る
た
め
、
出
来
上
が
っ
た
木
地
か
ら
型
紙
を
製
作
し
ま

す
。
様
々
な
種
類
の
鏨た

が
ねな

ど
を
駆
使
し
、
型
紙
に
合
わ
せ
た
真
鍮
板
に
絵
柄

を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
神
輿
に
は
約
1
8
0
0
点
に
も
及
ぶ
金
具
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
製
作
期
間
は
約
3
ヶ
月
。

縟
メ
ッ
キ
加
工

金
具
は
完
成
し
た
後
メ
ッ
キ

加
工
に
入
り
ま
す
。

メ
ッ
キ
が
付
き
や
す
い
よ
う

金
具
に
磨
き
を
か
け
た
後
、金

色
や
銀
色
の
メ
ッ
キ
加
工
を

施
し
ま
す
。

神
輿
の
随
所
に
メ
ッ
キ
加
工

を
施
さ
れ
た
金
具
が
取
り
付

け
ら
れ
る
と
、豪
華
で
華
や
か

さ
が
加
わ
り
完
成
へ
と
近
づ

き
ま
す
。

縒
彫
刻
製
作

胴
周
り
等
の
彫
刻
は
、
平
ら
な
1
枚
の
欅け

や
きの

板
か
ら

製
作
さ
れ
ま
す
。
彫
刻
の
入
る
ス
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
絵
図
を
描
き
、
そ
れ
に
沿
っ
て
荒
彫
り
し
、
最
後

に
仕
上
げ
彫
り
を
し
、
色
付
を
し
て
完
成
と
な
り
ま

す
。
製
作
に
は
約
3
ヶ
月
の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。

台輪に取り付ける「第四」と町会名
が入った紋。1枚の真鍮の板から打
出して出来上がった金具は、下地を
付けた後に金メッキ加工を施します。
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右から石渡 浩司氏（平成2年卒 明愛会）、石渡 司郎氏（石
渡 浩司氏のお父様）、佐藤 健一氏（昭和31年卒 明楽会）、
土田 正昭氏（昭和61年卒 新世輝）

縉
塗
り

金
具
製
作
に
必
要
な
型
紙
を
取
り
終
え
た
後
、木
地

は
漆
師
へ
渡
さ
れ
ま
す
。下
塗
り
を
行
い
、そ
の
後
塗

り
・
研
ぎ
の
工
程
を
数
回
繰
り
返
し
、
最
後
に
上
塗

り
を
施
し
、完
成
と
な
り
ま
す
。漆
塗
り
は
約
1
0
0

日
を
掛
け
て
、丁
寧
に
塗
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

縋
金
箔
押
し

漆
塗
り
が
仕
上
が
っ
た
後
に
、
キ
ャ
リ
ア
40
年
以

上
の
神
輿
の
箔
押
師
が
金
箔
を
貼
っ
て
い
き
ま
す
。

金
箔
は
神
輿
の
屋
根
の
側
面
に
あ
た
る
軒の

き
つ
ら面

、
屋

根
の
下
に
位
置
す
る
枡ま

す
ぐ
み組

、
神
輿
の
中
央
に
位
置

す
る
胴
な
ど
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。

縢
組
立
て
・
完
成

漆
塗
り
・
金
具
に
メ
ッ
キ
加
工
な
ど
の
工
程
が
終
わ
る
と
、
最
終
段
階
の
組
立
て
と
な
り
ま

す
。
鋳
物
や
錺か

ざ
り
金
具
、彫
刻
を
台
輪
・
胴
・
屋
根
な
ど
に
取
付
け
、台
輪
・
胴
・
枡
組
な
ど

を
組
立
て
た
後
、屋
根
を
乗
せ
、柱
の
締
ま
り
や
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
調
節
し
、完
成
と

な
り
ま
す
。
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昭
和
51
年
卒
、明
々
会
の
井
家
上
哲
史
で
す
。

　

ま
だ
早
い
先
輩
の
訃
報
を
受
け
、伺
っ
て
お
き
た
か
っ

た
こ
と
が
多
く
、残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

 　

私
が
先
輩
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、明
治
高
校
を
卒

業
し
て
ず
い
ぶ
ん
と
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

総
明
会
の
幹
事
学
年
と
な
る
2
0
0
3
年
の
数
年

前
に
同
期
会
の
明
々
会
が
活
動
を
開
始
し
、
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
同
級
生
か
ら
、
応
援
団
出
身
の
格
好
い
い
先

輩
と
し
て
耕
太
郎
先
輩
を
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。

　

神
宮
球
場
に
は
度
々
応
援
に
行
き
ま
し
た
の
で
、

き
っ
と
お
姿
を
拝
見
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

耕
太
郎
先
輩
は
応
援
団
コ
ー
チ
、
監
督
と
し
て
明

中
高
に
は
深
く
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

1
9
9
7
年
の
昭
和
45
年
卒
同
期
会
獅
子
の
会
幹

事
学
年
よ
り
本
格
的
に
総
明
会
の
活
動
に
加
わ
り
、

2
0
0
3
年
に
は
獅
子
の
会
よ
り
学
年
評
議
員
に
選

出
さ
れ
、活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
4
年
に
は
総
明
会
理
事
企
画
委
員
長
と
し

て
、
班
部
O
B
会
と
の
連
携
を
確
立
し
、
ま
た
明
朗
会

の
開
催
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
こ
の
頃
は
、
班
部

O
B
会
の
位
置
づ
け
と
総
明
会
の
活
動
を
明
確
に
す
る

た
め
、総
明
会
の
会
則
の
改
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
0
5
年
総
会
に
て
第
6
代
佐
久
間
洋
一
会
長

が
選
出
さ
れ
，
佐
久
間
会
長
の
も
と
吉
田
耕
太
郎
さ
ん

は
副
会
長
に
選
出
さ
れ
、
2
0
0
6
年
か
ら
会
務
を
総

括
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
組
織
検
討
委
員
会
に
て

会
長
副
会
長
選
出
方
法
の
透
明
化
、
評
議
員
会
の
位

置
づ
け
、
評
議
員
会
の
構
成
の
変
更
を
リ
ー
ド
さ
れ
ま

し
た
。
2
0
1
0
年
第
7
代
尾
島
育
四
郎
会
長
就
任

の
と
き
も
副
会
長
と
し
て
尾
島
会
長
を
支
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
2
0
1
6
年
に
尾
島
会
長
の
後
を
引
き
継

ぎ
第
8
代
総
明
会
会
長
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
総
明
会
活

動
で
は
、一
貫
し
て
若
い
人
の
参
画
、母
校
と
の
交
流
、

財
政
基
盤
の
確
立
を
柱
に
会
を
統
率
さ
れ
、
若
手
会
員

に
よ
る「
M
」の
復
活
、就
活
会
や
法
曹
部
会
の
定
着
に

よ
る
若
手
参
加
行
事
と
母
校
と
の
交
流
、
新
入
お
よ
び

学
年
・
O
B
O
G
会
費
の
改
定
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
に
会
長
を
退
か
れ
、病
気
治
療
に
専
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、ご
逝
去
の
報
に
接
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
が
幹
事
学
年
と
し
て
総
明
会
活
動
に
加
わ
っ
た
の

が
2
0
0
3
年
、そ
の
後
会
報
委
員
会
、総
会
委
員
会

活
動
を
経
て
総
明
会
理
事
会
の
仲
間
入
り
を

許
さ
れ
た
の
が
2
0
0
8
年
。
そ
の
頃
、理
事

会
は
金
曜
の
夕
方
か
ら
紫
紺
館
の
会
議
室
で

行
わ
れ
る
形
が
定
着
し
、理
事
会
終
了
後
は
、

理
事
会
出
席
者
の
多
く
が
近
く
の
飲
食
店
で

飲
み
会
を
す
る
の
が
恒
例
で
し
た
。
特
に
明

大
生
御
用
達
の
パ
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ミ
」で

の
飲
み
会
、
耕
太
郎
先
輩
の
後
輩
想
い
の
頼

も
し
い
姿
、〆
は
し
っ
か
り
食
事
を
摂
る
よ
う

に
と
焼
き
肉
ラ
イ
ス
を
振
る
舞
わ
れ
る
姿
、秋

葉
原
の
先
輩
の
事
務
所
近
く
で
酌
み
交
わ
し

た
楽
し
い
お
酒
等
々
、
楽
し
い
記
憶
が
今
で

も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

耕
太
郎
先
輩
、
母
校
明
治
中
学
高
等
学

校
、
ま
た
総
明
会
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
は
わ

れ
わ
れ
会
員
の
心
に
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
、

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

合
掌

上が総会、右が理事会、吉田耕太郎氏が会長、
井家上哲史が副会長時の写真。

 追 悼 吉田耕太郎 前会長

吉
田
耕
太
郎
さ
ん
へ

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
・
中
学
校
同
窓
会

総
明
会
会
長

井
家
上 

哲
史
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ま
さ
か
私
が
、
耕
太
郎
先
輩
の
追
悼
文
を
書
こ
う
と

は
、思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
し
た
。

　

先
輩
の
声
が
、
今
で
も
耳
の
奥
の
方
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
す
。「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」、「
何
や
っ
て
ん
だ
」、「
早

く
や
れ
」。
先
輩
は
、
聡
明
な
方
で
あ
り
ま
し
た
。
ご
自

分
で
、何
で
も
出
来
た
方
で
し
た
。
後
輩
達
が
、先
輩
の

イ
メ
ー
ジ
し
た
と
お
り
に
動
か
な
い
と
前
述
の
言
葉
が

飛
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。　

　

既
報
の
と
お
り
、
2
0
2
2
年
2
月
3
日
に
ご
逝

去
な
さ
れ
ま
し
た
。
訃
報
が
私
の
元
に
飛
び
込
ん
で
来

た
の
は
山
田
伸
夫
先
生（
明
治
高
校
應
援
團
O
B
会

名
誉
顧
問
）
か
ら
の
メ
ー
ル
で
、
3
月
15
日
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
日
、山
田
先
生
が
、か
か
り
つ
け
医
の
吉
田

D
r
.（
耕
太
郎
先
輩
の
同
級
生
で
、
明
高
O
B
）
を

受
診
す
る
の
で
、
吉
田
D
r
・
に
伝
言
で
も
あ
れ
ば
と
、

耕
太
郎
先
輩
の
携
帯
に
電
話
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
電
話
口
に
出
た
の
が
、
耕
太
郎
先
輩
の
奥
さ
ん
で

し
た
。
山
田
先
生
が
、
前
記
の
用
件
で
架
電
し
た
と
切

り
出
し
た
と
こ
ろ
「
実
は
先
月
の
3
日
に
他
界
し
ま
し

て
・
・
・
」と
話
し
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
、
続
け
て「
自

分
が
死
ん
だ
場
合
、
七
七
日
忌
が
過
ぎ
る
ま
で
他
言
無

用
。
誰
に
も
言
う
な
」。
と
い
う
の
が
遺
言
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
人
様
に
心
配
を
か
け
た
り
す
る
の
を
嫌
う
性
格

の
、如
何
に
も
先
輩
ら
し
い
遺
言
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

先
輩
と
の
出
会
い
は
、
私
が
中
学
1
年
で
応
援
指
導

班
に
入
班
し
た
時
で
す
。
先
輩
が
中
学
3
年
で
し
た
。

私
が
高
校
Ⅰ
年
ま
で
は
、一
緒
で
し
た
。
そ
の
後
、大
学

の
応
援
団
で
も
ご
一
緒
し
ま
す
の
で
、「
6
年
間
は
同

じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
す
。
亡
く
な
ら
れ

る
ま
で
の
年
限
か
ら
す
る
と
、
55
年
間
お
付
き
合
い
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
O
B
会
は
言
う
に
及
ば

ず
、い
ろ
い
ろ
な
場
面（
殆
ど
が
、明
治
高
校
と
明
治
大

学
の
集
ま
り
）で
、
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
よ
く

も
ま
あ
、毎
日
の
よ
う
に
会
う
も
の
だ
、そ
し
て
酒
を
飲

む
も
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
酒
席
で
、
先
輩
が

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
き
た
時
の
、靨え

く
ぼの

有
る
、あ
の
笑
顔
が
た

ま
ら
な
く
好
き
で
し
た
。

　

先
輩
か
ら
は
、精
神
面
で
も
、技
術
面
で
も
、い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
多
く
を
語
る
方
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
教
え
て
頂
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
先

輩
の
背
中
を
見
て
覚
え
さ
せ
て
貰
っ
た（
こ
れ
は
私
が

勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
）、
と
い
う
の
が
当
た
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　

應
援
團
と
い
う
の
は
、
技
術
的
な
面
の
基
本
は
上
級

生
の
リ
ー
ダ
ー
長（
練
習
と
実
際
の
試
合
場
で
の
応
援

指
揮
の
責
任
者
）か
ら
教
え
て
も
ら
え
ま
す
が
、基
本
の

応
用
で
あ
る
応
援
歌
の
振
り
付
け（
テ
ク
と
言
い
ま
す
。

以
下
、テ
ク
）は
、当
時「
見
て
覚
え
ろ
」と
い
う
世
界
で

し
た
。
下
級
生
の
私
は
、
先
輩
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を

見
て
、「
真
似
る
」の
で
す
。「
模
倣
」す
る
の
で
す
。

　

日
本
の「
芸
事
」（
げ
い
ご
と
）舞
踊
、音
曲
、浄
瑠
璃
、

話
芸
、
歌
舞
伎
、
相
撲
等
々
が
、（
ほ
か
の
人
は
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
敢
え
て
、
私
は
、
と
い

う
言
葉
を
使
い
ま
す
）須

す
べ
か
らく

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
応
援

の
テ
ク
も「
真
似
る
」「
模
倣
」す
る
の
だ
な
、
と
子
供
な

が
ら
に
私
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、当
時
の
應
援
團

の
高
校
・
中
学
の
先
輩
方
は
、
上
手
い
方
々
が

揃
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
の
先
輩
方
が
上

手
か
っ
た
の
で
そ
れ
を
伝
統
と
し
て
受
け
継
ぎ
、

紡
い
で
き
た
の
で
、上
手
な
先
輩
た
ち
が
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
真
似
」
を
す
る

為
の
、お
手
本
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
吉
田
先
輩
は
見
習
う
べ
き
点
の
多
い

方
で
し
た
。
と
言
っ
て
も
、親
か
ら
も
ら
っ
た
身
体
的
な

特
性
は
、「
真
似
」し
よ
う
に
も
出
来
な
い
部
分
が
多
く

あ
る
の
で
す
。
耕
太
郎
先
輩
の
肩
関
節
の
可
動
域
の
広

さ
、
そ
し
て
、
そ
の
柔
軟
性
は
到
底「
真
似
」で
き
な
い

も
の
で
し
た
。
少
し
で
も「
あ
の
よ
う
に
な
る
に
は
、
こ

う
し
た
ら
良
い
か
な
」、「
こ
れ
を
し
て
み
よ
う
」
な
ど

と
い
っ
た
工
夫
を
、自
分
な
り
に
重
ね
た
も
の
で
す
。
先

輩
！！ 

未
だ
に
追
い
つ
く
こ
と
が
出
来
ず
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。

　

つ
ら
つ
ら
と
思
う
ま
ま
に
書
い
て
来
ま
し
た
が
、
先

輩
と
の
思
い
出
は
、
枚
挙
に
遑
が
あ
り
ま
せ
ん
。
追
悼

文
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、紙
面

の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、今
回
は
こ
れ
に
て
、ご
免
下

さ
い
。

拝
啓
、吉
田
耕
太
郎
様

先
輩
の
い
な
い
「
明
治
」は
つ
ま
ら
な
い
で
す

先
輩
と
、も
う
会
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
ね

先
輩
の
声
を
聴
く
こ
と
が
、

も
う
出
来
な
い
の
で
す
ね

こ
の
喪
失
感
は
、な
ん
で
し
ょ
う

先
輩
、永
き
歳
月
、お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ど
う
か
安
ら
か
に
お
や
す
み
く
だ
さ
い  

合
掌

令
和
四
年 

水
無
月

1973年（昭和48年）伊豆の天城で行われ
た大学の春合宿の帰りに、浄蓮の滝に立ち
寄った際の写真。前列真ん中が耕太郎先輩

（4年）、後列右から2番目が廣野氏（2年）。

2016年から2019年まで総明会の会長として、総明会の発展にご尽力いただいた吉田耕太郎前会長（昭和45年卒 獅子の
会）が、2022年2月3日にご逝去されました。ご冥福をお祈り申し上げると共に、総明会の井家上哲史現会長と、應援團
OB会 会長の廣野宏士氏から追悼文をご寄稿頂きました。

吉
田
耕
太
郎
先
輩
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偲
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明
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大
学
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属
明
治
高
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校
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魅せろ！明治魂 私達は明治高校を応援しています！

明治高校卒明治大学職員有志一同

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
廣田　晃一 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
廣田　晃一 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒

高橋　建太 平成 5 年卒
近藤　裕樹 平成 6 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
密岡　祐樹 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒

高橋　建太 平成 5 年卒
近藤　裕樹 平成 6 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
密岡　祐樹 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒

山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒
松本　直子 平成25年卒
三苫　美鈴 平成25年卒
吉光寺美和子 平成27年卒
下田　祥之 平成27年卒
山中　友貴 平成27年卒
彦惣　俊人 平成28年卒

山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒
松本　直子 平成25年卒
三苫　美鈴 平成25年卒
吉光寺美和子 平成27年卒
下田　祥之 平成27年卒
山中　友貴 平成27年卒
彦惣　俊人 平成28年卒

駿台会計人倶楽部
会  長　岩 田 俊 一　（昭和49年卒 翼明会）

〒113-0034 東京都文京区湯島4丁目6番11号
湯島ハイタウン A棟502号

－会員募集－

tiwata@silver.plala.or.jp

TEL 03-3815-1272（代）
FAX 03-3815-1404

プルデンシャル生命は世界最大級の金融サービス機関

プルデンシャル・ファイナンシャルの一員です

※「ライフプランナー」はザ・プルデンシャル・インシュアランス・カンパニー・オブ・アメリカの登録商標です。

本社所在地：
東京都千代田区永田町２-13-10

プルデンシャル生命は1987年10月に設立されました。

1875年米国で創業、140年以上の歴史を誇るプルデンシ

ャル・ファイナンシャルグループの一員として「人間愛・家

族愛」の基本理念を受け継ぎ、生命保険の専門家である

ライフプランナー®がオーダーメイドの生命保険をお届け

するということにこだわってまいりました。

横浜東支社  支社長 深谷　剣 （昭和62年卒）

首都圏第一支社  ライフプランナー 川口　貴之 （平成元年卒）

汐留支社  ライフプランナー 髙山　剛 （平成 2 年卒）

汐留支社  営業所長 冨樫　展広 （平成 4 年卒）

本社  営業戦略チーム 八巻　隆洋 （平成10年卒）

汐留支社  ライフプランナー 平井　隆太 （平成19年卒）

港南第二支社  営業所長 山岸　俊介 （平成19年卒）

会長 高橋  直哉（S51年卒）

会　長　鈴木　幸男　　会　計　須志原法和
副会長　木村　　茂　　監　督　中山　　将
幹事長　羽田　郁雄　　助監督　伊藤　直孝

昭和50年卒
総明会
常務理事

近藤 敏彦
明紫会

昭和50年卒
総明会
副会長

山崎 秀樹
明紫会

昭和59年卒
総明会
副会長

平野 一哉
明心会

昭和56年卒
総明会
専務理事

衛藤 雅一
明翔会

昭和51年卒
総明会
会　長

井家上哲史
明々会

昭和59年卒
総明会
会　計

田中 重幸
明心会

昭和61年卒
総明会
事務局長

土田 正昭
新世輝

昭和63年卒
総明会
副事務局長

尾崎 博之
昭和戊辰乃会

昭和54年卒

企画委員長

志村　和哉
明誠会

総明会元会長

URL  http://www.ginzamiyuki-law.com
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第58回総明会総会・懇親会
総明会顧問 （昭和41年卒・４１明友会）
学校法人明治大学 理事

〒299-0102 千葉県市原市青柳2－1－23　TEL.0436-21-8100（代）

代表取締役 山崎 敬生 （総明会顧問）　取締役 山崎 秀樹 （総明会副会長）

環境づくりのパートナー

昭和38年卒昭和37年卒
吉田  信行 増田  利明

平成29年卒
矢島  泰雅

令和4年卒
矢島  太耀
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魅せろ！明治魂 私達は明治高校を応援しています！

明治高校卒明治大学職員有志一同

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
廣田　晃一 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
廣田　晃一 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒

高橋　建太 平成 5 年卒
近藤　裕樹 平成 6 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
密岡　祐樹 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒

高橋　建太 平成 5 年卒
近藤　裕樹 平成 6 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
密岡　祐樹 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒

山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒
松本　直子 平成25年卒
三苫　美鈴 平成25年卒
吉光寺美和子 平成27年卒
下田　祥之 平成27年卒
山中　友貴 平成27年卒
彦惣　俊人 平成28年卒

山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒
松本　直子 平成25年卒
三苫　美鈴 平成25年卒
吉光寺美和子 平成27年卒
下田　祥之 平成27年卒
山中　友貴 平成27年卒
彦惣　俊人 平成28年卒

駿台会計人倶楽部
会  長　岩 田 俊 一　（昭和49年卒 翼明会）

〒113-0034 東京都文京区湯島4丁目6番11号
湯島ハイタウン A棟502号

－会員募集－

tiwata@silver.plala.or.jp

TEL 03-3815-1272（代）
FAX 03-3815-1404

プルデンシャル生命は世界最大級の金融サービス機関

プルデンシャル・ファイナンシャルの一員です

※「ライフプランナー」はザ・プルデンシャル・インシュアランス・カンパニー・オブ・アメリカの登録商標です。

本社所在地：
東京都千代田区永田町２-13-10

プルデンシャル生命は1987年10月に設立されました。

1875年米国で創業、140年以上の歴史を誇るプルデンシ

ャル・ファイナンシャルグループの一員として「人間愛・家

族愛」の基本理念を受け継ぎ、生命保険の専門家である

ライフプランナー®がオーダーメイドの生命保険をお届け

するということにこだわってまいりました。

横浜東支社  支社長 深谷　剣 （昭和62年卒）

首都圏第一支社  ライフプランナー 川口　貴之 （平成元年卒）

汐留支社  ライフプランナー 髙山　剛 （平成 2 年卒）

汐留支社  営業所長 冨樫　展広 （平成 4 年卒）

本社  営業戦略チーム 八巻　隆洋 （平成10年卒）

汐留支社  ライフプランナー 平井　隆太 （平成19年卒）

港南第二支社  営業所長 山岸　俊介 （平成19年卒）

会長 高橋  直哉（S51年卒）

会　長　鈴木　幸男　　会　計　須志原法和
副会長　木村　　茂　　監　督　中山　　将
幹事長　羽田　郁雄　　助監督　伊藤　直孝
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S C H O O L  R E P O R T  2 0 2 2

2022年度 学校報告
年間行事

◎入学式
◎始業式
◎新入生歓迎会
◎生徒会新体制始動
◎健康診断
◎第１回 避難訓練

◎学年・学級活動（中３）
◎生徒総会
◎中間考査
◎修学旅行（高Ⅲ・中３）

5月  May

4月  April

◎林間学校（高Ⅰ・中１）
◎移動教室（中２）
◎学年・学級活動（高Ⅱ）
◎授業参観
◎高校球技大会
◎イングリッシュ・プレゼンテーション
　コンテスト

◎オープンキャンパス

6月  June

◎夏季国内英語研修
8月  August

◎期末考査
◎終業式
◎夏休み学校体験
◎夏期補習
◎高大連携サマーセミナー　（～８月）

7月  July

◎始業式
◎実力考査（中学）
◎紫紺祭
◎第２回 避難訓練

9月  September
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School Report     Soumeikai Kaiho

◎中間考査
◎高Ⅰ特別進学指導講座（生田校舎）
◎中学体育祭

10月  October

◎期末考査
◎終業式
◎ヨーク大学３ヵ月研修

12月  December

◎修学旅行（高Ⅱ）
◎芸術祭
◎高Ⅰ特別進学指導講座（駿河台校舎）

11月  November

◎始業式
◎高大連携ウィンターセミナー
◎スピーチコンテスト
◎吹奏楽班　定期演奏会
◎（高校・大学）推薦面接試験
◎生徒会長・副会長選挙

1月  January

◎中学入試・高校入試
◎マンドリン部　定期演奏会
◎高Ⅲ歓送会
◎紫紺の下に

2月  February

◎期末考査
◎過程発行
◎高校卒業式
◎終業式
◎中学卒業式
◎中大・高大連携スプリングセミナー

3月  March

学校ホームページ
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/
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祝 第 58回 総明会
昭和 31年卒

明 楽 会
会長 佐藤健一

江戸川区在住または在勤の方へ

明治大学校友会  江戸川区地域支部に
入会して、親睦を深めませんか？

平成７年卒櫻井勝也　常任幹事
sakuraikatsuya22@gmail.com
edogawameiji@yahoo.co.jp

明治高校バスケットボール部　OB・OG会
バスケもっとやりたくない？

バスケットボール部OB・OG会　チーム結成！！
今年もOB・OGによるチームで千代田区の大会に参
加いたします。
今年もOB・OGによるチームで千代田区の大会に参
加いたします。

明治高校バスケットボール部ホームページにて
現役の試合速報やOB・OG会の活動を

リアルタイムで発信中！

参加希望の方はOB・OG会 副会長 山下康彦までご連絡ください。

yayamash@gmail.com

明治のバスケでテッペン目指そうぜ！明治のバスケでテッペン目指そうぜ！
祝 第58回総明会総会・懇親会

明治高校ソフトテニス部OB・OG会
会長 山形厚夫（昭和48年卒）

チャレンジ 紫縁会

第58回
総明会総会

懇親会

明治大学附属明治高等学校 応援団OB会
会　長：廣野　宏士（昭和47年卒）
副会長：三森　　勳（昭和50年卒） 鈴木　重之（昭和60年卒）
　　　　光岡　孝之（昭和63年卒） 赤坂　菜摘（平成27年卒）
幹事長：三谷　知弘（平成6年卒）
副幹事長：熊木　達朗（平成6年卒） 藤田　　央（平成7年卒）
　　　　京須　一真（平成16年卒） 関　佑宇斗（平成20年卒）
監　査：渡辺　裕之（昭和55年卒） 荘司　康夫（平成4年卒）
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長 

樋
田 

哲
次（
Ｓ
52
卒
）

事
務
局
次
長 

熊
澤 

正
幸（
Ｓ
54
卒
）

役
　
　
員 

安
蒜 

信
夫（
Ｓ
56
卒
）

役
　
　
員 

加
藤 

裕
司（
Ｈ
８
卒
）

役
　
　
員 

山
本 

直
之（
Ｈ
８
卒
）

役
　
　
員 

阿
部 

徹
也（
Ｈ
11
卒
）

祝 

第
58
回
総
明
会
総
会

明
治
高
校
バ
レ
ー
部

Ｏ
Ｂ・
Ｏ
Ｇ
会

祝 第五十八回総明会総会・懇親会

連絡先（事務局・松浦）
mgc_matsuura@yahoo.co.jp

地理研究部
OB・OG会

祝
第58回総明会総会・懇親会

建設・不動産駿台会
有志一同

建設・不動産駿台会
有志一同

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

今
春
の
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
、早
け
れ

ば
来
年
に
も
18
、
19
歳
が
裁
判
員
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
高
校
で
は
明
治
大
学
法

学
部
と
の
連
携
を
行
い
高
校
生
に
向
け
た
模
擬

裁
判
や
専
門
家
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
読
売
新
聞（
2
0
2
2
年
6
月
11
日
夕

刊
）紙
面
に
４
月
13
日
実
施
の
授
業（
高
大
連
携

講
座
・
法
学
部
・
高
Ⅱ
F
組
に
て
実
施
）
の
模
様

が
掲
載
さ
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。「
裁
判
員
制

度 

高
校
生
の
あ
な
た
も
間
も
な
く
呼
び
出
さ
れ

る
か
も
！
」と
題
し
た
授
業
で
は
、夫
婦
間
の
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
配
偶
者
死
亡
に
至
っ
た
と
い
う
実
際
に

起
き
た
過
去
の
事
件
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
模

擬
裁
判
に
生
徒
た
ち
が
取
り
組
み
、
真
剣
に
当

事
者
の
心
情
や
背
景
を
考
察
す
る
様
子
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
記
事
で
紹
介
さ
れ
た
高
校
Ⅱ
年
生

の
星
野
玲
奈
さ
ん
は
、
授
業
を
受
け
て
次
の
よ
う

に
感
じ
た
と
い
う
。

「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
様
々
な
見
方
の
で
き
る
事
件

に
つい
て
真
剣
に
意
見
を
交
わ
し
た
り
、
本
格
的

に
供
述
や
証
拠
を
基
に
判
決
を
考
え
た
り
し
て

普
段
と
異
なっ
た
学
び
に
よ
り
新
鮮
さ
を
感
じ
た
」

同
じ
く
高
校
Ⅱ
年
生
の
加
藤
遼
さ
ん
は
、模
擬
裁

判
が
今
後
の
学
習
や
生
活
に
役
立
つ
点
を
こ
う
述

性
が
あ
る
こ
と
や
、
裁
判
は
主
権
者
で
あ
る
国
民

が
行
う
べ
き
こ
と
な
ど
を
実
感
し
、
自
身
も
一
人
の

国
民
と
し
て
、
自
国
で
起
き
た
犯
罪
に
つい
て
考

え
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、
仮
に

自
分
が
裁
判
員
と
し
て
選
ば
れ
た
際
に
は
、
被
告

人
の
人
生
を
左
右
し
た
り
、
そ
の
裁
判
の
判
例
が

他
の
裁
判
に
も
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
今

の
う
ち
か
ら
様
々
な
こ
と
に
つい
て
知
識
や
経
験
を

つ
け
、
幅
広
い
価
値
観
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、勉
強
の
大
切
さ
を

再
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
」（
明
治
高
校
H
P

よ
り
引
用
）

高
校
生
への
法
教
育
は
、
社
会
と
自
分
の
繋
が

り
や
関
わ
り
方
を
考
え
る
と
共
に
、多
角
的
な
視

野
を
持
つ
人
間
に
な
る
大
き
な
機
会
と
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

べ
て
い
る
。「
自
分
の
言
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
の

重
要
性
、
ま
た
相
手
の
言
葉
に
も
耳
を
傾
け
る
こ

と
で
生
ま
れ
る
多
様
性
な
ど
を
尊
重
す
る
こ
と
は

人
間
関
係
の
構
築
や
維
持
に
役
立
つ
の
で
は
な
い

か
」
模
擬
裁
判
授
業
が
生
徒
の
生
活
や
社
会
と

の
関
わ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

授
業
を
企
画
し
た
太
田
勝
造
・
明
治
大
学
教

授
は
「
ま
ず
は
裁
判
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た

かっ
た
。
多
面
的
、
論
理
的
な
思
考
法
を
学
ぶ
こ

と
は
日
常
生
活
に
も
役
立
つ
」
と
紙
面
で
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
６
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た
同
内
容

の
高
大
連
携
講
座（
高
Ⅱ
D
組
に
て
実
施
）
が
、

７
月
15
日
の
N
H
K
「
お
は
よ
う
日
本
」で
放
送

さ
れ
た
。

「
18
歳
か
ら
裁
判
員
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
裁
判

員
制
度
の
紹
介
と
若
者
の
感
じ
る
不
安
や
興
味

が
街
頭
イ
ン
タ
ビュー
さ
れ
、
そ
の
後
明
治
高
校
で

の
高
大
連
携
講
座
の一
環
で
行
わ
れ
た
模
擬
裁
判

の
模
様
が
放
送
さ
れ
た
。
判
決
を
決
定
す
る
過

程
で
真
剣
に
議
論
す
る
明
高
生
の
姿
は
頼
も
し

く
も
あ
り
、真
実
を
見
極
め
る
困
難
な
仕
事
に
対

し
て
必
死
に
も
が
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
。

翌
日
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
生
徒
た
ち

か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い

う
。「
私
は
、
普
段
は
、
重
要
犯
罪
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
る
犯
罪
に
関
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、

「
裁
判
」
と
い
う
も
の
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
は

な
く
、
テ
レ
ビ
や
ド
ラ
マ
、
映
画
の
中
で
の
出
来
事

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
裁
判
員
制
度
は
、
前

か
ら
知
って
い
た
が
、
自
分
が
ま
だ
対
象
の
年
齢
で

な
かっ
た
た
め
、考
え
る
機
会
が
あ
ま
り
な
かっ
た
。

し
か
し
、
今
回
の
講
義
で
、
裁
判
員
制
度
と
は
18

歳
か
ら
で
あ
る
た
め
、
高
校
生
も
選
ば
れ
る
可
能

 
高
大
連
携
講
座
が
読
売
新
聞
に
掲
載
、

 
N
H
K「
お
は
よ
う
日
本
」で
放
送

読売新聞（2022 年 6 月 11 日夕刊）より転載

2022 年 6 月 29 日　高ⅡＤ組での授業風景

高大連携講座
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祝 第 58回 総明会
昭和 31年卒

明 楽 会
会長 佐藤健一

江戸川区在住または在勤の方へ

明治大学校友会  江戸川区地域支部に
入会して、親睦を深めませんか？

平成７年卒櫻井勝也　常任幹事
sakuraikatsuya22@gmail.com
edogawameiji@yahoo.co.jp

明治高校バスケットボール部　OB・OG会
バスケもっとやりたくない？

バスケットボール部OB・OG会　チーム結成！！
今年もOB・OGによるチームで千代田区の大会に参
加いたします。
今年もOB・OGによるチームで千代田区の大会に参
加いたします。

明治高校バスケットボール部ホームページにて
現役の試合速報やOB・OG会の活動を

リアルタイムで発信中！

参加希望の方はOB・OG会 副会長 山下康彦までご連絡ください。

yayamash@gmail.com

明治のバスケでテッペン目指そうぜ！明治のバスケでテッペン目指そうぜ！
祝 第58回総明会総会・懇親会

明治高校ソフトテニス部OB・OG会
会長 山形厚夫（昭和48年卒）

チャレンジ 紫縁会

第58回
総明会総会

懇親会

明治大学附属明治高等学校 応援団OB会
会　長：廣野　宏士（昭和47年卒）
副会長：三森　　勳（昭和50年卒） 鈴木　重之（昭和60年卒）
　　　　光岡　孝之（昭和63年卒） 赤坂　菜摘（平成27年卒）
幹事長：三谷　知弘（平成6年卒）
副幹事長：熊木　達朗（平成6年卒） 藤田　　央（平成7年卒）
　　　　京須　一真（平成16年卒） 関　佑宇斗（平成20年卒）
監　査：渡辺　裕之（昭和55年卒） 荘司　康夫（平成4年卒）

祝

が
ん
ば
り
ま
し
た
!!

 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
２
名

 

関
東
大
会
出
場
10
名

会

　
　長 

沼
田

　哲
明 （
昭
50
年
卒
）

副
会
長 

岡
本

　雅
仁 （
昭
51
年
卒
）

　〃

　

 

五
十
嵐
公
一 （
昭
54
年
卒
）

名
誉
会
長 

若
松

　弘
昌 （
昭
39
年
卒
）

　〃

　

 

堀

　
　眞
壽 （
昭
46
年
卒
）

顧

　
　問 

大
津
富
士
男 （
昭
28
年
卒
）

　〃

　

 

佐
藤

　健
一 （
昭
31
年
卒
）

　〃

　

 

大
出

　育
男 （
昭
31
年
卒
）

　〃

　

 

田
村

　暢
朗 （
昭
31
年
卒
）

　〃

　

 

藤
井

　英
一 （
昭
32
年
卒
）

　〃

　

 

山
田

　和
孝 （
昭
36
年
卒
）

　〃

　

 

小
山

　雅
司 （
昭
37
年
卒
）

　〃

　

 

井
上

　進
治 （
昭
38
年
卒
）

　〃

　

 

戸
張

　
　毅 （
昭
47
年
卒
）

　〃

　

 

服
部

　憲
一 （
昭
50
年
卒
）

監

　
　督 

菅
野

　栄
一 （
昭
55
年
卒
）

事
務
局 

狩
野

　智
雄 （
昭
56
年
卒
）

　〃

　

 

鳴
海

　浩
樹 （
昭
57
年
卒
）

　〃

　

 

深
谷

　
　剣 （
昭
62
年
卒
）

　〃

　

 

中
澤
彰
次
郎 （
昭
62
年
卒
）

　〃

　

 

鏑
木

　祥
介 （
昭
63
年
卒
）

　〃

　

 

浅
倉

　太
明 （
平
3
年
卒
）

　〃

　

 

印
田

　
　誠 （
平
10
年
卒
）

ゴ
ル
フ
担
当 

富
沢

　康
弘 （
平
3
年
卒
）

顧
　
　
問 

山
中
禎
一
郎 

先
生

会
　
　
長 

石
田 

元
伸（
Ｓ
51
卒
）

副
会
長 

岩
崎 

広
人（
Ｓ
57
卒
）

副
会
長 

岡
永 

健
二（
Ｈ
４
卒
）

事
務
局
長 

樋
田 

哲
次（
Ｓ
52
卒
）

事
務
局
次
長 

熊
澤 

正
幸（
Ｓ
54
卒
）

役
　
　
員 

安
蒜 

信
夫（
Ｓ
56
卒
）

役
　
　
員 

加
藤 

裕
司（
Ｈ
８
卒
）

役
　
　
員 

山
本 

直
之（
Ｈ
８
卒
）

役
　
　
員 

阿
部 

徹
也（
Ｈ
11
卒
）

祝 

第
58
回
総
明
会
総
会

明
治
高
校
バ
レ
ー
部

Ｏ
Ｂ・
Ｏ
Ｇ
会

祝 第五十八回総明会総会・懇親会

連絡先（事務局・松浦）
mgc_matsuura@yahoo.co.jp

地理研究部
OB・OG会

祝
第58回総明会総会・懇親会

建設・不動産駿台会
有志一同

建設・不動産駿台会
有志一同

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

Soumeikai Kaiho
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●
自
己
紹
介

　

母
校
で
大
変
責
任
あ
る
職
務
に
就
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
明
治
」の
名
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
「
第
一
級
の
人
物
」に
な
れ
る
よ

う
、
生
徒
と
共
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
ご
氏
名
・
略
歴

　

①
氏
名　

鶴
丸 

早
紀　

②
生
年
月
日　

1
9
9
7
年
７
月
４
日

　

③
出
身
地　

埼
玉
県　

④
出
身
学
校
・
学
部  

千
葉
大
学 

教
育
学
部

　

小
学
校
教
員
養
成
課
程 

も
の
づ
く
り
・
技
術
選
修

　

千
葉
大
学
大
学
院 

修
士
課
程 

教
育
学
研
究
科 

学
校
教
育
学
専
攻

　

理
数
・
技
術
系

　

⑤
前
職　

大
学
院
生　

⑥
担
当
教
科　

技
術
科

　

⑦
担
当
ク
ラ
ブ
活
動　

硬
式
テ
ニ
ス
部
、ス
キ
ー
部

●
明
治
中
学
・
高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

　

教
員
も
生
徒
も
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
印
象
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

　

自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
問
い
を
立
て
る
、
創
造
す
る
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
生
徒
に
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
自
身
の
抱
負

　

週
に
１
回
し
か
な
い
技
術
の
授
業
な
の
で
、生
徒
が
た
く
さ
ん
の
学
び

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、授
業
づ
く
り
か
ら
大
切
に
い
た
し
ま
す
。

●
自
己
紹
介

　

技
術
教
育
を
専
門
に
学
ん
で
い
ま
す
。
特
に
木
工
と
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ

ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
得
意
で
す
。

●
ご
氏
名
・
略
歴

　

①
遠
藤 

泰
介 

先
生　

②
生
年
月
日　

1
9
9
2
年
12
月
22
日

　

③
出
身
地　

新
潟
県　

④
出
身
学
校
・
学
部　

新
潟
県
立
長
岡

　

大
手
高
等
学
校（
普
通
科
）　

明
治
大
学（
理
工
学
部
）

　

ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
修
士
課
程（
応
用
数
学
専
攻
）

　

⑤
前
職　

明
星
中
学
校
・
高
等
学
校　

英
語
科

　

⑥
担
当
教
科　

英
語
科

　

⑦
担
当
ク
ラ
ブ
活
動　

サ
ッ
カ
ー
部
、水
泳
部

●
明
治
中
学
校
・
高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

　

す
で
に
生
徒
た
ち
か
ら
「
主
体
性
」を
感
じ
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
学
校
全
体
か
ら
前
向
き
な
印
象
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

　

熱
中
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
、
突
き
詰
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

し
て
、謙
虚
な
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
自
身
の
抱
負

　

こ
れ
か
ら
先
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
第
一
級
の
人
物
た
れ
」と

い
う
言
葉
を
常
に
心
に
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
自
己
紹
介

　

落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
で
、
好
奇
心
と
探
究
心
が
旺
盛
で
す
。
マ
イ

ブ
ー
ム
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
、フ
ッ
ト
サ
ル
、ス
タ
バ
で
す
。

●
ご
氏
名
・
略
歴

　

①
松
井 

萌
々
子 

先
生 　

②
生
年
月
日　

1
9
9
7
年
8
月
23
日

　

③
出
身
地　

東
京
都　

④
出
身
学
校
・
学
部

　

明
治
大
学
付
属
明
治
中
学
校
・
高
等
学
校

　

明
治
大
学
文
学
部
文
学
科（
文
学
士
）

　

早
稲
田
大
学
教
育
学
研
究
科（
教
育
学
修
士
）

　

⑤
前
職　
な
し（
た
だ
し
修
士
時
代
、他
高
校
で
の
非
常
勤
講
師
の
勤
務
経
験
あ
り
）

　

⑥
担
当
教
科　

国
語
科

　

⑦
担
当
ク
ラ
ブ
活
動　

書
道
部
、水
泳
部

●
明
治
中
学
・
高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
変
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
各
々
が
学
校
生
活
で

楽
し
み
を
見
つ
け
て
、日
々
明
る
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘

を
受
け
て
い
ま
す
。
私
も
そ
ん
な
生
徒
た
ち
か
ら
毎
日
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

　

各
々
の
得
意
な
こ
と
を
発
見
し
、
付
属
校
と
い
う
環
境
を
生
か
し
て
、

そ
の
力
を
存
分
に
伸
ば
し
て
欲
し
い
で
す
。そ
れ
は
大
き
な
自
信
に
な
り
、

将
来
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
強
い
武
器
と
な
る
は
ず
で
す
。

●
自
身
の
抱
負

　

授
業
面
で
は
、
日
々
教
育
関
係
の
雑
誌
や
学
会
か
ら
の
情
報
収
集
に

努
め
、生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

に
必
要
な
力
を
涵
養
で
き
る
実
践
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

学
級
運
営
、
生
徒
指
導
面
、
部
活
動
面
で
は
、
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、良
好
な
信
頼
関
係
を
保
ち
た
い
で
す
。

　

特
に
書
道
部
の
活
動
に
関
し
て
は
、
私
自
身
が
今
も
書
道
の
研
鑽
を

積
み
続
け
て
い
ま
す
の
で
、生
徒
と
一
緒
に
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

新任先生紹介
松ま

つ
い井 

萌も

も

こ々子 

先
生

遠え
ん
ど
う藤 

泰た
い
す
け介 

先
生

鶴つ
る
ま
る丸 

早さ

き紀 

先
生
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Q
R
コ
ー
ド
か
ら

　
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　
　
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

School Report     Soumeikai Kaiho

●
ご
氏
名
・
略
歴

　

①
遠
藤 

泰
介 

先
生　

②
生
年
月
日　

1
9
9
2
年
12
月
22
日

　

③
出
身
地　

新
潟
県　

④
出
身
学
校
・
学
部　

新
潟
県
立
長
岡

　

大
手
高
等
学
校（
普
通
科
）　

明
治
大
学（
理
工
学
部
）

　

ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
修
士
課
程（
応
用
数
学
専
攻
）

　

⑤
前
職　

明
星
中
学
校
・
高
等
学
校　

英
語
科

　

⑥
担
当
教
科　

英
語
科

　

⑦
担
当
ク
ラ
ブ
活
動　

サ
ッ
カ
ー
部
、水
泳
部

●
明
治
中
学
校
・
高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

　

す
で
に
生
徒
た
ち
か
ら
「
主
体
性
」を
感
じ
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
学
校
全
体
か
ら
前
向
き
な
印
象
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

　

熱
中
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
、
突
き
詰
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

し
て
、謙
虚
な
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
自
身
の
抱
負

　

こ
れ
か
ら
先
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
第
一
級
の
人
物
た
れ
」と

い
う
言
葉
を
常
に
心
に
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
自
己
紹
介

　

落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
で
、
好
奇
心
と
探
究
心
が
旺
盛
で
す
。
マ
イ

ブ
ー
ム
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
、フ
ッ
ト
サ
ル
、ス
タ
バ
で
す
。

《
班
・
部
活
動
の
記
録
》

吹
奏
楽
班

第
61
回
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

Ａ
組　

金
賞　

Ｂ
組　

金
賞

中
学
野
球
部

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
大
会　

優
勝
・
都
大
会
出
場

水
泳
部

関
東
大
会
出
場
決
定
！

令
和
３
年
度
東
京
都
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

男
子
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー「
第
３
位
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
」

	
	

	　
　
　
　

高
Ⅰ　

高
尾

男
子
１
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
６
位　

高
Ⅰ　

高
尾

第
６
回
法
政
・
明
治
・
立
教
付
属
校
対
抗
水
泳
競
技
大
会

女
子
中
学
総
合
優
勝　

中
３　

中
村

東
京
都
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大
会

男
子
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

第
１
位　

高
Ⅰ　

高
尾

第
５
回
東
京
都
十
二
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

　

男
子
２
０
０
Ｍ
自
由
形	

第
１
位　

中
２　

田
中

　

男
子
１
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ	

第
３
位　

中
２　

田
中

　

男
子
４
０
０
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー	

第
３
位　

　
　
　
　
　
　

中
３　

岡
・
山
本
・
中
山
・　

中
２　

田
中

柔
道
部

第
70
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柔
道
競
技
東
京
都
第
四
支
部
大
会

男
子
団
体　

第
５
位

　
　

高
Ⅲ　

新
井
・
春
田
・
高
Ⅱ　

佐
々
木
・
高
Ⅰ　

馬
場

男
子
個
人
66
㎏
級　

第
５
位　

高
Ⅲ　

新
井

男
子
個
人
60
㎏
級　

第
５
位　

高
Ⅲ　

春
田

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
高
校
男
子
）

　
　
　
　
　
関
東
大
会
出
場
決
定
！

令
和
３
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選　

都
ベ
ス
ト
16

第
29
回
関
東
私
立
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

明
大
明
治　

０

－

２　

東
亜
学
園

明
大
明
治　

２

－

０　

東
海
大
市
原
望
洋　
　

Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位

全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
１
次
予
選　

都
ベ
ス
ト
16

令
和
３
年
度
第
30
回
東
京
私
立
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

ベ
ス
ト
16

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
高
校
男
子
）

第
30
回
１
０
２
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
校
男
子　

第
３
位

陸
上
競
技
部

第
73
回
東
京
都
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
抗
新
人
選
手
権
大
会

　

男
子
５
支
部
８
０
０
Ｍ	

第
５
位　

高
Ⅱ　

小
原

　

男
子
５
支
部
１
５
０
０
Ｍ	

第
６
位　

高
Ⅱ　

小
原

　

男
子
５
支
部
走
幅
跳	

第
８
位　

高
Ⅱ　

篠
原

第
42
回
第
５
・６
支
部
学
年
別
選
手
権
大
会

　

男
子
５
支
部
３
年
１
５
０
０
Ｍ	

第
７
位　

高
Ⅲ　

福
島

　

男
子
５
支
部
３
年
走
幅
跳	

第
２
位　

高
Ⅲ　

江
村

　

男
子
５
支
部
２
年
１
５
０
０
Ｍ	

第
５
位　

高
Ⅱ　

小
原

　

男
子
５
支
部
２
年
走
幅
跳	

第
５
位　

高
Ⅱ　

篠
原

サ
ッ
カ
ー
部

　
（
中
学
）、都
大
会
第
３
位
！

令
和
３
年
度
東
京
都
中
学
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　

兼
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
第
９
支
部
予
選
大
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

優
勝

令
和
３
年
度
第
60
回
中
学
総
合
体
育
大
会

　
　
　

兼
第
74
回
東
京
都
中
学
校
選
手
権
大
会　
　
　
　
第
３
位

東
京
都
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会　
　
　
　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

優
勝

２
０
２
２
年
度
中
体
連
サ
ッ
カ
ー
第
９
支
部
夏
季
大
会　

都
大
会
出
場

男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

東
京
都
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス	

優
秀
賞　

高
Ⅰ　

櫻
井

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス	

優
秀
賞　

高
Ⅱ 

橋
本
・
高
Ⅲ 

門
野

東
京
都
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　

個
人
シ
ン
グ
ル
ス
の
部	

本
選
出
場　

高
Ⅲ　

内
藤

　

団
体
の
部	

東
京
都
ベ
ス
ト
32

東
京
都
中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
９
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

　

団
体
の
部	

準
優
勝

	
	

こ
れ
に
よ
り
多
摩
大
会
出
場
決
定

女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

第
38
回
東
京
都
ジ
ュニ
ア
テ
ィ
ー
ム
テ
ニ
ス
チ
ャン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

小
・
中
学
校
の
部
女
子

　
　
　

第
３
位　

中
３ 

神
野
・
辻
村
・
佐
藤　

中
２ 

吹
春

東
京
都
中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
９
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

団
体
の
部　

優
勝

こ
れ
に
よ
り
東
京
都
総
合
体
育
大
会
出
場
決
定

      

班
・
部
活
動
の
記
録
／
資
格
試
験
・
表
彰

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報	

２
０
２
２
年
３
月
１
０
日
号　

１
７
１
・
１
７
２
合
併
号

	
２
０
２
２
年
７
月
１
９
日
号　

１
７
３
号
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《
資
格
試
験
・
表
彰
》

数
学
科

東
京
理
科
大
学
主
催

第
12
回
坊
ち
ゃ
ん
科
学
省
研
究
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
部
門　

優
秀
賞

研
究
テ
ー
マ「
２
次
方
程
式
の
解
の
分
布
曲
線
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
Ⅲ　

大
塚

英
語
科

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
全
国
2
位
！

第
２
回
高
校
生
英
語
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ー
デ
ィ
ベ
ー
ト
連
盟
新
芽
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

高
Ⅲ　

山
口
・
髙
橋
・
林

第
57
回
東
京
都
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

高
Ⅱ　

大
熊

美
術
部 

全
日
本
学
生
美
術
展
推
奨
入
選
！

第
66
回
全
日
本
学
生
美
術
展
推
奨	　
　
　
　
　

高
Ⅱ　

石
渡

公
民
科

令
和
３
年
度「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

武
蔵
府
中
税
務
署
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
Ⅲ　

山
田

情
報
科

Ｕ
18
Ｉ
Ｔ
夢
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
１

　
　
　

学
校
賞　

高
Ⅲ　

新
井
・
小
山

　
　
　

敢
闘
賞　

高
Ⅲ　

浅
井
・
中
保
・
宮
﨑

　
　
　

敢
闘
賞　

高
Ⅲ　

野
中
・
村
松
・
石
井

個
人

高
Ⅲ
E
組
ク
ラ
ス
T
シ
ャ
ツ
が
大
賞
受
賞

勝
手
に
ク
ラ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ　

大
賞　

高
Ⅲ　

豊
島

剣
道
部

第
63
回
三
鷹
市
春
季
剣
道
大
会　

一
般
女
子
二
段
以
下
の
部

	
	

第
３
位　

高
Ⅰ　

小
野
島

第
40
回
文
京
区
少
年
剣
道
大
会　

中
学
３
年
女
子
の
部

	
	

第
３
位　

中
３　

松
下

マ
ン
ド
リ
ン
部

　
　
　
　
全
国
大
会
入
賞
！

全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
興
会
会
長
特
別
賞　

優
秀
賞

化
学
部

第
65
回
全
国
学
芸
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

旺
文
社
／
内
閣
府
・
文
部
科
学
省
・
環
境
省
後
援

第
65
回
全
国
学
芸
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル

旺
文
社
赤
尾
好
夫
記
念
賞　

入
選

作
品
名「
合
成
染
料
の
性
質
と
色
素
増
感
太
陽
電
池
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
Ⅲ　

清
水

書
道
部

高
円
宮
杯
日
本
武
道
館
書
写
書
道
大
展
覧
会

日
本
武
道
館
賞　

高
Ⅲ 

相
田　

高
Ⅰ 

柴
田
・
大
沢

ダ
ン
ス
部

　
（
中
学
）全
国
大
会
出
場
！

高
校
生
ラ
イ
ブ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ　

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
２
０
２
１
東
京
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奨
励
賞　

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
進
出

第
10
回
日
本
中
学
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権

　
　
　
　
　
　

東
日
本
予
選
大
会　

全
国
決
勝
大
会
進
出

明
治
大
学
文
学
部
第
13
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

　

高
Ⅲ	　

松
岡
・
渡
邊

　

高
Ⅱ　

石
原
・
前
山
・
岩
崎
・
大
橋
・
岡
前
・
奥
野
・
小
林
・
篠
田
・

　
　
　
　

山
﨑
・
折
原
・
中
東
・
松
田
・
齋
藤
・
髙
橋
・
久
保
田
・

　
　
　
　

小
久
保
・
鈴
木
・
田
村

　

高
Ⅰ	　

小
林
・
諸
星
・
松
並
・
大
樂
・
南
野
・
金
子
・
柴
田
・
神
農
・

　
　
　
　

加
藤
・
佐
伯
・
渡
邊
・
芦
川
・
岩
瀬
・
清
原
・
竹
内

第
12
回　
ト
ゥ
ワ
イ
ス
・
ア
ウ
ォ
ー
ド『
企
画
イ
ン
タ
ー
ン
ワ
ー
ク
』

部
門
企
画
賞　

江
崎
グ
リ
コ
賞「
混
沌
の
覇
者【
田
辺
】」

	

高
Ⅱ　

竹
内
・
平
岡
・
長
井
・
田
邊

部
門
企
画
賞　

森
永
乳
業
賞「
か
ら
あ
げ
。」

	

高
Ⅱ　

渡
邊
・
田
嶋
・
杉
山
・
津
島

K
D
D
I
優
秀
賞「
鍋
堤
清
河
」

	

高
Ⅱ　

清
原
・
川
田
・
堤
・
渡
部

明
治
優
秀
賞「
ゆ
と
り
で
す
が
な
に
か
」

	

高
Ⅱ　

加
藤
・
早
川
・
山
田

ロ
ー
ソ
ン
優
秀
賞「m

ovem
ents

」

	
	

高
Ⅱ　

梶
野
・
山
下
・
乾

森
永
乳
業
奨
励
賞「
俺
ら
」

	

高
Ⅱ　

本
田
・
兵
頭
・
上
田
・
金
田

第
25
代
高
校
生
平
和
大
使
東
京
選
考
会　
平
和
大
使
選
出　

	

高
Ⅰ　

涌
井

JA
M

fest JA
PA

N
 vol.16 in TO

KYO

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
／
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン（
競
技
部
門
）

	

第
３
位　

高
Ⅰ　

松
井

Varsity

主
催「The Sum

m
it

」(

米
国
フ
ロ
リ
ダ
州)

に
派
遣
出
場

そ
の
他

小
金
井
警
察
署  

犯
人
逮
捕
へ
の
協
力  

署
長
感
謝
状

	

　
　
　
　
　
　

高
Ⅲ　

鈴
木
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下記の詳細は、明治高校のホームページに掲載されています。
それぞれの URL からアクセスして下さい。

バレーボール部 ( 高校男子 ) 関東大会出場決定
 https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20210510kctop.html

水泳部、関東大会出場決定 ! 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20210712kctop.html

マンドリン部 全国大会入賞 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20210807kctop.html

サッカー部 ( 中学 )、都大会第 3 位 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20210815kctop.html

ダンス部 ( 中学 ) 全国大会出場 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20210829kctop.html

水泳部、インターハイ出場 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20210919kctop.html

化学部 第 65 回全国学芸サイエンスコンクール入選 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20220308kctop.html

美術部 全日本学生美術展推奨入選 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20210316kctop.html

英語ディベート大会全国 2 位 ! 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20210929kctop.html

高 3E 組クラス T シャツが大賞受賞 
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/2021/20211130.html
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横
山
晴
之
先
生（
数
学
科
）

吉
川
末
恒
先
生（
国
語
科
）

 

２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）
３
月
13
日
、
調
布

市
の
明
治
中
学
校
高
等
学
校
に
お
い
て
、横
山
先

生
、
吉
川
先
生
の
退
任
イ
ン
タ
ビュー
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
日
曜
日
で
し
た
。
春
の
陽
光
が
さ
し
、

部
活
動
で
に
ぎ
わ
う
校
庭
を
横
目
に
校
舎
に
入

る
と
、
いつ
も
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
往
来
し
て
い
る

屋
内
は
、
昼
間
な
の
に
人
気
が
少
な
く
、
薄
暗
く

感
じ
ま
し
た
。

横
山
先
生
は
我
々
紫
縁
会
が
中
３
、
高
Ⅱ
の
と

き
、
吉
川
先
生
は
高
校
３
年
間
、
担
任
を
し
て
い

た
だ
い
た
縁
の
あ
る
お
方
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
個

性
的
な
先
生
が
多
い
中
、横
山
先
生
は
他
の
先
生

と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、吉
川
先
生
は
笑
顔
で

優
し
く
、
我
々
に
寄
り
添
って
い
た
だ
い
た
こ
と
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、お
二
方
に
全
く
別
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

縁
の
あ
る
君
た
ち
で
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
い

て
、と
て
も
う
れ
し
かっ
た
で
す
。

 横
山
晴
之
先
生

１
９
８
０
年（
昭
和
55
年
）着
任

〇
着
任
当
時
の
思
い
出

東
京
学
芸
大
学
で
就
職
を
考
え
て
い
る
と
き

に
、
明
大
明
治
で
教
員
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
三
鷹
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

明
治
大
学
の
付
属
校
と
い
え
ば
明
大
中
野
と
い

う
印
象
が
強
く
、
当
時
御
茶
の
水
に
あ
っ
た
明
大

明
治
に
つい
て
は
、
優
秀
な
学
校
程
度
の
イ
メ
ー
ジ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、大
学
の
先
輩

で
あ
る
先
生
の
勧
め
や
父
親
の
母
校
が
明
治
大

学
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
、
採
用
試
験
を
受

け
、本
校
に
着
任
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
着
任
し
た
時
期
は
、
年
配
の
先
生

方
が
多
く
、
先
生
が
入
れ
替
わ
る
時
期
で
し
た
。

私
の
代
は
戸
室
先
生（
理
科
）と
二
人
で
し
た
が
、

下
の
代
は
４
、５
人
の
採
用
が
あ
り
、同
世
代
の
先

生
が
多
く
お
り
ま
し
た
。　
　

着
任
し
た
年
は
、
中
学
３
年
生
の
副
担
任
を

受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
実
習
の
経

験
は
あ
っ
た
も
の
の
、
新
卒
だ
っ
た
た
め
戸
惑
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
４
月
下
旬
の
京

都
への
修
学
旅
行
は
、
ま
だ
学
校
に
慣
れ
て
い
な

かっ
た
た
め
、引
率
者
な
の
に
、引
率
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
学
年
と
は
高
Ⅰ
で
担
任
に
な
り
、

卒
業
ま
で
持
ち
上
が
り
で
担
任
を
務
め
ま
し
た
。

高
校
の
修
学
旅
行
で
は
今
で
は
考
え
に
く
い
で
す

が
、
6
時
間
も
か
け
て
新
幹
線
で
九
州
ま
で
行

き
、更
に
１
日
か
け
て
バ
ス
で
鹿
児
島
ま
で
行
って
、

再
び
北
上
し
て
長
崎
ま
で
行
き
ま
し
た
。
修
学

旅
行
中
は
24
時
間
勤
務
な
の
で
、緊
張
感
が
あ
り

と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。
寝
て
は
い
け
な
い
と
思
い
つ

つ
も
、
夜
更
か
し
し
た一
部
の
生
徒
と
、
バ
ス
で
つい

寝
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
着
任
し
た
１
９
８
０
年
代
初
頭
は
、
金

八
先
生
や
ス
ク
ー
ル
ウ
ォ
ー
ズ
な
ど
の
学
園
ド
ラ
マ

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
的
に
学
校
が
少
し

荒
れ
て
い
る
時
期
で
し
た
が
、
本
校
は
比
較
的
平

和
で
し
た
。
少
し
元
気
す
ぎ
る
生
徒
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

〇
紫
縁
会
の
代
と
の
思
い
出
に
つ
い
て

紫
縁
会
の
代
で
は
、中
３
、高
Ⅱ
の
と
き
に
担
任

を
務
め
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
面
と
向
か
っ
て
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
横
P
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
あ
だ
名
自
体
は
、中
１
を
受
け
持
っ

て
い
た
１
９
８
５
年
前
後
で
始
ま
っ
た
と
記
憶
し

て
お
り
、
そ
れ
が
紫
縁
会
の
代
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
あ
だ
名
の
由
来
は
、
酒
井
法

子
と
い
う
芸
能
人
が
い
て
、「
の
り
Ｐ
」
と
い
う
愛

称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
と
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
ち
な
み
に
紫
縁
会
の
学
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、「
横
Ｐ
」
と
い
う
あ
だ
名
の
生
徒
も
い

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、調
布
への
移
転
を
機
に
、し
ば
ら
く
あ

だ
名
を
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

最
近
、現
役
生
か
ら
、昔
「
横
Ｐ
」と
言
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
聞
か
れ
て
、
びっ
く
り
し
ま
し
た
が
、
懐

か
し
く
思
い
ま
し
た
。
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
た
こ
と

は
生
徒
に
親
し
く
し
て
も
ら
っ
た
証
拠
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
紫
縁
会
の
取
材
班
か
ら
、

大
き
な
コ
ン
パ
ス
と
定
規
を
持
って
い
た
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
必
要
が
あ
る
場

令
和
３
年
度
ご
退
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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合
だ
け
持
って
い
る
の
で
、いつ
も
持
って
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

紫
縁
会
の
代
で
担
任
を
務
め
た
２
年
間
は
、
い

ず
れ
も
同
世
代
の
先
生
が
多
く
い
て
、
学
期
・
学

年
の
終
わ
り
に
飲
み
に
行
って
い
ま
し
た
。
紫
縁
会

の
代
か
ら
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
た
、
女

性
芸
能
人
遭
遇
事
件
も
中
３
の
担
任
で
集
ま
っ

て
飲
ん
で
い
る
と
き
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
サ
イ
ン

を
も
ら
い
、
生
徒
に
自
慢
し
た
の
は
別
の
先
生
だ

と
思
い
ま
す
。

飲
み
と
い
え
ば
、
新
任
の
こ
ろ
同
じ
数
学
科
の

先
生
を
は
じ
め
、先
輩
の
先
生
方
か
ら
仕
事
帰
り

に
よ
く
誘
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
き
に
は
御
茶

の
水
か
ら
新
宿
へ
と
、
終
電
時
間
を
気
に
し
な
が

ら
飲
ん
だ
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
少
し
長

い
中
断
を
経
て
現
在
も
続
け
て
い
る
テ
ニ
ス
に
つい

て
も
、
こ
の
時
期
に
同
じ
教
科
の
先
輩
の
先
生
の

の
声
掛
け
で
始
め
た
も
の
で
、縁
を
感
じ
ま
す
。

〇
猿
楽
町
か
ら
調
布
に
移
転
し
て
思
う
こ
と

全
体
の
ク
ラ
ス
数
が
増
え
、
一ク
ラ
ス
あ
た
り
の

人
数
が
減
り
、
環
境
や
施
設
が
充
実
し
ま
し
た
。

移
転
前
に
は
郊
外
で
実
施
し
て
い
た
中
学
の
体
育

祭
や
高
校
の
球
技
大
会
が
校
内
で
開
催
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、新
し
い
部
活
と
し
て

硬
式
テ
ニス
部
が
創
部
さ
れ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
変

わ
り
ま
し
た
。

 

〇
部
活
動
の
思
い
出

着
任
１
年
目
は
生
徒
会
本
部
の
副
顧
問
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
宿
で
会
議
の
練

習
を
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

２
年
目
に
な
る
際
に
、
コ
ン
ピュ
ー
タ
部
の
顧
問

を
し
て
い
た
数
学
科
の
先
生
が
退
任
す
る
の
に
伴
っ

て
、大
学
で
パ
ソ
コ
ン（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
よ
り
前
の
ベ
ー

シ
ッ
ク
）
に
触
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
顧
問
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ン

ピュ
ー
タ
部
で
は
通
算
37
年
間
顧
問
を
務
め
、
大

変
思
い
入
れ
深
い
部
活
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
、
卓
球
部
を
今
年
も
含
め
て
７

年
、
中
学
野
球
部
を
３
年
、
硬
式
テ
ニス
部
を
５

年
間
に
わ
た
り
副
顧
問
を
務
め
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
か
ら
は
有
志（
同
好
会
）
で
あ
る

フ
ェン
シ
ン
グ
部
の
副
顧
問
を
田
中
元
副
校
長
か

ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
今
は
有
志
で
す
が
、
か
つ

て
正
式
な
部
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
部
への
昇
格

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
、私
の
在

任
中
に
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

関
東
大
会
出
場
な
ど
の
実
績
も
あ
り
、Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

の
力
強
い
後
押
し
も
あ
り
ま
す

の
で
、
後
を
託
し
た
菅
澤
先
生

（
社
会
科
）
の
も
と
、
盛
り
返

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、菅
澤
先
生
は
本
校

の
Ｏ
Ｂ
で
、
中
１
か
ら
中
３
ま
で

受
け
持
って
い
た
縁
の
あ
る
先
生

で
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
縁 

～
と
と
の
う
～
に
つ
い
て

担
任
と
し
て
、相
手
の
立
場
に
たって
指
導
し
て

き
た
つ
も
り
で
す
。

気
配
り
の
勧
め
と
いい
ま
す
か
、自
分
を
出
す
の

も
大
切
で
す
が
、一
歩
引
い
て
考
え
て
、
相
手
の
こ

と
を
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
も
心
掛
け
て
ほ
し
い
と

思
って
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
先
生
に
と
っ
て
の
学
校
と
は

退
任
す
る
に
あ
た
っ
て
、
第
２
の
故
郷
を
卒
業

す
る
感
じ
が
し
ま
す
。
学
校
で
、
た
く
さ
ん
の
先

輩
と
後
輩
、生
徒
と
過
ご
し
、生
活
し
、教
師
と
し

て
自
分
自
身
も
育
って
い
た
と
思
い
ま
す
。

う
ま
く
いっ
た
こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
人
生
の
大
半
を
過
ご
し
た
場
で
、
多

く
の
縁
、
か
か
わ
り
を
持
て
た
の
が
と
て
も
う
れ
し

かっ
た
で
す
。
特
に
、
生
徒
の
活
躍
が
と
て
も
う
れ

し
く
、いい
教
え
子
に
恵
ま
れ
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
悪
い
思
い
出
は
少
な
い
で
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
退
任
後
の
生
活
に
つ
い
て

退
任
後
に
つい
て
は
、
施
設
に
入
って
い
る
父
親

を
、
本
人
の
希
望
も
あ
って
自
宅
に
迎
え
入
れ
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
と
の
つ
な
が
り
は
薄
く
な
り
ま
す
が
、皆
さ

ん
か
ら
、同
窓
会
な
ど
の
お
声
掛
け
が
あ
れ
ば
、で

き
る
だ
け
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
以
前
参
加
し
た
１
９
９
８
年
卒
の
方
の
同
窓

会
は
、楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

在
職
中
、生
徒
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
る
こ
と
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
長
い
42
年
間
も
今
思
う

と
あ
っ
と
い
う
間
の
感
じ
が
し
ま
す
が
、
多
く
の
皆

さ
ん
と
縁
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
社
会
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

を
素
晴
ら
し
い
と
思
って
い
ま
す
し
、
教
師
と
し
て

中
高
時
代
に
多
少
で
も
影
響
が
与
え
る
こ
と
が

で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
父
の
面
倒
を
見
て
過
ご
し
て
い
き

ま
す
が
、皆
さ
ま
は
コ
ロ
ナ
に
気
を
付
け
て
今
後
も

大
い
に
頑
張
って
、
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま

す
。

 

※
記
事
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、横
山
先
生
は
、

い
ろ
い
ろ
と
メ
モ
を
用
意
さ
れ
て
お
り
、
数
学
教

師
ら
し
く
、
生
徒
数
や
新
旧
の
赤
点
制
度
の
差

な
ど
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
の
名
前
を
交
え
た
詳

細
な
懐
か
し
い
裏
話
も
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

午
前
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、
お
借
り
し

て
い
る
大
き
な
会
議
室
で
、紫
縁
会
の
取
材
班
が

昼
食
を
と
っ
て
い
る
と
、横
山
先
生
と
吉
川
先
生

が
温
か
い
飲
み
物
を
差
し
入
れ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

変
わ
ら
ぬ
お
二
人
の
気
配
り
に
感
謝
し
ま
し
た
。
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吉
川
末
恒
先
生

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）着
任

 〇
着
任
ま
で

職
に
困
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
沖
永
良
部
島
に

住
む
親
の
意
向
で
、明
治
大
学
の
商
学
部
に
入
り

ま
し
た
。
本
当
は
文
学
部
に
入
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
た
め
か
、在
学
中
は
学
業
よ
り
も
演
劇

の
活
動
に
力
を
入
れ
す
ぎ
、
就
職
活
動
を
お
ろ
そ

か
に
し
、当
時
付
き
合
って
い
た
人
が
故
郷
の
北
海

道
に
帰
る
と
き
引
き
止
め
ら
れ
な
かっ
た
苦
い
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
結
局
、商
学
部
卒
業
後
に
、親

に
、き
ち
ん
と
就
職
す
る
と
い
う
約
束
を
し
て
、文

学
部
に
入
り
な
お
し
て
さ
ら
に
３
年
間
勉
強
し
ま

し
た
。

当
時
、
文
学
部
の
就
職
と
い
え
ば
、
新
聞
記
者

や
教
師
が
主
な
も
の
で
し
た
。
私
も
教
師
に
な
る

た
め
に
東
京
と
北
海
道
の
試
験
を
受
け
、両
方
と

も
合
格
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
東
京
都
は
４
月

か
ら
の
就
職
を
保
証
し
た
合
格
で
は
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
以
前
付
き
合
っ
た
人
への
思
い
も
あ
っ

て
、
北
海
道
の
道
立
高
校
に
就
職
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
の
工
業
高
校
、
次
に
商
業
高

校
で
生
徒
を
教
え
ま
し
た
が
、
大
学
の
恩
師
か
ら

明
治
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
員
募
集
を
教
え

て
も
ら
い
、
採
用
試
験
に
受
か
り
、
商
業
高
校
時

代
に
結
婚
し
た
大
学
時
代
に
付
き
合
っ
て
い
た
人

と
と
も
に
、東
京
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 

〇
着
任
当
時
の
思
い
出

先
生
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
公
立
の
工
業
高
校

で
し
た
。
素
直
な
生
徒
が
多
く
、自
由
で
縛
り
も

少
な
い
環
境
で
し
た
。
私
自
身
も
勉
強
の
厳
し
さ

を
教
え
る
と
い
う
意
識
は
希
薄
で
、
生
徒
と
一
緒

に
遊
ぶ
と
い
う
感
覚
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
特
に
教

え
て
い
た
国
語
に
つい
て
は
、
数
学
な
ど
と
は
違
い
、

工
業
高
校
で
は
力
を
入
れ
て
い
る
科
目
で
は
な
かっ

た
の
で
、逆
に
生
徒
も
楽
し
く
勉
強
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
環
境
に
い
た
の
で
、明
大
明
治
は
ど

の
よ
う
な
学
校
だ
ろ
う
と
、
わ
く
わ
く
し
て
着
任

し
た
ら
、
生
徒
は
提
出
物
を
ち
ゃ
ん
と
出
し
、
勉

強
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
ち
な

み
に
今
は
さ
ら
に
そ
れ
が
加
速
し
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

着
任
当
初
、
国
語
で
私
と
組
ん
だ
尾
崎
先
生

は
、
厳
し
い
だ
け
で
な
く
、
休
み
時
間
に
食
い
込
む

ほ
ど
熱
心
な
授
業
を
し
て
い
て
、
生
徒
と
の
向
き

合
い
方
の
違
い
に
シ
ョッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
私
も
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
い
き
、こ
れ
が
明
大

明
治
の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。公

立
と
明
大
明
治
の
違
い
は
授
業
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
修
学
旅
行
で
は
公
立
校
で
は

業
者
が
手
配
し
、
先
生
は
そ
れ
に
任
せ
て
、
と
も

す
れ
ば
慰
安
旅
行
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、明
大
明
治
で
は
生
徒
が
修
学
旅

行
を
検
討
す
る
委
員
を
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
い
ろ

と
考
え
、
先
生
も
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
夜
遅
く
ま

で
、準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
修
学
旅
行
で
も
、
夜
騒
い
だ
生
徒

を
廊
下
で
壁
面
に
向
か
っ
て
正
座
さ
せ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
管
理
す
る
ほ
う
も
眠
れ
な
い
の
で
、

大
変
で
し
た
が
、夜
中
ま
で
付
き
合
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

明
治
の
先
生
は
き
っ
ち
り
や
って
、
一
生
懸
命
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
紫
縁
会
の
代
と
の
思
い
出

就
任
し
た
２
年
目
に
、初
め
て
担
任
を
持
っ
た
の

が
当
時
高
Ⅰ
で
あ
っ
た
紫
縁
会
の
代
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
事
情
が
あ
り
、
思
い
入
れ
の
あ
る
代
で

す
。生

徒
に
は
、
勉
強
以
外
で
も
一
生
懸
命
や
る
こ

と
が
大
切
と
の
思
い
で
接
し
て
き
ま
し
た
。
紫
縁

会
の
取
材
班
か
ら
、
神
輿
を
一
生
懸
命
やって
い
た

生
徒
が
今
も
続
け
て
お
り
、
高
校
時
代
に
私
か

ら
中
間
テ
ス
ト
も
大
事
だ
が
神
輿
も
大
事
だ
と

言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
て
、私
の
意
図
を
く
み

取
って
く
れ
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

紫
縁
会
の
代
で
は
、
卒
業
前
に
は
、
何
か
や
ろ

う
と
い
う
話
に
な
り
Ｈ
Ｒ
で
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
の
提

案
が
あ
り
、
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
た
結
果
、
山

岳
部
の
生
徒
の
提
案
も
あ
り
、猿
楽
町
校
舎
の
４

号
館
の
外
で
廃
材
を
利
用
し
た
焚
火
で
作
る
豚

汁
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
故
郷
の
ア
ン
ダ

ギ
ー（
沖
縄
の
ド
ー
ナ
ッツ
）も
振
る
舞
い
、会
は
と

て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
食
べ
終
わ
っ
た
後
も
、

何
人
か
の
生
徒
が
、
煙
が
残
る
焚
火
の
あ
と
を
度

胸
試
し
に
歩
い
て
歓
声
を
上
げ
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

彼
ら
の
卒
業
後
、
高
Ⅲ
を
受
け
持
つ
こ
と
が
非

常
に
多
く
、
生
徒
を
送
り
出
す
機
会
が
多
かっ
た

こ
と
も
あ
り
、卒
業
記
念
の
豚
汁
パ
ー
テ
ィ
ー
は
そ

の
後
も
何
回
か
行
い
ま
し
た
が
、
焚
火
は
消
防
法

の
関
係
か
ら
事
務
長
か
ら
待
っ
た
が
か
か
り
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
炭
火
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
も
し
ま
し
た

が
、
今
の
時
代
そ
れ
は
難
し
く
、で
き
な
い
の
が
残

念
で
す
。

ち
な
み
に
、
当
時
の
ニッ
ク
ネ
ー
ム
は
「
エ
ラ
」で

し
た
が
、「
ガ
ラ
ピ
ー
」を
経
て
、今
は
「
ヨッ
シ
ー
」

に
なって
い
ま
す
。
ニッ
ク
ネ
ー
ム
に
つい
て
は
、
距
離

の
近
さ
、信
頼
の
証
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
猿
楽
町
か
ら
調
布
に
移
転
し
て
思
う
こ
と

移
転
、共
学
化
に
あ
たって
、学
校
の
指
示
で
セ

ミ
ナ
ー
を
受
け
、共
学
校
への
研
修
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
等
で
は
、新
た
に
迎
え
入

れ
る
女
子
生
徒
を
不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
、い
ろ
い

ろ
と
学
び
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
公
立
校
で
女
子

が
多
い
商
業
高
校
に
も
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

た
め
、個
人
的
に
は
普
通
に
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。た

だ
、
男
子
校
だ
っ
た
と
き
は
服
装
面
な
ど
も

含
め
自
由
奔
放
で
あ
っ
た
男
子
が
、
身
だ
し
な
み

を
気
に
す
る
な
ど
しっ
か
り
し
て
き
た
反
面
、女
子

の
積
極
性
に
押
さ
れ
る
場
面
も
見
え
ま
す
。
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School Report     Soumeikai Kaiho

今
で
は
、
校
舎
内
で
休
み
時
間
な
ど
に
男
女
が

仲
良
く
話
し
て
い
る
の
が
普
通
で
す
が
、
男
子
校

で
あ
っ
た
と
き
、
文
化
祭
の
終
了
後
校
舎
の
敷
地

外
で
、女
子
が
待
って
い
て
、案
外
も
て
る
ん
だ
な
と

思
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
って
い
る
の
で
、
ず
い
ぶ
ん

変
わっ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
猿
楽
町
校
舎
勤
務
の
際
に
千

葉
県
の
流
山
市
に
家
を
購
入
し
、同
じ
地
区
の
先

生
と
東
葛
友
の
会
を
作
って
い
ま
し
た
が
、学
校
が

調
布
に
移
転
し
た
の
で
通
勤
に
２
時
間
半
か
か
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
通
っ
て
い

ま
し
た
が
、６
年
前
に
桜
上
水
に
家
を
建
て
て
引
っ

越
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、御
茶
の
水
で
は
、古
本
街
や
遺
跡
な
ど
の

文
化
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
、そ
う
いっ
た
面

で
い
い
環
境
に
い
た
と
思
い
ま
す
し
、「
ま
ん
て
ん
」

や
「
い
も
や
」な
ど
の
外
食
店
が
懐
か
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
部
活
動
の
思
い
出

文
学
研
究
会
か
ら
は
じ
ま
り
、今
は
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
、演
劇
同
好
会
、有
志
の
小
説
同
好
会
に
携

わ
って
い
ま
す
。
退
任
ま
で
に
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

部
活
に
か
か
わって
き
た
先
生
は
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
ほ
ど
多
く
の
部
活
に
、
顧
問
や
副
顧
問

と
し
て
か
か
わって
き
ま
し
た
。

硬
式
野
球
部
の
副
顧
問
時
代
に
、伊
豆
大
島
一

周
の
ラ
ンニン
グ
で
、
生
徒
の
帰
り
が
遅
い
た
め
、
安

否
を
心
配
し
、
車
を
借
り
て
探
し
に
行
っ
た
の
に

見
つ
か
ら
ず
、不
安
を
抱
え
な
が
ら
宿
に
戻
っ
た
ら

生
徒
が
す
で
に
戻
って
き
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
無
事
が
確
認
出
来
て
安
堵
し
た
こ
と
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
顧
問
の
先
生
同
士
の
意

見
が
対
立
し
た
部
活
で
、
仲
立
ち
を
し
て
ま
と
め

た
り
、
部
活
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
仕
組
み
を
整

え
た
り
、苦
労
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
と
身
近
な
関
係
を
作
れ
た
部
活
も
あ
り
、い

い
思
い
出
に
なって
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
縁 

～
と
と
の
う
～
に
つ
い
て

先
生
、生
徒
、友
人
、伴
侶
、仕
事
、い
く
ら
で

も
縁
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
ど
う
やって
活
か
す
の
か
、
上
手
く
と
と

の
う
た
め
に
は
、そ
れ
を
考
え
る
の
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

縁
を
活
か
す
と
き
に
、自
分
が
活
か
さ
れ
て
、相

手
も
活
か
さ
れ
る
か
を
頭
に
お
い
て
欲
し
い
で
す
。

「
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
」
と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、「
＋
」も「−」も
含
め
て
、お
互
い
に
縁
を
も
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ス
タ
ン
ス
が
な
い
と
ま
ず
い
と

思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
お
か
げ
で
よ
かっ
た
…
、
こ
ち
ら
こ
そ

…
が
な
い
と
、
い
や
な
面
を
見
る
こ
と
に
な
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
、明
中
高
の
31
年
、北
海
道
を
含
め

て
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
い
て
、
教
え
る
立
場
に
い

ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
いい
思
い
出
も
た
く
さ

ん
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昔
の
こ
と
を
教
え
子
に
覚
え
て
い
る
と
言
わ
れ

た
ら
う
れ
し
い
し
、感
動
も
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
退
任
後
の
話

や
り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

教
育
も
人
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
側
面
が
あ
り

ま
す
が
、
物
を
作
る
、
作
って
い
く
の
が
大
好
き
で

す
。
周
り
か
ら
は
退
任
後
は
、小
説
や
戯
曲
を
書

く
の
か
と
か
聞
か
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
家
を
２

軒
設
計
し
た
経
験
を
活
か
し
、
２
級
建
築
士
を

取
得
し
て
、
友
人
な
ど
の
家
を
設
計
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
設
計
士
で
は
な
い
感
覚

を
生
か
し
て
、コ
ス
ト
が
そ
れ
ほ
ど
か
さ
ま
な
い
が
、

よ
り
頑
丈
な
家
な
ど
を
設
計
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

 

〇
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

31
年
間
、卒
業
生
を
た
く
さ
ん
送
って
い
き
ま
し

た
。
今
日
来
て
く
れ
た
紫
縁
会
の
み
ん
な
が
、
立

派
に
な
って
い
て
よ
かっ
た
で
す
。
教
育
を
し
た
と
い

う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
を
楽
し
み
、
卒

業
し
、
社
会
人
に
な
っ
た
姿
を
見
る
と
安
心
し
ま

す
。卒

業
生
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
、子
育
て
も
そ
う
で
す
が
、人
生
を
楽
し
み
な

が
ら
頑
張
って
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
た
と
き
に
、い
ろ
い
ろ

な
話
で
盛
り
上
が
る
の
は
、
至
福
の
時
間
が
と
思

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
頑
張
って
、人
生
を
送
ら
れ
る
よ
う

願
って
い
ま
す
。

 

※
記
事
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
の
１
つ
前
の
電
車
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
や
、

紫
縁
会
の
代
で
は
古
文
担
当
の
た
め
、
古
文
が

専
門
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
あ
ま
り
専

門
で
は
な
く
、苦
労
し
た
と
い
う
衝
撃
的
な
お
話
、

故
郷
へ
の
思
い
も
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を

撮
影
し
終
わ
る
と
、
お
二
方
と
も
、
少
し
ホ
ッ
と

さ
れ
た
よ
う
な
表
情
を
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

生
徒
を
前
に
し
た
退
任
式
は
行
わ
れ
な
い
と
の
こ

と
、
そ
こ
で
、
学
ラ
ン
姿
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
花
束
贈

呈
な
ど
、
さ
さ
や
か
な
セ
レ
モ
ニ
ー
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

先
生
へ
の
恩
返
し
の
意
味
も
込
め
て
の
こ
の
企

画
で
す
が
、今
日
も
ま
た
、大
切
な
も
の
を
い
た
だ

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

先
生
方
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Soumeikai Kaiho
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今回は 『「縁」〜ととのう〜』という不思議なテーマを与えられた。
平成7年度卒「紫縁会」、今回の総明会会報の原稿執筆依頼のキーワードは「縁&ととのう」さて、どうする。「縁」は会名からもわかるが「ととの

う」が…。このCovid-19災禍の中、「旧雨会」も3年間開催を見合わせている状態です。そこで開き直って、最近のトレンドである “サウナで整う” 
という言葉がサウナ用語として定着しています。

サウナで「ととのう」というのは、サウナ→水風呂→休憩を3回ほどくりかえすことで訪れる快感、トランス状態のことを指します。 我々の歳に
なるとコロナ禍が終熄を迎えるまでは、動きが取れないのが現状です。それなら個人で楽しいことを考え快感を得て「整える」方を優先したいと考
えます。もちろん「旧雨会」は名簿が完璧に整備されているので、整えばいつでも “Go To” できます。会員の皆さまとの楽しい懇親会を企画待機
中ということで「整い次第」開催いたしますので、よろしくお願いいたします。

総明会の活動を通しての「えにし」ですが、これは先輩・後輩の情報発信をいかに広めるかにあります。我が学年は甲子園に春・夏2度連続で出
場した 「猛者」が揃った学年でもあります。しかし、スマホは95%の同期が所持しておりますが、メールアドレスを登録している “猛者” となると
15%程度となってしまう。会員間のコミュニケーションも限られてしまう欠点があります。SNSでの情報交換ができれば、かなり情報は広めること
ができると考えます。私もTwitterは2011年2月より呟いております。（ハンドルネーム：Gongitune3）先輩・後輩の方々がフォローして、総明会の
情報などを伝えることはできます。総明会本部でTwitterを設立すればSNS上で情報は共有ができます。「えにし」を本格的に考えるならTwitter
活用を、岸田首相と同様に「検討」を考えてみてください。本日、東京は梅雨明け宣言されました。猛暑の中、熱中症にはくれぐれも注意してご自
愛ください。 （2022年6月27日・記）

旧
き ゅ う う か い

雨会　昭和34年卒　秋山 義昭

総明会の開催お祝い申し上げます。
約4年ぶりの開催、心より待ちわびる高齢者群団は来

たる11月4日、日比谷「松本楼」にて開催の運びとなり
ました。明楽会として過去3年以上の不開催はありませ
んでしたが、ついに開催の運びとなった今、会員一同楽
しみにしていることと存じます。

世界を震撼させてきたコロナ禍の中、高齢にもかかわ
らず、会員一同頑張ってまいりました。

その間幾多の仲間が此の世を去り、残り少なくなった仲間を考えると早期開催を望んでまいりましたが、世の中の波
風に逆らえず、本年までになりました。

総明会のご案内と共に小冊子をご覧になり、是非ご参加を頂きますよう心より願っております。総明会の開催が盛大
に、成功裏に開催されることを祈念しております。

明
め い ら く か い

楽会　昭和31年卒　佐藤 健一

【明治高校昭和34年卒】旧雨会担当窓口  秋山義昭  
連絡先：〠164-0011 中野区中央４－４２－５　Tel.Fax／03-3382-4187  メールアドレス：  aki3583@gmail.com  
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OB・OG ACTIVITY REPORT 2022     Soumeikai Kaiho

三九会と一一七会、我々昭和39年卒は同期会が2つあるの？生徒会本部
のOB会である「一一七会」が卒業後に発足し、その後に同期会として「三九
会」が発足しました。

卒業後30年、40年と月日が経ち、毎年1月に定期的に開催している
「一一七会」のメンバーを中心に「三九会」も「一一七会」も同期会としてい
いのではという雰囲気となり、2つの名称を残しながら39年卒の同期会と
して『三九会＆一一七会』と今はなっています。

今年は我々同期の昭和20年生まれは77歳になります。7年前に『古希の
祝い』を開催しました。「還暦」「古希」と節目節目は盛大に皆んなが集まり
ました。三九会ゴルフ会も春秋年2回必ず開催しています。写真は今年の春のゴルフコンペ集合写真です。元気な13人が集ま
りました。

77歳「喜寿のお祝い」は11月12日（土）、同期の北村君のお店「日本橋レストラン東洋」での開催が決まっています。コロナ禍
を克服し、集まる同期の友と一緒に「喜寿」を祝いたいと思います。これからも「傘寿」「米寿」と三九会はつづきます。

カリスマ会長　三浦昭生の思いを引き継ぐ
昭和32年から38年の高度経済成長期に明中・明高で一日でも机を並べ

た学友の学年同期会「二年に一会」です。卒業の翌年に第1回の総会・懇
親会を開いてから早60余年。まさに本年の総明会の活動テーマ「縁」その
もの。

後期高齢者の仲間入りをした令和元年の第34回開催まで、単純明快に会名のとおり2年に1回一度も欠かさず開いておりま
す(平成20年第23回からは毎年開催)。残念ながらここ2年余は新型コロナウイルス感染拡大の影響で開催もままならず中止。
そこで喜寿を迎えた昨年は、近況報告を募り「誌上二年に一会」。だが、報告をまとめている時「会」を立ち上げ半世紀超会長
として引っ張ってきた三浦昭生さんが急逝。遺稿となった近況の末尾に「コロナ禍が収束して皆様と美味しいお酒をいただき、
校歌を歌いたいと願っております」とつづられ、会への思いが滲んでいます。本稿締め切り時には本年の開催は未定ですが、カ
リスマ会長の思いを引き継ぎ「二年に一会」を続けてゆきます。（写真・平成28年第31回・蔵前プリバードにて校歌合唱）

事務局・連絡先  〒135-0005東京都江東区高橋14-20-801　関戸 淳一
TEL/FAX 03-3631-2008   Mobile 090-4390-9355  E-mail sekido-e@amail.plala.or.jp

明駿会メンバーは、今年度で全員が傘寿（80歳）
コロナのために、残念ながらここ3年ほど、同期会を開催することが

できていません。全員が今年度で80歳を超えることになります。そんな
中でも元気なメンバーはいろいろなグループを作っていて、各々好きな
ように活動をしています。例えば、駅伝を応援に行く会とか、屋久杉を
見に行く会とか、＊＊君を囲む会とか、そして、（次第についていけな
い人が出てきていますが）山歩き会等々です。そのような中でも最も盛んなのは、石川守也君が中心となっているゴルフ会でしょ
う。掲載した写真は、今年の5月の明駿会ゴルフの会のものです。

80歳を迎えると、仲間の中で亡くなる人も出てくるのは自然ななりゆきでしょう。ゴルフの会の主要なメンバーが過日亡くなっ
たので、ゴルフ仲間が30名前後集まり、偲ぶ会をやろうと現在企画しているところです。

ウイズコロナなのかアフターコロナなのか知りませんが、そろそろ同期会をやろうという声が、現在の代表幹事の山田和孝君
や元代表幹事の加藤眞義君から出ています。人生100歳時代とは言いますが、早く再開したいと全員が期待して心待ちしてい
るところです。

二
に ね ん に い っ か い

年に一会　昭和38年卒　関戸 淳一

明
めいしゅんかい

駿会　昭和36年卒　向殿 政男

三
さ ん き ゅ う か い ＆ い い な か い

九会＆一一七会　昭和39年卒　佐藤　仁

51 総明会会報 「紫紺の詩」 2022  



令和元年9月銀座オーラムにおいて「W35celebration party」と銘打っ
て古稀のパーティーを華々しく行った。その後の定例の飲み会（月1回）
では、楽しかったパーティーの話題を酒の肴として飲み会も盛り上がっ
た。

しかし、半年後の令和2年3月よりコロナの影響で残念ながら紫讃会の
全ての行事（毎年6月開催の総会・毎月開催の定例飲み会・ゴルフ会等）
を2年以上開催していない。

ただ、コロナ禍でも、親しいもの同士で酒を飲んだり、ゴルフをしたり
と交際はあちらこちらで続いているようである。特にゴルフ好きの仲間（石井・荻・小田島・国井・榛葉・中尾　等）は、毎月の
定例飲み会が中止となった翌月から月1回のゴルフ会を行っている。

コロナが落ち着いたら大勢で、笑顔で、再会しましょう。その時期は近くに来ています。それまで、健康にはくれぐれも留意し
てください。（写真は令和4年5月のゴルフ会）

紫
し さ ん か い

讃会  昭和43年卒　志村 一夫

母校は調布に！！
駿河台の校舎から調布へ移転し、男女共学になったのは2008年ですので14

年が経ちました。機会があれば行ってみようと思いながら、実現しませんでした。
2022年の同期会（M41）開催について、コロナの影響を考え青空のもとに集まっ

て散策らしきものはいかがなものか、と思っていました。
たまたまＴＶ番組で紹介されていましたのでそれに触発されて（？）、ほとんどの同期は行っていないであろう調布の地へ足を

運びました。
守衛所にて卒業生である旨を伝えて快く入場が許されました。まず目に入ったのは広い広～いグラウンド、なんといっても6面

のテニスコートの存在感にはびっくりでした。もと庭球部員（今はソフトテニス部）としては羨ましい限りでした。校舎もゆったりとし
た佇まいでいい感じでした（写真）。さらに別棟の記念講堂も大変立派でした。

2023年M41同期会開催に向けて、現地（調布）見学を含め幹事７名で検討したいと考えております。無事の開催を祈念して！
幹事団：朝貝省吾・伊藤謙一・倉又光仁・後藤孝男・佐藤茂和・町田菊男・村西一郎

M
えむよんじゅういち

4 1   昭和42年卒　伊藤 謙一

いつもお世話になっております。長らく同期会ができておりませんが、今も思
い出すのは昭和40年の「第37回選抜高等学校野球大会」に明治が出場したことで
す。当時出場が決まって東京駅を出発する時に校歌を歌うということは、今では
考えられない状態でした。

結果は第1回戦は田原本高校に勝って、第2回戦は岡山東商業高校に1対0で負け
ました。

優勝したのはこの岡山東商業で、大洋ホエールズに行って200勝投手になった平
松投手を擁していました。皆様今後も明治で得た「縁」を大切にしてください。

四
よ ん い ち め い ゆ う か い

一明友会　昭和41年卒　廣瀬 準

調布校舎
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昭和46年卒の明潮会の明高時代は、今の明高の様に東大や医学部受験などをする生徒はおらず、勉強といえば、試験の前の一夜漬けのみ、おかげで大学
の英語の時間は苦労しました。そんな中、異色の明高生活を送り、元拓大海外事情研究所教授として活躍され、現在もアジア太平洋交流学会会長の澁谷君
が「明治校の思い出」を寄稿してくれました。

「明治高校の思い出」
　私は文京区立第九中学校から明治高校へ入りました。同じ年、文京九中から明高へ入学したのは、私を含めて4人です。当時、私は将棋に狂っていてプロ棋士
を目指していたので、高Ⅰ時代の成績は散 た々るモノでした。毎回の中間・期末テストでは、クラス58人中必ず51番か53番です。54番以下の生徒は確か、他の学校
へ移って行きました。

私が変わったのは、高Ⅱの夏休み以降でした。初めて、勉強しようという意欲が湧いて来たのです。そして、“無謀”にも他大学を受験しようと思い立ちました。その
頃、安澤さん、矢口さん、倉冨さんという、成績最上位の御三方とお付き合いさせていただいたのです。

実は恥ずかしながら私は明高在学中、1度も100番以内に入れませんでした。御三方からは、勉強そのモノはもちろんのこと、勉強の仕方まで教えていただいていま
した。結局、御三方の中で、安澤さんしか他大学を受験されませんでした。安澤さんは見事、現役で都立大学法学部に合格されています。おそらく、あとのお二人も
他大学を受験していれば、十分合格は可能だったのではないでしょうか。けれども、お二人とも大変堅実な方だったので、推薦でそれぞれ明治大学工学部（現理工
学部）と商学部へ進学されました。

私は、2浪後、中央大学法学部に入りました。しかし、私は受験にこだわって“無謀な挑戦”を続け、最終的に、東京外国語大学中国語学科に入り直しています。
そこで、生涯の恩師（中国研究の第1人者）となる方に出会ったのでした。今振り返れば、明高時代は「若かったな」の一言です。しかし、当時安澤さん、矢口さん、
倉冨さんにお会いしていなければ、現在の私はなかったでしょう。御三方には、感謝しても感謝し切れません。有難うございました。

1枚の写真から
今年102歳になる母親の荷物整理をしていたところ、60年前の懐

かしい写真が出てきた。中学3年C組(たぶん)の夏季林間学校で山
形蔵王のお釜で撮った1枚の集合写真である。林間学校は八ヶ岳
の印象が強く、蔵王のことは忘れていた。可愛らしい顔が並んでい
る(ちなみに後列右端が私)。元気だったころの松枝先生（愛称チーター）、樋山先生（同サンマ）、山口先生（同エーゾー）、水落先
生（同ターザン）、中村先輩らに連れられて蔵王の山々を歩き回ったことを思い出した。宿泊先はパラダイスゲレンデ前の「樹氷
の家」、向かいにあった「パラダイスロッジ」の方が立派だった。そこからザンゲ坂を登り蔵王最高峰の熊野岳を経てお釜まで歩
いて撮った写真のはずだ。蔵王には冬休みのスキー学校にもまだ新幹線のなかった上野駅発の夜行列車で行き、初めてのスキー
教室で自由時間にリフトを乗り継いで登り過ぎ、習いたてのボーゲンでおっかなびっくり降りてきたことも思い出した。

今も蔵王山麓の農家からサクランボを送って貰っている。今年もそろそろ届く季節になってきた。今も昔も何かと縁のある
蔵王である。この時の仲間もすでに何人かは鬼籍に入り、もう会えない。そういえばコロナ禍で男坂の総会も3年やってなかっ
たなあ。今年はみんなの元気な顔が見たいものである。

「獅子の会」の会員も今年は71歳になる年です。会として
は毎年開催するいろいろな行事もコロナにより出来ず、古希
の会も残念ながら延期と成りました。60歳からの10年の間に
は還暦の会に出席した同期も何人か亡くなりましたが、「獅
子の会」幹事長で総明会前会長の吉田耕太郎君（2月逝去）
もその一人です。彼は中学から大学までの10年間を応援団一筋、高校時代は応援団長も務め、また奉仕の精神で「男坂
の清掃活動」を毎日欠かさず行っていたこと、卒業式の答辞の姿は今でも同期の記憶に残っています。そして「獅子の
会」の運営の中心でシンボル的存在でもあった彼が居なくなったのは大きな痛手ですが、事務局・幹事全員で協力し、
運営して行きたいと思います。コロナが終息し、古希の会が開催された時には出席者全員で亡くなられた同期に黙祷を
捧げ、昔話に花を咲かせたいので、会員の皆さんも身体に気を付けて、古希の会には欠ける事無く参加していただきた
いです。獅子の会のホームページに住所不明者の名前が掲載されていますので、住所のお分かりの方は事務局まで連絡
頂ければ有り難いです。 

明
めいちょうかい

潮会　昭和46年卒　澁谷(旧姓:若谷)司

男
お と こ ざ か く ら ぶ

坂倶楽部　昭和44年卒　寺田 康夫

獅
し し の か い

子の会　昭和45年卒　比留間 竹郎
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コロナ騒ぎで 早3年目。
最近「介護保険被保険者証」が手元に送られてきて そろそろ

諸先輩方と同じ高齢者の仲間入りがみえてきた。
我が明々会もこの2年間、同期会も開けず、じっと我慢の2年間

でした。そんな中、3年目の今年は朗報です。やっと明々会も総
会をそろそろ開こうという話になりました。感染対策も考え柄に
もなく「フレンチで」です。

いつものように、密になって大声で校歌を歌うなんてできないかもしれませんが、絆は深まると思います。3年ぶりの同期会、
心待ちにしています。この会報がお手元に届く時には 久々の同期会を満喫したみんなの笑顔が残っていると思います。

今年の幹事学年「紫縁会」の皆様には申し訳ありませんが 来年の会報で報告、3年ぶりの笑顔をお届けできると思います。 
お楽しみに！

そんなわけで何の写真もありませんので、最近撮りました夕暮れの「男坂」を添付します。
早くみんなで笑顔の写真を撮りたいですね。

明
め い め い か い

々会　昭和51年卒　

ケータイの呼出し音が鳴っている。ご無沙汰しております。仕事はまだなされ
ておりますか・・・やってますよ。仕事の依頼電話である。このようなやりとり
から始まる会話、高齢そうだが仕事は続けているのだろうか、様子を確認する電
話でもある。そのような会話になるのも今年数えの70である。古希を祝う歳に
なったのである。コロナも落ち着き始めた先日、同期から食事会の連絡が入り、
10人ほどが集まった。皆一応に元気そうであった。そこで話題になったのが古
希の祝いである。還暦の祝いは、湯島天神にて同期の皆と執り行うことができたのだが、古希のお祝いはどうするか、コロ
ナの見通しはたたないし、持病のある人もおり、今回は古希の祝いを先送りすることにします。四七四七同志酔会同期の
皆さん、古希の祝いまで元気にしていてね。

結びになりますが、総明会が新しい時代になりましても受け継がれた法被の袖に腕を通し、明治の伝統と文化が受け継
がれていくものと確信しております。

（写真）R4.5.23　六本木北京ダック「全聚徳」にて
左上より内田、羽生、佐野、古川、皿井、戸張、廣野、本橋、松村、三澤（敬称略）

2002年に幹事学年を終えてから20年となりました。あっと言う間の20年と感じています。現在の私は昭和50年卒同期会の明紫会会長、
硬式野球部ＯＢ会明球会の総明会評議委員と、総明会との関わりを途切れなく続けさせて頂き、本当に幸せに感じております。

私が幹事を引き受ける基になっているのは、母の血筋DNAなのかも知れません。私の母は私が物心ついた頃から出身地元の高
等小学校の同期会幹事で、毎年開催の1泊同窓会を大変そうだけど楽しげに準備している姿を目にしていたからです。

振り返れば大学ゼミ同期会、社会人3年目から会社の駿台会幹事を15年、40歳から地元中学の学年同期会の幹事、城南地区
での明大卒異業種交流会の幹事等、家内から「あなた自分の仕事以外の事やり過ぎでしょ」とケンカ腰に怒られながら、やり続けて
います。母のＤＮＡなんですかねぇ、いや根が好きなんです。人との関わり、他の人が喜ぶ事にやりがいを感じ、決して「ほめ言葉を求
めない」をモットーにして長く続けてきました。ほめ言葉を期待してしまうとメンタル的に良くありません。

総明会との関わりが一番長くなりました。毎年、新しい幹事が加わり私達の代から20代、これからも1年毎に新しい後輩との繋がり
が増えていくのです。ワクワクします。

この総明会で私達の代の上下約40代の先輩後輩との関わりが持てているのです。その為には、「一歩前へ」の心意気が大切
です。頼まれたからではなく自らの意志で行動して行く事が大事です。これからも私なりに総明会の良き伝統を脈 と々流し続けていく
上で関わり続けてまいります。

四
よ な よ な ど う し よ う か い

七四七同志酔会　昭和47年卒　戸張　毅

明
め い し か い

紫会　昭和50年卒　世古 俊之
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～ととのう　還暦祝を迎えて～
恒例となった「第16回明翔会総会・懇親会」が今年も6月25日に開

催された。ただまだコロナ禍の影響が残っており、残念ながらZoom
にての開催となった。

蓬田会長の挨拶の後、昨年度の事業報告・今年度の事業計画の説
明があり、鴨下会計からも昨年度の実績と今年度の会計案が提示された。さらに現役員任期の1年延長の提案事項も含めて滞
りなく承認された。総明会の専務理事でもある衛藤君からは今年度の総明会行事の報告があり、11月開催予定の総明会総会
にも是非参加をお願いしたいとの要請があった。また、総明会の行事として6月に行われた初の駅伝大会にも最年長学年として
参加し、立派な実績を残したとの報告があったことを付け加えたい。さらに役員以外の参加者で唐鎌君・鳥澤君・酒井（一也）君・
吉田（伊佐男）君からは近況報告もあり終始和やかな雰囲気で総会はお開きとなった。その後は各自好きなアルコールを飲みな
がら懇親会に移り、来年2月11日実施予定の還暦のイベントに関する活発な意見交換が行われた。現時点（6月）では神田明神
参拝・旧校舎見学・ホテルでの会食等が計画されているが、未確定の要素も多い。今後は執行部を中心に会合を重ね、明翔会
として幹事学年以降最大のイベントとなる「還暦パーティー」を多くの同級生とともにお祝いしたいと思っている。

コロナ禍の中、今年も同期会（総会・懇親会）を開くことができず、なかなか同期の仲間と会うことができない。辛いことだが、医者に言わせると、
還暦を過ぎた私たちは新型コロナウイルスに罹患すると命の危険があるそうなので、大病したり、成人病の治療を受けたりしている年代としては、も
うしばらくは身を慎まなければならないようだ。

さて、今年の会報の原稿は私が書くこととなったが、何を書こうか迷ってしまう。前述したように同期会は行なっていないのだから、それ以外のこ
とを書くしかないだろう。

2019年の夏のことと記憶しているが、明治大学校友会千葉県支部から、鵜澤総明先生の顕彰碑の見学と先生についてのお話を聞く企画
に総明会も誘われて参加したことがある。その際に、挨拶に立った（当時の校友会会長）向殿政男総明会名誉会長から、名誉会長が明治中学
に入学された昭和30年頃は鵜澤先生に薫陶を受けた先生がかなりいらっしゃって、リベラルな校風だったと言われて仰天した覚えがある。なぜ
なら、私が明治中学に入学した昭和46年頃には、そのような校風では無くなっていたからだ。ただ、昭和30年頃の生徒会長だった田村正彦先輩

（故人、国語の故・田村晴彦先生のお兄様、昭和30年卒）たちの生徒会は生徒が自主的に活動し、理想的な生徒会だったと評価が高かった話
を聞いている（過程第7号に生徒会時代の思い出を寄稿されていると記憶している）ので、それはリベラルな校風とのつながりが感ぜられるのでは
ないだろうか。

あらためて思うのは、鵜澤先生が旧制明治中学の初代校長であり、東京裁判の弁護団長であるということ以外を私はほとんど知らないというこ
とだ。現在、明治大学では鵜澤先生の研究が進められており、その研究成果は順次公開されているようだ。「温故知新」という言葉があるが、鵜
澤先生の足跡をたどりながら、校風の変遷を考えるのも当時の生徒（卒業生）たちが健在な今のうちにできることではないか、と思う。

また集まって一杯やろうね！！

明
めいしょうかい

翔会　昭和56年卒　寺村 一義

男
だ ん し こ う こ ん じ ょ う ぐ み

子校根性組　昭和52年卒　大西 静士郎

明
め い せ い か い

誠会　昭和54年卒　同期一同より　

2015年6月 2019年6月
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ようやく日常を取り戻してきたのかなぁと感じており
ますが、昨年迄の厳しい状況により私達明心会も2020年、
2021年は同窓会を開催出来ておりませんでした。

この原稿に取り掛かっている中で「今年は同窓会やりた
いね！」と言う声も多くなっており、状況が大きく変わらな
ければ3年ぶりの開催が出来そうです！

話は変わりますが、明心会では「ボーリーズ」と称するゴルフサークルを幹事学年の時に発足し、今もなお活動しており今年
で12年目となります。暫くは自粛を余儀なくされておりましたが、昨年秋より感染対策に配慮しながら再開しております。今年
も熊井君（野球部）が幹事で4月24日に霞台カントリーにて開催致しました。

実はこのコンペ、幹事が次回の幹事を独断で決められるルールがあります。今回は2つのサイコロで出た順位の人が次回幹事
というルールにした結果、次回の幹事は高島君（野球部）が当選となりました。こんな感じで毎回楽しく活動させてもらってます。
スコアは…というと、数名上手い方はおりますが、みんな似たり寄ったりなので気にせず？ワイワイ楽しんでます。

同級生でゴルフ好きな方！いつでもウエルカムです。気軽にお声かけ下さい！
最後に今年の幹事学年「紫縁会」の皆さんにエールを送って終わりにしたいと思います。

明
め い し ん か い

心会　昭和59年卒　伊東　稔

コロナ禍３年目に思うこと
世界がコロナ禍に翻弄されて3年目となり、その間に様々な出来事がありましたが、1年延期して昨年の夏に開催され

た「2020東京オリンピック・パラリンピック」が過去のことに感じるなど、なぜか現実感の薄さを覚えます。その要因
に、コロナ禍により人と接する機会が減っていることがあると思います。今年の春以降は感染状況が落ち着き、街に酒
宴の賑わいが戻ってきたことを嬉しく思いながら、わが同期会「明魂会」の懇親会開催を検討していましたが、また第7
波が到来し苦慮しています。

2022年の総明会幹事学年の皆さんにおかれてもご苦労が多いことと存じますが、その中で行われた神田駿河台から調
布をつなぐ「駅伝」の企画には、「明魂会」から小林謙之君、関川一浩君、玉置正人君の3名が参加させていただきまし
た。共学化などを経た新しい母校と「総明会」との関わりを考える、大変意義深い契機になったと思います。

秋の「総明会」総会・懇親会が開催できることを期待しつつ、総明会会員各位におかれましては、健やかにお過ごし
になられますよう心からお祈り申し上げます。

明輪会は、昭和39年（1964年）の東京オリンピックの前後に生まれた学年です。
その名にちなんで、東京オリンピックの2020年にはより盛大に開催しようと

計画しましたが、コロナ禍により断念していました。今回は、7月9日に富永龍司
君のお店、浅草 十和田にて3年ぶりの開催となりました。今回は役員の交代が
あり、会長はバスケ部OBの門川隆之君から水泳部OBの浅見尚次郎君にバトン
タッチされました。

浅見新会長は就任の挨拶で、節目となる2年後の60歳の同期会には「是非、多くの人数で集まりたい。」との目標を掲げられま
した。今回はコロナ禍もあり、11名と少人数の参加でした。2年後に向けて今回の参加者それぞれが勧誘活動に力を入れよう
とか、その為にゴルフコンペ、野球、ラグビー観戦等のイベントの企画を立てようなどの提案がありました。懇親会では、各自の
近況報告のほか、堀切菖蒲園のフォーク師範、小林聡君の弾き語り披露もあり、締めにはゲストの総明会幹事学年委員長（応援
団OB）のエールによる校歌斉唱と、明輪会のキャッチフレーズ、「ひとのわ　こころのわ」を体感した、充実したひとときを過ご
すことができました。2年後といわず、先ずはつながりのある人と連絡を取ってみましょう。同期の皆さんのご連絡をお待ちし
ております。

明
め い こ ん か い

魂会　昭和57年卒　菊池 正純

明
め い わ か い

輪会　昭和58年卒　山田 寿一
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闘紺会の皆様いかがお過ごしですか？
未だ収束の兆しが見えないコロナ禍となって3年が過ぎようとしています。総明会をはじめ闘紺会の皆様お元気でしょうか。
我々の代は、10年程前に総明会の幹事学年を務めるに当たり、数学科の山田伸夫先生の命名により「闘紺会」という

同期会が結成されました。そして、明治高校創立100周年の記念すべき年に幹事学年として総明会活動に参加し、同期皆
で一致団結して総会・懇親会を成功させ、熱い１年を過ごしたことは記憶に新しいと思います。

残念ながら、ここ3年間は闘紺会でも毎年7月第1土曜日に実施していた総会（同期会）が開かれずにいます。しかし、
我々は昭和54年4月に明治中学又は昭和57年に明治高校に入学以来、6年間又は3年間の不思議な「縁」で繋がっているの
です。

我々もあと数年で還暦になり、その頃までにはこの憎らしいコロナも無くなり、高校生の頃よりは気力・体力・知力
は多少衰えていますが、それまでの間は各人で健康に留意し、再び熱い思いを語る場を持てることを期待しています。

闘紺会は有志で海釣りを楽しんだり、ゴルフをしたり、散策をしたり等、少人数での活動も行っています。この会報
をご覧になり少しでも闘紺会に関心のある方は、次の連絡先にお気軽にお問い合わせください。お待ちしています。

渡辺(わたなべ)　智郎(ともお)（元高ⅢＡ組・剣道部）　メールアドレス：watanabetomoo@gmail.com

6月12日、今年の幹事学年の企画「歩いて繋ぐ駅伝」に参加。初台から明大前までの
甲州街道約5kmを新世輝の同期6名で歩くつもりが、参加者は5名。全員、腕に喪章を
付けて参加する事になった。

１週間前、鵜飼が急逝。高校時代は生徒会長、新世輝が幹事学年の時は実行委員
長、2019年からは千代田区会議員を務めていた。どの時代も私たちのリーダーだった男は、
あっけなく逝ってしまった。実感のない5名で鵜飼の話しをしながら歩いた。存在感のある男故、話しは尽きなかった。翌日に通夜、翌々

日には告別式に参列。この時ようやく、鵜飼はこの世にいないことが理解出来た気がする。結局、
鵜飼は人に頼まれたら断れない人と言うより、人の為に何かをする事が大好きな奴だった。同級生
みんなで共有出来る彼の評価だと思う。そして、6月26日有田が亡くなった。奇しくも鵜飼と同じ病
気だった。数日前に新世輝のグループLINEに同期会の参加表明をしてくれたばかりなのに。

 7月2日、新世輝の同期会。17名の同期が参加。山田先生、柴田先生、そして幹事学年の3
名も参加して献杯。有田は当然のこと、鵜飼本人も同期会の7月は選挙で忙しくて行けないかも知
れないと言っていたが、きっと来てくれたに違いない。

3年ぶりに同期会の開催がありました。今年は総明会幹事学年のお
二人にも参加いただき総勢15名となりました。会場はもちろん『桜な
べ みの家』同期永瀬君のお店です。久しぶりに再会した同期とは昔
話で盛り上がり、そのうち健康と子供の話に。

明高を卒業して早35年、つくづくみんな歳をとったもんだなあと感
じました。思い起こせば私は中高時代図書班に在籍し、まるで活動とはかけ離れた、今では考えられないような理不尽な縦社会
を経験しました。また当時体重は105キロ、マラソン大会ではいつもビリ、ただ先生方の支えもあってなんとか完走しました。そ
れもこれも今となれば良い思い出です。そんな経験もあってか社会人になって今まで大きな怪我もなく、仕事も家庭も順調にやっ
てくることができました。

さて、今年の総明会の活動テーマは「縁～ととのう～」とお聞きしました。ふと考えるともう私たちは50代半ばに突入し、定年、
第2の人生もそう遠くない未来にやってきます。そういえば最近、何かと昔の仲間と飲む機会が増えてきました。

この同期会もそうですし、大学時代の仲間、過去一緒に仕事をした仲間たち、昔を懐かしむだけでなく、そこから始まる何か
を期待して、それが「縁」だと思いました。この「縁」を大切にして自分の将来を見つめなおす機会としたいと思います。

同期の皆さん、また会いましょう。

闘
と う こ ん か い

紺会　昭和60年卒　矢澤　徹／和田 直弘

新
し ん せ い き

世輝　昭和61年卒　栗本 宣長

明
め い え ん か い

猿会　昭和62年卒　塚本　肇
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物価が上昇しているらしい。我々が高校生の頃、マックはサンキューセット（390円）だったが、現在のバリューセッ
トは650円くらい。うん、確かに値上がりしたなぁ。

しかし、僕らの師弟食堂の味噌ラーメンは380円だったが、現在も相変わらず良心価格だ（現在400円）。
我々もこの師弟食堂に見習って、良心的に生きていきたい。
同期会では、訪れる後輩に記録的な寄付額を献上してきたが、3年ぶりに行われる予定の今年の同期会では、インフレ

撲滅・目指せ師弟食堂、「サスティナブル」をキーワードに行いましょう。
なお、今年の同期会は電力不足を念頭に、アウトドアで行うこととなりました。
皆さんの目に留まる頃はもう終わっているかもしれませんが、持続可能な社会、持続可能な同期会を目指して邁進し

たく思っています。

明愛会は、幹事学年前年の2016年から続いていたイベントが、
2020年からコロナ影響により出来ておりません…集まっての呑み
もゴルフも我慢して来ました。とうとう今年5月に「総明会チャリ
ティーゴルフ」が開催となり7名の明愛会ゴルフ部員？が集まり、
久し振りの再会を果たす事となり、また幹事学年イベントの「歩
いて繋ぐ駅伝」企画も4名が参加、8月には2年振りの同期会を開催
します！（今原稿に間に合っていませんが）。徐々に以前の活動
が戻って来て嬉しい限りです。

暫くの間、誰もが「明中・明高時代の話題ロス」に寂しさを感
じておりましたが、何人かが集まれば、一緒に過ごした明中・明
高時代の逸話ばかり、同じ話を何度聞いても飽きない程充実したMEIJI生活を送っていたと、つくづく感じております。
明愛会メンバーは今年51歳！そろそろガタが来る身体にムチを打ち、同期のお店へランチに行き、大学ラグビーを観戦し
たりと、やっぱりMEIJIが好きな私達は、明愛会の仲間・先輩後輩を何より大事にしております。頑張れ、紫縁会!!

平
へ い せ い か い げ ん か い

成改元会　平成元年卒　田中 潤二

明
め い あ い か い

愛会　平成2年卒　今泉　仁

大学を卒業し社会に出てちょうど30年です。時はバブルが弾けた矢先で先輩多
くて後輩なし。先輩方の武勇伝は尽きないけど、私はタクシーチケットすら使う機会
なく下積みを過ごした記憶があります。配属が福島という事もあって、高校の同級
生とはすっかり疎遠となり20年。どこからともなく同期会のお誘いがかかって恐る恐
る参加したのが始まりでした。高校時代は卓球部。何となく近くに居た同級生の影
響で言われるまま入ってしまったが、記憶にあるのはうさぎ跳びと過酷な夏合宿くらい。
そんな苦い記憶を辿りながら参加してみると卓球部の参加は2名のみ。「初めまし
て」の方も多くて当初はちょっと気後れしました。あれから10年。激動の幹事学年
を経たこともあり、むしろこの10年で旧交を温めた皆と過ごすことの方が心地よく、同
期会があって本当によかったと思える今日この頃です。家庭からは今でも「明治教」と宗教一派に揶揄される状況ですが、今はそれ
も気にならなくなってきました。ここ2年はコロナ禍もあって同期会を開けておりませんが、きっと今年は実現するでしょう。まだ来たことの
ない方も大歓迎です。50を過ぎたおっさん達ですので敷居は低いです。「久しぶり！」と皆で盛り上がれることを楽しみにしています。（写
真は再会した卓球部先輩・同期・後輩。ととのえてみました）

昭
し ょ う わ ぼ し ん の か い

和戊辰乃会　昭和63年卒　川角 光太
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こんにちは、皆様ととのってますか？日本サウナ・スパ協会認定「サウナ・スパ健康アドバイザー」の小畑です。
まずはこの度、私は日本相模協会において「快汗、親方」を襲名した事を皆様にご報告致します。

快汗、どすこい塾メンバーも卒業から30年を経て、なかなかスカッと汗を流す機会も減ってまいりました。「快
汗、」を謳う我々がそんな事ではいけません。まだまだ大々的に同窓会を開くまでには至っておりませんが、各々小
規模に繋がりを維持してくれています。琥珀色の汗が流れるほど冷たいジョッキを傾けられる日まで、みんな健康
で活躍しましょう！

さて、昨年度の紫紺の詩で特集して頂いた高木メンバーの続報です。福島県立医科大学医療-産業トランスレーショナルリサーチセンターで
は抗体医薬品の開発を進めておりましたが、この度IgA抗体を利用したウイルス吸着マスクとIgA抗体スプレーが商品化されました。同センター
の発表によると、この抗体はほとんどの変異スパイクタンパク質に非常に強く結合することがわかっています。

同商品は地元のスーパーマーケット、いちい様のオンラインショップなどで購入可能とのことです。センターのHPで高木メンバーの成果を確認す
るとともに、商品についても目を通していただければ幸いです。

https://www.ichii-yume.shop （いちいオンラインショップ）
最後に「縁〜ととのう〜」をテーマに掲げた紫縁会の皆さんはこの1年間いろいろな汗を流されたことと思います。成果がどんな形であれ、充

実した時を共に過ごされた事実が大切ですよ。そう、皆さんはこのはてしなく遠い男坂をようやく登りはじめたばかりなのです…（未汗）。

快
か い か ん  ど す こ い じ ゅ く

汗、どすこい塾　平成4年卒　小畑　啓

幹事学年としては就活会や会報作成などの限定的な活動に留まり、
不完全燃焼となってしまった2020年からはや2年。昨年は「緊急事態」
が解除されたあと、同期有志が12月22日（水）に駿河台の四川料理「川
芙蓉」さんに集まってリアル忘年会を開催できました。急な声掛けで
したが十数人の同期が久々に一堂に集まって、高校時代の思い出や近
況報告、今となっては覚えていないほどの馬鹿話などで大いに盛り上
がり、同期の「縁」を整えた楽しい年末の夜となりました。

その後も、個人的には地元PTA関係のイベントで同期の江島君と「ボッチャ」対決をしましたが、同期もそれぞれゴルフやス
キー、越谷大袋での飲み会開催など旧交を温めています。

とはいえ、やっぱり大勢で集まりたい。これまで紫紺祭初日の土曜に同期会を開催していましたが、今年は久々に開催できる
のか、はたまた感染状況から忘年会の開催となるのか。また皆さんと歓談できることを楽しみにしています！

最後となりますが、幹事学年の「紫縁会」の皆さんが総会と、3年ぶりの懇親会再開に向け取り組まれているとのこと、再開は
大変と思いますが、総明会の「縁」を整え、前へ進んでいただくことを祈念しております。

明
めいしょうかい

鐘会　平成5年卒　篠崎　讓

2021年12月10日（金）　深夜2時
師走の金曜日、草木も眠る丑三つ時…。皆さま、いかがお過ごしでしょうか。
こんばんは。明仁会です。50冊を数える会報の歴史の中で今回、正に前代未聞かつ驚天動地、

空前絶後の～（©サンシャイン池崎）取り組みにトライしようとしております。それは…、何とっ！　今から、
2022年度版会報用の原稿を書きます！　文字数もテーマも事前情報は何一つありませんが、いいんです、やっちゃいます！2年近くに及ぶコロナ
禍の中、緊急事態宣言が解除されてやや落ち着きが見られる状況の中、今晩やはり約2年ぶりとなる我ら明仁会の同期会が急遽、総勢13名と
やや小規模ではありますが、同期のバレーボール部OB・藤崎の実家である蕎麦の名店、小伝馬町の尾張屋にて開催されました。

時節柄、恩師をお呼びして大々的にとはいきませんでしたが、やはり同期一同、対面で酒食を共にするという行為に飢えていたのでしょうか、大い
に盛り上がり、卓上には空になった焼酎のボトルがゴロゴロと転がり、美味いせいろをいただいての締めに。最後には店前で記念撮影、近いうちの再
会を期して、後ろ髪をひかれる思いで三々五々解散となったのでした。はい、ここまで書けば完成したも同然！まとめの一文は年明けにということで。

2022年7月23日（土）　午前11時
やっちまった…。「会報へのご寄稿は6月22日までに」ってあるのに、今年も思いっきり過ぎてるやん…。幹事学年の皆さん、ごめんなさい。

あれから半年。淡い期待は裏切られ、現実はやはりコロナ禍の日々、総会・懇親会を含め今年の総明会活動もまだまだ不透明な状況です。
とはいえ、徐 に々日常が戻りつつあるのも確か。この会報が皆さんの手元に届く頃には、もっと“普通”の日々が訪れていますように、また真摯

に幹事学年を務めて下さった紫縁会の皆さまの活動が実を結んでいますように。

明
め い じ ん か い

仁会　平成3年卒　山口 一郎
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水新菜館
みず    しん

中華
料理

TEL 03-3861-0577
東京都台東区浅草橋2-1-1

寺田規行
（昭和43年卒 紫讃会）

〒101-0025　千代田区神田佐久間町 4-22
TEL 03-3865-9577  FAX 03-3865-1162

スコッチのシングルモルトと
カクテル中心のお店です。 赤坂 オールドタイム

東京都港区赤坂5-1-37 SDビル1F TEL. 03-5563-9606東京都港区赤坂5-1-37 SDビル1F TEL. 03-5563-9606
横瀬 昭夫 （昭和42年卒  M41）横瀬 昭夫 （昭和42年卒  M41）

東京都中央区東日本橋3-10-13
TEL   03-3661-8536

昭和45年卒  獅子の会
硬式野球部

河 田  勇

夫婦二人でサービス精神と
元気さを売りにしています。

蛇の目寿司

昭和44年卒
男坂倶楽部

藁谷　豊
代表取締役会長

株式会社

より良き住まいのために

ワイシー企画
建物のリフォーム・
新築の設計・施工 〒359-0007  埼玉県所沢市北岩岡263‒1

TEL. 04-2990-5111  FAX. 04-2990-5005
e-mail: yutaka0912@ah.wakwak.com

代表取締役社長  田島 実
昭和44年卒  男坂倶楽部

肉の田じま

3階 すき焼き・しゃぶしゃぶ・ステーキ Tel. 03-3699-5529 営業時間：17～22時 定休日：月（祭日の場合は翌日）
2階 焼肉 Tel. 03-3699-8929 営業時間：11～23時 定休日：月（祭日の場合は翌日）
1階 ミート＆デリカ Tel. 03-3649-4419 営業時間：10～19時 定休日：日・祝日

〒135-0011　東京都江東区扇橋 1-4-1　Tel. 03-3647-2984   Fax.03-3699-7229

ネット通販
全国へ配送承ります。

http://www.nikunotajima.com
《東陽町店》 松阪牛 田じま TEL 03-6666-2129
《カメイドクロック店》 肉の田じま TEL 03-5858-6914

第57回総明会総会幹事学年を務めさせて頂きました、平成6年卒同期会「隆
明会」でございます。昨年は先輩後輩と学校関係者の皆様方に多大なるご協力
を賜りまして、誠に有難うございました。紫縁会への引継ぎを経て早くも半年近く
が経とうとしていますが、相変わらず大人数の同期で集まるチャンスは中々巡っ
て来ず、歯がゆい思いを致しております。

そのような中で2022年1月初頭、自粛要請の合間を縫って幹事学年活動の執行部メンバーを中心に鹿児島県は指宿温泉へ
慰労会としての旅行会を催行できた事は、奇跡に近いものであったと今も思い返されます。参加者は実行副委員長の熊木君、
事務局長の三谷君、会報委員長の藤瀬君、式典委員長の井上裕貴君、就活会委員長の井上琢磨君、就活会副委員長の田
所君と岡田君、ゴルフ副委員長の大掛君に私を加えた9名。宿泊先は岡田君の留学時代のご友人が経営される「指宿フェニッ
クスホテル」、県内でも屈指の眺望を誇る名門ホテルでありました。初日は現地集合とし、名湯に浸かった後は鹿児島名物で慰
労会、翌日は私以外はゴルフ三昧、私だけは枕崎線乗り潰しと思い思いの休日を過ごしました。

幹事学年活動は終わりましたが、隆明会では引き続き懇親会の開催を目指してメンバーを集めています。お気軽に三保谷の
連絡先（mihoya@mtb.biglobe.ne.jp 090-8740-5574）までご一報ください。

本年度の幹事学年を務めさせて頂いております紫縁会です。
「先ずは同期会を。」と、当時はまだ名もなき状態でその準備のために数名が集まっ

たのが2019年の２月でした。そして、その2か月後の４月に開催された第1回同期会
には21名が集いました。実は、その時に一旦決まりかけた同期会名が、某アイドルグ
ループを彷彿とさせる「男坂46」。酒に酔った中年オヤジの同級生集団は、高校時
代のノリさながらでした。

その後、コロナ禍に見舞われて活動が停滞した(仮称)男坂46でしたが、刻 と々迫ってくる幹事学年の引継ぎを前にして、ようやく正
気に戻ったのか、紫縁会という今では皆が誇りに思う名称を冠して、幹事学年としての活動を開始したのが2021年の11月でした。

皆様にお越し頂き、楽しんで頂ける総会・懇親会とすべく、コロナ環境下において引き続きもがきつつも、幹事学年一同、先輩方の
お力添えも頂戴しながら、それぞれの役割への取り組みは勿論のこと、一生に一度の幹事学年の責任と楽しさを感じながら、一丸と
なって準備を進めて参ります。会場で皆様のお目に掛かれますこと、楽しみにさせて頂いております。

最後に、紫縁会の皆さん、総会・懇親会当日、皆で集まって盛り上がりましょう！　

（連絡先）実行委員長 藤田央くん（応援団OB）fujita.hss@gmail.com

平素より総明会活動に多大なるご支援を賜り厚く御礼申し上げます。平成8年卒総明会評議員の三村具永と申します。
在学中は中学・高校6年間バスケットボール部に所属しておりました。生まれ育った埼玉県さいたま市で妻と大学1年生の息

子1人＋愛猫2匹と穏やかに日々暮らしてます。
仕事は7年前に他界した父の家業を引き継ぎ、食品容器と資材（主に納豆・豆腐）の卸売業をしています。最近では、為替円安

と原油高騰の影響を大きく受け仕入れ価格が上昇し、見積り作成と値上げ交渉に追われる毎日を過ごし疲労困憊気味です。
さて、今回のテーマ「縁」についてのお話しを少しさせて頂きます。バスケットボール部の同期メンバーとはLINEグルーブで

ほぼ全員繋がっており、年に1度は集まる関係性が今も続いてます。その際には、顧問の前島先生に同席して頂く事も多く、近
況報告や悩み相談、在学中の思い出話し等で毎回盛り上がります。また、年始には部活の先輩方を交え有志メンバーで恩師の
中村コーチを訪ね勉強会を開催したり、前島先生と後輩で役者の宮原奨伍くんの舞台を一緒に観に行ったりと、同期に留まら
ず先輩・後輩達とも楽しく交流しております。

このように、卒業してから現在まで27年もの間「縁」が継続されている大きな要因は、思春期〜青春時代の濃密な6年間を家
族以上に長い時間共に過ごし、切磋琢磨し一緒に成長してきたという経験値に尽きると考えます。明治中学・高校一貫教育の
賜物だと感謝しております。この何ものにも代え難い「縁」を大切にしながら、これからの人生も楽しく歩んで行けたら幸せだ
なと思います。最後になりましたが、長引くコロナ禍とウクライナ情勢が落ち着き、安心して過ごせる日々が一日も早く戻る事
を願い、ご報告を締めさせて頂きます。ありがとうございました。

隆
りゅうめいかい

明会　平成6年卒　三保谷 建介

紫
し え ん か い

縁会　平成7年卒　金子 敦史

紫
し せ い か い

誠会　平成8年卒　三村 具永
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水新菜館
みず    しん

中華
料理

TEL 03-3861-0577
東京都台東区浅草橋2-1-1

寺田規行
（昭和43年卒 紫讃会）

〒101-0025　千代田区神田佐久間町 4-22
TEL 03-3865-9577  FAX 03-3865-1162

スコッチのシングルモルトと
カクテル中心のお店です。 赤坂 オールドタイム

東京都港区赤坂5-1-37 SDビル1F TEL. 03-5563-9606東京都港区赤坂5-1-37 SDビル1F TEL. 03-5563-9606
横瀬 昭夫 （昭和42年卒  M41）横瀬 昭夫 （昭和42年卒  M41）

東京都中央区東日本橋3-10-13
TEL   03-3661-8536

昭和45年卒  獅子の会
硬式野球部

河 田  勇

夫婦二人でサービス精神と
元気さを売りにしています。

蛇の目寿司

昭和44年卒
男坂倶楽部

藁谷　豊
代表取締役会長

株式会社

より良き住まいのために

ワイシー企画
建物のリフォーム・
新築の設計・施工 〒359-0007  埼玉県所沢市北岩岡263‒1

TEL. 04-2990-5111  FAX. 04-2990-5005
e-mail: yutaka0912@ah.wakwak.com

代表取締役社長  田島 実
昭和44年卒  男坂倶楽部

肉の田じま

3階 すき焼き・しゃぶしゃぶ・ステーキ Tel. 03-3699-5529 営業時間：17～22時 定休日：月（祭日の場合は翌日）
2階 焼肉 Tel. 03-3699-8929 営業時間：11～23時 定休日：月（祭日の場合は翌日）
1階 ミート＆デリカ Tel. 03-3649-4419 営業時間：10～19時 定休日：日・祝日

〒135-0011　東京都江東区扇橋 1-4-1　Tel. 03-3647-2984   Fax.03-3699-7229

ネット通販
全国へ配送承ります。

http://www.nikunotajima.com
《東陽町店》 松阪牛 田じま TEL 03-6666-2129
《カメイドクロック店》 肉の田じま TEL 03-5858-6914

本年度「紫縁会」の実行委員長は應援團でご活躍された藤
田央先輩、会報委員長は自分が大学で所属した小池ゼミのゼミ
長・櫻井勝也先輩。大変お世話になったお二方からの連名で書
面が届けば、それはもう真摯に向き合うしかない「案件」で、
恥ずかしながら初寄稿となります。

ご案内いただいた、旧校舎から歩いてつなぐ駅伝企画には同期を上手く召集できず、これも自分の不徳の致すところ
で。ならば２年後に控えた幹事学年を見据え、そろそろ動き出そうかといったところ。とはいえ、会報に載せるに相応
しい写真すらない有様で早速、水泳部や帰宅部など野党少数勢力を集めリモートで一献。ふとSNSを覗けば、音楽の鈴
木正人先生は相変わらずラーメンばかり食べているし、イケてるバスケ部の同期たちは顧問の前島研二先生を交えて親
睦を深めているという。

いま必要なのはこうした「縁」を取り戻すことです。失われた過去は帰ってきません。でも今日これからのことは自
分たちで変えられます。今後、十数年ぶりに同期会を復活させ定期開催していきます。

LINEなどで案内しますので気軽にご参加ください。
そしてつながっていない方は小谷（brabula39@icloud.com）まで連絡をお願いします。

紫
し う ん か い

雲会　平成9年卒　小谷 健志
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ワクチン接種が進み、少しずつですが世間も動き始めたとはいえ、新型コロ
ナウィルスを念頭に置いた活動が、まだまだ求められる難しい状況が続いてお
ります。

その中において、本年度幹事学年である「紫縁会」の皆さまにおかれまして
は、『「縁」～ととのう～』をテーマに掲げ、第58回総明会活動にご尽力いただき誠にありがとうございます。

応援団OB会も約3年にわたるコロナ禍により多くの活動が制限され、また自粛を迫られたことでOB・OG同士の交流
機会は持てず、学校行事を通じての現役支援もままならない状況が続いております。しかしながら明治高校応援団とい
う強くて太い、紫紺の「縁」で結ばれた我々の繋がりは、決して途切れるものではありません。

今年こそはコロナに左右されずに、総明会の皆さまとともに声高らかに校歌を歌い、明治の心、魂をととのえたいと
心より願っております。

本年2月に、応援団OBであり、総明会会長も務められた吉田耕太郎先輩（総明会顧問）がご逝去されました。我々応
援団OB会員にとってとても大きく、そして象徴的な存在であられた大先輩の訃報にふれ、大変な喪失感を抱いておりま
す。いただいたご指導を財産に、OB会の活動に勤しんでまいります。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。合掌

放送班ＯＢ会のうち、故田村晴彦先生に教えを受けた有志で、毎年先生の眠
る港区三田の長久寺へ墓参りと懇親会を行っています。命日（５月17日）に近い５
月の第３土曜日、田町駅前のコーヒー店前に16時に集まるのが恒例です。

昨年、一昨年とオンラインでの墓参＆懇親会に挑戦しました。今年はコロナ禍
も少し落ち着きを見せたため、３年ぶりに現地開催することとしました。今年、田
町に集まったのは６名。この６名でお寺に向かいます。今年は33回忌にあたるた
め、境内の法要一覧にも先生のお名前が掲載されていました。

念のためオンライン墓参りも立ち上げたのですが、これは体調を崩した宮田が
利用させていただきました。こんな使い方もできると分かりましたので、これからも継続してみようと思っています。

ということで、懇親会もリアルに開催！残念ながら「いつもの店」がコロナ禍で閉店してしまいましたが、久しぶりに顔を合わせれ
ば時間の経つのも忘れて楽しい時間を過ごしました。

これからも放送班ＯＢに限らず、田村先生にゆかりのある方にはリアルでも、リモートでも気軽に参加して頂きたいと思います。
次回は令和5年5月20日（土）です。リモート参加希望の方はご連絡ください。お待ちしています！

応援団OB会　幹事長　三谷 知弘　平成6年卒

放送班OB会　宮田　健　昭和57年卒

「総明会と明球会の縁～ととのう～」
　平素は硬式野球部並びに明球会に多大なるご支援、ご鞭撻を賜り誠に有難うござ
います。そして明球会会報発行に於きましても、ご寄付並びに広告掲載を頂戴し重ね
重ね御礼申し上げます。
　明球会会報は1月と7月に年2回発行しております。現役選手や明球会の活動内容
を明球会会員や総明会をはじめとする明治高校関係者の皆様にお知らせする重要な
コミュニケーション手段であると考えております。また、その内容には柳谷理事長はじめ向
殿名誉会長、井家上会長、安藏校長、田中徹太郎元副校長（野球部OB）等の明治
を代表する方 か々ら硬式野球部へ心強い応援のメッセージを頂きました。
　私が明球会会報に携わるきっかけは総明会幹事学年で会報委員を担当したことに因ります。明治高校が調布に移転した初年度で、会報表紙に
は講堂の時計台を背景に男女生徒に「Ｍ」の字を作ってもらい撮影しました。そしてその後、硬式野球部80年史や総明会50周年記念史にも携わる
ことができました。
　これも何かの縁ですが、そこには明治高校校歌を紫紺に染まった甲子園のアルプススタンドで声高らかに斉唱する日を待ち望む「明治愛」があり、是
非実現させたいと思っております。引き続き硬式野球部並びに明球会へのご支援、ご声援を賜りますようお願い申し上げます。

野球部OB・OG会 明
めいきゅうかい

球会　広報委員　飯野 善明　昭和56年卒
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特別な時間に芽生え、育んだ「縁」
こちらに寄せさせていただく「縁」についてのお話と言えば、何といっても中学・高校と過ごした仲間たちとの「縁」になろうかと思います。

あの時間は今振り返っても人生の中で本当に特別な時間で、一生の財産と呼んでいいと思います。在学中私は水泳部に所属しておりました
ので毎日の部活、春秋の大会、そして夏の合宿と本当に多くの、そして濃密な時間を同学年のみならず先輩や後輩と過ごしてきました。明治
中学に入学し、水泳部に入部した事で芽生えた縁はこの時間の中でかけがえのないものとなりました。

また、部活での縁のみならず普段の授業や学校行事、特に体育祭や文化祭では各部が横断的に協力しあい、学び舎を同じくする縁をさら
に深めたと思います。

長い年月、少しずつ積み重ねてきたこうした縁は一生途切れることはないでしょう。今でも同窓会やOB会では当時の話が昨日の事のよう
に語られていて、いつもあっという間に時間が過ぎていきます。

高等学校卒業から30数年、私たちはそれぞれの道を歩み、仲間の活躍の場は国内のみならず海外まで世界中に広がっております。普段は
なかなか顔を合わせる事が難しかったりしますが、総明会や学年同窓会・部活のOB会で旧交を定期的に温め、縁が芽生えそして育んだ頃に
戻らせてくれます。何かあれば実家とはまた別の意味での「帰ることの出来る場所」です。40数年前に生まれ、特別な数年間で育まれた縁が
今もこうした形で続いている事は大変ありがたいと思います。

コロナ禍はまだ完全には終息をしておりませんが、今年は数年ぶりに学年同窓会やOB会が開かれるような便りも少しずつ増えて来ました。
難しいご時世の中、企画いただいた仲間には本当に感謝しかありません。また皆様と笑顔で乾杯が出来、縁を深める時間を共有出来る日も
そう遠くない事を心から願っています。

相変わらず新型コロナウィルスの影響で私たちも含め現役生徒の皆さんが目標や楽しみにしていた大会やイベントが中
止、延期、縮小開催等になってしまったと思います。

剣道部OB・OG会の見心会もご多分に漏れず活動が自粛となる1年になりました。ご縁のある先輩・後輩の皆様方とお目
にかかれることも叶わず、非常に残念な思いであります。私は今年から現役生徒の監督という大役を仰せつかりました。
顧問の先生方が指導されているところに参加することには不安があります。

しかし、私が学生の頃、先生や先輩方からご指導、ご鞭撻を受けたモノを次世代に繋げるためにOBとして、また監督と
して現役生徒と共に稽古で汗を流し、少しでも恩返しができればと思います。

ウィズコロナということで3年目ともなりますと、各競技団体でも新しい形やルールができ上がってくるものです。コロ
ナ前には、マスクを着けてアクリル板を付けた面をかぶっての剣道なんて考えもしなかったことですが、今や当たり前と
なりました。

コロナ禍は元に戻ることは難しく、川の流れのように過ぎていき抗うことはできない以上、見心会はできることをでき
る範囲で現役生徒を支援していく所存です。

小学校を卒業したての私がスキー部の門を叩いたのは1989年春のこと
でした。当時は新入生向けの班・部活動説明会の後だったか後日だった
かに、各班・部の班長・部長が前に立ち、入りたい部活の列に並んだこ
とを記憶しています。

当時はまだまだ小さく、高校2年生の先輩を見ると威圧感たっぷりの
大人に見え、本当に大丈夫かなと不安いっぱいでした。

一番の思い出としては通常の合宿以外に、強化合宿にも最下級生とし
て参加させていただきました。

その合宿にはOBの方も数名いらっしゃっていて、最下級生の私は朝は一番に起き、1個上の先輩を起こすはず
が、一番やってはいけないOBの方を間違って起こしてしまうミスを……

その時は顔面から血の気が引いたのを今でも覚えています。あれから30年近く経ち、立派な（立派かはわかりま
せんが　笑）大人になりましたが、いまだに部活の先輩には頭が上がりません。でも、こんな貴重な経験をさせてい
ただいたスキー部の先輩・後輩に感謝です！！明治高校の先輩・後輩に感謝です！！MEIJI　最高！！

剣道部OB・OG会  見
け ん し ん か い

心会　　監督　中山　将　平成3年卒

スキー部OB会 明
め い せ つ か い

雪会　　長谷川 海平　平成7年卒

水泳部OB会 明
め い す い か い

水会　　細野 秀樹　昭和61年卒
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5月26日、平田（昭和45年卒)・小松（同47年卒)・内木（同50年卒)各先輩の呼びかけにより10人ほどのOBが集まりました。と言いましても、
最年長の平田さんから昭和52年卒の私（大西）まで7学年の狭い範囲の集まりです。以前にも会報で申し述べましたが、図書班のOB・OG会
は他部のOB・OG会のように組織立っておりません。不定期に、思い立った時に、連絡がつく者たちで集まるようになっています。

前回は、合宿でお世話になった明大那古寮（館山市、廃寮)の管理人だった櫻井利子さんがお亡くなりになった時に偲ぶ会として集まりました。
今回集まりましたのは、「不定期に、思い立った時に、連絡がつく者たちで集まる」のではなく、きちんとした組織としてのOB・OG会を残しておくべ
きではないか、という平田さんの考えからでした。

また、内木さんからは、私たちが現役の頃、年に1回発行していた文集「飛躍」が調布校舎の図書館に残っており、そのことを顧問の先生に
お伝えしないと処分されてしまうのではないか、という意見も出ました。私も還暦を過ぎて人生の残り時間を考えることが多くなり、平田さんの「今
のうちにOB・OG会をきちんとしたい」という考えもわかるようになってきました。

年齢を重ねるに従い、図書班で先輩方から教わったことに大きな影響を受けていることを自覚します。当時の先輩や後輩の方 と々、今でも（半
世紀におよぶ)繋がりが続いているのも凄いことなのかもしれません。親睦だけではなく、各人の持っている貴重な体験を次代に伝えていくことも考
えられるでしょう。しかしながら、60代以上の「爺」たちだけでは何ともなりません。少なくとも、幹事学年前後の40〜50代の方 の々力が必要と思
われます。また、前述した文集「飛躍」の件もありますから、顧問の先生との情報交換も考えなければならないでしょう。考えなければならないこと
はたくさんあります。若手の方 で々すでに集まっておられるようでしたなら、ぜひともご連絡くださいますようお願いいたします。

陸上競技部　卒業生の集い
陸上競技部を通じて、上小牧先生のアイアンマンぶりを知っているOB・OGのみなさん、いかがお過ごしで

しょうか。平成7年卒の櫻井勝也です。
令和4年度は、総明会の幹事学年ということで、母校へ訪問する機会が増えました。校舎が移転し、10年前に

紫紺祭で訪問して以来のことでしたが、その訪問時、「恩師である上小牧先生のご勇退が近い！？」という噂
を耳にしました。私が知る限り2012年の集い以降、OB・OGが連絡を取り合えるプラットフォームがないとい
うことで、4月に入り、何人かに声をかけました。

40歳を超える年次の卒業生たちにとっては、在校中に陸上競技部が発足しました。部活を通じて、大会や日々
の練習で一喜一憂している我々にとって、厳しくも力強く支えていただいた恩師上小牧先生のご勇退の時期が
近づいてまいりました。

自らもトライアスロンレースを走る競技者であり、レース明けの練習でも、アグレッシブに走る先生の印象し
かないので、まもなくご勇退というのは寂しさと共に時の流れの速さを痛感しています。

4月11日に発足した、LINEコミュニティ「明高陸上部・卒業生の集い」も、7月31日現在、ようやく20名がつながりました。
コロナ禍ですが、来たる恩師の65歳の節目「2024年3月」を、部に関わった皆で、先生への恩返しと、同期や先輩後輩の再会の機会にできればと存じ

ます。堅苦しいやりとりは抜きにして、ぜひ世代を超えてつながりましょう。（お気軽に）ご連絡をお待ちしております。

【連絡先】1期生・櫻井勝也(平成7年卒・紫縁会)　mail：sakuraikatsuya22@gmail.com

図書班　　大西 静士郎　昭和52年卒

陸上競技部　　1期生　櫻井 勝也　平成7年卒

コロナ禍による会合等の自粛は、歴史研究部ＯＢ・ＯＧ会の活動にも影響を及ぼし、令和元年に行われた
70周年記念ＯＢ会を最後に今日に至るまで、会合等開催されておりません。ようやく明るい兆しが見え始めて
きたことで、現在ＯＢ会活動の再開を模索している最中です。

現役の歴史研究部も全体的な集合形式での活動が制限され不自由を強いられていますが、部員たちは
オンライン等を駆使した新システムで精力的に活動を継続してくれています。その努力の甲斐もあり令和3年
12月、かねてから現役部員が中心となり準備を進めてくれていた『歴研通信』第100号が発刊されました。

この記念すべき『歴研通信』第100号は現役部員たちの卓越した個人研究論文に加えて、前顧問の粟
野先生やＯＢ・ＯＧから「昔の歴史研究部の様子」をオーラルヒストリー形式で「歴研の歴史」として編集され
ています。

我 Ｏ々Ｂ・ＯＧとしても、この聞き取り調査に協力できたことは大変光栄なことであると同時に、現役部員たちと交流の場が持てたことを
うれしく思っています。ただ、コロナ禍によるオンライン形式での会合となり、直接現役部員たちと対面での交流ができなかったことが残
念でした。早くこの災禍が収束し、再び対面で現役部員たちと交流できる日が来ることを願っています。歴史研究部ＯＢ・ＯＧ会は、今後
も活発な部活が継続され、『歴研通信』が延 と々歴史をつないでいけるように応援できればと思っております。

歴史研究部OB・OG会　山下 征隆　昭和63年卒
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縁と命
昭和30年代の地理研時代の夏と春の研究旅行は、60年経った今でも地理研究部員達の大切な

思い出です。東北三陸海岸には2度行きましたが、当日は盛岡からはバスを使って行きました。
その頃の宿は木賃宿と呼ばれた行商人相手の宿しかありませんでした。現地に着くと村の人に

話を聞くのですが、初めは怪訝な顔をされ相手にされませんでしたが、何度か行くうちに親しくし
ていただき、話を聞くことができ嬉しかったのを今でも覚えています。

その三陸海岸を11年前に津波が襲い甚大な被害をもたらしました。この津波で1人の被害者も
出さなかった村がありました。100戸程の小さな漁村ですが、毎週日曜に海岸から50ⅿ登った処の
集会場に村の長老たちが孫などを連れお弁当を持ち寄り、世間話などをしていました。この集まり
こそ地震津波の時の避難のための予行練習でした。

三陸海岸は西側が北上山地と呼ばれ、東北本線の西側の火山地帯とは違い、大きな地震で隆起
した山地です。三陸海岸の風光明媚な海岸は地震と津波が作ったことを、この村の人たちは伝え語られてきたことを充分知っ
ていたのです。この村の日曜昼の集まりが災害防止の原点でした。『縁』が命を救ったという、人間にとって大切なできごとです。

「ヤマダ大感謝祭」は平成31年4月に神田錦町の居酒屋「魚海船団・神田司町本店」で第9回が催
行された後、ご存知の通りのコロナ禍で誠に残念ではありますが開催が出来ない状況が続いており
ます。

本年幹事学年の紫縁会のテーマは『「縁」～ととのう～』を掲げて活動をされておる所であります
が、収束の見通しが立たない中でも様々な可能性を探りつつ果敢な挑戦を続けておられます。我々
ヤマダ大感謝祭事務局も紫縁会に倣い、再開に向けて努力して参る所存であります。

さて、山田先生におかれましてはコロナ禍をものともせず、趣味のゴルフを教え子達と定期的に楽
しまれていらっしゃり、変わらずお元気でお過ごしとのことでありますので、皆様ご安心ください。
と言う訳で、事務局一同は常にヤマダ大感謝祭を催行したい気持ちで一杯であります。今後の予定
等最新情報につきましては主にFacebookでお知らせ致します。　　

詳しくは三保谷建介（mihoya@mtb.biglobe.ne.jp  携帯:090-8740-5574）までお問い合わせ下さい。

有志フェンシング同好会復活の10年を振り返って
2012年8月、ロンドンオリンピックで日本男子団体が初の銀メダルを獲得したことが弾

みとなり、同月にOBが久しぶりに集まり、「母校にフェンシング部を復活させるOB会」
を立ち上げてから今年で10年が経過しました。この時に出席したOB達の現役時代の戦績
は、国体優勝、高校総体優勝、関東大会優勝、インカレ優勝、また日本協会役員、明治大
学監督等々、蒼蒼たるメンバーで「復活」への熱意に溢れていたことが思い出されます。

その後、OB会の働きかけ等により2015年に「有志フェンシング同好会」として母校の
承認が得られたため、①部員数の拡大(同好会から部への昇格）、②全国大会レベルの出場、③文武両道、を目標に掲げ活動が再
開されました。このうち①については2016年以降に卒業したOB・OGは16名(男性7名、女性9名)、現在の現役学生は10名弱で継続
的に活動が行われていますが、「部」へのハードルはかなり高い状況にあります。また②については過去に関東大会の女子団体に
明治高校生が3年連続出場を果たしており、今年は全国大会に明治中学生が出場する予定で、現役学生の活躍が見られます。

この間、顧問に田中徹太郎先生(2015年～2017年)をはじめ、横山晴之先生(2018年～2021年)、菅澤雄大先生(2022年～)にご指導を
仰ぎ、また火・金曜日には剣道場の使用を許可していただく等、学校関係者のご支援には大変感謝しております。OB・OG会では
現役学生の活動を継続してバックアップしていきます。

地理研究部OB・OG会　　堀井 雅俊　昭和40年卒

ヤマダ大感謝祭　　三保谷 建介　平成6年卒

フェンシング部OB・OG会　　中村 信也　昭和45年卒

2012年8月：復活OB会

山田伸夫先生近影
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男子・女子バスケットボール部OB/OGでは現役の高校生・中学生を支援するために
１、現役の指導協力　２、春/夏合宿での指導協力　３、大会での応援　の３つをメインに行なっております。

現役の支援はOB/OGが個別に実施するのも良いのですが、「OB／OGが一致団結することで持続的支援が可能になる」 を
モットーにOB／OG同士の親交を深めるべく毎年以下のことを実施しています。
・バスケットボールトーナメント（秋）	OB/OGガチンコトーナメントを実施（18歳から50歳代まで参加）。
	 トーナメント終了後は選抜メンバーで現役高校生とも対戦
・ゴルフコンペ（秋）　バスケをしないOB/OGも参加できるよう開催
・OB/OG総会（冬）　新OB/OGを紹介し、縦のつながりを深めながら会食

引退後もさらなるつながりを深めようということで2017年度から開始したのが
・OB/OGチームを発足し、チームでの区民大会への参加　夏のシニア大会（40歳以上）・・・前島先生も特別参加!?

昨年、一昨年は新型コロナウィルスの影響が大きく、一切活動ができませんでした。ただ同期や後輩とはLINEやFacebookの
グループを活用して連絡を取り合っています。今年は7月に、2年ぶりにシニア大会も開催され出場します。これを機に徐々に
リアルな活動に結びつけていき、バスケットボール部は現役との「縁」をOB/OG一丸となって深めていきます！！

明治高校の縁
縁とは異なもの乙なもの、袖振り合うも多少の縁、裸の付き合い、同じ釜の飯を食う、「縁」から、私が連想して出てきたことわざです。これ

らから、明治高校のクラブやクラスの縁が思い起されます。全く赤の他人同士が同じクラブやクラスに入り、合宿や修学旅行に行き、風呂も飯
も共有します。それが縁となり、卒業後40年以上経ていますが切っても切れなくなり、コロナ禍で会えないとよけいに会いたくなります。

あいつ今どうしているかな？と思います。本当に明治の縁で人生が左右されます。先輩に殴られ、ウサギとびや指立て伏せを何回も命じられ、
多少の理不尽や叱責をびくともしなくなり、精神的に強くなり、精神疾患にはかかりません。職場の後輩が休職しても、「何で休むの？」と思っ
てしまいます。明治の縁が私の心と身体を強くしました。感謝します。（ただ現代社会では、暴力は肯定されませんね）

さて現役バレー部員ですが、今年の男子は東京都ベスト32くらいです。
女子は、３校による予選リーグ戦は勝ち進みますが、その後の本選トーナメントは、1・2回戦まで進んでいるのが現状です。頑張ってください。

（詳細な試合結果は、下記のバレー部OB・OG会のHPを御覧ください。）
現在の中高生は、合宿も修学旅行も行けないので、かわいそうですね。縁が薄くなってしまうのが怖いです。将来それらを経験しない大人ば

かりになるとどうなるのでしょうか？ちょっと心配です。
バレー部OB・OG会は、昨年度もイベントはできなかったので、前年のように卒業生に高級ボールペンを贈呈しました。高校で深い縁ができ

なくても、大学で新たな太い縁を書いてくれますように、先輩たちは応援しています。社会に大きくはばたくように期待しています。

　バレー部OB・OG会HP　 https://meikouvolley.jimdofree.com/

吹奏楽班OB・OG会の活動としては、2020年１月の定期演奏会後の総会・懇親会を最後に、その直後からのコロナの影響で諸々の活動が停
止している状況です。現役後輩へのサポートとしては、2021年１月、例年通り昭和女子大学構内の人見記念講堂で開催された定期演奏会の
運営を行いましたが、観客は保護者のみでしたので、引退する卒業生にとっては沢山の友人を呼ぶことができず少し残念な思いもございました。

今年2022年１月は、人見記念講堂が改修工事の為に会場を所沢ミューズの大ホールで開催。感染状況の谷間ということもあり、検温・消毒
などの対策を徹底したうえで一般の観客も入場可能と致しました。しかしながら、未だ終演後のOB・OG総会や懇親会の開催はございません
でした。

そして今年度、後輩たちは野球応援での応援も復活し、その後は夏の吹奏楽コンクール大会に向けて練習に励んでおります（７月15日現在、
保護者のみの有観客開催予定）。本当に少しずつではありますが、もとの活動に近づいているようにも見えます。ただ、クラブ活動全般を取り
巻く環境が議論されている中、この機会に後輩たちが本当に音楽を楽しめる活動に進化できるよう望んでいます。OB・OG会の活動も、状況
を見極めながら再開を模索していこうと考えております。

なお、この10月には顧問である鈴木正人教頭先生の還暦を祝う演奏会が、明治の卒業生と先生が指導された市民吹奏楽団の有志で開催さ
れる予定です。この会報が皆さんの手元に届く頃には無事に終了していることと思いますが、現役後輩とOB・OGともに思い出に残るコンサー
トになったことでしょう。

総明会の幹事学年にも吹奏楽班の後輩が増えて参りました。皆で校歌・応援歌を演奏できる日が一日も早く来るように願っております。

バスケットボール部OB・OG会　　山下 康彦　平成5年卒

バレー部OB・OG会　　事務局長　樋田 哲次　昭和52年卒

吹奏楽班OB・OG会　　副会長　深井 重男　平成2年卒
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祝 第58回総明会総会

明治大学体育会自転車部OB会
駿台自転車倶楽部

白山

和 食  魚㐂代
うお       き      よ

昭和45年卒  獅子の会

中野 和博
（バスケ部）

03-3619-0585
東京都墨田区東向島5-26-2住

ランチ11:30～13:30（平日のみ）
     夜17:00～22:00（水曜定休）

祝 第58回 総明会 総会
昭和46年卒

白雲なびく・紫紺魂

復活の第13回は令和5（2023）年4月22日（土）開催予定
楽しい企画を用意して皆様のお越しをお待ちしております。

深井　重男（平成２年卒 明愛会） fukai.pc@gmail.com
荘司　康夫（平成４年卒 快汗、どすこい塾） y-syouzi@mtd.biglobe.ne.jp 
三保谷健介（平成６年卒 隆明会） mihoya@mtb.biglobe.ne.jp

炭遊酒菜
旅籠（はたご） 東京都新宿区西新宿1-23-1 かどやホテルB1F  TEL. 03-3344-3144

竹川観光株式会社
竹川　茂（昭和47年卒）新宿で一番美味しい炭火鶏焼きのお店

大小7個の個室完備。新宿駅西口徒歩3分

総明会  顧問

明治大学体育会ゴルフ部　白雲会　会長

銀座オフィス

〒104-0061
中央区銀座5-4-3 対鶴館8階
TEL 03-6826-1222

古庄一夫税理士事務所
四七四七同志酔会

古庄一夫
（昭和47年卒／吹奏楽班）
東京都墨田区菊川2-5-12
菊川ジョイタワー301号
TEL:03-3635-7070
FAX:03-3635-7081
kazuo.f.ao.2003@fancy.ocn.ne.jp

祝 第 58 回 総明会
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浅草の隠れた名店
スペシャルヒレカツサンド

昭和48年卒 波の会 剣道部OB

大澤 保男
TEL. 03-5825-4129
東京都台東区浅草 5-71-9

KING’S TABLE
キングステーブル

マリブ ラウンジ・バー

MALIBU LOUNGE BAR

03-6273-8583
新宿区歌舞伎町2-27-12
Lee２ビル B-1

住

昭和48年卒  波の会
硬式野球部

森田　勉

58

TEL 03-3675-9955  携帯 090-3200-6139

ターカム保険企画有限会社
有限会社エヌエスモーターサービス

昭和49年卒
翼　明　会

58

株式会社
ライトハウス・コミュニケーションズ

〒135-0042
東京都江東区木場3-10-7-1101
TEL. 03-3641-5986  H.P. 090-3332-8807
Mail : k.sight@lighthousecom.co.jp
               

k-saito@lighthousecom.co.jp

代表取締役　山口　隆
（昭和48年卒）

〒143-0016
東京都大田区大森北1-17-2
TEL  03-3761-4838

　山口孝明
（平成26年卒）

総合研究
大学院大学

58

窪寺弘匡（昭和50年卒 明紫会）
東京都中野区新井1-23-21 プルメリア1F
TEL. 03-5345-5086

ハワイアンダイニング＆バー マハロア

（昭和50年卒 明紫会）

ダイアナ株式会社
代表取締役社長 髙橋郁夫

www.dianashoes.com

東京都墨田区八広4-8-20
TEL 03-3612-3338
FAX 03-3618-3983

東京都墨田区八広4-8-20
TEL 03-3612-3338
FAX 03-3618-3983

有限会社トラストワーズィ有限会社トラストワーズィ
代表取締役社長　山田眞也
 （硬式野球部OB）

　　取締役専務　山田健二
 （硬式野球部OB）

代表取締役社長　山田眞也
 （硬式野球部OB）

　　取締役専務　山田健二
 （硬式野球部OB）
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題字：小嶋眞作書

割烹 魚きく

Tel. 03-3386-6128
東京都中野区沼袋3-26-12

（昭和50年卒  明紫会）
山岳部OB

亀井利一

如月 徳（きさらぎ とく）

昭和 52 年卒　男子校根性組
 石黒 理樹

℡ 03-3801-9001荒川区荒川 7-26-9

大西静士郎
〒101-0032
千代田区岩本町2-7-13 内田ビル3F
TEL.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 7  
FAX.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 8
http://www.rakuten.co.jp/osparty/

東京都中央区日本橋小伝馬町3-10
上嘉ビル2階

TEL 03-3662-5180

男子校根性組（S52年卒）
江原正俊

日比谷線小伝馬町駅より徒歩1分の
居酒屋です。ランチもやってます！

銀座木挽町法律事務所
〒104-0045 東京都中央区築地 4-2-11 新橋演舞場別館 4F
TEL. 03-6228-4487  FAX. 03-6228-4489
URL http: //kobiki law.jp/

昭和53年卒（バスケット部）
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URL http: //kobiki law.jp/

昭和53年卒（バスケット部）



702022  総明会会報 「紫紺の詩」

星本 慎児

千葉県鎌ケ谷市軽井沢２０９７－３

TEL　047-446-7312

昭和54年卒（明誠会）
応援指導班OB

有限会社新星興業 58

昭和54年卒　バレー部

暮しの衣料  まつざわ
株式会社
        調布松沢屋
代表取締役

行政書士法人
税理士法人

つね    ずみ

常住事務所

代表社員 常住 豊 （昭和54年卒 明誠会）
〒115-0055  東京都北区赤羽西1-5-1-606 
アピレ・赤羽アボードⅠビル内  FAX : 03-5963-7430
E-mail : yutaka@tokyo.email.ne.jp

日本行政書士会連合会 会長／東京都行政書士会 名誉会長／公益社団法人成年後見支援センター ヒルフェ 相談役

☎03-3905-6981相続
遺言

代表取締役
公認会計士

https://www.aisan.co.jp

矢ノ目忠税理士事務所

〒135-0048
東京都江東区門前仲町
2－2－16 えとりビル3F

昭和54年卒 明誠会

TEL 03-5639-7761
FAX 03-5639-7762

E-Mail : yanome@yanome.jp

パートナーズ総合事務所
司法書士
行政書士菅原　誠
（S52年卒 男子校根性組）

〒110-0008
東京都台東区池之端1-1-1

池之端ビル8階
TEL. 03-3835-8041
FAX. 03-3835-8042

E-mail : ZVC00312@nifty.ne.jp

港やしま法律事務所
弁護士　鈴 木 一 洋
〒105-0003
東京都港区西新橋一丁目20番3号
             虎ノ門法曹ビル202号室

TEL : 03-6206-7311
FAX : 03-6206-7322

http://www.teramura-pack.co.jp

包装資材販売・梱包請負

東京都台東区東上野 1-22-1
TEL 03－5826－4601
FAX 03－5826－4660

小川町スポーツ店街へようこそ
www.facebook.com/v3kadoya/

角谷幹夫
Mｉｋｉｏ Kａｄｏｙａ

〒101-0052
東京都千代田区神田小川町３－２
TEL : ０３－３２９５－２５２５
FAX : ０３－３２９１－３５６４

総合建設・不動産

正宗産業株式会社

昭
和
五
六
年
卒（
硬
式
野
球
部
）

祝　第58回総明会総会・懇親会祝　第58回総明会総会・懇親会

〒340-0022
草加市瀬崎1-9-1 谷塚コリーナ102号
TEL 048-960-0606 FAX 048-960-0805

文京区本郷1-33-7
TEL：03-3812-4488

井上直樹
（昭和58年卒　明輪会）
都営三田線 水道橋駅
A6出口 徒歩5分

白木そば

祝 第58回 総明会 総会・懇親会

宮沢孝昌
（S59年卒・水泳部）

〒143-0016
東京都大田区大森北1-36-2
  Tel: 03-3761-6077
平    日　7：00～18：30（オーダーストップ）
日・祭日　7：30～17：30（オーダーストップ）

木曜定休

珈琲亭 ルアン

一般社団法人 相続を考える会
あなたの相続に関するお悩み、
弁護士・税理士らの専門家が一緒に考えます。

昭和59年卒  税理士 田中重幸
〒279-0002 浦安市北栄3-30-23-205 

TEL 047-712-8170　

ホームページ・パンフレット制作
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令和4年度 総明会活動報告
令和４年度 総明会 役員一覧

令和４年度 総明会 評議員一覧

　　　委員会・役職	 年　卒	     氏　名

名誉会長		  昭和36年	 向殿　　政男
名誉顧問　明治大学理事長		  柳谷　　　孝
名誉顧問　明治大学学長		  大六野　耕作
顧問　明治高校校長		  安藏　　伸治
顧問 		  昭和29年	 山浦　　晟暉
顧問 		  昭和32年	 山崎　　敬生
顧問 		  昭和41年	 尾島　育四郎
顧問 		  昭和43年	 佐久間　洋一
顧問 		  昭和44年	 服部　　雄二
顧問 		  昭和44年	 関谷　　芳久
			 
会長		  昭和51年	 井家上　哲史
副会長		  昭和50年	 山崎　　秀樹
副会長		  昭和59年	 平野　　一哉
専務理事		  昭和56年	 衛藤　　雅一
常務理事		  昭和50年	 近藤　　敏彦
会計		  昭和59年	 田中　　重幸
事務局長		  昭和61年	 土田　　正昭
副事務局長		  昭和60年	 渡辺　　智郎
副事務局長		  昭和63年	 尾崎　　博之
			 
総会委員会	 委員長	 平成元年	 嶋田　　剛久
	 副委員長	 平成 2 年	 髙山　　　剛
	 副委員長	 平成 4 年	 有森　　　毅
	 副委員長	 平成 4 年	 牧野　英太郎

　　  委員会・役職	 年　卒	     氏　名

広報委員会	 委員長	 昭和57年	 関川　　一浩
　ホームページ総括	担当理事	 昭和59年	 島村　　武史
　会報・M発刊総括	担当理事	 平成 2 年	 遠藤　　克彦
　会報構成編集	 副委員長	 昭和62年	 高橋　　雅之
　広報DATA管理	 副委員長	 平成 2 年	 石渡　　浩司
　ホームページ	 副委員長	 平成 3 年	 山口　　一郎
　幹事学年指導	 副委員長	 平成 4 年	 木下　　泰之
　幹事学年指導	 副委員長	 平成 5 年	 小岩井　賢一
　M編集	 副委員長	 平成23年	 三浦　　直人
企画委員会	 委員長	 昭和54年	 志村　　和哉
　チャリティゴルフ	担当理事	 平成元年	 小柳　　貴裕
　明朗会	 担当理事	 平成 2 年	 今泉　　　仁
　チャリティゴルフ	副委員長	 昭和63年	 安川　　琢哉
　チャリティゴルフ	副委員長	 平成 2 年	 堀江　　健司
　明朗会	 副委員長	 平成 4 年	 福田　　浩茂
　明朗会	 副委員長	 平成 4 年	 荘司　　康夫
組織委員会	 委員長	 昭和61年	 鵜飼　　友義
	 副委員長	 昭和58年	 高橋　　　浩
	 副委員長	 平成元年	 福島　　維規
	 副委員長	 平成元年	 村嶋　　健児
	 副委員長	 平成元年	 瀧　　慎一郎
	 副委員長	 平成 2 年	 長谷川　剛央
総務委員会	 委員長	 平成 2 年	 深井　　重男
	 副委員長	 昭和61年	 野津　　真男
名簿委員会	 委員長	
			 
監事		  昭和44年	 中河　　孝樹
監事		  昭和56年	 狩野　　智雄
※1　名簿委員長の後任者はしばらく保留、その間は事務局預かりとする。
※2　組織委員長 鵜飼友義氏 令和4年6月5日ご逝去

同期会

昨年1年間ご連絡が取れなかった評議員の方
はお名前を記載できませんでした。
お気づきの方は、総明会事務局まで、ご連絡を
頂けますようお願いいたします。

（敬称略）

	 卒業年	 名称	 氏名	 氏名
	 昭和12年	 	 中富　光国	
	 昭和19年	 明中28会	 新田晃太郎	
	 昭和24年	 	 内藤　　功	
	 昭和26年	 猿楽会	 熊井　　実	
	 昭和27年	 明高会	 米山　耕右	
	 昭和28年	 明窓会	 戸田　一郎	 佐藤　欣生
	 昭和31年	 明楽会	 佐藤　健一	 大出　育男
	 昭和32年	 明治会	 嵯峨　徳治	 太田　喜久
	 昭和33年	 三三会	 鈴木　寿雄	 藤田　義茂
	 昭和34年	 旧雨会	 秋山　義昭	 希代　　章
	 昭和35年	 珊瑚の会	 倉林　貞夫	 天野　洋一
	 昭和36年	 明駿会	 加藤　眞義	 山田　和孝
	 昭和37年	 37会	 中村　哲士	
	 昭和38年	 二年に一会	 渡辺　昭宏	 関戸　淳一
	 昭和39年	 三九会	 佐藤　　仁	 堺　　健一
	 昭和40年	 明優会	 阿部　正行	 大関　清人
	 昭和41年	 41明友会	 廣瀬　　準	 菊本　哲也
	 昭和42年	 M41	 伊藤　謙一	
	 昭和43年	 紫讃会	 志村　一夫	 小田嶋保男
	 昭和44年	 男坂倶楽部	 寺田　康夫	 藁谷　　豊
	 昭和45年	 獅子の会	 比留間竹郎	 上野　隆史
	 昭和46年	 明潮会	 木村　　茂	 金子　敏一
	 昭和47年	 四七四七同志酔会	 戸張　　毅	 内田　　茂
	 昭和48年	 波の会	 海老根一介	 雨海　重明
	 昭和49年	 翼明会	 佐藤　眞弘	 大前　実之
	 昭和50年	 明紫会	 三森　　勲	 町田　純一
	 昭和51年	 明々会	 小林　祥悟	 島田　　一
	 昭和52年	 男子校根性組	 佐藤　大英	 有田　幸訓
	 昭和53年	 紫友会	 加藤　裕之	 竹越　利之
	 昭和54年	 明誠会	 荒井　信之	 矢ノ目　忠
	 昭和55年	 紫魂会	 吉口　市郎	 渡辺　裕之
	 昭和56年	 明翔会	 寺村　一義	 蓬田　裕一
	 昭和57年	 明魂会	 岩崎　広人	 田中　幹浩
	 昭和58年	 明輪会	 並木　　功	 高橋　　浩
	 昭和59年	 明心会	 伊藤　　稔	 渡邉　文夫
	 昭和60年	 闘紺会	 和田　直弘	 矢澤　　徹

	 	 卒業年	 名称	 氏名	
	 昭和61年	 新世輝	 栗本　宜長	 高橋　　誠
	 昭和62年	 明猿会	 赤岩　大輔	 中澤彰次郎
	 昭和63年	 昭和戊辰乃会	 保坂　紀宏	 刈米聡一郎
	 平成元年	 平成改元会	 横島　高之	 杉山　純也
	 平成2年	 明愛会	 大崎　裕和	 神保桂一郎
	 平成3年	 明仁会	 山口　一郎	 斎藤　直宏
	 平成4年	 快汗、どすこい塾	 小畑　　啓	 福田　浩茂
	 平成5年	 明鐘会	 安藤　高利	 長野　吉克
	 平成6年	 隆明会	 三保谷健介	 熊木　達朗
	 平成7年	 紫縁会	 藤田　　央	 金子　敦史
	 平成8年	 紫誠会	 青木　大樹	 三村　具永
	 平成9年	 紫雲会	 小谷　健志	 香川　満洋
	 平成10年	 紫98倶	 秋山　光億	 平田　　健
	 平成11年	 明哲会	 石川　一仁	 戸邊　　寛
	 平成12年	 明瀑会	 玉木万理夫	 保科　大輔
	 平成13年	 明治21	 大橋　弘頌	 岡庭　朋威
	 平成14年	 	 上原　康仁	 下田　良征
	 平成15年	 	 大川　康介	 武　雄一郎
	 平成16年	 	 杉田　将平	 徳竹　正憲
	 平成17年	 	 室井　　純	 荒川　佳史
	 平成18年	 白雲会	 山崎　裕貴	 角田　隆悟
	 平成19年	 	 横倉　光輝	 大竹　　惇
	 平成20年	 	 渡辺　　圭	 早川　慎吾
	 平成21年	 	 加藤　　敦	 大森　貴之
	 平成22年	 明雄会	 亀屋　将紀	 佐藤亨太郎
	 平成23年	 	 平田　裕貴	 三浦　直人
	 平成24年	 	 三浦　　彩	 市川　　陸
	 平成25年	 	 師岡　忠寛	 押田　華穂
	 平成26年	 	 岡田　尚也	 柴田加菜子
	 平成27年	 	 赤坂　菜摘	 渡邉　直人
	 平成28年	 	 田勢　也子	 少弐　　光
	 平成29年	 	 佐藤　　陸	 小栗　未琴
	 平成30年	 	 今井　紗妃	 山田　崇人
	 平成31年	 	 染谷　早咲	 關口　哲平
	 令和2年	 	 千鳥　紗英	 浦山　和之
	 令和3年	 	 中村　勇太	 岩崎　夏音

名　　称 氏　　名
生 徒 会 本 部 （休会）
応 援 指 導 班 廣野　宏士
新 聞 班 西山　光彦
吹 奏 楽 班 斉木麻州男
図 書 班 大西静士郎
放 送 班 宮田　　健
剣 道 部　　（ 見 心 会 ） 羽田　郁雄
硬式野球部　（明球会） 世古　俊之
サ ッ カ ー 部 大室　　智
柔 道 部 小川　洋一
水 泳 部　　（ 明 水 会 ） 芳澤　　徹
スキー 部　（ 明 雪 会 ） 岡本　雅仁
卓 球 部　　（ 明 卓 会 ）
庭 球 部 奈良部利昭
バ レ ー 部 樋田　哲次
フ ェ ン シ ン グ 部 中村　信也
陸 上 競 技 部 櫻井　勝也
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部 木戸　基満
囲 碁 部 田島　弘資
化 学 部 森　　八一
物 理 部　　（ 明 物 会 ） 上野　雅宏
マ ン ド リ ン 部 （休会）
地 理 研 究 部 堀井　雅俊
歴 史 研 究 部 山下　征隆
アイスホッケー愛好会（明氷会）
J  R  C 横谷　昌明

班クラブOB・OG会
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Soumeikai Kaiho

収入の部 支出の部
寄付広告収入
総明会より協力金
　
　

31,000円
2,608,047円

　
　

総会関係費
会報関係費
就活会関係費
運営関係費

14,599円
2,391,554円

174,213円
58,681円

合　　計 2,639,047円 合　　計 2,639,047円

第57回 総明会 特別会計報告 （自）令和3年4月1日～（至）令和4年3月31日

令和4年度会計報告

総明会 令和3年度 一般会計報告 （自）令和3年4月1日～（至）令和4年3月31日
収入の部 支出の部

前年度繰越金
新入会員入会金
新入会員終身会費
学年会費
雑入（会議費、利息 他）
幹事学年サポート協力金
　
　

16,203,125円
2,580,000円
3,870,000円

705,000円
430円

1,390,000円 
　
　

会議費
交流費（学校、他）
会報発送費用
事務通信費
各委員会活動費
幹事学年サポート支出

199,830円
647,180円

1,657,855円
105,585円
721,044円

2,608,047円
費基金へ組入れ
次年度繰越金

0円
18,809,014円

合　　計 24,748,555円 合　　計 24,748,555円 

上記の通り報告いたします。	 令和4年3月31日	 会長　井家上哲史　　会計　田中　重幸
上記の通り報告いたします。	 令和4年6月30日	 監事　中河　孝樹　　監事　狩野　智雄

総明会 令和3年度 基金会計報告 （自）令和3年4月1日～（至）令和4年3月31日		
基金区分 令和2年度末残金 令和3年度増減額 摘　要 令和3年度末残金

事業遂行基金 15,000,000円 0円 15,000,000円 

財政基盤基金 11,200,281円 0円 11,200,281円

合　　計 11,200,281円 0円 26,200,281円

総明会 令和4年度 基金会計予算（案） （自）令和4年4月1日～（至）令和5年3月31日

基金区分 令和3年度末残金 令和4年度増減額 摘　　要 令和4年度末残金

事業遂行基金 　15,000,000円 0円 　15,000,000円

財政基盤基金 11,200,281円 0円 11,200,281円

周年事業準備金 26,200,281円 0円 26,200,281円

総明会 令和4年度 一般会計予算（案） （自）令和4年4月1日～（至）令和5年3月31日
収入の部 支出の部

前年度繰越金
新入会員入会金
新入会員終身会費
学年会費
雑入（会議費・他）
雑入(寄付金・利息）
　

18,809,014円
2,580,000円
3,870,000円

930,000円
500,000円
10,000円

　

会議費
交流費（学校・他）
会報発送費用
事務通信費他
各委員会活動費

490,000円
1,460,000円
1,840,000円

290,000円
1,750,800円

基金へ組入れ
次年度繰越金

0円
20,868,214円

合　　計 26,699,014円 合　　計 26,699,014円
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令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
も
若
干
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
依
然

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
の
総
明
会
活
動
が
続
い

て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期

間
の
合
間
を
縫
い
日
比
谷
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
で
72
名
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
関
係
で
は
、２
年
ぶ
り
に
井
家
上
会
長
が

卒
業
式
に
出
席
し
、「
総
明
会
賞
」
の
授
与
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
明

大
中
野
高
校
校
友
会
「
武
陵
会
」、
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ

会
の
「
白
駿
会
」
も
引
き
続
き
中
止
、
そ
の
他
の

対
外
的
な
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
中
止

と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
8
月
に
は
2
年

ぶ
り
に
母
校
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
夏
季
合
宿
ド
リ

ン
ク
差
入
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な

お
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
合
宿
開
催
が
不
確
定
の
た

め
本
年
は
全
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
下
記
の
活
動
の
支

援
と
い
う
形
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
明
会
の
恒
例
行
事
で
あ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
き
ま
し
て
は
プ
レ
ー
の
み
と

い
う
形
式
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
再
開
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
1
0
2
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
７
月
に
開
催
予
定

の
評
議
員
・
班
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

９
月
の
明
朗
会
は
飲
食
を
伴
わ
な
い
「
明
朗
寄

席
」
と
し
て
3
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

令
和
4
年
度
の
活
動
も
、
昨
年
及
び一昨
年
同

様
、
新
型
コロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
お
り
ま
す
。一
昨
年
は
総
会
・
懇
親
会

と
も
に
中
止
と
な
り
、
昨
年
は
3
密
を
避
け
る
た

め
懇
親
会
は
実
施
せ
ず
、
総
会
につい
て
は
万
全
の

感
染
症
防
止
対
策
を
施
し
、
2
年
ぶ
り
に
実
施
の

方
向
で
準
備
を
行
い
、
無
事
に
11
月
14
日（
日
）に

第
57
回
総
明
会
総
会
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。コロ
ナ
禍
の
中
、
初
め
て
の
会
場
か
つ
新
し
い
運

営
方
式
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
幹
事
学
年
「
隆
明

会
」
の
協
力
を
得
て
ス
ム
ー
ズ
に
滞
り
な
く
総
会
を

行
え
た
こ
と
は
大
き
な一歩
だった
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
評
議
員
の
皆
様
に
も
ご
意
見
を
伺
い
、

理
事
会
で
も
議
論
を
重
ね
、
社
会
情
勢
を
鑑
み
、

飲
食
を
伴
わ
な
い
懇
親
会
の
実
施
を
総
会
後
に
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
皆
様
が
よ
く
ご
存
知

のハ
イ
アッ
ト
リ
ー
ジェン
シ
ー
東
京
を
仮
予
約
し
て

お
り
ま
し
た
が
、社
会
情
勢
を
鑑
み
、総
明
会
と
し

て
の
最
適
解
を
導
き
出
す
べ
く
、
幹
事
学
年
「
紫

縁
会
」
と
と
も
に
他
の
会
場
探
し
及
び
条
件
交
渉

を
行
い
、
現
時
点
で
は
母
校
の
明
治
高
等
学
校
・

明
治
中
学
校
の
鵜
澤
總
明
ホ
ー
ル
に
て
実
施
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
幹
事
学
年
「
紫
縁
会
」
で
す
が
、

「
縁
」
〜
と
と
の
う
〜
を
活
動
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
コロ

ナ
禍
の
制
限
を
意
識
し
つつ
、
幹
事
学
年
定
例
会

と
し
て
は
久
々
の
オ
フ
ラ
イ
ン
会
議
を
行
い
、総
会
委

員
会
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、色
々
と
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
紫
縁
会
」
と
し
て

は
昨
年
よ
り
一
歩
で
も
前
進
す
る
為
に
議
論
を
重

ま
し
た
。

理
事
会
、
評
議
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
う

や
く
対
面
で
の
開
催
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
紫
紺
館
の
利
用
が
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
た
め
出
席
い
た
だ
け
る
人
数
に
も

制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
お
茶
の
水
の
貸
会
議
室
を

利
用
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
度
幹
事
学
年

「
柴
縁
会
」も
「『
縁
』 

～
と
と
の
う
」を
テ
ー
マ
と

し
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
12
日
に
は

７
学
年
の
参
加
に
よ
る
「
歩
い
て
繋
ぐ
駅
伝
」
駅

伝
企
画
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
報
誌
「
紫
紺
の
詩
」も
今
年
は
、
広
告
の
再

開
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
の
二
本
立
て
と
い
う
形
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も
３
年

目
に
入
り「
ウ
イ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代
」の
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
総
明
会
総
会
は
、
11
月
13
日（
日
）

に
14
年
ぶ
り
に
母
校
鵜
澤
總
明
ホ
ー
ル
に
て
開

催
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
飲
食
を
伴
わ
な

い
新
し
い
形
で
の
懇
親
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
完
成
状
況
に
よ
り
会
場
の
変
更
、日
程
の
変
更

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
事
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。
変
更
の
場
合
は
10
月
の
評
議
員
会
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
御
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ね
て
お
り
、
3
年
ぶ
り
の
懇
親
会
を
開
催
し
た
い
と

い
う
強
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
時
点
で
運
営
形
態
が
完
全
に
決
まって
い
な
い
と

い
う
事
態
は
正
直
異
例
だ
と
認
識
し
つつ
も
、正
常

化
に
向
け
て
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

幹
事
学
年
の
意
向
を
尊
重
し
つつ
、
今
、
何
が
で
き

る
の
か
、何
を
や
る
べ
き
か
を
き
ち
ん
と
議
論
し
、整

理
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
会
報
が
皆
様
の
手
元
に
届
く
時

に
は
、
日
程
、
会
場
、
運
営
形
態
が
確
定
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
向
に
添
え
な
い
部

分
も
多
い
こ
と
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、何
卒
、

同
期
の
皆
様
を
誘
って
、
久
々
の
懇
親
会
への
ご
参

加
を
是
非
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
4
年
度 

活
動
報
告

総
会
委
員
会 

活
動
報
告

　
　

総
明
会  

専
務
理
事   

衛
藤 

雅
一

総
会
委
員
会　

委
員
長  

嶋
田 

剛
久
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Activity Report     Soumeikai KaihoActivity Report     Soumeikai Kaiho

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、会
員
の

皆
様
、ご
家
族
、関
係
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、大
変
な
ご
苦
労
い
か
ほ
ど
か
と
ご
推
察
申
し

上
げ
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
広
報
委
員
会
の
活
動
制
限
が
あ
る

も
の
の
、「
紫
紺
の
詩
」「
M
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

営
」を
柱
に
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
に
入
り
、「
W
i
t
h　

コ
ロ
ナ
」で
、世

の
中
も
少
し
ず
つ
制
限
の
緩
和
が
行
わ
れ
て
い
る

中
、委
員
会
活
動
も
従
来
実
施
し
て
い
た
リ
モ
ー

ト
会
議
で
は
な
く
、f
a
c
e  

t
o  

f
a
c
e
の
会

議
を
一部
再
開
し
て
お
り
ま
す
。

「
紫
紺
の
詩
」発
刊
活
動

毎
年
、幹
事
学
年
活
動
テ
ー
マ
を
中
心
に
編
集

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
度
の
幹
事
学
年

「
紫
縁
会
」は
、「
縁
」～
と
と
の
う
～
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
特
集
企
画
記
事
を
組
ん
で
お
り
ま
す
。

前
述
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
コ
ロ
ナ
に
よ
る
活

動
制
限
を
受
け
て
は
お
り
ま
す
が
、「
特
集
企

画
」を
立
ち
上
げ
会
員
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
記
事
、内
容
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

幹
事
学
年
の
意
気
込
も
感
じ
な
が
ら
最
後
ま
で

是
非
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、幹
事
学
年

「
紫
縁
会
」の
発
案
に
よ
る
新
た
な
試
み
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
化（
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
動
画
視
聴
等
）

企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、従
来
の

会
報
誌
の
紙
面
で
す
と
情
報
量
に
限
り
が
あ
る

た
め
、是
非
皆
様
に
多
様
な
情
報
を
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
思
い
で
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

「
M
」発
刊
活
動

平
成
23
年
卒
か
ら
平
成
31
年
卒
ま
で
の
13
人

（
林
田
こ
ず
え
さ
ん
、高
橋
凌
士
さ
ん
、三
浦
直

人
さ
ん
、朝
倉
貴
紀
さ
ん
、土
屋
弦
さ
ん
、岩
田
澪

夏
さ
ん
、坂
本
駿
太
さ
ん
、塩
出
研
史
さ
ん
、垣
日

菜
子
さ
ん
、髙
波
茉
生
さ
ん
、井
畔
杏
里
紗
さ
ん
、

橋
本
大
輝
さ
ん
、小
林
麻
衣
さ
ん
）で
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。若
手
会
員
の
皆
様
に
も
総
明

会
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。例
年
通
り
、

「
紫
紺
の
詩
」に
同
封
し
、皆
様
の
お
手
元
に
届

け
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
運
営

島
村
担
当
理
事
を
中
心
に
、総
明
会
活
動
、現

況
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま

す
。今

年
か
ら
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
い
た

し
ま
し
た
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、人
と
人
と
の
接
触
に

規
制
が
あ
る
中
、取
材
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、各
O
B・O
G
報
告
の
寄
稿
、イ
ン
タ

ビ
ュ
ー・情
報
提
供
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

会
員
の
皆
様
、並
び
に
学
校
関
係
者
各
位
に
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、無
事
皆
様
の
お
手

元
に
会
報
誌
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

広
報
委
員
会 

活
動
報
告

広
報
委
員
会　

委
員
長

関
川 

一
浩

前
任
の
光
岡
委
員
長
の
地
方
へ
の
御
栄
転
に

伴
い
ま
し
て
、
御
留
守
を
預
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
明
愛
会
の
深
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ず
は
例

年
と
同
じ
く
業
務
内
容
の
紹
介
で
ご
ざ
い
ま
す
。

年
度
の
変
更
に
向
け
た
試
験
的
運
用
に
伴
い

ま
し
て
、
３
月
25
日
に
昨
年
度
最
終
の
評
議
員

会
を
、
５
月
20
日
に
新
年
度
最
初
の
評
議
員
会

を
開
催
を
致
し
ま
し
た
。
未
だ
紫
紺
館
の
利
用

が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
会
場
は
御
茶
ノ
水
の
貸
し

会
議
室
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
、
総
明
会

と
い
う
組
織
の
意
思
決
定
の
最
高
議
決
機
関
と

も
言
え
る
評
議
員
会
の
案
内
・
召
集
、
当
日
の

受
付
な
ど
運
営
、
議
事
録
の
作
成
迄
を
年
間
に

３
セ
ッ
ト
、
そ
し
て
学
年
評
議
員
と
班
・
ク
ラ
ブ

O
B
・
O
G
会
の
評
議
員
と
の
合
同
懇
親
パ
ー

テ
ィ（
暑
気
払
い
）の
企
画
・
運
営
、総
会
の
議
事

録
作
成
、本
部
役
員
の
納
会
の
企
画
・
運
営
を
主

な
業
務
と
し
て
お
り
ま
す
。
企
画
委
員
会
や
総

会
委
員
会
、組
織
委
員
会
の
よ
う
に
華
や
か
な
部

署
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
な
ん
だ
か
ん
だ
と
結

構
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
作
業
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
て
の
業
務
は
固
定

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
私
が
５
年
前
の

幹
事
学
年
だ
っ
た
当
時
の
須
藤
委
員
長
時
代
に

は
会
議
前
の
弁
当
を
廃
止
、
ま
た
前
任
の
光
岡

委
員
長
時
代
は
開
催
案
内
の
周
知
を
図
る
方
策

の
検
討
な
ど
、
そ
の
時
々
の
課
題
を
改
善
す
べ
く

様
々
な
検
討
も
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
紫
紺
館
が
利
用
で
き
ず
外
部
の
会

議
室
の
規
定
も
あ
っ
て
、感
染
症
対
策
の
一
環
と

し
て
出
席
者
全
員
に
出
席
カ
ー
ド
へ
の
記
入
を

お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
従
前
か
ら
出
欠
ハ

ガ
キ
到
着
後
の
変
更
も
多
か
っ
た
の
で
、結
果
的

に
当
日
の
議
決
権
の
数
の
把
握
な
ど
に
有
用
で

あ
る
等
、
今
後
も
実
施
し
た
い
方
向
で
ご
ざ
い
ま

す
。そ

の
他
に
も
、
議
事
録
を
郵
送
だ
け
で
は
な
く

事
前
に
P
D
F
等
の
デ
ー
タ
で
総
明
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
う
え
、
評
議
員
に
は
メ
ー
ル

で
掲
載
の
旨
を
通
知
し
て
い
く
こ
と
、
出
欠
ハ
ガ

キ
の
返
信
を
料
金
受
取
人
払
で
は
な
く
官
製
ハ

ガ
キ
と
す
る
な
ど
、
将
来
的
に
は
紙
媒
体
を
減
少

さ
せ
る
方
向
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
世
代
を
超

え
て
最
大
公
約
数
の
範
囲
で
の
合
理
化
を
模
索

し
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
組
織
委
員
長
の
鵜
飼
先
輩
が
６
月
に

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
先
輩
は
平
素
、
ま
だ
高
校
を

卒
業
す
る
前
の
後
輩
た
ち
に
対
し
て
総
明
会
の

何
た
る
か
を
丁
寧
に
説
明
し
続
け
、「
総
明
会
と

い
う
組
織
の
背
骨
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と

熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
組
織
委
員
・
企
画

委
員
・
総
会
委
員
・
総
務
委
員
・
広
報
委
員
を
問

わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
縦
割
り
で
は
な
く
、
有
機
的

に
絡
ま
っ
て
血
肉
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
、【
総

明
会
と
い
う
財
産
】
を
、【
世
代
を
超
え
た
】【
ご

縁
】を【
ひ
と
つ
】に
し
て
に【
前
へ
】進
め
る
こ
と

こ
そ
が
、
残
さ
れ
た
本
部
役
員
の
使
命
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

総
務
委
員
会 

活
動
報
告

総
務
委
員
会　

委
員
長

深
井 

重
男
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コロ
ナ
禍
に
よ
り
、２
年
間
開
催
で
き
て
い
な
かっ

た
第
26
回
総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
５

月
22
日（
日
）、千
葉
県
市
原
市
の
「
ム
ー
ン
レ
イ
ク

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
鶴
舞
コ
ー
ス
」に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨
が
残
る
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、時
間
が
過
ぎ
る
ご
と
に
天
気
は
回
復
し
、途
中

は
明
る
い
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和

と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
第
25
回
を
開
催

し
た
後
に
、コロ
ナ
禍
で
本
大
会
が
開
催
で
き
な
かっ

た
た
め
、
今
年
度
は
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
皆
様
に

ご
参
加
頂
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
あ
り
ま
し

た
が
、
蓋
を
開
け
れ
ば
恩
師
の
先
生
方
４
名
を
含

む
、
総
勢
１
０
0
名
と
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
「
明

高
ゴ
ル
フ
ァ
ー
」
た
ち
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
コロ
ナ
の
影
響
を
完
全
に
払

し
ょ
く
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
皆
様
お
楽
し
み
の
表

彰
式
・
懇
親
パ
ー
テ
ィ
は
自
粛
と
な
り
、
大
変
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
賞
品
は
後
日
発
送
と
な

り
ま
し
た
。

競
技
は【
新
ペ
リ
ア
方
式
】で
行
わ
れ
、
例
年
通

り
の【
個
人
戦
】【
大
名
人
戦
】【
名
人
戦
】【
学

年
、
班
、
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
】を
賭
け
て
の
激
し
い
争

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は【
個
人

戦
】「
山
口
達
明
氏（
闘
紺
会
・
昭
和
60
年
卒
）」、

【
大
名
人
戦
】「
佐
藤
健
一
氏（
明
楽
会
・
昭
和
31

年
卒
）」、【
名
人
戦
】「
中
村
裕
次
氏（
獅
子
の

会
・
昭
和
45
年
卒
）」、【
学
年
、班
、ク
ラ
ブ
対
抗

戦
】「
闘
紺
会
M
・
昭
和
60
年
卒
）」
が
そ
れ
ぞ
れ

優
れ
た
成
績
に
て
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
さ
れ

た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
以
外
に
も
様
々
な
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
を
含
め
、
幹
事
学
年
か
ら
は
７
名
が
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
１
名
見
事
に
３
位
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
を

通
じ
て
改
め
て
明
治
高
校
の
結
束
の
強
さ
、そ
し
て

我
々
後
輩
を
思
い
遣
って
い
た
だ
け
る
先
輩
方
の
あ

り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
の
受
付
横

で
は
、ご
寄
付
の
お
願
い
と
、さ
さ
や
か
な
が
ら
返
礼

の
品
を
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
輩
方

か
ら
は
多
大
な
ご
厚
志
と
と
も
に
、「
が
ん
ば
り
な

さ
い
よ
」
と
い
う
暖
か
な
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
戴

し
、幹
事
学
年
一同
と
し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
年
度
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
大
会
開
催
に
向
け
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
会
に
際
し
、
各
種
ご
協
賛
な
ら
び
に
商
品

の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
O
B
の
皆
様
や
各
企
業

様
に
は
、
総
明
会
企
画
委
員
会
を
代
表
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

第
26
回
総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
で
す
が
、

来
年
の
第
27
回
大
会
に
お
い
て
も
た
く
さ
ん
の「
明

治
高
校
ゴ
ル
フ
ァ
ー
」
達
に
集
ま
って
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度
幹
事
学

年
で
あ
る
我
々
紫
縁
会
一
同
も
しっか
り
次
年
度
幹

事
学
年
に
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
７
年
卒　

紫
縁
会日

野 

友
貴

企
画
委
員
会 

活
動
報
告

 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

寄付ご報告	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
井家上哲史 様	 金一封	 山崎　秀樹 様	 金一封	 平野　一哉 様	 金一封	 近藤　敏彦 様	 金一封	 比留間竹郎 様	 金一封	
鴨下　裕彦 様	 金一封	 栗田　　茂 様	 グッズ	 斎藤　公義 様	 グッズ	 金子　敦史 様（株式会社 ANA cargo 様）	 グッズ	

学校チャリティー報告	 	 	 	 	 	 	 	 	
寄付　10万 2千円

敬称略
⽒名 卒業年 OUT IN GROSS HDCP NET

優勝 ⼭⼝ 達明 S60 44 41 85 14.4 70.6
準優勝 宮島 賢 S60 38 44 82 10.8 71.2
3位 内⽥ 太樹 H7 41 45 86 14.4 71.6

ベスグロ ⿑藤 公義 S46 42 39 81 4.8 76.2

卒業年

⽒名 卒業年 OUT IN GROSS HDCP NET
優勝 中村 裕次 S45 48 46 94 21.6 72.4
準優勝 ⼩⽥嶋 保男 S43 46 46 92 19.2 72.8
3位 中尾 惠則 S43 45 46 91 18.0 73.0

⽒名 卒業年 OUT IN GROSS HDCP NET
優勝 佐藤 健⼀ S31 50 51 101 24.0 77.0
準優勝 ⼭⽥ 伸夫 恩師 50 51 101 24.0 77.0
3位 北川 惠⼀ S31 52 55 107 27.6 79.4

名⼈戦

⼤名⼈戦

総勢100名の先⽣、OBによる「個⼈戦」、計24チームがエントリーした「学年対抗戦」のほか、昭
和43年〜昭和50年卒の先輩⽅21名による「名⼈戦」、昭和31年卒の先輩⽅に⼭⽥伸夫先⽣を加えた
「⼤名⼈戦」が⾏われました。4位以下の⽅はスペースの関係上、省略させていただきました。

215.4

228.8河合 廣明
松村 牧紀

226.2⽊村 茂
⿑藤 公義

3位 H2明愛会 M

⼭⼝ 達明
宮島 賢優勝

準優勝

個⼈順位戦

学年対抗戦

代表選⼿名 NET

S60闘紺会 M

S46明潮会

⻄海 学

平林 康稔
渡辺 弘之 明楽会（S31卒）の大先輩方

左から吉田先生、横田先生、並木先生、山田先生

今年度幹事学年の紫縁会（H7卒）メンバー
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Activity Report     Soumeikai KaihoActivity Report     Soumeikai Kaiho

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
か
ら
２
年
以
上

が
経
過
し
、
日
常
生
活
で
は
少
し
ず
つ
新
型
コ

ロ
ナ
と
の
共
存
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
組
織
委
員
会

と
し
て
は
、
常
に
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
選
択
を

余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
の
活
動
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
2
月
15
日
の
高
Ⅲ
総
明
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、鵜
飼
委
員
長
、土
田
事
務
局
長
に

明
治
高
校
に
訪
問
し
て
頂
き
、
井
家
上
会
長
と

鵜
飼
委
員
長
の
挨
拶
、「
3
分
で
わ
か
る
総
明
会
」

は
動
画
で
の
視
聴
、そ
の
後
の
説
明
は
対
面
で
行

う
形
で
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
動
画
の
定

着
を
感
じ
る
と
共
に
、説
明
や
感
染
対
策
と
し
て

は
動
画
を
利
用
し
、「
想
い
」
の
部
分
は
対
面
で

熱
く
語
る
こ
と
で
総
明
会
に
つ
い
て
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
ク
ラ
ス
幹
事
食
事
会
は
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
3
月
13
日
に
ク
ラ
ス
幹
事Zoom

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
オ
ン
ラ
イ

ン
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
出
席
者

が
少
な
く
、
小
規
模
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
学
生

で
あ
る
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
大
学
の
説
明
、
履
修
の
選
び
方
、
大
学
施
設

の
便
利
な
利
用
方
法
な
ど
の
話
に
な
り
ま
し
た
。

食
事
会
ほ
ど
の
人
数
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
は
、
活
動
が
出
来

て
い
な
い
の
で
今
の
大
学
生
で
す
ら
、
よ
く
分
か

ら
な
い
と
い
う
話
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
で
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
2
年
間
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
大
学
生
に
な
る
環
境
の
変
化

に
対
し
、総
明
会
と
し
て
手
を
差
し
伸
べ
る
意
義

の
大
き
さ
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
今
後
は

大
学
生
を
中
心
に
規
模
を
大
き
く
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
今
年
の
就
活
会
で
す
が
、

例
年
同
様
11
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
総
明

会
の
年
中
行
事
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
く

る
と
同
時
に
、毎
年
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、開
催
時
期
は
11
月
で
適
当
な
の
だ
ろ

う
か
、就
活
に
関
す
る
名
簿
の
整
理
や
学
生
と
社

会
人
が
繋
が
る
仕
組
み
が
作
れ
な
い
か
、
ま
た
就

活
会
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
社
会
人
か
ら
の
一
方

通
行
で
は
な
く
双
方
向
に
よ
る
対
話
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
等
も
あ
り
、
現
在
幹
事
学
年
と
と
も
に

模
索
を
続
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

今
年
6
月
5
日
に
鵜
飼
委
員
長
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
陽
気
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
組
織
委
員

会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
だ

け
に
、
今
年
の
就
活
会
の
挨
拶
で
は
、「
バ
リ
ト

ン
ボ
イ
ス
」
が
聞
け
な
い
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
が
、そ
の
想
い
を
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

鵜
飼
委
員
長
の
想
い
と
共
に
、コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
、
こ
れ
か
ら
も
若
手
会
員
増
強
の
た
め
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組
織
委
員
会 

活
動
報
告

組
織
委
員
会　

副
委
員
長

福
島 

維
規

名
簿
委
員
会
は
、
毎
年
会
員
の
皆
様
へ
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
会
報
『
紫
紺
の
詩
』
の
発
送
を

は
じ
め
、
評
議
員
会
や
ゴ
ル
フ
、
明
朗
会
等
へ
の

宛
名
シ
ー
ル
、情
報
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

名
簿
委
員
会
委
員
長
を
長
年
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
鴨
下
裕
彦（
昭
和
56
卒
）
先
輩
が
仕
事

の
関
係
で
3
月
に
退
任
さ
れ
、名
簿
の
管
理
を
事

務
局
に
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
名
簿
担
当

と
し
て
副
事
務
局
長
の
私
、
尾
崎
が
請
け
負
い
、

3
月
半
ば
に
鴨
下
前
委
員
長
よ
り
引
継
ぎ
を
受

け
ま
し
た
。
3
月
末
よ
り
、
評
議
員
会
用
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
用
の
宛
名
シ
ー
ル
の
発
行
、
名
簿

内
容
変
更
連
絡
に
対
す
る
名
簿
の
随
時
修
正
、

本
年
度
高
校
を
卒
業
し
た
新
入
会
員
の
デ
ー
タ

を
名
簿
へ
追
加
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
ま
た
、
5
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
第
1
回
評

議
員
会
に
て
各
学
年
の
名
簿
管
理
者
か
ら
総
明

会
名
簿
の
デ
ー
タ
突
き
合
せ
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
申
し
出
の
あ
っ
た
6
学
年
に
学
年
ご
と
の

デ
ー
タ
を
送
付
し
、
手
持
ち
の
名
簿
と
突
き
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
返
信
を
い
た
だ
い
た
後

に
総
明
会
の
名
簿
を
修
正
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
形
式
で
名
簿
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、ご
自
身
の
お
引
越
し
の
際

は
勿
論
、同
期
の
方
の
転
居
の
ご
案
内
等
の
情
報

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
同
期
会
の
案
内
を
出
さ
れ
ま
す
幹
事
の
皆

様
、ご
連
絡
頂
け
れ
ば
宛
名
シ
ー
ル
を
出
力
致
し

ま
す
の
で
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い（
同
期
会
の
宛

名
シ
ー
ル
出
力
は
１
回
1
0
0
0
円
と
な
り
ま

す
）。
名
簿
は
大
切
な
個
人
情
報
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
厳
格

な
管
理
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

名
簿
委
員
会 

活
動
報
告

副
事
務
局
長（
名
簿
担
当
）

尾
崎 

博
之

住所変更・宛名シール出力等の連絡先
総明会副事務局長　昭和63年卒　尾崎博之

    メールアドレス：hcozaki@cropozaki.com
    FAX ：03-5820-0742

※口頭での誤認防止のため、恐れ入りますが
　FAX、メールでのご連絡をお願いします。

※また、同期会の宛名シール出力は、１回1,000円
　となります。ご了承ください。
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代表取締役  土 田   正 昭
                 （昭和61年卒 新世輝）

58

今年も新世輝は、
幹事学年 紫縁会を
応援致します。

https://takahashikikai.co.jp

組
織
委
員
会 

鵜
飼
友
義
委
員
長（
昭
和
61
年
卒
）を
悼
む

総
明
会
事
務
局
長（
昭
和
61
年
卒
）土
田
正
昭

　

令
和
４
年
６
月
５
日
、私
の
同
期　

鵜
飼
友
義

君
が
逝
き
ま
し
た
。

　

私
達
に
と
っ
て
は
同
期
の
頭
。
彼
は
中
学
１
年

か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
高
校
Ⅱ
年
で
は
生

徒
会
長
を
務
め
て
く
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
体
が

大
き
く
、バ
レ
ー
部
や
赤
十
字
等
、様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
同
期
が
集
う
よ
う
に
な
り
、総
明
会
の
幹
事
学
年（
新

世
輝
）と
な
る
と
き
、誰
も
が
尻
込
み
す
る
実
行
委
員
長
を
、彼
は
臆
す
る
こ

と
も
な
く
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
事
務
局

長
。
私
と
彼
は
正
反
対
。
私
は
事
務
的
に
同
期
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
鵜
飼
君
は

持
ち
前
の
明
る
さ
と
通
る
声
、
そ
う
、
バ
リ
ト
ン
ボ
イ
ス
で
、
ド
ッ
カ
ン
ド
ッ

カ
ン
人
前
で
喋
り
ま
く
る
男
で
し
た
。
私
に
は
到
底
真
似
で
き
な
い
振
る
舞

い
。
で
も
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
し
た（
・
・
・
と
思
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。

　

幹
事
学
年
後
は
組
織
委
員
会
に
抜
擢
さ
れ
、若
い
O
B
・
O
G
に
も
総
明

会
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
べ
く
、
母
校
に
て
総
明
会
説
明
会
を
開
催
し
た
り
、

卒
業
し
た
て
の
O
B
・
O
G
と
食
事
会
を
設
け
た
り
、
大
学
生
の
た
め
に
就

活
会
を
企
画
し
た
り
、そ
れ
は
そ
れ
は
精
力
的
に
活
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
彼
は
、私
が
イ
ン
フ
ル
に
罹
れ
ば「
俺
に
う
つ
せ
」と
言
い
ま
し
た
。

彼
は
風
邪
一
つ
引
か
な
い
男
。「
人
に
う
つ
せ
ば
治
る
っ
て
言
う
じ
ゃ
ん
？
」 

と
あ
っ
け
ら
か
ん
と
言
う
。
そ
う
い
う
あ
っ
た
か
い
男
で
あ
り
、健
康
的
な
男

で
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
日
は
あ
っ
け
な
く
・
・
・
。

　

な
ん
で
も
か
ん
で
も
頼
ま
れ
た
ら
断
ら
ず
に
、
全
て
を
引
き
受
け
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
人
材
派
遣
会
社
、築
地「
鳩
屋
海
苔
店
」、そ
し
て
最
後
は
千

代
田
区
議
会
議
員
に
ま
で
な
り
、そ
の
忙
し
さ
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
は
ず
。

で
も
そ
ん
な
そ
ぶ
り
も
見
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

鵜
飼
君
の
総
明
会
で
の
功
績
は
、
大
き
か
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
今
ま

で
彼
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
、後
輩
た
ち
が
、ち
ゃ
ん
と
引
き
継
い
で
進
め
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
、鵜
飼
。
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
れ
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

合
掌

寄付金　協力者一覧 （2022年8月5日現在）

第
58
回
総
明
会
　
御
寄
付
者
一
覧

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

大
会
参
加
者
有
志
一
同	

金 

15
万
円

◎
同
期
会

明
輪
会　

昭
和
58
年
卒	

金 

5
万
7
千
円

新
世
輝　

昭
和
61
年
卒	

金 

8
万
8
千
円

明
猿
会　

昭
和
62
年
卒	

金 

10
万
4
千
円

◎
個
人

近
藤　

敏
彦　

昭
和
50
年
卒	
金 

5
万
円

平
野　

一
哉　

昭
和
59
年
卒	
金 
10
万
円

池
田　
　

曜　

昭
和
61
年
卒	

金 
1
万
円

堀
江　

健
司　

平
成
2
年
卒	

金 

2
万
円　

	

合
計 

57
万
9
千
円

御   

礼

　

こ
の
度
は
第
58
回
総
明
会
総
会
及
び
懇
親
会
開

催
、
並
び
に
会
報
誌
「
紫
紺
の
詩
」の
発
行
に
あ
た

り
ま
し
て
、
大
変
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
及
び

広
告
掲
載
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
と
なって
い
た
広
告
掲
載
が
三
年
ぶ
り
に
復
活
し

ま
し
た
。
丸
二
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
い
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、多
く
の
先
輩
方
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同

期
会
や
班
ク
ラ
ブ
O
B
O
G
会
へ
参
加
の
機
会
も

例
年
の
十
分
の一以
下
で
し
た
が
、
迎
え
て
い
た
だ
い

た
先
輩
方
か
ら
は
多
く
の
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
輩
方
の
明
治
を
愛
す
る
気
持
ち
に
触

れ
る
こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　

11
月
13
日
の
総
明
会
総
会
・
懇
親
会
で
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
総
会
・
懇

親
会
の
場
で
改
め
て
御
礼
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

紫
縁
会　

実
行
委
員
長　

藤
田
央
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Soumeikai Kaiho

第
1
章	
総
　
則

（
名
称
）

第
1
条	

本
会
は
、総
明
会
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
2
条	

本
会
は
、
会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図

り
、
且
つ
母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
及
び
会
計
処
理
）

第
3
条	

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

次
の
事
業
を
行
う
。

　
　

1 

母
校
に
対
す
る
賛
助
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
。

　
　

2 

会
員
名
簿
を
整
備
、管
理
す
る
こ
と
。

　
　

3 

会
報
な
ど
の
広
報
物
を
発
行
す
る
こ
と
。

　
　

4 

同
期
会
の
結
成
を
助
成
し
、奨
励
す
る	

こ
と
。

　
　

5 

班
部
O
B
会
の
開
催
を
助
成
し
、奨
励	

す
る
こ
と
。

　
　

6 

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
。

　
　

②	

前
項
に
定
め
る
事
業
は
す
べ
て
一
般
会
計

と
し
て
処
理
す
る
。
た
だ
し
、会
長
は
、理

事
会
の
議
決
と
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
、
前
項
1
号
な
い
し
6
号
に
定
め
る
一

部
も
し
く
は
全
部
を
特
別
会
計
と
し
て
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
、所
在
地
）

第
4
条	

本
会
の
事
務
を
行
う
た
め
に
事
務
局
を
設

け
る
。

　
　

②	

事
務
局
は
、明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学

校
内
に
置
く
。

第
2
章
　
会
　
員

（
会
員
資
格
）

第
5
条	

本
会
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治

大
学
八
丈
高
等
学
校
も
し
く
は
明
治
高
等

学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し

た
こ
と
の
あ
る
も
の
を
会
員
と
す
る
。

（
入
会
金
及
び
終
身
会
費
）

第
6
条	

会
員
は
、
入
会
の
時
に
入
会
金
及
び
終
身

会
費
を
本
会
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

入
会
費
及
び
終
身
会
費
の
額
な
ら
び
に
そ

の
徴
収
の
方
法
は
、
理
事
会
が
明
治
大
学

付
属
明
治
高
等
学
校
校
長（
以
下「
校
長
」

と
い
う
）の
同
意
を
得
て
定
め
る
。

（
特
別
会
員
）

第
7
条	

母
校
の
教
職
員
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
職

に
あ
っ
た
も
の
を
特
別
会
員
と
す
る
。

　
　

②	

特
別
会
員
は
、
本
会
が
行
う
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
3
章
　
役
　
員

（
役
員
の
種
類
及
び
定
員
）

第
8
条	

本
会
に
理
事
10
人
以
上
20
人
以
内
及
び

監
事
2
人
を
置
く
。

　
　

②	

本
会
に
会
長
1
人
、
副
会
長
3
人
以
内
、

専
務
理
事
1
人
、
事
務
局
長
1
人
、
会
計

1
人
を
置
く
。

　
　

③	

必
要
で
あ
れ
ば
、
本
会
に
常
務
理
事
を
若

干
名
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
選
任
）

第
9
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
は
、
別
に
定
め

る
「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」
に
基

づ
い
て
選
定
し
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会

の
承
認
を
受
け
、
総
会
の
決
議
を
も
っ
て

こ
れ
を
選
任
す
る
。
会
長
及
び
副
会
長
は

そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と
な
る
。但
し
、

任
期
中
途
で
会
長
及
び
副
会
長
を
補
充

す
べ
き
場
合
は
、「
会
長
及
び
副
会
長
選

出
規
定
」
に
準
じ
て
選
定
し
、
理
事
会
及

び
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
選
任
直
後
の

総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

会
長
及
び
副
会
長
以
外
の
理
事
並
び
に
監

事（
以
下
「
会
長
選
任
役
員
」と
い
う
）は
、

会
員
の
中
か
ら
、
会
長
が
選
任
す
る
。
会

長
選
任
役
員
は
、
選
任
後
最
初
の
評
議
員

会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、選

任
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
れ

に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た

と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
な
い
よ
う
に
直

ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

③	

専
務
理
事
、
常
務
理
事
及
び
事
務
局
長
並

び
に
会
計
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、会

長
が
理
事
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

　
　

④	

役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　

⑤	

会
長
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、い
つ
で

も
会
長
選
任
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠

員
が
生
じ
た
と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
無

い
よ
う
に
直
ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑥	

理
事
は
評
議
員
を
兼
務
で
き
な
い
。

（
理
事
会
）

第
10
条	

本
会
の
会
務
の
執
行
は
、
理
事
会
が
こ
れ

を
決
す
る
。

　
　

②	

理
事
会
は
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

③	

理
事
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

④	

理
事
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
が
指

名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

⑤	

理
事
会
の
議
事
は
、
出
席
理
事
の
過
半
数

で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議

長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　

⑥	
理
事
は
書
面
に
よ
り
理
事
会
の
決
議
に
加

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑦	

監
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
長
等
の
職
務
）

第
11
条	

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
、

執
行
す
る
。

　
　

②	

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故

あ
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
し
た

順
位
に
し
た
が
い
会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

　
　

③	

専
務
理
事
は
、
会
長
の
指
揮
の
も
と
に
会

務
を
総
括
し
て
つ
か
さ
ど
り
、
か
つ
事
務

局
を
総
括
す
る
。

　
　

④	

常
務
理
事
は
、専
務
理
事
を
補
佐
す
る
。

　
　

⑤	

事
務
局
長
は
、
専
務
理
事
の
指
揮
の
も
と

に
事
務
局
を
統
括
す
る
。

　
　

⑥	

会
計
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
行
う
。

　
　

⑦	

理
事
は
、会
務
を
分
担
す
る
。

（
監
事
の
職
務
）

第
12
条	

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

　
　

②	

監
事
は
、
監
査
の
結
果
を
定
時
総
会
に
報

告
す
る
。

（
名
誉
役
員
）

第
13
条	

本
会
に
名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧

問
、相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、
相
談

役
は
、
本
会
又
は
母
校
に
永
年
に
わ
た
り

特
別
に
功
労
の
あ
っ
た
も
の
の
内
か
ら
理

事
会
が
推
薦
し
、
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

③	

学
校
法
人
明
治
大
学
の
総
長
、
学
長
は
、

そ
の
在
任
中
、
名
誉
顧
問
と
し
て
こ
れ
を

推
戴
す
る
。

　
　

④	

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
の
校
長

は
、そ
の
在
任
中
、顧
問
を
そ
れ
ぞ
れ
推
戴

す
る
。

　
　

⑤	

相
談
役
は
、
会
務
に
永
年
に
わ
た
り
功
労

の
あ
っ
た
者
の
内
か
ら
理
事
会
が
推
薦
し
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ
を

委
嘱
す
る
。

第
4
章
　
総
会
及
び
懇
親
会

（
総
会
の
招
集
）

第
14
条	

定
時
総
会
は
毎
年
1
回
開
催
し
、
臨
時
総

会
は
必
要
の
あ
る
と
き
に
開
催
す
る
。

総
明
会（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
同
窓
会
） 

会
則

79 総明会会報 「紫紺の詩」 2022  



　
　

②	

総
会
は
、会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

③	

総
会
の
招
集
は
、
本
会
が
発
行
す
る
会
報

に
掲
載
し
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で

会
員
に
通
知
し
て
行
う
。

（
総
会
の
議
事
）

第
15
条	
総
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び

そ
の
他
の
重
要
な
事
項
の
う
ち
理
事
会
が

提
案
し
、
評
議
員
会
が
必
要
と
認
め
た
事

項
を
総
会
に
お
け
る
審
議
事
項
と
し
て
決

議
す
る
。

　
　

②	

総
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
の
指
名

し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

③	

総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
で

こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
時
は
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
懇
親
会
の
開
催
）

第
16
条	

懇
親
会
は
、
会
員
の
懇
親
を
目
的
と
し
て

毎
年
1
回
開
催
す
る
。

　
　

②	

懇
親
会
の
開
催
に
関
す
る
事
項
は
、
理
事

会
が
決
定
し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、

会
長
が
会
員
に
通
知
す
る
。こ
の
通
知
は
、

総
会
の
招
集
通
知
に
準
じ
て
行
う
。

第
5
章
　
委
員
会

（
委
員
会
の
設
置
）

第
17
条	

本
会
は
、
第
2
条
の
目
的
の
達
成
及
び
第

3
条
の
規
定
に
掲
げ
る
事
業
の
遂
行
の
た

め
に
必
要
な
事
項
を
調
査
、
研
究
、
審
議

し
、
ま
た
は
実
施
す
る
機
関
と
し
て
委
員

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
、
会
則
に
定
め
る
ほ
か
理
事
会

の
決
議
に
よ
り
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
は
、
委
員
長
1
人
及
び
委
員
2
人

以
上
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

④	

委
員
長
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長

が
こ
れ
を
委
嘱
し
、委
員
は
、会
員
及
び
特

別
会
員
の
中
か
ら
会
長
の
同
意
を
得
て
委

員
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

⑤	

委
員
会
は
、委
員
長
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

　
　

⑥	

委
員
長
は
、
そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と

な
る
。

第
6
章
　
評
議
員
及
び
評
議
員
会

（
評
議
員
）

第
18
条	

本
会
に
、
卒
業
学
年
毎
に
2
人
以
内
の
評

議
員
を
置
く
。
同
期
会
は
、
同
期
会
の
会

員
の
う
ち
か
ら
評
議
員
を
選
任
し
て
本
会

に
届
け
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
総
明
会
に

登
録
し
た
班
部
O
B
会
毎
に
1
人
の
評
議

員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
評
議
員
を
選

任
し
た
場
合
は
、本
会
に
届
け
る
も
の
と
す

る
。

　
　

②	

同
期
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し

く
は
同
期
会
に
お
い
て
評
議
員
を
選
任
で

き
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、会
長
は
、当

該
学
年
の
た
め
に
同
学
年
の
中
か
ら
仮
評

議
員
を
選
任
で
き
る
。

　
　

③	

総
明
会
に
登
録
す
べ
き
班
部
O
B
会
が
結

成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
班
部
O
B

会
に
評
議
員
を
選
任
で
き
な
い
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
な

い
。

　
　

④	

同
期
会
の
評
議
員
と
班
部
O
B
会
の
評

議
員
は
兼
任
で
き
な
い
。

（
評
議
員
の
職
務
）

第
19
条	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
評
議
員
会
に

出
席
す
る
ほ
か
、
本
会
の
事
務
の
う
ち
そ
の

属
す
る
学
年
も
し
く
は
同
期
会
及
び
班
部

O
B
会
の
関
係
で
必
要
な
事
務
を
処
理
す

る
。

　
　

②	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
適
宜
代
行
者

を
選
任
し
て
評
議
員
会
へ
の
出
席
、
そ
の

他
の
事
務
処
理
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
評
議
員
会
）

第
20
条	

評
議
員
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項

及
び
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
き
議
決

す
る
。

　
　

②	

評
議
員
会
は
、
会
長
が
適
宜
こ
れ
を
招
集

す
る
。

　
　

③	

評
議
員
会
の
議
長
は
、
会
長
も
し
く
は
評

議
員
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が

あ
た
り
、そ
の
進
行
は
事
務
局
長
が
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
評
議
員
、
仮

評
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

第
7
章
　
同
期
会

（
同
期
会
）

第
21
条	

会
員
は
、
学
年
ご
と
に
同
期
会
を
組
織
す

る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
名
簿
を
整
備
し
、
運

営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　

③	

同
期
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議
員
の
職

務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

④	

同
期
会
は
、
同
期
会
の
総
会
を
開
催
し
た

と
き
は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
8
章
　
班
部
O
B
会

（
班
部
O
B
会
）

第
22
条	

会
員
は
、
在
学
中
在
籍
し
た
班
部
ご
と
に

班
部
O
B
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　

②	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
名
簿
を
整
備
し
、

運
営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議

員
の
職
務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　

④	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
の
総
会
を
開
催

し
た
と
き
は
、
本
会
に
報
告
す
る
も
の
と

す
る
。

第
9
章
　
会
　
計

（
会
計
の
分
類
と
会
計
年
度
）

第
23
条	
本
会
の
会
計
処
理
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
区
分
し
て
行
い
、
特
別
会
計
は
こ

の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
の
他
、
理
事

会
に
お
い
て
特
に
定
め
た
会
計
に
関
す
る

会
計
処
理
、
一
般
会
計
は
特
別
会
計
を
除

い
た
す
べ
て
の
会
計
処
理
と
す
る
。

　
　

②	

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
4
月
1
日
に

始
ま
り
、翌
年
3
月
31
日
に
終
わ
る
。

（
基
金
）

第
24
条	

理
事
会
は
、
本
会
の
財
政
基
盤
を
安
定
さ

せ
、
ま
た
第
3
条
に
定
め
る
事
業
の
遂
行

資
金
を
形
成
す
る
た
め
基
金
を
積
立
て
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

基
金
は
、特
別
会
計（
以
下「
基
金
特
別
会

計
」と
い
う
）で
処
理
す
る
。

　
　

③	

入
会
費
、
寄
付
金
の
う
ち
理
事
会
で
基
金

に
組
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
も
の
、
並

び
に
基
金
へ
組
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
寄
付
金（
以
下
「
特
別
基
金
」
と
い
う
）

は
、
基
金
と
し
て
基
金
特
別
会
計
に
計
上

し
、
こ
の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
を
除

き
支
弁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

④	

基
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基

金
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

⑤	

基
金
へ
の
組
入
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
の

総
額
に
満
つ
る
ま
で
優
先
し
て
こ
れ
に
充

当
す
る
。

　
　

⑥	

財
政
基
盤
基
金
の
総
額
は
、
総
会
の
決
議

に
よ
り
決
定
し
も
し
く
は
変
更
す
る
。
こ

の
場
合
、
第
28
条
の
定
め（
特
別
決
議
）を

準
用
す
る
。

　
　

⑦	

財
政
基
盤
基
金
は
、
原
則
と
し
て
取
崩
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
総
会
に
お
い

て
承
認
を
得
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
、第
28
条
の
定
め（
特
別
決

議
）を
準
用
す
る
。

　
　

⑧	

基
金
の
う
ち
、
財
政
基
盤
基
金
の
総
額
を

超
え
る
額
を
事
業
遂
行
基
金
と
す
る
。

　
　

⑨	

事
業
遂
行
基
金
は
、
第
3
条
1
項
1
号
に

定
め
る
事
業
も
し
く
は
理
事
会
で
決
議
し

た
事
業
に
支
弁
す
る
た
め
、
理
事
会
及
び

評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
こ
れ
を
取
崩

し
、
当
該
事
業
の
た
め
に
支
弁
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

⑩	

会
長
は
、
緊
急
に
対
処
を
要
す
る
と
認
め

た
事
項（
以
下
「
緊
急
処
理
事
項
」
と
い
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う
）の
た
め
に
、
副
会
長
の
同
意
を
得
て
、

事
業
遂
行
基
金
を
取
崩
し
緊
急
処
理
事

項
に
支
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
、
会
長
は
、
緊
急
処
理
事
項
が
生
じ
た

後
、
最
初
に
開
催
さ
れ
る
総
会
に
お
い
て
、

当
該
事
項
の
緊
急
性
及
び
事
業
遂
行
基

金
取
崩
し
の
必
要
性
を
説
明
し
、
取
崩
し

に
つ
い
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑪	

事
業
遂
行
基
金
を
支
弁
し
て
行
う
事
業
を

検
討
す
る
た
め
、
本
会
に
基
金
事
業
委
員

会
を
設
置
す
る
。
第
17
条
4
項
の
定
め
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
委
員
会
は
委
員
長
1

人
と
委
員
8
人
を
も
っ
て
構
成
し
委
員
は

理
事
の
中
か
ら
委
員
長
が
選
任
す
る
。

（
経
費
）

第
25
条　

本
会
の
経
費
は
、
入
会
費（
た
だ
し
基
金

組
入
れ
分
を
除
く
）、
終
身
会
費
及
び
寄

付
金（
た
だ
し
基
金
組
入
れ
分
を
除
く
）並

び
に
一
般
会
計
に
属
す
る
財
産
か
ら
生
じ

る
果
実
そ
の
他
特
別
会
計
に
属
さ
な
い
収

入
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

（
予
算
）

第
26
条	

会
長
は
、会
計
年
度
の
終
了
す
る
前
に
、理

事
会
の
承
認
を
得
て
翌
会
計
年
度
の
予
算

を
作
成
す
る
。
翌
会
計
年
度
の
予
算
は
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、
総
会
に
提
出

し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

前
項
に
よ
り
、会
長
は
、そ
の
会
計
年
度
の

最
後
に
開
催
さ
れ
る
評
議
員
会
に
翌
会
計

年
度
の
予
算
を
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得

た
場
合
は
、
翌
会
計
年
度
の
初
め
か
ら
総

会
開
催
の
日
ま
で
の
間
、
そ
の
予
算
を
執

行
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
決
算
）

第
27
条	

本
会
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
監
事
が
こ

れ
を
監
査
し
、
会
長
が
こ
れ
を
総
会
に
提

出
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

基
金
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
お
い
て

は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基
金
を

区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
の
概
要
及
び

決
算
時
の
在
り
高
の
ほ
か
、
特
別
基
金
の

累
計
額
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
10
章
　
補
　
則

（
特
別
決
議
）

第
28
条	

本
会
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
に
お
け
る

出
席
会
員
の
4
分
の
3
以
上
の
多
数
に
よ

る
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
）

第
29
条	

会
員
は
、氏
名
、住
所
及
び
職
業
を
変
更

し
た
と
き
は
本
会
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
員
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の

と
す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
O
B
会
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

附
　
則

（
経
過
措
置
1
）

第
1
条	（
年
会
費
同
期
会
）

	

前
回
の
会
則
の
改
正
が
施
行
さ
れ
た
平
成

11
年
1
月
1
日
以
前
に
会
員
と
な
っ
た

者
で
構
成
さ
れ
る
同
期
会（
以
下
「
年
会

費
同
期
会
」
と
い
う
）
が
納
入
す
る
年
会

費
に
つ
い
て
は
、
次
に
会
則
改
正
の
あ
る

ま
で
改
正
前
の
第
7
条
の
定
め
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

第
2
条	（
年
会
費
）

	

同
期
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第
25
条

の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
経
過
措
置
2
）

第
1
条	（
年
会
費
班
部
O
B
会
）

	

班
部
O
B
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も

の
と
す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入

方
法
は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

第
2
条	（
年
会
費
）

	

班
部
O
B
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第

25
条
の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
施
行
期
日
）

	

こ
の
会
則
の
改
正
は
、
平
成
18
年
12
月
3

日
よ
り
施
行
す
る
。

（
参
考
）

改
正
前
第
7
条（
年
会
費
）

	

同
期
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と

す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入
方
法

は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

総
明
会
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定

会
則
第
9
条
1
項
に
基
づ
き
、
会
長
及
び
副
会
長

の
選
出
は
本
規
程
に
よ
り
行
う
。

（
選
出
委
員
会
の
設
置
、解
散
、委
員
の
選
出
）

第
1
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
を
行
う
場
合
は

「
選
出
委
員
会
」（
以
下
委
員
会
と
い
う
）

を
設
置
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
役
員
改
選
又
は
補
充
の
時
期

に
合
わ
せ
て
、十
分
な
期
間
を
考
慮
し
、理

事
会
が
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
の
構
成
は
、
委
員
長
1
人
、
委
員

6
人
と
す
る
。
委
員
の
選
出
は
理
事
会
及

び
評
議
員
会
で
各
々
3
人
と
す
る
。
委
員

長
は
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ

た
る
。

　
　

④	

委
員
会
の
解
散
は
、
総
会
に
お
い
て
会
長

及
び
副
会
長
が
選
出
さ
れ
た
時
点
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
選
出
、承
認
に
つ
い
て
）

第
2
条	

委
員
会
は
、
会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
に

あ
た
り
、推
薦
及
び
立
候
補
を
受
付
け
、そ

の
者
を
も
っ
て
候
補
者
と
す
る
。

　
　

②	

候
補
者
の
中
よ
り
、
会
長
及
び
副
会
長
候

補
者
を
選
出
す
る
。
選
出
に
お
い
て
は
全

員
一
致
を
原
則
と
す
る
が
、
定
員
に
絞
り

込
め
な
い
場
合
は
、
そ
の
状
態
で
選
出
終

了
と
す
る
。

　
　

③	

理
事
会
は
、
委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
は
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

⑤	

評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
会

長
、
副
会
長
は
、
総
会
の
決
議
を
も
っ

て
、こ
れ
を
選
任
す
る
。

（
理
事
会
の
承
認
）

第
3
条	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者

が
1
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い
て
過

半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補

者
が
2
名
以
上
の
場
合
、
理
事
会
に
お

い
て
投
票
を
行
い
、
最
も
得
票
数
の
多

い
候
補
者
を
会
長
候
補
者
と
し
て
承

認
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
3
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い

て
過
半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。

　
　

④	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
4
名
以
上
の
場
合
、理
事
会
に

お
い
て
投
票
を
行
い
、
得
票
数
の
多
い

順
に
3
名
を
副
会
長
候
補
者
と
し
て

承
認
す
る
。

（
評
議
員
会
の
承
認
）

第
4
条	

理
事
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
及
び
副

会
長
候
補
者
は
、
評
議
員
会
に
お
い
て

過
半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
資
格
）

第
5
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
資
格
は
次
の
各

号
の
い
ず
れ
を
も
満
た
す
も
の
と
す
る
。

　
　

1	

総
明
会
会
員
と
し
て
20
年
以
上
在
籍

し
て
い
る
こ
と
。

　
　

2	

評
議
員
又
は
理
事
を
経
験
し
て
い
る

こ
と
。

　
　

3	

立
候
補
届
出
締
め
切
り
時
の
年
齢
が

70
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

	

こ
の
規
定
は
、平
成
26
年
11
月
16
日
よ	

	

り
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。
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伊東電機株式会社
代表取締役 伊東　稔 （昭和59年卒 バスケット部OB）

電設資材、設備機器、
家電製品の卸販売

本社所在地 〒132-0031 東京都江戸川区松島3-34-21
 TEL. 03-3654-9241  FAX. 03-3654-9256
松戸営業所 〒270-0025 千葉県松戸市中和倉159-2
関連会社：千葉伊東電機（株）　〒273-0002 千葉県船橋市東船橋5-26-1

http://www.ito-den.com
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昭和59年卒

ソニー生命保険株式会社
新宿ライフプランナーセンター第9支社
東京都渋谷区代々木２－１－５

ＪＲ南新宿ビル 15Ｆ
電 話  03－5358－1709
携 帯  090－4376－6146

エグゼクティブ ライフプランナー

渡 邉 文 夫

祝　第58回 総明会 総会・懇親会

和食
東京シティ信用金庫新小岩支店前・定休日木曜日、第三水曜日

http://www.tamazushi.jp

理化学器械・器具製造販売

http://www.yazawakagaku.co.jp

東京都文京区本郷2-13-8

昭和60年卒　矢澤　徹

株式会社 矢沢科学

代表取締役  大 園 正 純（昭和60年卒  闘紺会）

昭和60年卒業　植村成典

両国力士最中

著作権契約書なら

駒沢公園行政書士事務所

行政書士　大塚　大
（昭和60年卒　闘紺会）

柔道部OB
大田区上池台1-34-2
www.ootsuka-houmu.com

共栄衡器株式会社
計量システム・計量機器の総合商社　ハカリは共栄

代表取締役　大森規雄（昭和６１年卒）
東京都足立区千住河原町45番6号
TEL.（０３）３８８２－８１０１（代）
FAX.（０３）３８８２－８１７２
https://kyoei-koki.com/

川口市・蕨市のお部屋さがしは当店へ

代表取締役 田中一任
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

（硬式野球部OB）
〒335-0002 埼玉県蕨市塚越２－３－１
電 話　０４８－４４１－８５８３
info@hakkoushouji.co.jp

株式会社 八光商事

不動産売買 仲介 管理

ご予約 044-788-5757
神奈川県川崎市高津区久末 402

ピッツェリア ロベルティーノ

昭和63年卒  昭和戊辰乃会
安齋　聡

ワンちゃんと一緒に
お食事も可能なウッドテラス席
ワンちゃんと一緒に
お食事も可能なウッドテラス席

お持ち帰りもできます！お持ち帰りもできます！
http://pizzeria-robertino.com/

岡崎正和
昭和63年卒
昭和戊辰乃会
マンドリン部OB

東京都墨田区横川2-2-10
岡崎ビル301   〒130-0003
TEL：03-6240-4262
FAX：03-6240-4263
okazaki@setsu-zeirishi.com

岡崎正和税理士事務所

弁護士 三神光滋 （水泳部OB）

〒102-0084 東京都千代田区二番町４番地３
 二番町カシュービル7階

TEL 03-3511-1111　FAX 03-3511-0222
mikami@nomotolaw.com

野本・吉葉法律事務所
（麹町　日テレビル前）

昭
和
63
年
卒
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FAX.（０３）３８８２－８１７２
https://kyoei-koki.com/

川口市・蕨市のお部屋さがしは当店へ

代表取締役 田中一任
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

（硬式野球部OB）
〒335-0002 埼玉県蕨市塚越２－３－１
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不動産売買 仲介 管理
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神奈川県川崎市高津区久末 402
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昭和63年卒  昭和戊辰乃会
安齋　聡

ワンちゃんと一緒に
お食事も可能なウッドテラス席
ワンちゃんと一緒に
お食事も可能なウッドテラス席

お持ち帰りもできます！お持ち帰りもできます！
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岡崎正和
昭和63年卒
昭和戊辰乃会
マンドリン部OB

東京都墨田区横川2-2-10
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岡崎正和税理士事務所

弁護士 三神光滋 （水泳部OB）
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祝 第58回 総明会 総会・懇親会祝 第58回 総明会 総会・懇親会
昭和63年卒同期会昭和63年卒同期会

しょうわぼしんのかい

感性豊かで高品質なカットソー製品を
新しい切り口でご提供致します。

株式会社
ティアンドティ

代表取締役　安川琢哉
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

東京都江戸川区北篠崎2-3-23 
電話 03-3677-1801

𠮷
野
正
敏

変わらぬ伝統の味

創業 明治12年厳選したこだわりの素材

絶品の玉子焼き

大衆酒場

正木屋

京急鶴見市場駅下車一分

横浜市鶴見区市場大和町3-17
Tel: 045-511-0573

営業時間16：00から23：00
（10時以降入店可・日曜定休）

〒116-0012　東京都荒川区東尾久1-1-6
電話 03-3895-9494　FAX 03-3809-7779
http://www.yamashitashoji.jp

代表取締役　山下征隆
（昭和63年卒 昭和戊辰乃会）

歴史研究部　宅地建物取引士

2級ファイナンシャルプランナー技能士

ポータルサイト未掲載の当社物件を多数掲載！！

クロップオザキ
検　索

アパレル・ファッションの資材サポーター 「ふぞくやのブログ」毎日更新中！

 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-1-11 第一坂本ビル（4F・5F）
電話  03-5820-0741（代）　FAX 03-5820-0742（代）　http://www.cropozaki.com

代表取締役社長　尾﨑博之  （昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

（昭和63年卒 昭和戊辰乃会）

代表取締役  郡司 晃浩
硬式野球部OB

株式会社 グンジ
建設資材・建築金物・錠前・電動工具・
作業工具・エクステリア等の販売

〒340-0031
埼玉県草加市新里町 1192-1

TEL 048-927-2643

JR柏駅前東口にて営業中！
柏マルイ館・ファミリかしわ1階

日本酒を試して選べる専門店

合資会社日本屋
平成 2年卒

明愛会 鈴木宏房

Twitter
@NIHONYA

（平成2年卒 明愛会）

代表／弁理士
特定侵害訴訟付記吉田信彦

東京都千代田区神田神保町1-39-8
ハウス神保町 2F　〒101-0051
TEL 03-5259-0024

yoshida@shohey.com
https://shohey.com/

昌平坂特許事務所

店主  河原潤治（明愛会）

和の野菜料理の店／ベジタリアン対応

東京都台東区鳥越1－5－5
『おかず横丁』商店街内

Tel. 03-3866-3795

（平成３年卒 明仁会）
税理士 坂田　覚

〒173-0004
東京都板橋区板橋3-41-3 
都営三田線「板橋区役所前駅」徒歩6分

TEL 03-3962-6164

坂田税理士事務所

（平成 3年卒 明仁会 ）

取締役  青木貴史

〒171-0033
東京都豊島区高田 3-10-21 東宏ビル

TEL. 03-3200-1370
Takashi.Aoki@toko-shoji.com

有限会社 東宏商事

紫縁会
応援してます

祝 第58回総明会
総会・懇親会

平成改元会
総明会総会委員長

株式会社嶋田プランニング
代表取締役社長　嶋田 剛久

火曜定休（その他不定休あり） 営業時間

平日　12：00～13：50分／16：30～20：50

土曜　12：00～13：50分／16：00～20：50

日祝　12：00～20時20分

※ご来店の際は「総明会」とお声掛けください。

都営地下鉄 大江戸線 新宿線「森下」下車

https://www.e-minoya.jp

電話　03-3631-8298
ば  に  く   や

横浜でエクステリアのデザインから施工まで
横浜の中心部に、スピーディな生コンの供給

代表取締役 小川和弘
 （平成元年卒 平成改元会）

日本産業規格表示認証工場
高強度コンクリート大臣認定取得

横浜市保土ヶ谷区宮田町2-155-10
TEL：045-332-1411（代）
FAX：045-335-2421 https://ogawa-yokohama.com

祝第５8回総明会総会・懇親会開催 

平成元年卒（平成改元会）
硬式野球部ＯＢ一同

田中博樹、村嶋健児、澤村大樹、篠田守建
美濃部健太郎、筧崇彦、吉井昭、四手宏尚
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祝第５8回総明会総会・懇親会開催 
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有限会社 三 友 金 型
バスケット部OB
改元会（平成元年卒）

代表取締役

小柳貴裕
東京都墨田区東向島6-25-13
TEL. 03-3617-6683
FAX. 03-3610-1299
E-mail sannyuu@tj9.so-net.ne.jp

マシニングセンター加工
NCフライス加工
NC放電加工
V33.V56.高速加工
U-GRAPH3次元コンピュータ

ゴム金型 設計・製作 短納期対応

業 　種

明高出身 明治大学体育会
アメリカンフットボール部ＯＢ有志

祝５8回 総明会 総会・懇親会

村嶋 健児
（Ｈ元年卒　「平成改元会」 　硬式野球部）

嶋田 剛久
（Ｈ元年卒　「平成改元会」　吹奏楽班）

人 と 緑 を つ な ぐ人 と 緑 を つ な ぐ 自然や緑を通じ
そこに住む皆様の心豊かな生活をご提案します。
自然や緑を通じ
そこに住む皆様の心豊かな生活をご提案します。

〒153-0064 東京都目黒区下目黒３丁目８番５号
TEL. 03-3716-3221  FAX. 03-3716-3226

代表取締役社長 澤 村 大 樹
（平成改元会 硬式野球部ＯＢ）

代表取締役社長 澤 村 大 樹
（平成改元会 硬式野球部ＯＢ）

倉持法律事務所

〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町3-13-3
興和日本橋ビル2階
電話： 03-5614-1420
FAX： 03-5614-1421
http://www.kuramochi-law.jp

弁護士  倉持政勝
（平成3年卒・硬式野球部）

東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655
FAX 03-3571-0615
ginza@taimeijisho.jp

東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655
FAX 03-3571-0615
ginza@taimeijisho.jp

不動産売買・仲介・管理不動産売買・仲介・管理
太明地所株式会社太明地所株式会社
代表取締役代表取締役浅倉太明浅倉太明
（平成３年卒　スキー部）（平成３年卒　スキー部）

（平成3年卒 明仁会）
弁護士 栗田　隆

Law Office SORA

法律事務所 空

東京都千代田区神田神保町2－2
新世界ビル601号室   〒101-0051
TEL 03-3556-3035  FAX 03-3556-3036

kurita.t@lawoffice-sora.jp

日本蕎麦堀留町

東京都中央区日本橋堀留町1-11-7

TEL ０３（３６６１）４４８８

藤﨑 信
（平成3年卒　バレー部）

尾張屋

（平成2年卒 明愛会）代表弁護士　筒井　剛
筒井綜合法律事務所

〒271-0092 千葉県松戸市松戸 1336-7 東風園ビル 4階

Tel. 047-308-5050  Fax. 047-365-2210
E-mail : tsutsui@tsutsui-lawoffice.com

祝第５8回総明会総会・懇親会開催 

桜井　敦、桑名　徹、木下英樹
松尾健司、川辺康二

平成２年卒（明愛会）
硬式野球部ＯＢ一同

本　　社  〒101-0023 東京都千代田区神田松永町18番
 TEL 03-3253-9411　FAX 03-3253-9418
営業本部 〒135-0053 東京都江東区辰巳2丁目3番1号
 TEL 03-5534-7700　FAX 03-5534-7708

大正13年創業。 ご要望の建築資材を、タイムリーに。
オオモリ・マテリクスは、お客様に「信頼」をお届けしています。

株式会社オオモリ・マテリクス
代表取締役 大森清嗣（長男 大森貴之 平成21年卒 野球部ＯＢ）

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 
58

〒111-0054  東京都台東区鳥越2-10-15
TEL. 03-3866-6311  FAX.03-3866-6302

代表取締役　小林 健太郎 （平成3年卒）
MAIL  info@kobadenn.co.jp

建築物を彩るイルミネーションなどの
工事を手掛けるのが､私たち｢小林電装｣です

寺土　博昭／浦　　和正／大山　　聡
栗生　孝雄／佐々木敦史／福田　浩茂
藤井　広之／牧野英太郎／森　　直樹

平成4年卒（快汗、どすこい塾）

硬式野球部OB

祝　第58回 総明会総会・懇親会

頑張れ！！　紫縁会

平成6年卒同期会 隆  明  会

株式会社さくら航産

〒105-0012
東京都港区芝大門1-5-2
須田ビル3F
TEL 03-5472-7400
FAX 03-5472-3500

代表取締役  熊木達朗
（平成6年卒）

6

明日をつなぐ色の世界へ

株式会社マルシン
代表取締役  近藤  旭
（平成 9年卒　バスケ部）

埼玉県草加市青柳2-11-39
TEL 048（931）5200
http://kk-marusin.com/

MARUSH IN

原田　崇（H8年卒 水泳部OB）

東京都杉並区高円寺南 1-22-6
TEL 03-3315-0280
www.tanakakenso.co.jp

田中建装株式会社

弁護士・通関士

増  井  陽  一

横木増井法律事務所
（平成12年卒 バスケ部OB）

東京都港区虎ノ門5丁目2-6
虎ノ門第2ワイコービル 5F
TEL : 03-6277-6359

https://ym-partners.com/

TEL　090-3961-7230
E-mail　nishimura@no-ichi.com
Twitter　@no_ichi_

2023年度の大学入試情報、
教員向けセミナー、科学セミナー
など、お手伝いをします。
大手大学受験予備校化学科講師

西村 能一（にしむら よしかず）
〔平成4年卒  快汗、どすこい塾〕
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太平洋セメント株式会社特約店
生コン・壁材料・左官工具及機械

有限会社 福田商店

東京都墨田区押上2-7-8
TEL 03-3625-3309
FAX 03-3625-8395

代表取締役  和田康正
（平成5年卒・バスケ部）

平成 4年卒  同期会

祝　第58回 総明会 総会懇親会

快汗、どすこい塾

代表取締役  櫻井　崇
（平成3年卒 明仁会）

川崎市川崎区日ノ出2-16-1
TEL  044 (266) 8111

不動産管理・賃貸業 有限会社 明克

https://www.meikoku.co.jp

税理士 天野智充 バレー部OB
（平成4年卒 快汗、どすこい塾）
Mobile 090-2647-1224

Mail: amanozeirishi@juno.ocn.ne.jp 

天野智充税理士事務所
www.amanozeirishi.jp

東京都豊島区南池袋2-18-9
マシャンブル南池袋302号
TEL 03-5944-8636
FAX 03-5944-8710

有限会社 大野商店下町の小さな飾り屋さん
髪飾品製造卸

代表取締役 大野光照 平成4年卒
快汗、どすこい塾

下町の小さな飾り屋さん
amazon店

BASE店

たま～に更新してます
Instagram〒111-0054 東京都台東区鳥越2-7-12

TEL & FAX 03-3851-9929

東京都中央区八丁堀4-2-10
BRICKGATE京橋3F

TEL 03-5542-0137  FAX 03-5542-0138
E-Mail   t-idesawa@aojtax.or.jp

いでさわ たかひと
代表社員 出澤 貴人 H3卒

AOJ税理士法人

税理士・不動産証券化協会認定マスター

https://aojtax.or.jp

顧問契約・SPC業務・各種アウトソーシング

荘司康夫  冨樫展広  有森毅
平成4年卒　快汗、どすこい塾

どすこい
広告友の会

ペリカンパン売っています

藤田商店
東京都台東区浅草橋 3-27-13

TEL 03-3851-1558

東京都中央区東日本橋2-28-5
　協和ビル5F

電話 03-5809-1661
y.takahashi@step-pat.com

STEP国際特許事務所
代表 弁理士　高橋  豊
（平成6年卒  隆明会  物理部OB）

〒361-0037 埼玉県行田市下忍2203
Tel.048-554-9760（代表） Fax.048-554-9772

e-mail  t-imai@surpassindustry.co.jp

サーパス工業株式会社
代表取締役社長　今 井 高 志 （平成5年卒）

東京都葛飾区亀有5-35-7
☎03-3606-9079

営業時間：9:00～19:00
定 休 日：月曜日（第5月曜日を除く）

←「あなたの街の便利屋さん」

代表取締役  邉田 真一朗
平成 8 年卒　スキー部 OB

https://www.deepimpact.co.jp

株式会社 ディープインパクト
税理士法人 ディープインパクト

Pride
as a
Specialist

松島俊行
税理士事務所

代表社員

松 島 俊 行
平成 8年卒
吹奏楽班OB

企画・構成・ご予算  諸々気軽にご相談ください！

〒203-0044 東久留米市柳窪2-6-4 102号室
TEL. 080-4158-2417  FAX.042-471-5864
Email : tatekawa440@gmail.com

立川志獅丸立川流
落語会
真　打
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に
西
村
先
生（
チ
ャ
ー
リ
ー
）に
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
同
期
6
人
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
卒
業
以

来
の
再
会
と
な
る
メ
ン
バ
ー
も
お
り
ま
し
た
が
そ

こ
は
毎
日
男
坂
の
上
に
夢
を
見
る
こ
と
だ
け
で
3

年
間
繋
が
っ
て
き
た
同
期
。
あ
っ
と
い
う
間
に
高

校
時
代
に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
、
写

真
を
見
る
限
り
、
先
生
と
同
期
が
ほ
ぼ
同
年
代
の

よ
う
に
見
え
月
日
の
残
酷
さ
を
見
た
気
が
い
た
し

ま
し
た（
笑
）。

駅
伝
と
同
様
、
歴
代
の
先
輩
方
か
ら
繋
が
れ
た

総
明
会
を
来
年
も
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
同
窓

の
絆
と
母
校
愛
を
深
め
る
事
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
会
う
た
び
に
「
不
安
だ
、
不
安
だ
。」と
口
に
し

て
お
り
、
私
も
次
期
は
ど
う
な
る
の
か
と
内
心
気

掛
か
り
で
あ
り
ま
し
た
が
、
紫
縁
会
の
定
例
会
や

関
係
委
員
会
の
回
が
重
ね
ら
れ
る
度
に
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
と
そ
の
実
行
に
向
け
た
活
発
且
つ
着
実
な

議
論
が
見
受
け
ら
れ
、
今
と
な
っ
て
は
全
く
の
杞

憂
で
あ
っ
た
と
得
心
し
て
お
り
ま
す
。
幹
事
学
年

活
動
は
初
め
て
の
経
験
が
続
き
、
時
に
は
困
難
な

局
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
同
期
の
繋
が
り
が
よ
り
幅
広

く
、そ
し
て
深
く
な
る
事
を
強
く
願
う
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
。

結
び
に
、
総
明
会
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
、
総
明
会
幹
事
担
当
学
年（
平
成
8
年

卒
）宮
嶋
優
光
と
申
し
ま
す
。

猿
楽
町
校
舎
を
離
れ
て
四
半
世
紀
。
思
い
出
の

「
天
丼
い
も
や
」「
と
ん
か
つ
駿
河
」「
キ
ッ
チ
ン
南

海
」
も
今
は
無
く
御
茶
の
水
界
隈
を
歩
く
と
き
は

も
っ
ぱ
ら
「
キ
ッ
チ
ン
カ
ロ
リ
ー
」で
食
し
て
お
り

ま
す
。

先
日
こ
の
原
稿
の
ネ
タ
を
考
え
な
が
ら
カ
ロ

リ
ー
焼
き
ダ
ブ
ル
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
ダ
ブ
ル
を
ダ
ブ
ル
で
平
ら
げ
た
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
胃
袋
も
、
1
回
転
目
の

ダ
ブ
ル
で
完
全
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
若
い
っ
て
素
晴
ら
し
い
。。。

さ
て
、
こ
の
度
、
平
成
8
年
卒
学
年
は
来
年
度

幹
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
卒
業

以
来
、
異
性
の
い
な
い
会
に
全
く
興
味
を
持
た
な

か
っ
た
の
か
、
ま
た
は
仕
事
に
一
生
懸
命
だ
っ
た

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
同
窓
会
は
全
く
開
催

さ
れ
て
お
ら
ず
同
期
の
繋
が
り
が
薄
く
細
く
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
現
在
、
一
生
に
一
度
の
幹
事
学

年
と
い
う
こ
と
で
部
活
単
位
や
仕
事
の
繋
が
り
を

た
ど
り
、
現
在
失
わ
れ
た
25
年
を
埋
め
る
べ
く
同

期
発
掘
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
先
日
、
今
年
度
総
明
会
幹
事

学
年
の
紫
縁
会
に
企
画
い
た
だ
き
ま
し
た
「
猿
楽

町
校
舎
〜
現
調
布
校
舎
間
を
歩
い
て
繋
ぐ
駅
伝
」

第
57
回
総
明
会
総
会
幹
事
学
年
平
成
6
年
卒

「
隆
明
会
」実
行
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
三
保
谷
建
介
と
申
し
ま
す
。
総
明
会
の
先
輩
・

後
輩
と
学
校
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂

戴
し
、
総
会
・
就
活
会
・
会
報
発
刊
の
各
事
業
を

大
過
な
く
執
り
行
え
ま
し
た
事
を
こ
の
場
を
お
借

り
し
ま
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
慣
れ
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
使

い
倒
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
幾
度
も
変
動
す
る
感
染
状

況
に
社
会
が
混
乱
を
来
す
中
に
あ
っ
て
も
な
お
、

所
定
の
タ
ス
ク
を
や
り
抜
く
べ
く
総
明
会
本
部
の

先
輩
後
輩
の
皆
様
方
と
歩
調
を
一
に
し
て
何
と
か

乗
り
越
え
ら
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
達

成
感
を
同
期
と
共
有
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、

半
年
を
経
て
少
人
数
の
集
ま
り
が
あ
っ
た
の
は
ま

だ
2
度
に
留
ま
り
、
協
力
し
て
く
れ
た
同
期
達
に

直
接
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
歯
が
ゆ

い
思
い
が
続
き
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
一
刻
も
早
い

収
束
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
幹
事
学
年
の
平
成
7
年
卒「
紫
縁

会
」の
皆
様
方
は
「『
縁
』～
と
と
の
う
」を
テ
ー
マ

と
し
、会
合
や
催
事
で
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
を
上

手
に
使
い
分
け
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
活
躍
を
加
速

さ
せ
て
お
り
、
我
々
の
活
動
を
遥
か
に
上
回
る
そ

の
能
力
に
感
嘆
し
て
お
り
ま
す
。
実
行
委
員
長
の

藤
田
央
君
は
総
明
会
の
法
被
を
引
き
継
い
だ
頃
に

次
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

前
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

宮
嶋 

優
光

三
保
谷 

建
介

第
59
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
8
年
卒  

紫
誠
会

第
57
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
6
年
卒  

隆
明
会
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Soumeikai Kaiho

学
生
時
代
は
表
立
って
「
明
治
最
高
！
」
な
ん
て
絶

対
言
わ
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
同
期
も
、
今
で

は
明
治
魂
全
開
で
す
。

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

今
年
も
班
ク
ラ
ブ
の
O
B
・
O
G
会
や
各
学
年
の
同

期
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

例
年
の
様
に
先
輩
方
への
挨
拶
ま
わ
り
が
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。
ま
た
、
総
会
と
懇
親
会
は
開
催
い
た

し
ま
す
が
、
飲
食
は
無
し
で
、
7
月
末
現
在
、
会
場

が
ま
だ
本
決
ま
り
で
は
な
い
状
況
で
す
。
様
々
な
制

限
の
中
、
も
が
い
て
い
る
最
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
懇

親
会
の
最
後
に
皆
さ
ま
と
校
歌
を
歌
う
こ
と
だ
け
は

や
り
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
じ
会
場
で
校
歌
を

歌
い
、青
春
時
代
の
思
い
出
に
浸
る
こ
と
が
、総
明
会

の一番
の
醍
醐
味
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
様

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

総
明
会
の
諸
先
輩
方
、
後
輩
の
皆
様
、
本
年
度

幹
事
学
年
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
紫
縁
会
の

藤
田
央
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
紫
縁
会
と
い
う
名
称

に
は
、私
た
ち
の
過
去
、現
在
、未
来
の
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
過
去
：
紫
紺
の
縁
で
集
った
仲
間

た
ち
の
会
。
現
在
：
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
２
年
連
続
中
止
と
なって
し
まった

総
明
会
懇
親
会（
宴
）を
今
年
は
や
り
た
い
と
い
う
想

い
。
未
来
：
いつ
ま
で
も
母
校
を
支
援
し
て
い
こ
う

と
い
う
想
い
。
こ
の
よ
う
な
三
つの
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
の
5
月
に
こ
の
同
期
会
名
が
決
定
し
、私
は

次
期
幹
事
学
年
の
実
行
委
員
長
に
立
候
補
し
ま
し

た
。
総
明
会
懇
親
会
の
現
場
に
実
際
に
出
て
い
た

経
験
が
あった
の
は
、
私
一人
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
私

が
実
行
委
員
長
に
立
候
補
し
た一番
の
理
由
は
、
総

明
会
の
歴
史
と
伝
統
を
自
分
が
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
使
命
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
次
期
実
行
委

員
長
と
し
て
の
初
め
て
の
挨
拶
の
場
は
、
昨
年
10
月

の
日
比
谷
コンベン
ション
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
評
議
員

会
で
し
た
。「
不
安
し
か
な
い
。」
と
何
度
も
連
呼

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
月
の
総
会
に
は
10
人
の
同

期
が
参
加
、
そ
の
後
の
紫
縁
会
実
行
委
員
会
結
成

時
に
は
21
人
が
幹
事
と
し
て
力
を
貸
し
て
く
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
結
成
後
は
、同
期

の
皆
の
熱
い
明
治
魂
に
何
度
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

藤
田
　
央

第
58
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
7
年
卒  

紫
縁
会

【
編
集
後
記
】

会
報
委
員（
平
成
7
年
卒
）　

小
倉 

竜
也

「
え
ぇ
ぇ
ぇ
、
面
倒
く
さ
い
こ
と
引
き
受
け

ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
…
」
紫
縁
会
会
報
委
員
長
の
櫻
井

に
声
を
か
け
ら
れ
、
四
半
世
紀
以
上
疎
遠
で
あ
っ

た
明
治
高
校
と
久
し
振
り
に
繋
が
る
嬉
し
さ
か
ら

お
も
わ
ず
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
た
も
の
の
、
冷

静
に
な
っ
て
湧
き
上
が
っ
て
き
た
の
が
当
時
の
感

想
。「

特
集
は
猿
楽
町
校
舎
と
現
調
布
校
舎
を
結
ぶ

駅
伝
に
し
よ
う
と
思
う
か
ら
、
企
画
を
具
体
化
し

て
実
行
よ
ろ
し
く
ね
」と
ま
た
ま
た
櫻
井
。「
簡
単

に
言
う
な
よ
」
と
心
の
声
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
再
拡
大
が
起
こ
る
と
も
し
れ
な

い
中
で
、
企
画
が
成
立
す
る
の
か
心
配
で
あ
っ
た

が
、
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
き
っ
ち
り
仕
上
げ
る

の
が
自
分
の
信
条
。
3
r
d
プ
ラ
ン
ま
で
考
え
つ

つ
、本
命
の
1
s
t
プ
ラ
ン
を
煮
詰
め
て
い
っ
た
。

そ
う
し
て
迎
え
た
駅
伝
当
日
。
梅
雨
の
中
休
み

（
6
月
後
半
の
酷
暑
で
は
な
く
て
本
当
に
良
か
っ

た
）。「
た
だ
歩
く
」が
、「
仲
間
と
歩
く
」に
進
化

し「
世
代
を
繋
ぐ
」も
の
に
姿
を
変
え
、
見
事「
歴

史
を
繋
ぐ
」に
昇
華
し
た
の
だ
っ
た
！

駅
伝
当
日
の
打
ち
上
げ
時
は
ま
さ
に
「
と
と

の
っ
た
ど
ー
っ
！
（
と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
て
、

心
身
共
に
快
調
に
感
じ
ら
れ
る
状
態
）」
だ
っ
た

が
、
お
店
の
外
に
出
た
刹
那
、
ど
う
や
っ
て
記
事

に
し
よ
う
か
と
押
し
寄
せ
る
不
安
。
翌
日
か
ら
3

週
間
、
休
日
を
削
っ
て
記
事
化
を
頑
張
り
ま
し
た

よ
。
そ
し
て
今
ま
さ
に
2
度
目
の
「
と
と
の
っ
た

ど
ー
っ
！
」。
た
だ
、
ま
だ
会
報
は
完
成
し
て
い
な

い
の
で
、
本
当
の
「
と
と
の
っ
た
ど
ー
っ
！
」は
、

送
付
さ
れ
て
き
た
会
報
を
読
ん
だ
後
に
押
し
寄
せ

て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

1
9
9
5
年
3
月
の
明
治
高
校
卒
業
か
ら
27

年
。
総
明
会
会
報
「
紫
紺
の
詩
」
と
い
う
“
襷

“
を
通
し
て
、
母
校
、
同
期
、
諸
先
輩
方
と
再

び
“
縁
”
を
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

“
縁
”
を
よ
り
太
く
し
て
い
く
こ
と
、
後
輩
と

も
“
縁
”
を
繋
い
で
い
く
こ
と
を
心
に
刻
み
、

筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

会
報
副
委
員
長（
平
成
7
年
卒
）　

古
川 

和
典

会
報
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
退
職
さ
れ
る
先

生
方
や
O
B
・
O
G
対
談
取
材
に
行
き
つ
つ
、
駅

伝
と
今
昔
物
語
を
担
当
で
き
る
機
会
を
頂
け
た
。

駅
伝
案
は
、
企
画
発
足
時
は
か
な
り
後
ろ
向
き
で

あ
っ
た
。
調
布
校
舎
に
行
く
際
に
乗
車
す
る
京
王

電
鉄
の
特
急
は
、ス
ピ
ー
ド
狂
で
飛
ば
す
訳
で
、ど

れ
ほ
ど
か
距
離
が
離
れ
て
い
る
と
誰
し
も
が
感
じ

る
と
こ
ろ
。「
そ
ん
な
万
里
の
長
城
の
よ
う
な
長

距
離
を
、
先
輩
方
に
歩
か
せ
る
な
ん
て
無
謀
で
あ

る
」
が
直
感
だ
っ
た
。
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
ら

な
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
社
会
情
勢
も
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
丸
2
年
が
経
過
し
て
い
る

令
和
4
年
３
月
で
あ
っ
て
も
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
暴

れ
て
い
る
社
会
状
況
で
あ
る
。
濃
厚
接
触
者
と
な

り
自
宅
待
機
を
せ
ざ
る
得
な
く
、
取
材
日
に
参
加

で
き
な
い
等
、
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
つ
づ
け
た
常

に
大
変
な
会
報
委
員
会
活
動
で
あ
っ
た
。

ま
た
、慣
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル
仕
掛
け
のZoom

等

に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会
報
会
議
で
は
、
言
う
こ
と
聞

か
な
い
パ
ソ
コ
ン
と
闘
い
つ
つ
、
自
宅
の
荒
れ
具

合
を
披
露
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
奇
妙
な

声
等
に
我
々
は
ス
ト
レ
ス
を
加
え
ら
れ
続
け
た
。
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一
方
、
会
報
委
員
と
い
う
こ
と
で
、
実
家
か
ら

「
過
程
」
や
自
分
た
ち
の
卒
業
文
集
等
を
引
っ
張

り
出
し
て
ネ
タ
探
し
に
翻
弄
し
た
。
同
期
の
中
に

は
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
ほ
つ
れ
た
体
操
着
を
い
ま
だ
に

ネ
グ
リ
ジ
ェ
に
し
て
い
る
よ
!
と
か
、
30
年
間
普

段
着
と
し
て
着
続
け
て
い
る
学
生
服
姿
一
押
し
の

F
君
な
ど
、
意
外
に
も
盛
り
上
が
り
楽
し
く
会
報

委
員
活
動
が
で
き
た
。

我
々
が
文
化
祭
準
備
委
員
会
だ
っ
た
時
の
テ
ー

マ
は
、『
考
え
中
』で
あ
り
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
舌
出
し
を
イ
メ
ー
ジ
シ
ー
ト
に
掲
げ
た
。
そ
れ

か
ら
約
28
年
を
経
て
、令
和
4
年
度
総
明
会
会
報

の
テ
ー
マ
は「『
縁
』～
と
と
の
う
～
」で
あ
り
、
長

い
年
月
を
か
け
て
諸
先
輩
方
・
同
期
・
後
輩
と
の

「
縁
」の
お
か
げ
で
紫
縁
会
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
よ

う
や
く「
と
と
の
っ
た
」よ
う
に
感
じ
て
い
る
。『
考

え
中
』が
長
く
、晩
成
型
だ
が
、こ
れ
か
ら
の
紫
縁

会
と
の
つ
な
が
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
総
明
会
と

共
に
歩
ん
で
い
き
、
老
齢
を
迎
え
た
頃
に
「
人
生

と
と
の
い
済
み
」
に
て
土
に
返
っ
て
い
け
れ
ば
本

望
だ
と
感
じ
て
い
る
。

最
後
に
、
総
明
会
の
先
輩
方
の
適
切
な
ご
指

導
・
ご
助
言
や
協
力
し
て
く
れ
た
後
輩
達
や
同
期

が
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
会
報
が
無
事
完

成
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

会
報
委
員（
平
成 

7
年
卒
）　

春
日
誠
治

正
直
な
話
、「
40
代
半
ば
に
同
窓
会
幹
事
を
担

当
す
る
」と
い
う
ウ
チ
の
学
校
の
シ
ス
テ
ム
は
知
っ

て
は
い
た
。
し
か
し
、
根
っ
か
ら
の
無
精
者
で
あ

る
た
め
「
声
が
か
か
る
こ
と
な
く
静
か
に
時
が
過

ぎ
て
行
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
…
」
と
思
っ
て
る

節
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
委
員
長
の
櫻
井
か
ら
誘

い
が
あ
っ
た
時
に
は
嬉
し
さ
と
「
向
こ
う
一
年
大

変
だ
な
…
」
と
い
う
気
持
ち
が
行
っ
た
り
来
た
り

し
て
い
た
。

た
だ
、
こ
の
会
報
作
り
に
携
わ
っ
た
こ
と
で

様
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
メ

イ
ン
の
駅
伝
企
画
で
は
、
も
と
も
と
第
３
区
の
１

区
間
だ
け
同
行
す
る
予
定
が
予
行
演
習
で
第
１

区
に
同
行
、
本
来
の
担
当
で
あ
る
第
３
区
の
同
行

を
終
え
、
ま
だ
元
気
だ
か
ら
と
調
子
に
乗
っ
て
同

期
が
歩
く
第
６
区
に
も
同
行
し
た
ら
、
仙
川
～
つ

つ
じ
が
丘
間
に
あ
る
長
い
下
り
坂
で
ふ
く
ら
は
ぎ

が
悲
鳴
を
上
げ
た
た
め
、つ
つ
じ
ヶ
丘
駅
で
離
脱
。

電
車
で
国
領
に
移
動
し
、
小
倉
さ
ん
と
本
隊
の
到

着
を
待
つ
間
に
足
の
具
合
が
良
く
な
っ
た
の
で
改

め
て
最
終
区
に
も
同
行
し
た
が
、
出
発
後
す
ぐ
に

痛
み
が
再
発
。
こ
む
ら
返
り
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
ど
う
に
か
ゴ
ー
ル
し
た
も
の
の
、
充
実
感
の
代

償
と
し
て
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
足
に
ダ
メ
ー
ジ
が

残
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
限
ら
ず
、
調
布
移
転
以
降
、
足
が
遠
の

い
て
い
た
母
校
を
訪
れ
、
先
生
方
に
ご
挨
拶
す
る

機
会
を
得
ら
れ
た
。
一
回
り
以
上
年
長
の
先
輩
か

ら
こ
の
春
卒
業
し
た
て
の
後
輩
に
至
る
ま
で
、
取

材
を
通
じ
て
多
く
の
O
B
・
O
G
に
出
会
え
た
。

そ
し
て
何
よ
り
高
校
卒
業
以
来
と
ん
と
ご
無
沙

汰
だ
っ
た
同
期
の
面
々
と
再
会
し
、
こ
の
四
半
世

紀
ま
っ
た
く
別
の
道
を
歩
ん
で
き
た
み
ん
な
が
力

を
合
わ
せ
て
総
明
会
の
活
動
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
、
向
こ
う
何
十
年
も
会
っ
て
飲
む
時
の
鉄
板
ネ

タ
に
な
る
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
す
べ
て
前
述
の
シ
ス
テ

ム
の
な
せ
る
業
か
と
思
う
と
、
こ
れ
を
構
築
し
た

先
輩
方
の
尽
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
『「
縁
」～
と
と
の
う
～
』。
こ

の
活
動
を
通
し
て
生
ま
れ
た
縁
が
今
後
ど
の
よ
う

に
と
と
の
っ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み

だ
。

会
報
委
員
長（
平
成
7
年
卒
）　

櫻
井 

勝
也

今
年
は
、
皆
さ
ま
の『
縁
を
と
と
の
え
る
』こ
と

に
、よ
り
貢
献
す
る
に
は
、「
会
報
と
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

少
し
で
も
未
来
の
世
代
へ
の
布
石
と
な
る
べ
く
、

毎
年
作
っ
て
い
る
仕
様
に
留
ま
ら
ず
、
自
分
た
ち

の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
誌
面
も
併
せ

持
つ『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
会
報
』を
、
会
報
メ
ン
バ
ー

８
名
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

か
く
い
う
我
々
は（
少
な
く
と
も
私
自
身
）
は
、

会
報
と
い
う
も
の
を
こ
れ
ま
で
大
し
て
意
識
し
て

お
ら
ず
、「
本
当
に
必
要
な
も
の
な
の
か
？
多
く

の
制
作
費
用
と
労
力
を
か
け
て
作
る
必
要
が
あ
る

の
か
？
」
と
自
問
し
、
委
員
会
で
も
僭
越
な
が
ら

意
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
考
え
続
け
た
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
見
出
し
た
一
つ
の
答
え
が
、
会
報

づ
く
り
を
通
じ
て
、「
総
明
会
の
存
在
意
義
は
何

な
の
か
？
、ど
う
し
た
ら
、後
輩
た
ち
・
若
い
世
代
・

現
役
生
が
総
明
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

か
？
」を
ど
う
表
現
す
る
か
、
に
至
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
腐
心
し
て
、
会
報
の
テ
ー
マ
や
内
容
、
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
先
輩

方
に
賛
同
を
い
た
だ
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
会
報
作
り
は
、
単
に
印
刷
な
ど
の
経
費
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
人
的
投
資
で
膨

大
な
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
お
り
、
大
切
に
残
す
べ

き
も
の
、
変
え
て
い
く
べ
き
も
の
を
意
識
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
雑
誌
体
裁
の
良
さ
を
残
し
な
が
ら

も
、
総
明
会
H
P
が
よ
り
O
B
・
O
G
が
情
報
を

得
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
で
き
れ
ば
と
い
う
想
い
も

メ
ン
バ
ー
で
共
創
し
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
両
方
を
併

せ
持
つ
会
報
を
形
に
し
た
つ
も
り
で
す
。

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
の
で
、
積
み
残
し
課

題
は
、
次
年
度
以
降
の
後
輩
た
ち
、
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
や
Z
世
代
へ
と
襷
が
わ
た
り
、
よ
り
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
小
さ
な
布
石
だ
け
で
も
打
て
た

の
か
な
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
世
代
を
超
え
た

猿
楽
町
・
調
布
校
舎
を
「
歩
い
て
繋
ぐ
駅
伝
」
企

画
や
、
猿
楽
町
校
舎
潜
入
取
材
や
、
我
々
世
代
の

O
B
・
O
G
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
や
O
B
・
O
G
に

な
っ
て
も
現
役
さ
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
班
部
活

動
の
特
集
な
ど
、会
報
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
ず
、卒
業

以
来
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
期
メ
ン
バ
ー
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
彼
ら
や
先
輩
方
と
の
交
わ
り
も
楽
し

い
も
の
で
、励
み
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
広
報
委
員
会
の
先
輩
方
を
は
じ
め
、

幹
事
学
年
の
活
動
に
、
多
大
な
る
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
て
、

最
後
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　お引越し等で住所が変わられた
方はお手数ですが、右記総明会事
務局までご連絡いただきますよう
お願いいたします。

住所変更時のお願い

E-mail : hcozaki@cropozaki.com
（勤務先：株式会社クロップオザキ 代表取締役）

TEL 03-5820-0741
FAX 03-5820-0742

総明会 副事務局長 尾崎 博之
連絡先 

この会報誌発行にあたり、多くの総明会の皆様から、ご寄稿及び貴重なお写
真の提供をいただきました。広報委員会一同心よりお礼申し上げます。
紙面の都合上、全てを掲載することができませんでした。この場を借りてお詫
び申し上げます。また、文章中においても、万人が読みやすい表現に統一を
はかるため、広報委員の責任で割愛・表現の変更をさせていただきました。
広報委員全員で文章を校正致しましたが、至らぬ点もあるかと思います。
何卒ご了解いただきます様お願い申し上げます。
※本誌掲載の記事、写真、イラスト、図表の無断転載は固くお断りいたします。
　乱丁・落丁本はお取り替えいたします。

お礼とお詫び発　行：明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会・総明会 
　　　　〒182-0033 東京都調布市富士見町4-23-25 
　　　　明治大学付属明治高等学校内 
　　　　TEL.042-444-9100 
　　　　http://www.meiji-soumeikai.com/

編集長：櫻井  勝也
表　紙：清水  研志・筆
アートディレクター：田嶋  慎治（昭和63年卒）
制作進行：田嶋  慎治（昭和63年卒）
印　　刷：ふじ・プリント
2022年10月1日発行

第58回 総明会実行委員会
「紫縁会」平成7年卒

※表紙の文字は、幹事学年の紫縁会 清水研志
（生徒会本部・書道部OB）が、本年の活動テーマを
　書き記したものです。

実行委員長 藤田　　央（応援指導班OB）

副実行委員長 千賀　貴生（JRC・IAC　OB）

副実行委員長 長谷川海平（スキー部OB）

事務局長 荒木　孝信（スキー部OB）

会計 久保　康高（バドミントン部OB）

式典委員長 金子　敦史（テニス部OB）

式典委員 石田　真吾（高校山岳部OB）

式典委員 草間健太郎

寄付広告委員長 大山　昌一（バスケットボール部OB）

寄付広告委員 小井田幸也（生徒会本部OB）

ゴルフ委員長 日野　友貴（剣道部OB）

会報委員長 櫻井　勝也（生徒会本部・陸上競技部OB）

会報副委員長 古川　和典（写真部OB）

会報委員 小倉　竜也（バレーボール部OB）

会報委員 春日　誠治（生徒会本部OB）

会報委員 澤登　崇史（物理部OB）

会報委員 清水　研志（生徒会本部・書道部OB）

会報委員 宮坂俊一郎（生徒会本部・写真部OB）

会報委員 森平　伊織（生徒会本部OB）

就活会委員長 遠藤　智史（吹奏楽班OB）

就活会委員 岡崎　俊彦（物理部OB）

就活会委員 福田　哲史（吹奏楽班OB）
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